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は
じ
め
に

河
上　

暁
弘

　

広
島
平
和
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
も
研
究
や
教
育
を
行
う
一
方
で
、
研
究
成
果
を
広
く
市
民
の
皆
様
に

還
元
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
な
ど
平
和
に
か
か
わ
る
諸
問
題

を
テ
ー
マ
に
、
連
続
市
民
講
座
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
継
続
的
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
、
広
島
平
和
研
究
所
が
主
催
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
の
内
容
を
お
伝
え
し
、
現
代
世
界
に
お
け
る
平
和
構
築
に
関
す
る
問
題
提
起
と
す
る
た
め
、
こ
の
小

冊
子
シ
リ
ー
ズ
の
「
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
八
号
で
あ
る
本
書
は
、「
広
島
か
ら
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
す
。
元
と



ii

な
っ
た
の
は
、
広
島
平
和
研
究
所
主
催
の
二
〇
二
一
年
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
流
動
化
す
る
東
ア
ジ

ア
」（
二
〇
二
一
年
一
二
月
四
日
）、
連
続
市
民
講
座
「
広
島
発
の
平
和
学
」（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
か
ら
二
月
一
〇

日
ま
で
配
信
）、
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
ロ
シ
ア
、
人
道
危
機
、
国
際
法
」（
二
〇
二
二
年

三
月
二
九
日
）
で
の
講
演
・
報
告
で
す
（
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
）。
本
書
は
、
そ
れ
ら
の
講
演
記
録
等

を
も
と
に
し
て
報
告
者
・
講
演
者
に
あ
ら
た
め
て
執
筆
し
て
頂
い
た
原
稿
一
一
本
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
第
Ⅰ
部
は
、「
流
動
化
す
る
東
ア
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
、「
バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
太
平
洋

政
策
」（
第
一
章　

佐
々
木
卓
也
）、「
中
国
習
近
平
政
権
の
自
信
と
不
安
」（
第
二
章　

高
原
明
生
）、「
東
ア
ジ
ア

の
『
新
冷
戦
』
と
朝
鮮
半
島
の
『
脱
冷
戦
』」（
第
三
章　

李
鍾
元
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
現
在
の
東
ア

ジ
ア
情
勢
を
分
析
し
、
同
地
域
に
お
い
て
平
和
を
創
造
す
る
際
の
課
題
を
探
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
Ⅱ
部
は
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
（
二
〇
二
二
年
二

月
二
四
日
開
始
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
、「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
人
道
と
規
範
、
二
重
の

危
機
」（
第
四
章　

梅
原
季
哉
）、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
―
―
ロ
シ
ア
外
交
の
観
点
か
ら
」（
第
五
章　

加
藤
美
保

子
）、「
国
際
法
か
ら
見
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
市
民
向
け
の
国
際
法
入
門
」（
第
六
章　

佐

藤
哲
夫
）
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

第
Ⅲ
部
は
、「
広
島
発
の
平
和
学
」
を
テ
ー
マ
に
、「
原
爆
と
新
聞
報
道
」（
第
七
章　

四
條
知
恵
）、「
憲
法



iii

九
条
と
核
兵
器
」（
第
八
章　

河
上
暁
弘
）、「
広
島
と
平
和
―
―『
当
た
り
前
』
を
見
直
そ
う
」（
第
九
章　

水
本

和
実
）、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
二
〇
二
一
年
二
月
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
―
―
国
内
政
治
お
よ
び
外
交
政
策

へ
の
影
響
」（
第
一
〇
章　

ナ
ラ
ヤ
ナ
ン
・
ガ
ネ
サ
ン
）、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
歴
史
」（
第
一
一
章　

ロ

バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
広
島
平
和
研
究
所
は
、
二
〇
二
一
年
に
、
当
時
の

全
教
員
が
執
筆
し
た
書
籍
『
広
島
発
の
平
和
学
―
―
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
一
三
講
』（
法
律
文
化
社
）
を
公

刊
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
書
の
「
広
島
発
の
平
和
学
」
と
い
う
問
題
意
識
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
深
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
各
執
筆
者
が
、
学
界
の
各
分
野
の
専
門
的
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
考
え
、
問
題

提
起
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
読
者
の
皆
様
が
、
市
民
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
、
学
生
・
生
徒
と
し
て
、

ま
た
グ
ル
ー
プ
等
に
お
い
て
、
こ
の
小
冊
子
を
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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第
１
章　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策

佐
々
木
卓
也

　

本
論
文
の
目
的
は
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
発
足
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
（
民
主
党
）
の
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
政

策
を
概
観
し
、
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
と
く
に
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
（
共
和
党
）
の
政
策
と
の
連

続
性
と
非
連
続
性
に
留
意
し
な
が
ら
、
主
な
議
論
を
展
開
す
る
。

１　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
発
足

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
、
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
は
再
選
を
め
ざ
す
現
職
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
を
破
り
、
勝
利
を
収
め
た
。
バ
イ
デ
ン
の
得
票
率
は
五
一
・
三
％
、
獲
得
し
た
大
統
領
選
挙
人
は

三
〇
六
票
で
、
ト
ラ
ン
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
四
六
・
九
％
、
二
三
二
票
で
あ
っ
た
（
偶
然
な
が
ら
、
民
主
党
と
共
和
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党
の
候
補
が
獲
得
し
た
大
統
領
選
挙
人
の
数
は
、
二
〇
一
六
年
の
そ
れ
を
入
れ
替
え
た
も
の
で
あ
る
）。
バ
イ
デ
ン
は
得

票
数
で
ト
ラ
ン
プ
に
約
七
〇
〇
万
票
の
差
を
つ
け
た
が
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
独
特
の
選
出
方
法
の
故
に
、

い
わ
ゆ
る
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
地
帯
を
含
む
数
州
の
帰
趨
が
勝
敗
を
決
め
た
。
す
な
わ
ち
バ
イ
デ
ン
は
ト
ラ
ン

プ
が
二
〇
一
六
年
に
勝
利
し
た
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
、
ミ
シ
ガ
ン
州
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
を
奪
還
し
た

こ
と
と
、
長
く
共
和
党
の
地
盤
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
と
ア
リ
ゾ
ナ
州
を
僅
差
な
が
ら
お
さ
え
た
こ
と

が
決
定
的
で
あ
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
は
一
九
四
二
年
一
一
月
生
ま
れ
の
史
上
最
高
齢
の
大
統
領
で
あ
る
。
彼
の
大
統
領

就
任
前
の
立
法
府
と
行
政
府
に
お
け
る
外
交
経
験
の
豊
富
さ
は
、
お
そ
ら
く
ニ
ク
ソ
ン
（
共
和
党
）
や
ブ
ッ

シ
ュ
（
父
、
共
和
党
）
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
で
あ
ろ
う
。
バ
イ
デ
ン
は
三
六
年
に
わ
た
る
上
院
議
員
在
職
中
、

早
く
か
ら
外
交
委
員
会
に
所
属
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
外
交
委
員
長
を
四
年
間
務
め
た
。
オ
バ
マ
政
権
（
民

主
党
）
で
は
副
大
統
領
と
し
て
、
日
本
を
含
む
多
く
の
国
々
―
―
そ
の
数
は
五
〇
カ
国
を
超
え
る
―
―
を

訪
れ
、
各
国
首
脳
と
会
談
を
重
ね
た
。
そ
も
そ
も
オ
バ
マ
が
二
〇
〇
八
年
に
バ
イ
デ
ン
を
副
大
統
領
候
補

に
選
ん
だ
の
は
、
中
央
政
界
で
の
彼
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
と
外
交
経
験
を
評
価
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
バ
イ

デ
ン
の
外
交
的
な
立
場
は
オ
バ
マ
と
同
様
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
外
交
の
主
流
で
あ
る
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
主
義

―
―
民
主
主
義
、
自
由
で
開
放
的
な
経
済
・
金
融
・
貿
易
体
制
を
中
核
の
理
念
と
す
る
―
―
の
そ
れ
で
あ
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る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
副
大
統
領
に
は
ハ
リ
ス
が
女
性
で
、
し
か
も
有
色
人
種
（
父
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
母
は
イ
ン

ド
か
ら
の
移
民
で
あ
る
）
と
し
て
初
め
て
就
い
た
。
彼
女
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
検
察
官
、
州
司
法
長
官
を

経
て
四
年
間
連
邦
上
院
議
員
を
務
め
て
お
り
、
上
院
議
員
時
代
の
主
要
な
活
躍
の
場
は
司
法
委
員
会
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
彼
女
の
政
治
的
関
心
は
法
務
、
公
民
権
問
題
な
ど
内
政
に
あ
り
、
国
際
経
験
に
は
乏
し

い
。
正
副
大
統
領
の
ど
ち
ら
か
が
西
海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
政
治
的
基
盤
と
す
る
の
は
、
一
九
五

〇
年
代
の
ニ
ク
ソ
ン
と
一
九
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
（
共
和
党
）
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
は
国
務
長
官
に
ブ
リ
ン
ケ
ン
、
国
務
副
長
官
に
シ
ャ
ー
マ
ン
、
国
防
長
官
に
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

退
役
陸
軍
大
将
、
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
に
サ
リ
バ
ン
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

の
イ
ン
ド
太
平
洋
調
整
官
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
を
起
用
し
た
。
い
ず
れ
も
オ
バ
マ
政
権
で
外
交
・
安
保
政
策
を

担
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
を
除
き
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
の
国
際
問
題
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
で
い
る
（
た
だ
し
シ
ャ
ー
マ
ン
は
国
務
次
官
と
し
て
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
結
ば
れ
た
慰
安
婦
問
題
を
め
ぐ
る

日
韓
合
意
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
。
他
な
ら
ぬ
バ
イ
デ
ン
自
身
、
副
大
統
領
時
代
、
安
倍
晋
三
首
相
と
朴
槿
恵
大
統
領
の

間
を
取
り
持
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
）。
そ
れ
だ
け
に
バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
の
遂
行
に
あ

た
り
、
過
去
の
民
主
党
政
権
で
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
の
国
防
次
官
補
代
理
、
国
務
省
次
官
補
を
務
め
、
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ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
詳
し
い
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
役
割
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
オ
バ
マ
政
権
下

で
「
旋
回
」、「
再
均
衡
」
を
進
め
た
Ｈ
・
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
の
片
腕
で
あ
っ
た
。

　

東
ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
の
国
務
次
官
補
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
外
交
官
で
ア
ジ
ア
問
題
専
門
家
の
ク
リ
テ
ン

ブ
リ
ン
ク
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
担
当
（
二
〇
一
八
年
に
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
よ
り
改
称
）
の
国
防
次
官
補
に
は
、
バ

イ
デ
ン
副
大
統
領
時
代
の
補
佐
官
で
、
中
国
専
門
家
の
ラ
ト
ナ
ー
が
就
任
し
た
。
駐
日
大
使
に
は
、
下
院

議
員
、
オ
バ
マ
政
権
の
大
統
領
首
席
補
佐
官
、
シ
カ
ゴ
市
長
を
歴
任
し
た
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
が
指
名
さ
れ
、

上
院
の
承
認
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
一
月
に
東
京
に
着
任
し
た
。
ハ
ガ
テ
ィ
前
大
使
（
現
在
上
院
議
員
）
が

二
〇
一
九
年
夏
に
離
日
し
て
以
来
、
駐
日
大
使
の
ポ
ス
ト
は
約
二
年
半
空
席
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
よ
う

や
く
解
消
さ
れ
た
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
は
内
政
で
専
ら
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
た
が
（
第
一
次
湾
岸
戦
争
で
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
に
志
願
し
従
軍
し
た
経
験
を
も
つ
）、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
近
い
。
中
国
大
使
に
は
元
国
務
次
官
の
バ
ー
ン

ズ
が
就
任
し
た
。
重
要
な
同
盟
国
で
あ
る
韓
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
使
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ベ
テ
ラ
ン

の
外
交
官
で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
、
元
駐
日
大
使
の
カ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
指
名
が
発
表
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
バ
イ
デ
ン
政
権
の
国
務
省
を
含
む
全
体
の
人
事
は
、
党
派
対
立
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
順
調
で

は
な
い
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
の
人
事
も
、
全
く
か
か
わ
り
の
な
い
他
の
問
題
を
め
ぐ
る
共
和
党
上
院
議
員
の

批
判
の
余
波
で
、
上
院
の
審
議
、
承
認
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
が
発
足
し
て
す
で
に
一
年
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が
過
ぎ
た
が
、
上
院
の
承
認
を
要
す
る
人
事
の
充
足
の
程
度
は
、
重
要
な
政
府
高
官
ポ
ス
ト
が
最
後
ま
で

埋
ま
ら
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
比
べ
て
高
い
も
の
の
、
同
じ
時
期
の
Ｇ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
（
共

和
党
）、
オ
バ
マ
政
権
に
比
べ
て
低
い
。
国
内
の
政
治
対
立
の
厳
し
さ
の
一
端
を
物
語
る
事
態
で
あ
り
、
大

使
人
事
の
遅
延
は
外
交
の
効
果
的
な
遂
行
に
大
き
な
支
障
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

２　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
―
―
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
非
連
続
性

　

バ
イ
デ
ン
は
二
〇
二
一
年
一
月
二
〇
日
の
大
統
領
就
任
演
説
で
、
民
主
主
義
の
理
念
を
謳
い
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
民
に
結
束
と
団
結
を
呼
び
か
け
、
ア
メ
リ
カ
は
「
今
一
度
世
界
を
照
ら
す
か
が
り
火
」
に
な
る
と

宣
言
し
た
。
こ
れ
は
、
四
年
前
に
露
骨
な
自
国
優
先
の
「
ア
メ
リ
カ
第
一
」
主
義
を
標
榜
し
た
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
の
就
任
演
説
と
は
異
な
り
、
高
い
格
調
に
満
ち
た
内
容
で
あ
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
す
ぐ
に
、

パ
リ
協
定
へ
の
復
帰
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
の
脱
退
手
続
き
の
中
止
の
決
定
、
国
際
連
合
人
権

理
事
会
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
へ
の
復
帰
を
表
明
し
、
ま
た
イ
ラ
ン
核
合
意
復
帰
を
め
ぐ
り

イ
ラ
ン
政
府
と
の
話
し
合
い
を
始
め
る
な
ど
、
国
際
協
調
路
線
へ
の
回
帰
を
印
象
づ
け
た
。
大
統
領
が
自

ら
、
一
一
月
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
結
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26　

英
エ
ジ
ン
バ
ラ
）
に
出
席
し
た
こ
と
も
、
ト
ラ

ン
プ
外
交
と
の
相
違
を
印
象
づ
け
た
。



8

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
三
月
に
「
暫
定
的
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
指
針
」
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ
は
「
中
産

階
級
」
の
力
を
増
進
す
る
経
済
・
通
商
政
策
の
実
施
、
国
内
の
経
済
再
建
と
民
主
主
義
の
再
活
性
化
を
進

め
る
と
述
べ
て
、
内
政
と
外
交
の
連
動
性
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
ア
メ
リ
カ
が
同
盟
国
・
友
好
国
と

と
も
に
民
主
主
義
の
再
活
性
化
に
努
め
、
国
際
的
な
指
導
力
の
回
復
を
は
か
り
、「
戦
略
的
な
競
争
に
あ

る
」
中
国
に
対
し
て
優
位
に
立
つ
と
言
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
中
国
は
「
安
定
し
開

放
的
な
国
際
体
制
に
持
続
的
挑
戦
を
行
う
経
済
、
外
交
、
軍
事
、
技
術
力
を
結
集
す
る
潜
在
力
を
も
つ
唯

一
の
競
争
国
」
で
あ
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
三
月
の
初
め
て
の
記
者
会
見
と
四
月
二
八
日
の
上
下
両
院
合
同
会
議
演
説
で
、
ア

メ
リ
カ
は
「
再
び
動
き
始
め
て
い
る
。
世
界
を
再
び
主
導
す
る
」
と
単
独
主
義
・
孤
立
主
義
的
な
ト
ラ
ン

プ
路
線
へ
の
決
別
を
強
調
し
、
米
中
の
「
競
争
」
は
「
二
一
世
紀
の
民
主
主
義
国
家
と
専
制
主
義
国
家
の

有
用
性
を
め
ぐ
る
闘
い
だ
」
と
言
明
し
た
。
さ
ら
に
国
務
省
の
世
界
人
権
報
告
書
（
三
月
）
と
信
教
自
由
報

告
書
（
五
月
）
は
、
新
彊
・
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
や
香
港
で
の
中
国
の
人
権
弾
圧
を
非
難
し
、
前
者
を
「
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
」
と
形
容
し
た
の
で
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
理
念
的
な
言
辞
で
対
中
関
係
を
語
る
が
、
冷
戦
最
盛
期
の
よ
う
に
中
華
人
民
共
和
国

を
「
中
共Com

m
unist China

」
と
呼
び
、
中
国
共
産
党
体
制
の
変
革
を
公
然
と
求
め
た
ポ
ン
ペ
オ
前
国
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務
長
官
に
比
べ
、
そ
の
調
子
は
は
る
か
に
抑
制
的
で
あ
る
。
大
統
領
は
九
月
二
一
日
の
国
連
総
会
演
説
で
、

中
国
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
は
「
新
た
な
冷
戦
や
硬
直
し
た
陣
営
に
分
か
れ
た
世
界
」
を
望

ん
で
い
な
い
と
語
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
後
「
最
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
」
イ
ン
ド
太
平
洋
な
ど
の

地
域
に
対
し
て
、
同
盟
国
、
友
好
国
と
と
も
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
当
局

者
は
米
中
の
対
立
は
米
ソ
冷
戦
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
体
制
間
の
競
争
、
競
合
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
は
中
国
の
体
制
に
「
変
化
」
を
求
め
る
も
の
で
な
い
（
サ
リ
バ
ン
補
佐
官
）
と
説
明
し
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
ア
ジ
ア
政
策
を
具
体
的
に
説
明
し
た
の
が
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
二
〇
二
一
年
一
月
に
外

交
専
門
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
「
ア
メ
リ
カ
は
い
か
に
し
て
ア
ジ
ア
の
秩
序
を
支
え
る
か
―
―
均
衡
と
正

統
性
を
回
復
す
る
戦
略
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
イ
ン
ド
太
平
洋
の
体
制
の
「
均
衡
」
と
「
正

統
性
」
に
「
脅
威
」
を
与
え
て
い
る
二
つ
の
問
題
が
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
一
つ
は
中
国
の
経
済
的
・
軍
事

的
台
頭
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
、
こ
の
地
域
の
「
あ
ら
ゆ
る
要
素
」
を
危

う
く
し
た
前
大
統
領
の
言
動
を
批
判
し
た
。
そ
の
上
で
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
ア
メ
リ
カ
が
同
盟
国
と
友
好
国
と

協
働
し
て
、
こ
の
地
域
の
均
衡
と
正
統
性
を
回
復
し
、
中
国
の
行
動
を
「
抑
止
す
る
」
こ
と
、
中
国
に
対

し
て
こ
の
よ
う
な
地
域
秩
序
に
中
国
の
「
居
場
所
」
が
あ
り
、「
競
争
的
な
が
ら
平
和
的
な
地
域
に
利
益
」

が
あ
る
こ
と
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
論
文
が
示
す
よ
う
に
、
あ
る
い
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
自
身
が
二
〇
二
一
年
春
、「
最
善
の
中
国
政
策
こ
そ

が
実
際
の
と
こ
ろ
、
良
い
ア
ジ
ア
政
策
で
あ
る
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
太
平

洋
政
策
は
何
よ
り
も
中
国
を
念
頭
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
同
盟
国
と
友
好
国

と
の
協
調
を
重
視
す
る
。
ポ
ン
ペ
オ
前
国
務
長
官
は
「
新
た
な
民
主
主
義
諸
国
の
同
盟
」（
二
〇
二
〇
年
七

月
）
を
呼
び
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
そ
れ
に
向
け
て
具
体
的
な
行
動
を
と
る
こ
と

は
な
く
、
む
し
ろ
同
盟
諸
国
に
は
極
め
て
冷
淡
で
、
時
に
は
敵
対
的
で
さ
え
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
バ

イ
デ
ン
は
同
盟
を
ア
メ
リ
カ
の
「
最
大
の
資
産
」
と
位
置
づ
け
、
ア
メ
リ
カ
の
相
対
的
な
力
の
低
下
を
補

完
す
る
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
二
〇
二
一
年
一
一
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ

た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
単
独
で
中
国
に
立
ち
向
か
う
場
合
、
世
界
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
二
五
％

を
背
景
に
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
同
盟
国
と
一
緒
で
あ
れ
ば
、
そ
の
二
倍
の
経
済
力
を
背
景
に
中
国
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

同
盟
国
・
友
好
国
と
の
協
力
で
は
、
ま
ず
こ
の
地
域
の
重
要
な
同
盟
国
で
あ
る
日
本
、
そ
し
て
韓
国
と

の
関
係
の
強
化
が
あ
っ
た
。
二
〇
二
一
年
四
月
の
日
米
首
脳
会
談
後
の
共
同
声
明
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
推
進
、
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
尖
閣
諸
島
へ
の
適
用
の
確
認
、「
東
シ
ナ
海
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
」
と
「
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
、
中
国
の
不
法
な
海
洋
権
益
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に
関
す
る
主
張
及
び
活
動
」
へ
の
反
対
、「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
」
を
表
明
し
た
。
日
米
共

同
声
明
に
お
け
る
台
湾
へ
の
言
及
は
、
一
九
六
九
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
五
月
の
米
韓
首
脳
会
談

も
、「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
維
持
の
重
要
性
」
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
安
全
保
障
、
経
済
面
で
の

協
力
を
前
面
に
押
し
出
し
、
前
政
権
下
で
自
由
貿
易
協
定
の
改
定
、
在
韓
米
軍
の
経
費
負
担
問
題
で
亀
裂

が
入
っ
た
米
韓
関
係
の
修
復
を
は
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
日
米
豪
印
四
カ
国
戦
略
対
話
（
ク
ア
ッ
ド
）
の
活
用
が
あ
る
。
す
で
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
ク

ア
ッ
ド
外
相
会
議
が
始
ま
っ
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
こ
れ
を
首
脳
会
談
化
し
、
二
〇
二
一
年
三
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
、
九
月
に
は
対
面
で
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
し
た
。
三
月
の
会
談
で
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
謳
い
、
九
月
の
会
談
で
は
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
改
め
て
関
与
す
る
こ

と
」
を
確
認
し
、「
法
の
支
配
、
航
空
と
上
空
飛
行
の
自
由
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
民
主
的
価
値
」
な
ど

へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
共
同
声
明
は
、
高
速
通
信
規
格
「
５
Ｇ
」
や
半
導
体
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
、
気
候
変
動
、
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
を
め
ぐ
る
協
力

を
約
束
し
た
。
こ
の
ク
ア
ッ
ド
首
脳
会
談
の
直
前
に
、
米
英
豪
は
安
全
保
障
協
力
の
新
た
な
枠
組
み
Ａ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
を
創
設
し
、
バ
イ
デ
ン
は
こ
の
三
カ
国
の
み
な
ら
ず
世
界
が
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

の
平
和
と
安
定
に
か
か
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
も
明
ら
か
に
中
国
を
念
頭
に
置
い
た
新
た
な
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安
保
の
枠
組
み
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
・
友
好
国
と
の
関
係
強
化
は
続
い
た
。
二
〇
二
一
年
六
月
の
主
要
七
カ
国
首
脳
会

議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
、
英
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
）
は
こ
の
種
の
共
同
宣
言
で
初
め
て
、
中
国
に
対
し
て
新
彊
と
香
港

の
人
権
と
基
本
的
自
由
の
尊
重
を
求
め
た
ほ
か
、「
包
摂
的
で
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
の
維
持
の
重
要
性
」、「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
」、
東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海
の
現
状
を
変
更

し
緊
張
を
高
め
る
「
一
方
的
な
試
み
」
へ
の
反
対
を
表
明
し
た
。
二
〇
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
開
催
さ
れ
ず
、
一
九
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
反
対
で
合
意
文
書
は
わ
ず
か

一
頁
に
と
ど
ま
り
事
実
上
の
失
敗
に
終
わ
っ
た
だ
け
に
、
二
一
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
久
し
ぶ
り
に
参
加

国
の
協
調
と
結
束
を
誇
示
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
ま
た
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
お
よ
び
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
に
対
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
六
月
の
首
脳
会
談
後
の
宣
言
で
、

「
中
国
の
野
心
的
で
強
硬
な
振
る
舞
い
は
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
や
同
盟
国
の
安
全
保
障
に
構
造
的

な
挑
戦
を
も
た
ら
す
体
制
的
な
挑
戦
」
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
二
〇
二
一
年
に
入
り
、
英
、
仏
、
独
、
オ

ラ
ン
ダ
は
日
本
近
海
に
軍
艦
を
派
遣
し
、
日
本
の
海
上
自
衛
隊
、
米
豪
海
軍
な
ど
と
共
同
の
演
習
を
行
っ

た
。
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
「
脳
死
状
態
」
に
あ
る
と
述
べ
た
が
、
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バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
再
活
性
化
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の
関
与
を
強
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
へ
副
大
統
領
、
国
務
長
官
、
国

防
長
官
、
国
務
次
官
、
商
務
長
官
、
米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
代
表
な
ど
を
次
々
と
派
遣
し
、
ア
ジ
ア

に
対
す
る
関
心
と
関
与
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
も
ま
た
前
政
権
と
の
相
違
が
顕
著
で
あ
る
。
二
〇
二
一

年
一
一
月
上
旬
に
ク
リ
テ
ン
ブ
リ
ン
ク
国
務
次
官
補
が
九
月
の
就
任
以
来
初
め
て
日
本
と
韓
国
を
訪
問
し

た
。
バ
イ
デ
ン
自
身
、
米
大
統
領
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
首
脳
会
議
に
四
年
ぶ
り

に
、
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
に
は
五
年
ぶ
り
に
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
出
席
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
は
「
死
活

的
に
重
要
」
で
あ
る
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
―
―
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
連
続
性

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
中
国
政
策
に
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
重
要
な
部
分
が
あ
る
。
ま
ず
通

商
政
策
で
は
、
中
国
に
科
し
た
関
税
の
維
持
、
前
政
権
で
ま
と
ま
っ
た
対
中
貿
易
合
意
の
遵
守
、
安
全
保

障
を
理
由
に
し
た
米
製
品
の
輸
出
、
中
国
の
対
米
投
資
審
査
の
強
化
、
米
政
府
調
達
の
際
の
一
部
中
国
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
排
除
に
関
す
る
方
針
の
継
続
、
中
国
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
ア
メ
リ
カ
市
場
か
ら
の
締
め
出

し
の
強
化
・
拡
大
を
進
め
、
さ
ら
に
は
新
彊
・
ウ
イ
グ
ル
地
区
で
人
権
侵
害
に
加
担
す
る
中
国
企
業
の
製
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品
の
米
輸
出
に
対
す
る
措
置
を
強
化
し
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
ま
た
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
期
限
が
切
れ
た
「
大
統
領
貿
易
促
進
法
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）」
の

更
新
を
議
会
に
求
め
な
か
っ
た
。
合
衆
国
憲
法
の
規
定
に
よ
り
対
外
通
商
規
制
権
は
議
会
に
帰
属
す
る
た

め
、
行
政
府
は
対
外
的
な
通
商
交
渉
を
行
う
際
に
、
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
付
与
を
議
会
に
求
め
て
き
た
が
、
バ
イ
デ

ン
政
権
は
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
失
効
を
容
認
す
る
こ
と
で
、
国
内
産
業
の
競
争
力
の
強
化
を
優
先
し
、
新
た
な
貿
易

交
渉
を
当
面
行
わ
な
い
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
代
表
は
一
一
月
、
前
政
権
下

で
脱
退
し
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
復
帰
す
る
可
能
性
を
否
定
し
た
上
で
、
同

盟
国
、
友
好
国
と
の
経
済
連
携
の
意
向
を
示
し
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
で
、「
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
で
の
新
た
な
経
済
枠
組
み
」
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
オ
バ
マ
元
大
統
領
が
か
つ
て
ア
ジ
ア

に
お
け
る
再
均
衡
の
「
中
心
的
な
柱
」
と
位
置
付
け
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
復
帰
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
再
確
認

し
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
に
対
す
る
軍
事
的
警
戒
論
に
つ
い
て
も
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
変
化
は
な
い
。
む
し
ろ
、
中
国
海

軍
の
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
活
発
な
行
動
、
中
国
空
軍
機
に
よ
る
台
湾
の
防
空
識
別
圏
へ
の
進

入
の
急
増
、
中
国
の
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
の
拡
充
、
極
超
音
速
兵
器
の
実
験
を
背
景
に
、
中
国
脅
威
論
が

高
揚
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
退
任
す
る
直
前
の
二
〇
二
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一
年
三
月
の
上
院
軍
事
委
員
会
の
公
聴
会
で
、
中
国
軍
の
六
年
以
内
の
台
湾
侵
攻
の
恐
れ
を
証
言
し
、
衝

撃
を
与
え
た
（
た
だ
し
そ
の
後
ミ
リ
ー
統
合
参
謀
本
部
議
長
は
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
発
言
を
事
実
上
取
り
消
し
て
い
る
）。

米
国
防
省
は
一
一
月
の
報
告
書
で
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
中
国
は
核
弾
頭
の
保
有
数
を
現
在
の
五
倍
の
一

〇
〇
〇
発
に
増
や
す
と
警
告
し
た
。

　

中
国
に
強
い
態
度
で
対
処
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
内
で
は
超
党
派
の
合
意
が
あ
る
。
内
政
で
対
立
が

絶
え
な
い
民
主
党
と
共
和
党
で
あ
る
が
、
皮
肉
に
も
中
国
政
策
は
「
超
党
派
政
策
の
唯
一
最
後
の
砦
」
と

化
し
て
い
る
。
世
論
調
査
も
ア
メ
リ
カ
人
の
対
中
観
は
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
中
国
を
好

ま
し
く
見
な
い
人
は
二
〇
一
八
年
の
四
六
％
か
ら
二
一
年
三
月
に
は
六
七
％
に
増
え
、
八
月
の
調
査
で
は
、

中
国
が
台
湾
に
侵
攻
し
た
場
合
、
米
軍
が
台
湾
防
衛
の
た
め
に
派
遣
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
人
が
初
め
て

五
二
％
と
過
半
数
を
超
え
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
身
、
台
湾
の
防
衛
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
は
「
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
」
が
あ
る
と
発
言
し
（
台
湾
関
係
法
の
規
定
に
そ
の
よ
う
な
義
務
は
な
い
）、
一
〇
月
に
は
米
の
海
兵
隊

と
特
殊
部
隊
が
長
年
、
台
湾
の
陸
・
海
軍
部
隊
を
訓
練
し
て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
台
湾
関
係
は
引
き
続
き
進
展
し
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
一
月
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
就
任

式
に
は
、
断
交
後
初
め
て
台
湾
の
駐
米
代
表
が
招
請
さ
れ
、
三
月
末
に
は
、
台
湾
と
外
交
関
係
を
有
す
る

数
少
な
い
国
家
で
あ
る
パ
ラ
オ
共
和
国
の
大
統
領
が
訪
台
し
た
際
、
米
駐
パ
ラ
オ
大
使
が
こ
れ
に
随
行
し



16

た
。
ア
メ
リ
カ
の
現
役
の
大
使
が
台
湾
を
訪
れ
る
の
は
、
米
華
断
交
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
政
界
の
要
人
の
台
湾
訪
問
は
前
政
権
と
同
様
、
頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
に

は
四
回
、
超
党
派
の
議
員
、
元
政
府
高
官
の
台
湾
訪
問
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
四
月
に
バ
イ
デ
ン
政
権
の
意

向
を
受
け
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
（
子
）
で
国
務
副
長
官
を
務
め
た
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
（
共
和
党
）
と
オ
バ
マ
政
権

で
国
務
副
長
官
を
務
め
た
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
（
民
主
党
）、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
親
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
る

ド
ッ
ド
元
上
院
議
員
（
民
主
党
）、
六
月
に
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
副
大
統
領
候
補
に
も
目
さ
れ
た
ダ
ッ

ク
ワ
ー
ス
上
院
議
員
（
軍
事
委
員
会
）
ら
三
名
の
民
主
・
共
和
両
党
の
上
院
議
員
、
一
一
月
に
共
和
党
の
上

下
両
院
議
員
と
軍
関
係
者
ら
一
三
名
、
そ
し
て
タ
カ
ノ
民
主
党
下
院
議
員
（
下
院
復
員
兵
委
員
長
）
ら
五
名
の

下
院
議
員
が
訪
台
し
、
台
湾
の
政
財
界
の
要
人
と
会
見
し
た
。
二
〇
二
二
年
三
月
に
は
バ
イ
デ
ン
政
権
は

マ
レ
ン
元
統
合
参
謀
本
部
議
長
ら
五
名
の
元
政
府
要
人
を
送
り
、
そ
の
直
後
に
ポ
ン
ペ
オ
前
国
務
長
官
が

「
私
人
」
の
立
場
で
訪
台
し
、
蔡
英
文
総
統
ら
と
会
見
し
た
。
ポ
ン
ペ
オ
は
滞
在
中
、
ア
メ
リ
カ
が
「
自
由

な
主
権
国
家
で
あ
る
中
華
民
国
」
を
外
交
承
認
す
る
よ
う
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
オ
の
訪
台
は
米

華
断
交
後
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
経
験
者
に
よ
る
初
め
て
の
訪
台
で
あ
っ
た
。
中
国
政
府
は
こ
の
種
の

訪
台
に
激
し
く
反
発
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
議
会
が
主
導
し
て
成
立
し
た
米
台
の
政
府
高

官
の
相
互
訪
問
を
促
す
台
湾
旅
行
法
、
台
湾
の
国
際
的
立
場
と
安
全
保
障
に
理
解
を
示
す
「
タ
イ
ペ
イ
法
」、
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台
湾
が
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
」
と
謳
っ
た
台
湾
保
証
法
を
背

景
に
、
ア
メ
リ
カ
の
要
人
の
訪
台
が
恒
常
化
し
て
い
る
。
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
さ
ら
に
二
〇
二
一
年

一
〇
月
、
台
湾
の
国
連
機
関
へ
の
参
加
を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
、
と
く
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
国
際
民
間
航
空
機

関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
を
例
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
も
二
〇
二
一
年
一
一
月
、
初
め
て
公
式
訪

問
団
を
台
北
に
送
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
一
二
月
に
、
選
挙
公
約
で
あ
る
「
民
主
主
義
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
台
湾
を
含

む
百
カ
国
を
超
え
る
国
と
地
域
の
指
導
者
を
招
請
し
た
。
招
請
さ
れ
な
か
っ
た
主
な
国
は
中
国
と
ロ
シ
ア

で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
権
威
主
義
か
ら
の
防
衛
、
腐
敗
と
の
戦
い
、
人
権
の
尊
重
を
テ
ー
マ
に

民
主
主
義
国
家
の
結
束
と
強
力
を
促
す
狙
い
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
種
の
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
自
体
に
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
民
主
主
義
諸
国
家
の
苦
し
い
国
際
環
境
が
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
二
度
の
電
話
会
談
を
経
て
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
な
が
ら

初
め
て
習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
を
お
こ
な
っ
た
。
両
首
脳
は
気
候
変
動
問
題
で
の
協
力
を
約
束
し
た
も

の
の
、
そ
れ
以
外
の
人
権
、
台
湾
、
貿
易
を
め
ぐ
る
意
見
の
隔
た
り
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
と
く

に
台
湾
に
つ
い
て
、
バ
イ
デ
ン
は
ア
メ
リ
カ
は
軍
事
的
支
援
を
続
け
る
も
の
の
、
台
湾
の
独
立
を
支
持
せ

ず
、「
一
つ
の
中
国
」
政
策
を
堅
持
す
る
姿
勢
を
示
し
た
が
、
習
は
台
湾
の
独
立
問
題
で
「
一
線
」
を
越
え
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な
い
よ
う
に
警
告
し
た
。
米
中
の
歩
み
寄
り
は
難
し
く
、
対
立
は
長
期
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

４　

バ
イ
デ
ン
外
交
と
揺
ら
ぐ
国
内
基
盤

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
二
〇
二
二
年
二
月
に
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
を
発
表
し
、
改

め
て
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
を
訴
え
、
ア
メ
リ
カ
の
目
標
は
「
中
国
を
変
え
る
こ

と
」
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
こ
の
文
書
に
お
い
て
も
バ
イ
デ
ン
政
権
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
経

済
的
枠
組
み
は
二
〇
二
二
年
の
早
い
時
期
に
打
ち
出
す
と
語
る
の
み
で
、
な
お
も
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
。

こ
の
文
書
が
示
す
よ
う
に
、
政
権
発
足
後
い
ま
だ
に
新
た
な
通
商
戦
略
を
打
ち
出
せ
な
い
と
こ
ろ
に
、
バ

イ
デ
ン
政
権
が
国
内
で
直
面
す
る
厳
し
い
政
治
状
況
が
あ
る
。

　

実
際
、
二
〇
二
一
年
秋
以
降
バ
イ
デ
ン
政
権
の
足
元
が
揺
ら
い
で
い
る
。
上
院
で
は
民
主
党
と
共
和
党

が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
議
席
で
拮
抗
し
て
お
り
、
下
院
で
は
民
主
党
が
共
和
党
を
僅
か
に
一
〇
議
席
を
上
回
っ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ギ
ャ
ッ
プ
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
五
七
％
で
出
発
し
た
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
支
持
率
は
九
月
に
四
二
％
に
ま
で
落
ち
込
み
、
支
持
率
と
不
支
持
率
が
逆
転
し
た
。
そ
の

後
こ
の
傾
向
は
す
っ
か
り
定
着
し
、
支
持
率
は
二
〇
二
二
年
一
月
に
は
四
〇
％
に
低
落
し
た
後
、
若
干
持

ち
直
し
た
も
の
の
、
三
月
で
も
四
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
有
権
者
の
不
満
は
、
政
府
の
経
済
・
雇
用
政
策
、
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物
価
の
上
昇
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
米
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
の
拙
速
な
撤
退
と
タ
リ
バ
ン
政
権
の
復
活
も
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
大
き
な
失
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
発
足
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
軸
と
す
る
経
済
対
策
法
を
は
じ

め
、
一
一
月
に
は
一
兆
ド
ル
を
超
え
る
大
型
イ
ン
フ
ラ
投
資
法
案
を
成
立
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
の
大
型
イ

ン
フ
ラ
投
資
法
は
政
権
が
当
初
も
く
ろ
ん
だ
規
模
の
半
分
に
過
ぎ
ず
、
財
政
規
律
を
主
張
す
る
民
主
党
保

守
派
と
の
党
内
調
整
に
手
間
取
り
、
さ
ら
に
共
和
党
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
民
主
党
内
で
は
左
派

を
中
心
に
、
政
府
の
対
応
に
対
す
る
大
き
な
不
満
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
も
貧
困
対
策
な
ど
の
社
会
保
障

と
気
候
変
動
へ
の
対
策
を
柱
と
す
る
約
二
兆
ド
ル
の
法
案
は
、
一
二
月
に
下
院
を
通
過
し
た
も
の
の
、
上

院
で
は
身
内
の
マ
ン
チ
ン
上
院
議
員
（
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）
の
反
対
で
成
立
の
目
処
が
た
っ
て
い
な
い
。

ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
二
〇
一
六
年
と
二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
候
補
が
い
ず
れ
も

約
七
〇
％
の
得
票
率
を
得
て
圧
勝
し
た
保
守
的
な
州
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
全
米
の
注
目
を
集
め
た
一
一
月
の
二
つ
の
州
知
事
選
挙
の
結
果
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
打
撃
を

与
え
た
。
ま
ず
二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
バ
イ
デ
ン
が
一
〇
％
の
差
で
ト
ラ
ン
プ
を
抑
え
た
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
に
近
い
共
和
党
候
補
が
民
主
党
候
補
に
二
％
の
得
票
率
差
で
勝
利
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
知
事
選
挙
で
は
現
職
の
民
主
党
候
補
が
勝
利
を
収
め
た
も
の
の
、
共
和
党
候
補
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に
得
票
率
で
わ
ず
か
一
％
の
差
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
上
で
の
辛
勝
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

は
バ
イ
デ
ン
が
ト
ラ
ン
プ
に
一
六
％
の
差
を
つ
け
て
圧
勝
し
た
州
で
あ
っ
た
。

　

共
和
党
は
依
然
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
。
共
和
党
支
持
者
の
約
七
割
は
、

二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
と
信
じ
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
政
治
的
正
統
性
を
認
め
て

い
な
い
。
民
主
党
が
優
位
な
下
院
は
二
〇
二
一
年
一
月
六
日
の
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
を
め
ぐ
り
特

別
委
員
会
を
設
置
し
た
が
（
上
院
も
調
査
委
員
会
を
設
け
よ
う
と
し
、
共
和
党
の
反
対
で
頓
挫
し
た
）、
調
査
は
共
和

党
の
激
し
い
反
対
に
遭
遇
し
て
お
り
、
こ
の
委
員
会
に
参
加
し
た
共
和
党
議
員
は
委
員
会
設
置
に
賛
成
し

た
二
名
の
共
和
党
議
員
に
過
ぎ
な
い
（
他
の
共
和
党
議
員
全
員
は
設
置
に
反
対
投
票
を
行
っ
た
）。
こ
の
二
名
の
共

和
党
議
員
の
う
ち
の
一
人
は
二
〇
二
二
年
の
中
間
選
挙
へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
、
も
う
一
人
の
チ
ェ
イ
ニ
ー

下
院
議
員
（
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
。
父
は
元
副
大
統
領
）
は
議
会
襲
撃
事
件
を
め
ぐ
り
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
責
任

を
問
い
、
彼
を
非
難
し
た
こ
と
か
ら
、
共
和
党
下
院
指
導
部
の
ポ
ス
ト
を
追
わ
れ
た
ば
か
り
か
、
共
和
党

全
国
委
員
会
か
ら
譴
責
決
議
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
中
間
選
挙
を
前
に
し
た
予
備
選
挙
で
は
対
立
候
補
が

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
党
院
内
総
務
の
支
持
を
受
け
る
な
ど
、
苦
戦
が
必
至
の
状
況
で
あ
る
（
一
月
に
ワ
イ
オ
ミ
ン

グ
州
共
和
党
委
員
会
が
実
施
し
た
模
擬
投
票
で
は
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
圧
倒
的
な
差
で
対
立
候
補
に
敗
れ
た
）。

　

重
要
な
内
政
課
題
に
直
面
し
、
さ
ら
に
イ
ラ
ン
核
合
意
再
建
交
渉
、
そ
し
て
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
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に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
大
胆
な
通
商
戦
略

を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
科
し
た
Ｅ
Ｕ
と
日
本
か
ら
輸

入
す
る
鉄
鋼
に
対
す
る
課
税
を
一
部
撤
廃
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
同
盟
諸
国
の
不
満
の
解
消
に
努
め
た
が
、

全
面
的
な
撤
廃
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。
関
税
維
持
を
求
め
る
労
働
組
合
と
鉄
鋼
業
界
に
対
す
る
配
慮
の
結

果
で
あ
り
、「
中
産
階
級
の
外
交
」
を
奉
じ
る
バ
イ
デ
ン
政
権
は
前
政
権
の
通
商
政
策
の
基
本
を
放
棄
し
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
確
た
る
通
商
戦
略
の
不
在
を
横
目
に
、
中
国
は
二
〇
二
一
年
九
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
、
一
一

月
に
デ
ジ
タ
ル
経
済
連
携
協
定
へ
の
加
盟
申
請
を
発
表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
が
未
加
入
の
ま
ま
、

東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
一
五
カ
国
が
署
名
す
る
地
域
的
包
括
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）―
―
米
抜
き
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
上
回
る
経
済
効
果
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
―
―
が
二
〇
二
二
年
一
月
に
発
効
し
た
。
ア
ジ

ア
太
平
洋
の
通
商
秩
序
を
め
ぐ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
明
ら
か
に
中
国
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る
。

５　

多
難
な
前
途
―
―
お
わ
り
に
代
え
て

　

二
〇
二
二
年
二
月
に
北
京
に
て
一
四
年
ぶ
り
に
五
輪
が
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
北
京
夏
季
五
輪

の
開
会
式
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
大
統
領
、
サ
ル
コ
ジ
仏
大
統
領
な
ど
世
界
の
八
〇
カ
国
近
い
首
脳
が
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参
加
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
北
京
冬
季
五
輪
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
西
側
諸
国
の
多
く

が
中
国
の
人
権
問
題
を
理
由
に
「
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
を
宣
言
し
、
外
交
使
節
団
の
派
遣
を
見
送
っ
た
。

世
界
の
首
脳
ク
ラ
ス
の
出
席
は
わ
ず
か
三
〇
カ
国
程
度
に
と
ど
ま
り
、
中
国
に
対
す
る
国
際
社
会
の
眼
差

し
が
格
段
に
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
二
月
は
ま
た
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が

北
京
を
訪
れ
、
周
恩
来
首
相
、
毛
沢
東
共
産
党
主
席
と
会
談
し
て
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き
時
で

あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ
を
祝
福
す
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。
中
国
に
対
す
る
眼
差
し
は
す
っ
か
り

醒
め
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
中
国
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
下
で
本
格
化
し
た
が
、
そ
の
「
ア
メ

リ
カ
第
一
主
義
」
に
も
と
づ
く
自
国
本
位
の
孤
立
主
義
的
な
外
交
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
信
認
と
国
際

的
立
場
の
低
落
を
招
い
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
主
義
外
交
に
復
帰
し
、
同
盟
国
・
友
好

国
と
連
携
し
な
が
ら
対
中
国
政
策
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
超
党
派
の
支
持
が
あ
る
。
し
か
し

国
内
の
「
よ
り
良
い
再
建
」
に
向
け
山
積
す
る
内
政
課
題
、
国
際
的
に
は
イ
ラ
ン
核
合
意
再
建
交
渉
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
背
景
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の

実
現
の
た
め
に
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
主
導
の
国
際
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
、

ど
の
程
度
の
関
心
と
資
源
を
持
続
的
に
費
や
し
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
行
動
を
と
る
の
か
、
不
透
明
で
あ
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る
。

　

と
り
わ
け
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
ア
メ
リ
カ
が
対
処
す
べ
き
唯
一
の
対
立
・
競
争
国
が
中
国

だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
た
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
は
、
中
国
を
主

要
な
対
立
国
と
み
な
す
バ
イ
デ
ン
政
権
の
隙
を
突
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
を
非

難
し
、
そ
の
撤
退
を
要
求
す
る
国
連
安
保
理
決
議
案
に
対
し
て
、
中
国
の
ほ
か
、
ク
ア
ッ
ド
の
一
角
を
占

め
る
イ
ン
ド
（
も
う
一
カ
国
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
が
棄
権
し
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
独
自
の
外
交
的
立
場

を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
の
ク
ア
ッ
ド
首
脳
会
議
も
イ
ン
ド
の
反
対
で
、

共
同
文
書
に
て
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
を
名
指
し
で
非
難
す
る
こ
と
を
控
え
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
三
月
初
旬
の
一
般
教
書
演
説
で
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
を
激
し
く
非
難
し
、
対
ロ

制
裁
を
主
導
し
た
国
際
的
指
導
力
を
誇
示
し
た
が
、
政
権
の
過
去
一
年
の
政
策
に
つ
い
て
有
権
者
の
五
六
％

が
「
失
敗
」
と
み
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
早
く
も
内
外
で
正
念
場
を
迎
え
た
感
が
強
い
。　

（
二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
脱
稿
）
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第
２
章　

中
国
習
近
平
政
権
の
自
信
と
不
安
（
講
演
録
）

高
原　

明
生

　

習
近
平
政
権
に
つ
い
て
は
、
報
道
も
大
変
多
く
、
皆
さ
ま
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
関
心
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
自
信
と
不
安
の
両
面
を
抱
え
た
政
権
だ
と
い
う
こ
と
を
お

話
し
し
ま
す
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
流
動
化
す
る
東
ア
ジ
ア
」
で
す
が
、
そ
こ
で
カ
ギ

と
な
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
が
、
中
国
が
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
と
い
う
問

題
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
中
国
の
行
方
も
占
い
つ
つ
、
お
話
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流
行

　

そ
れ
で
、
ど
こ
か
ら
お
話
し
し
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
大
き
な
問
題
と
し
て
は
、
依
然
と
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し
て
世
界
で
続
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
最
初
に
ど
こ
で
始
ま
っ
た
か

に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
中
国
の
武
漢
市
で
大
流
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

事
実
で
す
。

　

そ
の
と
き
に
、
ご
記
憶
と
思
い
ま
す
が
、
中
国
当
局
の
初
動
が
遅
れ
ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
の
間
で
、

何
か
ま
ず
い
こ
と
が
起
こ
り
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
ま
ず
上
が
り
ま
し
た
。「
ま
た
二
〇

〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
と
き
の
よ
う
な
伝
染
病
が
は
や
り
つ
つ
あ
る
」
と
言
っ
て
、
自
分
た
ち
の
内
輪
の

グ
ル
ー
プ
で
、
中
国
版
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
お
医
者
さ
ん
た
ち
が
話
し
始
め
た

の
で
す
。
す
る
と
、
当
局
が
そ
れ
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
て
、
デ
マ
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
て
け
し
か
ら
ん

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
逆
に
訓
戒
処
分
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

地
方
の
指
導
者
に
す
れ
ば
、
自
分
の
管
轄
地
域
か
ら
感
染
症
が
広
が
っ
た
り
し
た
ら
重
大
な
責
任
問
題
で

す
。
そ
こ
で
最
初
は
不
都
合
な
真
実
を
隠
そ
う
と
し
た
、
そ
れ
が
故
に
初
動
が
遅
れ
た
と
い
う
面
が
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

そ
の
と
き
の
お
医
者
さ
ん
た
ち
は
、
の
ち
に
名
誉
回
復
し
て
英
雄
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
、

そ
の
一
人
の
李
文
亮
さ
ん
と
い
う
人
は
、
自
分
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
二
〇
二
〇
年
二
月
の
こ
と
で
す
。
そ
の
亡
く
な
る
少
し
前
に
、
李
医
師
は
中
国
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メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
健
全
な
社
会
に
は
一
つ
の
声
だ
け
が
あ
る
べ
き
で

な
い
」。
多
く
の
人
が
こ
の
言
葉
に
共
感
し
、
李
文
亮
さ
ん
の
死
を
悼
み
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
に
バ
ー
チ
ャ

ル
な
献
花
壇
ま
で
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。
今
の
一
党
支
配
体
制
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
体
制
へ
の
不
信

感
が
急
速
に
広
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
李
文
亮
医
師
の
言
葉
は
、
実
に
そ
の
一
年
半
ほ
ど
前
、
二
〇
一
八
年
の
半
ば
だ
っ
た
の
で
す
が
、

習
近
平
総
書
記
が
語
っ
た
こ
と
の
正
反
対
だ
っ
た
の
で
す
。
習
さ
ん
は
、
同
年
七
月
、
組
織
人
事
関
係
の

重
要
な
会
議
の
場
で
、「
党
中
央
は
大
脳
で
あ
り
、
中
枢
で
あ
り
、
尊
崇
を
集
め
る
一
人
の
最
後
の
鶴
の
一

声
が
全
体
の
ト
ー
ン
を
規
定
す
る
権
威
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
。
尊
崇
を

集
め
る
一
人
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
自
分
の
こ
と
で
す
。
ま
あ
よ
く
自
分
で
言
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
年
の
三
月
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
憲
法
を
改
正
し
、
国
家
主
席
と
副
主
席
の
任
期
を
撤
廃
し
た
と

こ
ろ
、
さ
す
が
に
そ
れ
は
や
り
過
ぎ
だ
ろ
う
、
権
力
を
長
期
独
占
す
る
つ
も
り
か
と
い
う
声
が
長
老
た
ち

の
間
か
ら
も
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
。
李
文
亮
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
異
論
を
許
さ
な
か
っ
た
た
め
に
感
染
症

が
広
が
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
さ
あ
大
変
、
習
近
平
体
制
に
と
っ
て
最
大
の
ピ
ン
チ
が
訪
れ
た
と
言
っ

て
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
か
ら
習
近
平
は
必
死
に
な
っ
て
巻
き
返
し
を
図
り
ま
す
。
大
別
す
れ
ば
三
つ
の
こ
と
を
や
り
ま
し
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た
。
第
一
が
、
武
漢
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
つ
ま
り
都
市
封
鎖
に
象
徴
さ
れ
る
、
強
権
発
動
に
よ
る
ウ
イ
ル

ス
の
制
圧
で
す
。
日
本
の
町
内
会
、
あ
る
い
は
戦
時
中
の
隣
組
に
相
当
す
る
社
区
居
民
委
員
会
の
幹
部
た

ち
が
、
人
の
出
入
り
が
な
い
よ
う
に
監
視
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
時
と
同
様
で

す
が
、
今
回
は
人
の
行
動
経
路
を
記
録
す
る
ア
プ
リ
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
事
に
感
染
症
の

広
が
り
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。

　

第
二
に
行
っ
た
こ
と
は
情
報
の
統
制
と
宣
伝
の
強
化
で
す
。
当
局
へ
の
批
判
や
体
制
へ
の
不
信
感
が
広

が
ら
な
い
よ
う
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
相
当
す
る
中
国
版
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
も
監
視
を
強
め
、
言
論

の
統
制
と
情
報
の
流
通
を
厳
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
他
方
、
公
式
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
一
大
宣
伝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
共
産
党
と
習
近
平
の
威
信
を
回
復
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
そ
れ

を
助
け
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
が
感
染
症
対

策
の
必
要
性
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
太
平
洋
を
わ
た
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
う
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
中
国
当
局
は
、
ア
メ
リ
カ
の
混
乱
ぶ
り
を
指
さ
し
て
、「
民
主
主
義
だ
と
偉
そ
う
に
す
る

ア
メ
リ
カ
の
体
た
ら
く
を
見
ろ
。
無
能
な
大
統
領
を
選
ん
だ
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
よ
り
、
習
近
平
同
志
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
う
ち
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
う
ま
く
対
応
で
き
て
い
る
」
と
宣
伝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
感
染
症
を
抑
え
込
め
な
い
状
況
で
し
た
ね
。
そ
れ
と
中
国
の
状
況
を
対
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比
さ
せ
る
宣
伝
は
大
変
よ
く
効
き
ま
し
た
。
印
象
と
し
て
、
習
近
平
の
声
望
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
よ
り

高
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
三
が
経
済
の
回
復
で
す
。
減
税
や
補
助
金
の
交
付
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
で
、
ほ
か
の
国

よ
り
も
早
く
経
済
の
回
復
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
二
〇
二
〇
年
の
第
一
四
半
期
の
成
長
率
は
前
年

同
期
比
で
マ
イ
ナ
ス
六
・
八
％
で
し
た
が
、
第
二
四
半
期
に
は
早
く
も
前
年
同
期
比
で
プ
ラ
ス
成
長
に
転

じ
、
結
局
、
通
年
で
は
二
・
三
％
の
成
長
を
記
録
し
ま
し
た
。
主
要
国
の
中
で
唯
一
の
プ
ラ
ス
成
長
を
実

現
し
た
の
で
す
。
こ
の
数
字
の
正
確
性
を
問
う
声
は
中
国
国
内
に
も
あ
り
ま
す
。
別
の
計
算
方
法
に
す
れ

ば
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
公
式
発
表
は
高
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
す
。
し
か
し
ど
ち
ら
が
正
し
い
に
せ
よ
、
他

の
国
々
と
比
べ
て
中
国
経
済
が
早
い
回
復
ぶ
り
を
示
し
、
他
国
の
経
済
は
そ
の
恩
恵
を
被
っ
た
と
言
っ
て

間
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

２　

中
国
共
産
党
創
立
一
〇
〇
周
年
と
第
三
の
歴
史
決
議
採
択

　

中
国
共
産
党
と
習
近
平
総
書
記
は
極
め
て
厳
し
い
窮
地
か
ら
見
事
に
脱
し
、
二
〇
二
一
年
、
党
の
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
七
月
一
日
の
式
典
を
企
画
し
た
当
局
者
は
、
習
近
平
の
権
威
を
印
象
付
け
る

た
め
の
視
覚
的
な
演
出
に
意
を
払
い
ま
し
た
。
一
つ
は
、
指
導
者
が
天
安
門
上
に
横
一
列
に
並
ぶ
際
、
習
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近
平
と
そ
の
両
隣
の
指
導
者
、
そ
れ
は
前
総
書
記
の
胡
錦
濤
と
総
理
の
李
克
強
で
し
た
が
、
そ
の
間
隔
を

他
の
指
導
者
た
ち
の
間
隔
よ
り
広
く
取
り
ま
し
た
。
習
近
平
の
突
出
し
た
地
位
を
印
象
付
け
る
配
置
だ
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
の
日
、
習
近
平
は
灰
色
の
、
い
わ
ゆ
る
人
民
服
を
着
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
軍
事

パ
レ
ー
ド
や
将
軍
任
命
の
儀
式
な
ど
の
際
、
軍
服
も
ど
き
の
濃
い
緑
色
の
人
民
服
を
着
た
こ
と
は
何
度
も

あ
り
ま
す
が
、
灰
色
の
人
民
服
で
人
々
の
前
に
現
れ
た
の
は
恐
ら
く
初
め
て
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
狙
い
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
天
安
門
に
掛
か
る
毛
沢
東
の
肖
像
画
、
ち
ょ
う
ど
天

安
門
上
に
立
っ
た
習
近
平
の
真
下
に
そ
れ
は
掛
か
っ
て
い
ま
す
が
、
習
近
平
は
、
肖
像
画
の
毛
沢
東
と
同

じ
色
の
、
同
じ
人
民
服
を
着
て
来
た
の
で
す
。
自
分
は
毛
沢
東
と
並
ぶ
指
導
者
な
の
だ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
、

視
覚
に
訴
え
る
演
出
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
年
の
秋
に
な
る
と
、
共
産
党
は
四
〇
年
ぶ
り
と
な
る
第
三
の
歴
史
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の

狙
い
は
、
習
近
平
の
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
第
一
の
歴
史

決
議
は
、
ま
だ
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
前
の
一
九
四
五
年
の
こ
と
で
す
が
、
党
内
に
お
け
る
毛
沢

東
の
権
威
と
権
力
を
正
統
化
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
の
歴
史
決
議
は
、
一
九
八
一
年
、
毛

沢
東
の
後
継
者
だ
っ
た
華
国
鋒
を
党
主
席
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
し
た
鄧
小
平
た
ち
が
主
導
し
て
採
択
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し
た
も
の
で
す
。
や
は
り
、
自
分
た
ち
の
権
力
を
正
統
化
す
る
た
め
に
党
の
正
史
を
書
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
回
で
す
が
、
二
〇
二
二
年
、
五
年
に
一
度
の
党
大
会
が
巡
っ
て
き
ま
す
。
一
九
八
〇
年
代
に
鄧
小
平

ら
が
導
入
し
た
集
団
指
導
制
の
下
で
は
、
ト
ッ
プ
は
二
期
一
〇
年
で
次
の
代
に
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
習
近
平
は
、
そ
れ
以
降
の
自
分
の
続
投
を
実
現
し
よ
う
、
そ
れ
を
正
統
化
し
よ
う
と
考
え
て
、

新
し
い
党
の
正
史
を
書
か
せ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
記
述
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
建
党
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
わ
け
で
す
か
ら
、

過
去
一
〇
〇
年
を
振
り
返
っ
て
書
か
れ
た
歴
史
決
議
で
す
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
も
、「
党
の
一
〇
〇
年
の
奮
闘

の
重
大
な
成
果
と
歴
史
的
な
経
験
に
関
す
る
決
議
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変

興
味
深
い
こ
と
に
、
習
近
平
が
就
任
し
て
以
来
の
直
近
の
過
去
九
年
間
、
そ
れ
を
「
新
時
代
」
と
呼
ん
で
、

そ
の
時
代
の
記
述
に
圧
倒
的
な
分
量
を
割
い
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
如
何
に
習
近
平
が
素
晴
ら
し

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
が
叙
述
の
中
心
で
す
。
毛
沢
東
は
国
を
立
ち
上
が

ら
せ
た
、
鄧
小
平
は
国
を
富
ま
せ
た
、
習
近
平
は
国
を
強
く
し
た
。
こ
の
宣
伝
文
句
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
温
度
が
高
い
今
の
中
国
で
は
国
民
に
受
け
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
〇
〇
年
を
振
り
返
る
部
分
か
ら
、
一
つ
非
常
に
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
落
ち
て
い
ま
す
。

ま
っ
た
く
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
何
か
と
言
う
と
、
華
国
鋒
で
す
。
華
国
鋒
は
、
毛
沢
東
の
死
後
、
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急
進
左
派
の
い
わ
ゆ
る
「
四
人
組
」
を
逮
捕
し
、
党
主
席
、
国
務
院
総
理
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
と
い

う
三
つ
の
要
職
を
一
身
に
兼
ね
た
歴
史
上
唯
一
の
人
物
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
決
議
に
は

華
国
鋒
の
「
華
」
の
字
も
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、

華
国
鋒
は
鄧
小
平
た
ち
と
の
権
力
闘
争
に
負
け
て
失
脚
し
た
人
で
す
。
そ
し
て
四
〇
年
前
の
第
二
の
歴
史

決
議
に
は
、
は
っ
き
り
と
華
国
鋒
の
「
罪
」
を
、
つ
ま
り
な
ぜ
彼
が
失
脚
し
、
ト
ッ
プ
の
座
を
降
り
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
が
い
ろ
い
ろ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
罪
は
、
華
国
鋒
が
毛
沢
東
と
自

分
の
写
真
を
並
ん
で
掲
げ
さ
せ
、
自
ら
を
英
明
な
領
袖
と
呼
ば
せ
て
自
身
の
神
格
化
を
進
め
た
こ
と
で
し

た
。
毛
沢
東
を
対
象
と
し
た
個
人
崇
拝
こ
そ
が
共
産
党
の
そ
れ
ま
で
の
大
失
政
を
も
た
ら
し
た
と
鄧
小
平

ら
に
厳
し
く
咎
め
ら
れ
、
華
国
鋒
は
権
力
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
今
、
ま
さ
に
そ
れ
を
実
践

し
て
い
る
習
近
平
に
す
れ
ば
、
歴
史
か
ら
抹
殺
し
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
で
す
。

　

ま
た
今
回
の
歴
史
決
議
で
は
、
党
の
成
功
ば
か
り
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
文
化
大
革
命
で
あ
る
と
か
、

そ
の
前
、
一
九
五
〇
年
代
の
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
「
大
躍
進
」
と
い
う
開
発
政
策
が

大
失
敗
し
て
、
何
千
万
人
と
い
う
人
が
餓
死
す
る
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
事
件
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
書
か
ず
、
た
っ
た
一
つ
の
段
落
に
す
べ
て
の
失
敗
を
押
し
込
め
て
い
ま
す
。

「
歴
史
を
か
が
み
に
し
て
未
来
に
向
か
う
べ
し
」
と
い
う
言
い
方
が
中
国
に
も
あ
る
し
、
こ
の
決
議
の
中
に
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も
実
は
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
失
敗
か
ら
目
を
背
け
る
と
い
っ
た
姿
勢
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

あ
る
種
の
自
信
の
な
さ
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
自
信
の
な
さ
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
言
う
と
、

根
源
的
に
は
自
分
た
ち
が
投
票
に
よ
っ
て
人
々
に
選
ば
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
支
配
の
正
統
性
を
欠
い
て

い
る
政
権
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
後
ろ
め
た
さ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

３　

社
会
の
安
定
化
と
い
う
重
い
課
題

　

そ
こ
で
、
中
国
共
産
党
政
権
は
一
生
懸
命
実
績
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
に
支
持
し
て
も
ら
お
う

と
し
て
き
ま
し
た
。
鄧
小
平
は
、
ソ
連
、
東
欧
の
社
会
主
義
政
権
の
失
敗
の
原
因
が
経
済
に
あ
る
と
見
て
、

改
革
開
放
政
策
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
唱
え
ま
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

政
権
は
国
民
の
支
持
を
失
う
と
喝
破
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
経
済
だ
け
で
も
足
ら
な
い
と
し
て
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
て
求
心
力
を
高
め
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
を
安
定
さ
せ
、
政
権
の
安
泰
を
実
現
す
る
方
法
で
す
が
、
習
近
平
の
や
り
方
に
は
か
な
り
強
引
な

面
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
同
質
化
の
強
制
で
す
。
党
内
の
意
思
統
一
を
図
る
上
で
も
、
中
国
語
で
「
看

斉
」
と
い
う
の
で
す
が
、
こ
れ
は
日
本
語
で
言
う
「
前
へ
な
ら
え
」
の
こ
と
で
し
て
、
自
分
と
言
動
を
合

わ
せ
る
こ
と
を
党
員
に
求
め
て
い
ま
す
。
中
国
は
広
い
し
社
会
は
多
様
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
た
と
え
ば
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香
港
で
当
局
の
や
り
方
に
異
を
唱
え
、
デ
モ
を
す
る
学
生
や
市
民
を
徹
底
的
に
抑
圧
し
ま
し
た
。
ま
た
選

挙
制
度
を
変
更
し
、
当
局
側
が
認
め
た
「
愛
国
者
」
で
な
け
れ
ば
行
政
長
官
や
立
法
会
議
員
の
選
挙
に
立

候
補
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

チ
ベ
ッ
ト
、
新
疆
や
内
蒙
古
な
ど
、
少
数
民
族
地
域
に
お
け
る
漢
語
教
育
を
強
化
す
る
一
方
、
共
産
党

の
政
策
に
異
論
の
声
を
上
げ
る
人
は
許
し
ま
せ
ん
。
習
近
平
が
二
〇
二
一
年
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
発

し
た
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
文
化
は
最
も
深
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
民
族
団
結
の
根
本
で
あ
り
、

民
族
間
の
睦
ま
じ
さ
を
保
つ
魂
だ
。
共
通
語
の
普
及
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
全
国
で
統
一
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
の
使
用
を
全
面
的
に
実
施
し
て
い
く
」
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
、
宗
教
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
イ

ス
ラ
ム
教
で
あ
れ
、
中
国
化
す
る
こ
と
が
方
針
と
な
っ
て
い
て
、
同
調
を
強
制
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
は

逆
に
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
」
が
合
言
葉
と
な
っ
て
多
様
性
を
尊
重
す
る
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
の
で

す
が
、
中
国
は
そ
れ
に
逆
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
社
会
に
は
あ
っ
て
、
経
済
社
会
担
当
の
李
克
強
総
理
を

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
特
に
李
克
強
が
心
配
し
て
い
る
の
は
失
業
の
問
題
で
す
。
二
〇
二
〇
年
に
一
〇
年
お

き
の
人
口
セ
ン
サ
ス
を
や
り
、
二
〇
二
一
年
に
な
っ
て
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
出

生
率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
に
は
出
生
率
が
一
・
二
五
、
出
生
数
が
一
二
〇
〇
万
人
、
六
五
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歳
以
上
の
高
齢
者
の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
が
一
三
・
五
％
だ
っ
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
が
、
人

口
学
者
の
間
か
ら
は
、
こ
の
数
字
は
ち
ょ
っ
と
水
増
し
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
本
当
は
少
子
高
齢

化
が
も
っ
と
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
子
供
が
多
い
と
報
告
す
る
と
、

教
育
向
け
の
補
助
金
が
上
級
政
府
か
ら
下
り
て
く
る
の
で
す
ね
。
ま
た
、
地
方
に
よ
っ
て
は
若
者
が
出
稼

ぎ
に
ど
ん
ど
ん
出
て
し
ま
っ
て
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

東
北
地
方
、
旧
満
州
の
黒
竜
江
省
と
吉
林
省
で
は
、
二
〇
一
〇
年
と
比
べ
て
二
〇
二
〇
年
に
は
人
口
が
そ

れ
ぞ
れ
一
七
％
と
一
二
％
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
若
者
だ
そ
う
で
す
。
で
す
の
で
、

中
国
の
公
式
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
東
北
地
方
の
高
齢
化
の
危
機
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
社
会
の
実
態
を
習
近
平
は
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
二
〇
二
〇
年

の
夏
、
中
国
は
洪
水
で
大
変
だ
っ
た
の
で
す
。
や
っ
と
水
が
引
い
た
あ
と
、
習
近
平
が
被
害
に
遭
っ
た
村

の
視
察
に
行
き
、
村
人
と
会
話
を
し
ま
し
た
。
被
災
者
が
「
水
も
日
用
品
も
届
い
て
い
る
の
で
安
心
し
て

下
さ
い
」
と
告
げ
、
習
近
平
が
「
ず
っ
と
心
配
で
し
た
。
村
の
落
ち
着
き
を
見
て
安
堵
し
て
い
ま
す
」
と

語
り
、
麗
し
い
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
報
道
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
の
ネ
テ
ィ
ズ

ン
（
ネ
ッ
ト
上
の
市
民
）
は
、
そ
の
村
民
が
制
服
姿
で
映
っ
て
い
る
写
真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
け
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て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
会
話
を
し
た
「
被
災
者
」
は
本
当
の
村
民
じ
ゃ
な
い
、
警
察
官
で
あ
っ
て
、
か
つ

位
の
高
い
人
だ
と
い
う
こ
と
が
バ
レ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
習
近
平
の
周
り
の
人
た
ち
は
習
近
平
の
身
の
安

全
を
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
も
う
一
点
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ

る
の
は
、
習
近
平
に
社
会
の
真
実
、
不
都
合
な
真
実
を
含
め
、
実
際
の
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
が
届
い
て

い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
国
際
社
会
の
実
状
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
共
産
党
の
心
配
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
一
方
に
お
い
て
近
代
化
を

進
め
、
人
々
を
豊
か
に
し
な
い
と
自
分
た
ち
は
支
持
を
失
う
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
近
代
化
を
進

め
る
。
社
会
の
近
代
化
と
は
何
か
と
言
う
と
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
更
新
の
ほ
か
に
、
彼
ら
な
り
の
民
主
化

を
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
の
声
を
聞
く
よ
う
に
す
る
と
か
、
な
る
べ
く
法
治
化
を
進
め
る
と
か
、
経
済
的

に
は
市
場
化
を
進
め
、
全
般
に
政
権
運
営
の
制
度
化
や
透
明
化
を
進
め
る
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
改
善
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
そ
う
し
た
近
代
化
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
共
産
党
は
あ
ま
り
要
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
制
度
に
任
せ
れ
ば
、
あ
る
い
は
市
場
に
任
せ
れ
ば
、
い
ち
い
ち
共
産
党
が
出
て
い
っ
て
指
示
を
し
な

く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。
共
産
党
の
権
力
が
相
対
化
さ
れ
て
い
く
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
す
る
と
、

こ
れ
は
困
る
、
俺
た
ち
の
独
裁
的
な
権
力
が
損
な
わ
れ
て
い
く
と
心
配
す
る
人
た
ち
が
、
ま
た
ギ
ュ
ッ
と

手
綱
を
締
め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
社
会
経
済
が
活
性
化
さ
れ
な
い
の
で
、
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ま
た
手
綱
を
緩
め
る
。
こ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
、
習
近
平
の
下
で
は
統

制
強
化
の
局
面
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、
党
の
領
導
、
領
導
と
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
意
味
で
す
が
、
そ
れ
を
強
め
る
こ
と
と
近

代
化
が
矛
盾
す
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。
一
党
支
配
体
制
は
、
こ
の
矛
盾
を
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
っ
た
と
し
て
も
、
経
済
成
長
は
減
速
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
失
業
問
題
や

少
子
高
齢
化
問
題
、
あ
る
い
は
格
差
の
問
題
な
ど
が
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
て
い
け
ば
、
政
権
と
し
て
は
求

心
力
強
化
の
た
め
に
一
層
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

４　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
外
関
係

　

習
近
平
は
国
内
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
生
懸
命
国
民
を
励
ま

し
て
い
る
の
で
す
。
毛
沢
東
が
か
つ
て
「
東
風
は
西
風
を
圧
倒
す
る
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、「
東
が
昇
り
、

西
が
沈
む
」、
つ
ま
り
中
国
は
隆
々
と
発
展
し
て
い
る
が
西
洋
諸
国
は
衰
退
し
て
い
る
の
だ
と
か
、
恐
ら
く

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
指
し
て
い
る
の
で
す
が
、「
中
国
の
治
、
西
洋
の
乱
、
こ
の
対
照
は
鮮
明
で
あ

る
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
わ
が
国
は
国
際
社
会
の
中
心
に
日
増
し
に
近
づ
い
て
い
る
。
時
間
は
こ
ち
ら
に
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味
方
す
る
」
の
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
を
し
て
、
自
信
を
持
て
、
大
丈
夫
だ
と
、
国
民
を
励
ま
し

て
い
る
の
が
今
の
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　

習
近
平
は
繰
り
返
し
そ
う
語
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
う
な
の
だ
、
中
国
は
す
ご
い
の
だ
と
自
分
で
も
信

じ
込
み
始
め
た
感
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
内
心
を
覗
け
ば
不
安
も
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
二
〇
二
一
年
夏
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
国
務
副
長
官
が
訪
中
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

王
毅
外
務
大
臣
は
ア
メ
リ
カ
側
に
い
ろ
い
ろ
な
要
求
を
出
し
ま
し
た
。
三
つ
の
基
本
要
求
が
あ
る
と
い
う

話
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
一
番
最
初
に
置
か
れ
た
の
は
、
社
会
主
義
体
制
の
転
覆
を
試
み
る
な
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ポ
ン
ペ
オ
と
い
う
前
の
国
務
長
官
は
、
盛
ん
に
一
党
支
配
体
制
を
攻
撃
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う
要
求
が
い
の
一
番
に
出
て
く

る
の
か
。
根
本
に
は
自
分
た
ち
の
体
制
維
持
に
対
す
る
不
安
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
国
際
社
会
、
中

で
も
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
国
、
先
進
工
業
国
の
中
国
に
対
す
る
見
方
は
、
急
速
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
方
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
問
題
、
あ
る
い
は
香
港
の
問
題
、
そ
う
い
う
人
権
の
問
題
を
わ
れ
わ
れ
は
重
視

す
る
の
で
す
が
、
途
上
国
の
間
で
は
、
実
は
中
国
支
持
が
多
数
派
で
あ
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
二

〇
一
〇
年
一
〇
月
の
国
連
総
会
第
三
委
員
会
、
こ
れ
は
人
権
を
扱
う
委
員
会
で
す
が
、
そ
こ
で
ド
イ
ツ
を
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は
じ
め
と
す
る
三
九
カ
国
が
共
同
声
明
を
発
表
し
、
新
疆
の
人
権
状
況
と
最
近
の
香
港
情
勢
に
重
大
な
懸

念
を
表
明
し
ま
し
た
。
三
九
カ
国
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
の
国
は
日
本
だ
け
で
し
た
。
一
年
後
、
同
じ
内
容
の

共
同
声
明
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
持
す
る
国
は
四
三
カ
国
に
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ

ツ
が
共
同
声
明
を
発
表
し
た
の
に
続
い
て
、
キ
ュ
ー
バ
代
表
が
立
ち
上
が
り
、
四
五
カ
国
を
代
表
し
て
共

同
声
明
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
新
疆
で
の
中
国
の
反
テ
ロ
、
反
過
激
化
措
置
を
支
持
す
る
と
言
う
の
で
す
。

翌
年
も
同
じ
こ
と
が
起
き
ま
し
た
が
、
キ
ュ
ー
バ
が
読
み
上
げ
る
共
同
声
明
に
賛
同
す
る
国
は
、
な
ん
と

六
二
カ
国
に
増
え
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
途
上
国
の
本
音
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
複
雑
で
す
。
例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
エ
リ
ー
ト
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
り
ま
す
。「
東
南
ア
ジ
ア
で
一
番
影

響
力
の
大
き
な
経
済
大
国
は
ど
こ
で
す
か
」
と
聞
く
と
、
八
割
の
人
が
「
中
国
だ
」
と
答
え
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
八
割
の
人
に
「
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、
七
割
以
上
の
人
が
「
心
配
だ
」

と
答
え
る
の
で
す
。

　

こ
の
実
態
を
中
国
も
や
っ
と
理
解
し
て
、
何
と
か
し
よ
う
、
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

習
近
平
も
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
開
放
的
で
自
信
が
あ
り
、
か
つ
、
謙
虚
で
穏
や
か
な
言
い
方
で
、
中
国

と
い
う
の
は
信
頼
で
き
る
国
だ
、
愛
す
べ
き
国
だ
、
尊
敬
す
べ
き
国
な
の
だ
と
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
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つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
戦
狼
外
交
官
の
態
度
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
が
強
硬
な
言
動
を
や
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
名
な
戦
狼
外
交
官
に
、
在
フ
ラ

ン
ス
大
使
を
し
て
い
る
盧
沙
野
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
習
近
平
の
指
示
が
出
た
翌
月
の
こ
と
で
す
が
、
外

国
が
ま
る
で
野
犬
の
よ
う
に
中
国
を
批
判
し
て
い
る
中
で
、
戦
狼
外
交
官
と
呼
ば
れ
る
の
は
光
栄
だ
と
う

そ
ぶ
く
の
で
す
。
そ
し
て
、「
自
分
の
仕
事
を
評
価
す
る
基
準
は
外
国
人
が
何
を
言
う
か
で
は
な
い
。
国
内

の
大
衆
が
わ
れ
わ
れ
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
だ
」
と
言
い
切
っ
た
の
で
す
。
国
内
の
大
衆
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
熱
く
燃
え
盛
っ
て
い
る
状
況
で
す
か
ら
、
強
硬
な
言
動
は
収
ま
ら
ず
、
外
国
人
が
抱
く
中
国

の
イ
メ
ー
ジ
は
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
毎
年
お
こ
な
う
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
対
中
イ
メ
ー
ジ
も
、
中
国
側
が

尖
閣
諸
島
の
海
域
に
船
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
く
る
と
か
、
南
シ
ナ
海
で
人
工
島
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
と
か
、

国
際
法
を
守
ら
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
彼
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
悪
化
し
て
い
ま
す
。
行
動
を
支
え
て
い
る

一
つ
の
要
因
は
、
中
国
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
さ
で
す
。
こ
の
状
況
下
で
、
中
国
を
め
ぐ
る
諸
国

の
心
配
が
収
ま
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
尖
閣
諸
島
や
安
全
保
障
を
め
ぐ
り
、
一
方
で
は
中
国
と
競
争
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し
て

他
方
で
は
、
経
済
や
環
境
、
衛
生
な
ど
の
分
野
で
は
協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。
競
争
と
協
力
と
い
う
、
矛



第２章　中国習近平政権の自信と不安（講演録）

41

盾
す
る
こ
と
を
同
時
並
行
的
に
進
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
安
全
保
障
を
重
視
す
る
か
、
経
済

を
大
事
に
思
う
か
に
よ
っ
て
、
対
中
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
本
側
と
中
国
側
の
双
方
と
も
、
こ
の
矛
盾
を
抱
え
て
生
き
て
い
く
強
さ
と
賢
さ
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
日
本
は
抑
止
力
を
強
化
す
る
の
と
同
時
に
、
対
話
を
促
進
し
、
彼
我
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

総
じ
て
、
本
日
は
何
が
言
い
た
か
っ
た
か
と
言
う
と
、
習
近
平
政
権
は
自
信
を
強
め
て
い
る
面
が
あ
る

と
同
時
に
不
安
も
抱
え
て
い
る
、
そ
し
て
そ
う
で
あ
る
が
故
に
扱
い
が
厄
介
で
あ
り
、
他
国
は
賢
く
、
し

た
た
か
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
以
上
で
、
私
の
報
告
を
終
わ
り
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
》

葛
兆
光
（
二
〇
二
一
）『
完
本　

中
国
再
考
』
岩
波
現
代
文
庫

高
口
康
太
（
二
〇
二
一
）『
中
国
「
コ
ロ
ナ
封
じ
」
の
虚
実
』
中
公
新
書
ク
ラ
レ

高
橋
伸
夫
（
二
〇
二
一
）『
中
国
共
産
党
の
歴
史
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会

東
大
社
研
現
代
中
国
研
究
拠
点
編
（
二
〇
二
〇
）『
現
代
中
国
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　

東
大
駒
場
連
続
講
義
』
東
京
大
学
出
版
会

宮
本
雄
二
（
二
〇
一
九
）『
日
中
の
失
敗
の
本
質
』
中
公
新
書
ク
ラ
レ
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第
３
章　

東
ア
ジ
ア
の
「
新
冷
戦
」
と
朝
鮮
半
島
の
「
脱
冷
戦
」

李　
　

鍾
元

１　

問
題
と
視
点
―
―
二
つ
の
「
冷
戦
」
の
交
錯

　

現
在
、
東
ア
ジ
ア
地
域
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
で
は
、
二
つ
の
「
冷
戦
」
が
重
な

り
合
い
、
域
内
に
複
雑
な
対
立
と
連
携
の
構
図
を
生
み
出
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
続
く
「
旧
い
冷
戦
」（
朝

鮮
半
島
の
「
休
戦
状
態
」
と
台
湾
海
峡
の
対
立
）
に
加
え
、
近
年
は
米
中
間
の
戦
略
競
争
が
激
化
し
、「
新
冷
戦
」

の
用
語
が
登
場
し
た
。

　

米
中
対
立
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
期
に
は
主
と
し
て
安
全
保
障
や
貿
易
を
め
ぐ
る
摩
擦
と
し
て
表
面
化
し

た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
代
わ
り
、
よ
り
包
括
的
か
つ
体
系
的
な
も
の
に
な
り
、「
新
冷
戦
」
の
到
来
が
現
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実
味
を
増
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、「
旧
い
冷
戦
」
の
残
滓
と
も
い
う
べ
き
北
朝
鮮
の
核
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
バ
イ
デ
ン
政

権
の
政
策
、
北
朝
鮮
の
反
応
、
韓
国
の
模
索
を
中
心
に
現
状
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
、
朝
鮮
半
島
情
勢
が

東
ア
ジ
ア
の
「
新
冷
戦
」
と
ど
の
よ
う
に
連
動
し
、
ま
た
相
互
に
影
響
し
あ
う
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
論
点
を
提
示
し
た
い
。

２　

米
国
バ
イ
デ
ン
政
権
の
北
朝
鮮
政
策

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
二
〇
二
一
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
早
速
北
朝
鮮
政
策
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
四
月
三
〇
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
報
道
官
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
で
、
そ
の
概

要
を
発
表
し
た
。
数
セ
ン
テ
ン
ス
か
ら
な
る
簡
略
な
も
の
だ
が
、
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　
「
目
標
は
依
然
と
し
て
朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
」

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
朝
鮮
政
策
の
根
幹
と
し
て
「
完
全
な
非
核
化
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、「
目

標
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
北
朝
鮮
の
非
核
化
」
で
は
な
く
、「
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
六
者
協
議
共
同
声
明
（
二
〇
〇
五
年
九
月
一
九

日
）
や
米
朝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
宣
言
（
二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
）
な
ど
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
が
、
北
朝
鮮
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の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

②　
「
以
前
の
四
つ
の
政
権
の
政
策
が
い
ず
れ
も
成
功
し
な
か
っ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、〈
一
括
妥
結
〉

（grand bargain

）
も
〈
戦
略
的
忍
耐
〉
も
取
ら
な
い
」

　

つ
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
よ
う
に
、「
非
核
化
」（
核
の
放
棄
）
と
引
き
換
え
に
関
係
正
常
化
を
実
現
す

る
「
ビ
ッ
グ
・
デ
ィ
ー
ル
」
を
追
求
せ
ず
、
一
方
で
、
オ
バ
マ
政
権
期
の
「
戦
略
的
忍
耐
」（
事
実
上
の
「
無

視
戦
略
」）
に
も
戻
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
外
交
安
全
保
障
チ
ー
ム
が
オ
バ
マ
政

権
と
強
い
人
的
連
続
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
興
味
深
い
。

③　
「
調
整
さ
れ
、
実
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」（calibrated, practical approach

）

　

新
し
い
対
北
朝
鮮
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
調
整
さ
れ
、
実
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
北
朝
鮮
と

の
外
交
」、「
米
国
や
同
盟
国
、
駐
留
米
軍
の
安
全
の
向
上
の
た
め
の
実
際
的
な
進
展
」
な
ど
が
提
示
さ
れ

た
。
圧
縮
的
な
表
現
で
具
体
的
な
内
容
は
不
明
だ
が
、「
量
的
な
調
整
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
「cali-

brated

」、
安
全
の
「
向
上
」（increase
）
や
「
進
展
」（progress

）
な
ど
、「
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
示

唆
す
る
用
語
が
注
目
さ
れ
る
。

④　
「
す
べ
て
の
段
階
で
の
、
韓
国
、
日
本
、
そ
の
他
の
同
盟
国
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
議
」

　

米
国
が
北
朝
鮮
問
題
に
取
り
組
む
体
制
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
三
国
調
整
グ
ル
ー
プ
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（
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
と
同
じ
く
、
日
米
韓
の
三
国
に
よ
る
協
議
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。「
米
朝
」
の
二
国
間

交
渉
で
は
北
朝
鮮
に
振
り
回
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
他
方
、「
六
者
協
議
」
で
は
中
国
の
影
響
力
が
相
対

的
に
大
き
く
な
る
と
い
う
経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
北
朝
鮮
問
題

に
関
す
る
日
米
韓
の
協
議
（
外
相
や
安
全
保
障
補
佐
官
、
外
交
当
局
レ
ベ
ル
）
を
頻
繁
に
開
催
し
、
ほ
ぼ
定
例
化

し
て
い
る
。

　

以
上
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
報
道
官
の
発
表
以
外
に
、
新
し
い
対
北
朝
鮮
政
策
の
詳
細
に
関
す
る
公
式
説

明
は
な
い
が
、
政
権
に
近
い
専
門
家
の
見
解
は
間
接
的
な
資
料
と
し
て
参
考
に
な
る
。
例
え
ば
、
ク
リ
ン

ト
ン
以
来
、
歴
代
民
主
党
政
権
で
核
拡
散
問
題
に
携
わ
り
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
担
当
者
と
も
関
係
が
深
い

と
い
わ
れ
る
ア
イ
ン
ホ
ー
ン
が
対
北
政
策
見
直
し
の
最
中
の
三
月
二
六
日
、
北
朝
鮮
問
題
専
門
サ
イ
ト
「38 

N
orth

」
に
寄
稿
し
た
論
考
は
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
あ
る
種
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン

と
も
い
え
る
。
ア
イ
ン
ホ
ー
ン
は
、
①「
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」（phased approach

）、
す
な
わ
ち
「
非
核

化
を
長
期
目
標
」
と
し
つ
つ
も
、
ま
ず
は
「
第
一
段
階
合
意
」
を
目
指
す
の
が
現
実
的
で
あ
る
、
②
そ
の

中
心
的
な
内
容
は
「
寧
辺
の
核
施
設
の
閉
鎖
（shut dow

n

）」
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
政
治
的
に
不
十

分
な
の
で
、「
寧
辺
＋
α
」（
寧
辺
以
外
の
「
全
て
の
核
施
設
」
で
な
く
て
も
、「
知
ら
れ
て
い
る
一
―
二
か
所
」
を
加
え

た
も
の
）
が
必
要
で
あ
る
、
③
長
期
目
標
の
非
核
化
の
「
期
限
」
は
設
け
な
く
て
も
よ
い
、
④
米
朝
交
渉
の
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枠
組
み
と
し
て
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
声
明
」
に
示
さ
れ
た
「
並
行
協
議
方
式
」
が
合
理
的
で
あ
る
、
な

ど
の
主
張
を
展
開
し
た
（Einhorn 2021

）。「
非
核
化
」（「
核
の
放
棄
」）
よ
り
、「
軍
備
管
理
」
や
「
軍
縮
」

に
重
点
を
置
く
発
想
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
五
月
二
二
日
の
米
韓
首
脳
会
談
の
共
同
声
明
で
は
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
表
現
が

見
ら
れ
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
①「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
」（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｋ
）
の
正
式
呼
称
の
使
用
、

②「
朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
」
や
「
調
整
さ
れ
、
実
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
ど
の
表
現
の
踏
襲
に
加

え
、
③「
二
〇
一
八
年
の
板
門
店
宣
言
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
声
明
な
ど
、
従
来
の
南
北
お
よ
び
米
朝
間
の

合
意
に
基
づ
く
外
交
と
対
話
」、
④「
南
北
間
の
対
話
（dialogue

）、
関
与
（engagem

ent

）、
協
力
（coopera-

tion

）
へ
の
支
持
」
を
表
明
し
た
。
要
す
る
に
、
米
朝
交
渉
は
二
〇
一
九
年
二
月
の
ハ
ノ
イ
首
脳
会
談
で
決

裂
し
た
が
、
二
〇
一
八
年
以
後
の
米
朝
や
南
北
間
の
や
り
取
り
の
延
長
線
上
で
交
渉
を
再
開
し
よ
う
と
呼

び
か
け
る
シ
グ
ナ
ル
と
も
い
え
る
。
五
月
の
米
韓
首
脳
会
談
後
の
記
者
会
見
で
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、

ソ
ン
・
キ
ム
北
朝
鮮
担
当
特
別
代
表
の
任
命
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
発
表
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
し
た
。

キ
ム
は
ハ
ノ
イ
会
談
時
の
交
渉
に
も
関
わ
っ
た
朝
鮮
半
島
問
題
の
ベ
テ
ラ
ン
外
交
官
で
、
実
務
レ
ベ
ル
の

「
継
続
性
」
を
示
す
人
事
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
北
朝
鮮
の
人
権
問
題
担
当
特
使
（
二
〇
〇
四
年
北
朝

鮮
人
権
法
で
設
置
）
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
期
以
来
、
空
席
の
ま
ま
で
あ
る
。
北
朝
鮮
を
交
渉
に
引
き
出
す
た
め
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に
、
入
口
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

「
非
核
化
」
か
ら
「
核
軍
縮
」
へ
の
転
換
の
模
索
？

　

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
詳
細
は
ま
だ
不
明
だ
が
、
こ
の
間
の

公
式
発
表
や
発
言
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
そ
の
重
点
は
「
非
核
化
」（「
核
の
放
棄
」）
か
ら
「
核
軍
縮
」（「
核

の
削
減
」）
や
「
軍
備
管
理
」
に
移
行
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。「
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
そ
れ
を

集
約
す
る
概
念
で
あ
り
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
近
い
専
門
家
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
報
告
書
に
は
、「freeze, cap, 

rollback

」（Jackson 2019b
）
や
「cap, reduce, elim

inate

」（Panda 2020

）
な
ど
類
似
し
た
提
言
が
多

く
見
ら
れ
る
。
す
ぐ
に
北
朝
鮮
の
核
を
「
な
く
す
」
こ
と
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
そ
の
拡
大
（
向
上
）

を
「
止
め
」、
段
階
的
に
「
減
ら
し
」
て
い
き
、
最
終
的
に
「
な
く
す
」
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
冷
戦
期
の

軍
備
管
理
に
用
い
ら
れ
た
「
脅
威
削
減
」（threat reduction

）
の
論
理
に
他
な
ら
な
い
。「
非
核
化
か
ら
核

軍
縮
へ
」
と
は
従
来
北
朝
鮮
が
掲
げ
て
き
た
主
張
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
模
索
す
る
「
段

階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
は
北
朝
鮮
に
対
す
る
譲
歩
の
側
面
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
バ
イ
デ
ン
政
権
は
北
朝
鮮
の
核
問
題
に
対
し
て
、
宥
和
的
に
も
見
え
る
姿
勢
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
北
朝
鮮
の
核
・
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ミ
サ
イ
ル
開
発
が
相
当
の
レ
ベ
ル
に
達
し
、
も
は
や
す
ぐ
に
「
非
核
化
」
を
期
待
で
き
る
状
況
で
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
現
実
的
な
判
断
が
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
と
も
関
連
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
期
の
「
最
大

の
圧
力
」
の
よ
う
な
強
硬
政
策
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
る
。
一
九
九
三
―
九

四
年
の
第
一
次
核
危
機
以
来
、
ク
リ
ン
ト
ン
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
、
オ
バ
マ
、
ト
ラ
ン
プ
に
至
る
米
国
の
歴
代

政
権
は
、
幾
度
と
な
く
寧
辺
へ
の
「
外
科
手
術
的
攻
撃
」
を
含
む
軍
事
オ
プ
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
き
た
が
、

そ
の
都
度
、
全
面
戦
争
再
発
の
リ
ス
ク
に
躊
躇
し
、
諦
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
休
戦
ラ
イ

ン
の
近
く
に
位
置
す
る
首
都
ソ
ウ
ル
の
軍
事
的
脆
弱
性
が
基
本
的
な
要
因
だ
が
、
戦
争
と
い
う
選
択
肢
が

取
れ
な
い
強
硬
政
策
の
根
本
的
な
限
界
と
い
え
る
。

　

第
三
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
の
重
点
が
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
地
域
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
置
か
れ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
（
北
朝
鮮
）
問
題
の
重
要
性
（
緊
急
性
）
は
相
対
的
に
低
い
と
い
う
点
が
考

え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
問
題
の
優
先
順
位
の
低
さ
は
米
朝
交
渉
へ
の
消
極
姿
勢
に
つ
な
が
る
が
、
そ
の
半
面
、

朝
鮮
半
島
で
は
問
題
の
「
解
決
」（「
非
核
化
」）
よ
り
、
状
況
の
管
理
や
安
定
化
を
重
視
す
る
要
因
に
も
な

る
。「
新
冷
戦
」
の
浮
上
が
「
旧
い
冷
戦
」
の
残
滓
を
後
景
に
追
い
や
る
構
図
で
あ
る
。

　

そ
の
延
長
線
上
で
、
米
朝
関
係
を
米
中
「
新
冷
戦
」
の
文
脈
で
捉
え
直
そ
う
と
す
る
議
論
も
出
た
。
二

〇
二
一
年
七
月
二
九
日
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
前
在
韓
米
軍
司
令
官
（
米
韓
連
合
司
令
部
司
令
官
）
は
任
浩
永
前
米
韓
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連
合
司
令
部
副
司
令
官
と
連
名
で
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
誌
に
「
北
朝
鮮
と
の
グ
ラ
ン
ド
・

バ
ー
ゲ
ン
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
稿
し
た
。
そ
の
中
で
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
前
司
令
官
は
、
北
朝
鮮
の
経
済
的

苦
境
や
米
国
へ
の
接
近
な
ど
の
現
状
を
「
平
和
へ
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
中
国
の
影

響
力
を
低
減
し
、
北
朝
鮮
を
米
韓
側
に
引
き
込
む
た
め
の
「
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
を
提
言
し
た
（Brooks 

and Leem
 2021

）。「
非
核
化
の
進
展
」
が
条
件
で
あ
り
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
終
戦

宣
言
」
や
経
済
支
援
な
ど
の
手
段
で
「
平
和
協
定
」
を
締
結
し
、
北
朝
鮮
を
米
韓
同
盟
の
枠
組
み
に
引
き

入
れ
る
べ
き
と
い
う
大
胆
な
主
張
が
米
韓
の
軍
部
ト
ッ
プ
に
よ
っ
て
公
式
に
提
起
さ
れ
た
こ
と
で
論
議
を

呼
ん
だ
。
米
中
「
新
冷
戦
」
の
中
で
、
北
朝
鮮
と
の
「
旧
い
冷
戦
」
に
対
し
て
、
地
政
学
的
な
観
点
に
基

づ
く
新
た
な
発
想
の
可
能
性
を
提
起
し
た
と
い
え
よ
う
。
中
国
と
米
国
と
の
間
の
「
振
り
子
外
交
」
の
方

向
性
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
以
降
、
北
朝
鮮
自
ら
が
繰
り
返
し
示
唆
し
た
こ
と
が
あ
り
、
二
〇
一
八
年

以
後
の
金
正
恩
委
員
長
の
首
脳
外
交
に
も
同
様
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
た
。

「
戦
略
的
忍
耐
二
・
〇
」
？
―
―
時
間
は
誰
の
側
に
あ
る
か

　

以
上
の
よ
う
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
北
朝
鮮
政
策
の
方
向
性
は
、
と
り
わ
け
核
問
題
に
つ
い
て
は
、「
譲

歩
」
と
も
い
う
べ
き
宥
和
的
な
も
の
で
あ
り
、
米
朝
交
渉
の
再
開
と
外
交
的
解
決
を
強
調
し
て
い
る
。
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し
か
し
、「
条
件
な
し
」
の
対
話
を
働
き
か
け
な
が
ら
も
、
米
朝
交
渉
の
再
開
の
た
め
に
、
米
国
が
先
に

制
裁
緩
和
な
ど
の
措
置
を
取
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
姿
勢
で
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
バ
イ
デ
ン
政

権
の
政
策
基
調
は
オ
バ
マ
政
権
と
変
わ
ら
ず
、「
戦
略
的
忍
耐
二
・
〇
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
る
。「
戦
略
的
忍
耐
」
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
自
己
評
価
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
そ
れ

に
逆
戻
り
し
た
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。

　

問
題
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。「
戦
略
的
忍
耐
」
を
続
け
る

前
提
は
、「
時
間
は
わ
れ
わ
れ
の
側
に
あ
る
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
時
間
の
経
過
が
ど
ち
ら
に
有
利
な
の

か
が
「
戦
略
的
忍
耐
」
の
成
敗
を
左
右
す
る
カ
ギ
と
な
る
。

　

や
や
単
純
化
す
れ
ば
、
経
済
的
に
は
北
朝
鮮
が
圧
倒
的
に
「
不
利
」
だ
が
、
軍
事
的
に
は
、
北
朝
鮮
の

核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
高
度
化
が
何
ら
制
約
を
受
け
ず
に
進
む
状
況
は
、
米
国
に
と
っ
て
「
不
利
」
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
現
在
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
「
不
利
」（
負
担
）
の
レ
ー
ス
と
要

約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

か
つ
て
オ
バ
マ
政
権
が
「
戦
略
的
忍
耐
」
を
続
け
る
際
に
、
そ
れ
を
正
当
化
し
た
論
理
は
、
北
朝
鮮
の

核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
が
ま
だ
米
国
に
対
す
る
「
差
し
迫
っ
た
直
接
の
軍
事
的
脅
威
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
六
―
一
七
年
に
北
朝
鮮
が
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
開
発
に
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拍
車
を
か
け
、
そ
の
完
成
が
近
づ
く
と
、
オ
バ
マ
政
権
は
寧
辺
へ
の
軍
事
攻
撃
を
検
討
し
た
り
、
全
面
戦

争
の
リ
ス
ク
の
た
め
に
そ
れ
を
断
念
し
た
後
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
ミ
サ
イ
ル
実
験
を
失
敗
さ
せ
よ
う
と
し

た
り
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
に
出
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（Jackson 2019a: 85; Sanger 2018: 268-285

）。

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
が
米
国
に
直
接
の
脅
威
に
な
る
と
、「
戦
略
的
忍
耐
」
は
、
政
治
的
に
も
軍

事
的
に
も
、
維
持
が
難
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
九
日
、
北
朝
鮮
が
米
国
本
土
を
射

程
に
入
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
火
星
一
五
型
の
試
験
発
射
に
「
成
功
」
し
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」
を
越

え
る
能
力
を
誇
示
す
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
「
最
大
限
の
圧
力
」
か
ら
米
朝
首
脳
会
談
へ
と
劇
的
な
転

換
を
遂
げ
た
。

３　

北
朝
鮮
の
反
応
―
―「
忍
耐
戦
略
」
と
「
瀬
戸
際
戦
略
」

ハ
ノ
イ
の
挫
折
と
「
新
し
い
道
」

　

二
〇
一
九
年
二
月
の
米
朝
首
脳
会
談
（
ハ
ノ
イ
）
は
、
金
正
恩
委
員
長
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。

韓
国
の
外
交
的
仲
介
で
、「
寧
辺
の
全
面
廃
棄
」
と
「
制
裁
緩
和
」
の
交
換
を
中
心
に
、
米
朝
間
で
合
意
が

得
ら
れ
る
と
確
信
し
て
会
談
に
臨
ん
だ
節
が
あ
る
。
実
際
に
米
朝
間
の
合
意
文
書
の
草
案
ま
で
用
意
さ
れ

た
が
、
最
後
の
段
階
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ボ
ル
ト
ン
補
佐
官
の
反
対
を
受
け
入
れ
、
会
談
は
物
別
れ
に



第３章　東アジアの「新冷戦」と朝鮮半島の「脱冷戦」

53

終
わ
っ
た
。
北
朝
鮮
に
と
っ
て
は
最
高
指
導
者
の
威
信
を
傷
つ
け
る
挫
折
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
北
朝
鮮

は
対
米
（
韓
）
外
交
の
戦
略
と
態
勢
の
立
て
直
し
を
迫
ら
れ
た
。
失
敗
の
責
任
を
転
嫁
す
る
か
の
よ
う
に
、

韓
国
へ
の
対
決
姿
勢
を
強
め
、
開
城
工
業
団
地
に
あ
る
南
北
合
同
事
務
所
の
爆
破
、
金
剛
山
観
光
施
設
の

撤
去
な
ど
を
派
手
な
形
で
行
っ
た
。

　

対
外
戦
略
の
面
で
は
、
模
索
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ノ
イ
会
談
決
裂
の
後
、
二
〇
一
九
年
四

月
一
二
日
の
最
高
人
民
会
議
で
の
施
政
演
説
で
、
金
正
恩
委
員
長
は
、
米
国
に
対
し
て
「
新
し
い
計
算
法
」

を
要
求
し
、
米
国
の
方
針
転
換
が
な
け
れ
ば
北
朝
鮮
は
「
新
し
い
道
」
を
選
ぶ
と
宣
言
し
た
。
そ
の
直
後

の
四
月
二
五
日
、
金
正
恩
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
訪
れ
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
八
年
ぶ
り
の
首
脳
会
談
に

臨
ん
だ
。
ま
た
、
六
月
二
〇
日
に
は
中
国
の
習
近
平
主
席
を
国
賓
と
し
て
招
請
し
、
中
朝
関
係
の
強
化
を

華
々
し
く
演
出
し
た
。
こ
う
し
た
展
開
を
踏
ま
え
、「
新
し
い
道
」
と
は
、
米
国
と
中
露
と
の
間
で
高
ま
る

「
新
冷
戦
」
の
潮
流
を
利
用
し
、
旧
い
冷
戦
期
の
構
図
に
回
帰
す
る
こ
と
で
、
外
交
的
お
よ
び
経
済
的
基
盤

の
立
て
直
し
を
図
る
の
で
は
と
い
う
見
方
も
出
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
要
因
も
あ
る

が
、
中
露
と
の
関
係
強
化
は
限
定
的
な
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
指
導
者
間
の
親
書
交
換
な
ど
の
儀
礼

的
な
や
り
取
り
は
続
い
て
い
る
が
、
経
済
支
援
な
ど
の
具
体
的
な
動
き
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
制
裁
と

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
困
難
が
続
い
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
境
を
厳
し
く
閉
ざ
し
、
中
国
と
の
交
易
再
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開
に
も
消
極
的
で
あ
る
。「
新
し
い
道
」
が
何
か
は
依
然
不
明
で
あ
る
。

「
対
米
長
期
戦
」
の
構
え
―
―「
自
力
更
生
」
と
「
正
面
突
破
戦
」

　

二
〇
一
九
年
一
二
月
末
、
北
朝
鮮
は
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
を
開
き
、「
対
米
長
期
戦
」
に
備
え

て
、「
先
端
兵
器
の
開
発
」
と
「
自
力
更
生
」
に
よ
る
「
正
面
突
破
戦
」
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
ハ
ノ
イ

の
挫
折
を
受
け
、
一
応
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
米
国
と
の
対
決
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
を

覚
悟
し
、
経
済
的
に
は
「
自
力
更
生
」
で
凌
ぎ
つ
つ
、
先
端
兵
器
の
開
発
を
中
心
と
し
た
軍
事
力
の
強
化

を
加
速
す
る
こ
と
で
米
国
を
圧
迫
し
、「
正
面
突
破
」
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
北
朝
鮮
の

行
動
は
基
本
的
に
こ
の
線
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

軍
事
的
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
次
々
と
新
兵
器
の
開
発
を
誇
示
し
て
い
っ
た
が
、
経
済
的
に
は
大

衆
動
員
で
難
局
を
突
破
す
る
と
い
う
古
典
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
北
朝
鮮
の
苦
境
を
反
証
す
る
も
の

と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
半
面
、
経
済
制
裁
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
未
曾
有
の
孤
立
状
況
の
中
で
も
、
北

朝
鮮
の
経
済
に
物
価
の
急
変
な
ど
大
き
な
混
乱
は
観
察
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
生
活
必
需
品
を
中
心
に
国
内
産

業
の
輸
入
代
替
効
果
が
見
ら
れ
る
と
い
う
分
析
も
あ
る
。
北
朝
鮮
経
済
の
耐
性
や
潜
在
力
を
再
評
価
す
べ

き
と
い
う
指
摘
が
出
て
い
る
。
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強
気
の
対
米
姿
勢
―
―「
敵
視
政
策
の
撤
回
」
と
兵
器
開
発
の
加
速
化

　

米
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
が
、
核
問
題
に
つ
い
て
「
軍
縮
」
の
側
面
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

柔
軟
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
北
朝
鮮
は
積
極
的
な
反
応
を
示
し

て
い
な
い
。
新
し
い
政
策
の
内
容
を
説
明
す
る
た
め
の
予
備
的
接
触
の
呼
び
か
け
に
も
応
じ
な
か
っ
た
と

い
う
。

　

北
朝
鮮
は
、
条
件
な
し
の
対
話
を
提
案
す
る
米
国
に
対
し
て
、「
敵
視
政
策
の
撤
回
」
を
交
渉
再
開
の
条

件
と
し
て
繰
り
返
し
て
い
る
。「
敵
視
政
策
の
撤
回
」
の
内
容
と
し
て
は
、
制
裁
緩
和
な
ど
米
国
の
「
具
体

的
な
行
動
」
を
求
め
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
方
が
対
話
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
、
米
国
を
圧
迫
す
る
構
図
で
あ

る
。
ハ
ノ
イ
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
米
国
か
ら
具
体
的
な
措
置
を
獲
得
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
姿
勢
と
い

え
る
。
し
か
し
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
交
渉
前
の
先
行
措
置
に
は
一
貫
し
て
否
定
的
で
あ
り
、
外
交
的
な
膠

着
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
北
朝
鮮
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
戦
略
・
戦
術
兵
器
開
発
の
加
速
化
で
あ
る
。
前
述
の

通
り
、「
自
力
更
生
」
で
厳
し
い
経
済
状
況
に
堪
え
つ
つ
、
軍
事
的
に
米
国
を
圧
迫
し
よ
う
と
す
る
意
図
で

あ
ろ
う
。
二
〇
二
一
年
一
月
の
第
八
回
党
大
会
で
、
金
正
恩
総
書
記
（
こ
の
党
大
会
で
金
正
恩
の
党
で
の
職
責
は

委
員
長
か
ら
総
書
記
に
変
更
さ
れ
た
）
は
、「
核
技
術
の
高
度
化
、
核
兵
器
の
小
型
軽
量
化
・
規
格
化
・
戦
術
兵
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器
化
、
超
大
型
水
素
爆
弾
」
の
開
発
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、「
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
、
潜

水
艦
発
射
ミ
サ
イ
ル
、
多
弾
頭
化
」
な
ど
が
強
調
さ
れ
た
。
後
に
「
国
防
科
学
発
展
お
よ
び
武
器
体
系
開

発
五
か
年
計
画
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、「
超
大
型
核
弾
頭
の
生
産
、
一
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
射
程
圏
の

打
撃
命
中
率
の
向
上
、
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
、
水
上
・
地
上
発
射
の
固
体
燃
料
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
開
発
、

核
潜
水
艦
・
水
中
発
射
核
戦
略
兵
器
の
保
有
」
な
ど
が
「
重
点
課
題
」
と
さ
れ
た
。
短
距
離
の
戦
術
兵
器

か
ら
グ
ア
ム
や
米
本
土
を
射
程
に
入
れ
る
戦
略
兵
器
に
至
る
ま
で
、
多
様
な
種
類
を
網
羅
す
る
野
心
的
な

核
軍
備
拡
充
の
計
画
で
あ
る
。

　

米
朝
交
渉
が
進
展
し
て
い
た
二
〇
一
八
年
中
は
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
自
制
し
て
い
た
が
、
ハ
ノ
イ
会
談
の

決
裂
後
、
北
朝
鮮
は
短
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
中
心
に
発
射
を
再
開
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年
一
月
の
党

大
会
以
後
は
、
そ
の
頻
度
や
レ
ベ
ル
の
面
で
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
脅
威
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と

を
印
象
づ
け
た
。
九
月
末
に
は
次
世
代
技
術
と
い
わ
れ
る
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
に
成
功
し
、

機
動
性
に
富
む
固
体
燃
料
ミ
サ
イ
ル
、
迎
撃
が
困
難
な
巡
航
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
開
発
能
力
を
誇
示
し
た
。

第
八
回
党
大
会
で
示
さ
れ
た
新
兵
器
開
発
の
メ
ニ
ュ
ー
が
次
々
と
実
行
に
移
さ
れ
た
形
で
あ
る
。
だ
が
、

二
〇
二
一
年
末
ま
で
は
、
主
と
し
て
射
程
の
短
い
ミ
サ
イ
ル
が
中
心
で
あ
り
、
米
国
へ
の
直
接
的
な
刺
激

を
避
け
、
段
階
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
四
月
二
〇
日
に
自
ら
が
宣
言
し
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た
核
実
験
と
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
試
験
発
射
の
中
止
と
い
う
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
は
維
持
し
つ
つ
、
軍
事
力
強
化
に

直
結
す
る
戦
術
核
兵
器
の
開
発
に
重
点
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
将
来
の
米
朝
交
渉
に
備
え
、
自
ら
の
カ
ー

ド
を
増
や
し
て
お
こ
う
と
す
る
思
惑
も
あ
ろ
う
。

４　

韓
国
文
在
寅
政
権
の
模
索

冷
戦
終
結
後
の
韓
国
の
対
北
朝
鮮
政
策

　

一
九
八
〇
年
代
末
の
盧
泰
愚
政
権
の
「
北
方
政
策
」
以
来
、
韓
国
の
歴
代
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
要

諦
は
、
①
朝
鮮
半
島
（
北
朝
鮮
）
問
題
に
対
す
る
韓
国
の
関
与
（
当
事
者
と
し
て
の
役
割
）
の
確
保
、
②
戦
争

や
紛
争
の
回
避
と
安
定
的
管
理
、
③
韓
国
主
導
の
「
統
一
」（
お
よ
び
そ
れ
に
至
る
過
程
と
し
て
の
「
共
存
」）
な

ど
に
要
約
で
き
る
。
そ
の
政
策
手
段
に
つ
い
て
、「
圧
力
」
と
「
対
話
」
の
相
対
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
点
で
、

保
守
と
進
歩
の
間
に
違
い
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
相
違
は
、
北
朝
鮮
の
安
定
度
と
い
う
状
況
要
因

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
保
守
の
金
泳
三
、
李
明
博
、
朴
槿
恵
政
権
期
に
対
北
強
硬
路
線
が
顕
著
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
金
日
成
の
死
去
、
金
正
日
の
健
康
異
変
、
金
正
恩
体
制
の
初
期
の
不
安
定

性
な
ど
で
北
朝
鮮
の
崩
壊
に
よ
る
「
吸
収
統
一
」
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
時
期
に
当
た
る
。
北
朝
鮮
の
体

制
が
「
安
定
」
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
時
期
に
は
、
保
守
政
権
で
あ
っ
て
も
、
南
北
対
話
や
首
脳
会
談
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を
模
索
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

文
在
寅
政
権
に
よ
る
「
韓
半
島
平
和
プ
ロ
セ
ス
」
の
追
求

　

二
〇
一
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
文
在
寅
政
権
は
、
ま
ず
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
「
戦
争
の
危
機
」
の
解

消
に
注
力
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
米
朝
と
も
に
決
め
手
を
欠
く
中
で
、
文
在
寅
政
権
の
対
北
、
対
米
の

外
交
が
功
を
奏
し
、
二
〇
一
八
年
の
一
連
の
首
脳
会
談
が
実
現
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
朝
鮮
半
島
の
緊

張
緩
和
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
二
度
の
南
北
首
脳
会
談
や
南
北
軍
事
合
意
な
ど
を
進
め
、「
韓
半
島
平
和
プ

ロ
セ
ス
」
を
掲
げ
た
が
、
米
朝
間
の
根
本
的
な
対
立
を
解
消
す
る
に
は
至
ら
ず
、
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

　

二
〇
一
九
年
の
ハ
ノ
イ
の
失
敗
以
後
、
北
朝
鮮
は
そ
の
責
任
を
韓
国
に
転
嫁
す
る
形
で
、
金
与
正
自
ら

が
先
頭
に
立
っ
て
激
し
い
対
南
非
難
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
〇
年
に
は
開
城
工
業
団
地
の
南
北

連
絡
事
務
所
の
爆
破
、
南
北
通
信
連
絡
線
の
断
絶
な
ど
派
手
な
行
動
を
立
て
続
け
に
取
っ
た
。
二
〇
二
一

年
に
入
り
、
バ
イ
デ
ン
新
政
権
の
出
方
を
探
る
意
図
も
あ
っ
て
、
南
北
の
首
脳
間
の
親
書
交
換
を
経
て
通

信
線
の
復
元
な
ど
関
係
改
善
の
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
、
バ
イ
デ
ン
政
権
か
ら
制
裁
緩
和
な
ど
具
体
的

な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
と
、
韓
国
と
の
接
触
は
途
絶
え
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
文
在
寅
政
権
は
「
終
戦
宣
言
」
案
で
米
朝
交
渉
の
再
開
を
模
索
し
た
。
北
朝
鮮
が
求
め
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る
「
敵
対
政
策
の
撤
回
」
へ
の
対
応
と
し
て
、
制
裁
緩
和
な
ど
の
「
行
動
」
で
は
な
く
、「
宣
言
」
の
形
で

口
頭
の
約
束
、
つ
ま
り
「
言
葉
」
を
与
え
る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。
米
朝
間
の
隔
た
り
は
大
き
く
、「
終
戦

宣
言
」
で
状
況
を
打
開
で
き
る
可
能
性
は
低
か
っ
た
が
、
韓
国
文
在
寅
政
権
と
し
て
は
、
状
況
の
管
理
や

外
交
の
存
在
感
な
ど
の
観
点
か
ら
模
索
を
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

韓
国
社
会
の
「
安
定
」
志
向

　

以
上
の
よ
う
な
文
在
寅
政
権
の
模
索
は
、
進
歩
政
権
の
理
念
的
立
場
と
い
う
よ
り
、
韓
国
社
会
の
全
般

的
な
安
定
志
向
を
背
景
に
し
て
い
る
点
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
ソ
ウ
ル
大
学
統
一
平
和
研
究
院
が

二
〇
〇
七
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
統
一
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
南
北
間
で
様
々
な
衝
突
が
続
く
中
で

も
、
北
朝
鮮
を
「
支
援
」
や
「
協
力
」
の
対
象
と
答
え
た
人
の
比
率
は
五
〇
―
六
〇
％
以
上
で
推
移
し
、

「
敵
対
」
や
「
警
戒
」
の
合
計
（
二
〇
―
四
〇
％
）
を
上
回
る
。
二
〇
二
〇
年
に
は
、
両
者
の
比
率
は
六
〇
％

対
三
六
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
な
ぜ
統
一
が
必
要
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
二
〇
〇
七
年
の
最
初
の

調
査
で
は
「
同
じ
民
族
だ
か
ら
」
が
五
〇
・
七
％
で
一
位
で
あ
り
、「
戦
争
の
脅
威
を
な
く
す
た
め
」
が
一

九
・
二
％
で
そ
れ
に
次
い
だ
。
し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
の
調
査
で
は
、「
戦
争
の
脅
威
を
な
く
す
た
め
」
が

三
七
・
九
％
で
、「
同
じ
民
族
だ
か
ら
」
の
三
七
・
三
％
を
抜
い
て
一
位
に
な
っ
た
。
二
〇
二
一
年
の
暫
定
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値
で
は
若
干
の
揺
り
戻
し
が
あ
る
が
、
両
者
の
比
率
が
反
比
例
す
る
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
北
朝
鮮
を
見

る
韓
国
社
会
の
視
点
が
「
統
一
」
な
ど
理
念
的
な
側
面
よ
り
、「
安
定
」
に
集
約
さ
れ
る
実
利
的
な
も
の
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

５　

二
〇
二
二
年
の
現
状
と
展
望

　

以
上
が
二
〇
二
一
年
一
一
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
っ
た
報
告
の
要
約
だ
が
、
そ
れ
以
後
の
状
況
を
踏

ま
え
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。

核
実
験
・
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
発
射
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
破
棄

　

三
月
の
韓
国
大
統
領
選
挙
や
一
一
月
の
米
国
中
間
選
挙
な
ど
、
米
韓
が
政
治
の
季
節
を
迎
え
る
二
〇
二

二
年
に
入
り
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
新
年
早
々
の
一
月
五
日

と
一
一
日
、
立
て
続
け
に
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
四
日
に
は
鉄

道
機
動
連
隊
の
訓
練
と
し
て
Ｋ
Ｎ
二
三
（
北
朝
鮮
版
イ
ス
カ
ン
デ
ル
）
二
発
、
一
七
日
に
は
新
型
短
距
離
ミ
サ

イ
ル
Ｋ
Ｎ
二
四
（
北
朝
鮮
版
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
二
発
、
二
五
日
に
は
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
二
発
、
二
七
日
は

再
び
Ｋ
Ｎ
二
三
を
二
発
発
射
す
る
な
ど
、
異
常
な
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
二
〇
二
一
年
か
ら
続
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い
て
い
る
新
型
戦
術
兵
器
の
実
験
だ
が
、
性
能
や
運
用
能
力
（
移
動
式
な
ど
）
の
向
上
を
誇
示
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
核
実
験
と
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
試
験
発
射
を
予
告
す
る
よ
う
な
行
動
に
出
た
。
一
月
一
九
日
、

金
正
恩
総
書
記
が
出
席
し
た
中
で
開
か
れ
た
労
働
党
政
治
局
会
議
で
は
、「
米
国
の
敵
視
政
策
」
が
変
わ
ら

な
い
状
況
に
対
抗
す
る
た
め
、「
主
動
的
に
講
じ
た
信
頼
醸
成
措
置
を
全
面
的
に
再
考
し
、
暫
定
的
に
中
止

し
て
い
た
す
べ
て
の
活
動
を
再
稼
働
す
る
問
題
を
速
や
か
に
検
討
す
る
」
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
〇

一
八
年
四
月
以
来
続
け
て
き
た
核
実
験
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
試
験
発
射
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
中
止
す
る
と
い

う
予
告
で
あ
り
、
対
米
圧
迫
で
あ
っ
た
。

　

予
告
は
す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
た
。
ま
ず
、
一
月
三
〇
日
、
中
距
離
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
）
火
星

一
二
型
一
発
を
ロ
フ
テ
ッ
ド
軌
道
で
発
射
し
た
。
火
星
一
二
型
の
射
程
は
四
五
〇
〇
―
五
五
〇
〇
キ
ロ
と

見
ら
れ
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
（
三
〇
〇
〇
―
五
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
は
射
程
が
長
く
、
グ
ア
ム
に
届
く
能
力

を
持
つ
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
火
星
一
二
型
の
試
験
発
射
は
二
〇
一
七
年
九
月
以
来
五
年
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
米
国
が
「
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
よ
り
は
射
程
が
短
い
が
、
そ
れ
に
一
歩
近
づ
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

北
朝
鮮
は
さ
ら
に
行
動
の
水
位
を
あ
げ
た
。
二
月
二
七
日
と
三
月
五
日
に
は
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
火
星
一
七
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型
の
発
射
実
験
を
ロ
フ
テ
ッ
ド
軌
道
で
性
能
を
抑
え
て
行
っ
た
。
火
星
一
七
型
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の

労
働
党
創
建
七
五
周
年
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
で
初
公
開
さ
れ
た
が
、
実
験
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
は

こ
れ
ら
の
発
射
に
つ
い
て
、「
偵
察
衛
星
」
の
開
発
の
一
環
で
あ
る
と
発
表
し
た
が
、
米
韓
の
当
局
は
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｍ
開
発
に
関
連
す
る
実
験
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

　

北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
は
、
三
月
九
日
と
一
〇
日
、
金
正
恩
総
書
記
が
自
ら
国
家
宇
宙
開
発
局
と
西
海
衛
星

発
射
場
（
東
倉
里
）
を
訪
れ
、「
軍
事
偵
察
衛
星
」
の
打
ち
上
げ
計
画
の
「
現
地
指
導
」
を
行
い
、「
五
年
以

内
に
大
量
の
偵
察
衛
星
を
配
備
」
す
る
方
針
を
示
し
、
関
連
施
設
の
拡
充
を
指
示
し
た
と
報
じ
た
。
金
正

恩
の
現
地
指
導
の
実
際
の
日
付
は
不
明
だ
が
、
北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
韓
国
大
統
領

選
挙
の
投
票
日
と
そ
の
翌
日
に
当
た
る
。
韓
国
の
次
期
政
権
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
軍
事
的
圧
迫
を
続
け

る
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
ま
で
は
北
朝
鮮
が
四
月
一
五
日
の
「
太
陽
節
」（
故
金
日
成
主
席
の
生
誕
記
念
日
）
な
ど
を
契
機
に
、

「
偵
察
衛
星
」
の
打
ち
上
げ
を
行
う
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
て
い
た
。
衛
星
の
打
ち
上
げ
も
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
開

発
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
が
、
国
際
社
会
へ
の
正
当
化
の
面
で
は
少
し
有
利
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
対

米
圧
迫
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
段
階
的
な
展
開
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
米
国
を
直
接
圧
迫
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
発
射
実
験
は
、
中
間
選
挙
が
迫
る
秋
以
降
に
な
る
と
い
う
見
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
状
況
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は
急
展
開
し
た
。

　

三
月
一
六
日
、
北
朝
鮮
は
再
び
火
星
一
七
型
と
思
わ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
っ
た
が
、
こ
れ

は
高
度
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
爆
発
し
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
北
朝
鮮
か
ら
公
式
の
発
表
は
な
く
、

米
韓
の
軍
当
局
に
よ
る
発
表
で
の
み
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
月
二
五
日
、
北
朝
鮮
は
前
日
の
二
四
日
に
新

型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
で
あ
る
火
星
一
七
型
の
発
射
実
験
に
成
功
し
た
と
発
表
し
、
金
正
恩
総
書
記
自
ら
が
現
地
指

導
を
行
う
様
子
を
含
め
、
映
画
仕
立
て
の
派
手
な
映
像
を
公
開
し
た
。
ロ
フ
テ
ッ
ド
軌
道
に
よ
る
変
則
発

射
で
は
あ
る
が
、
射
程
は
一
五
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
米
国
本
土
に
届
く
能
力
を
持
つ
も
の
と
分

析
さ
れ
た
。
た
だ
公
開
の
映
像
な
ど
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
韓
国
の
軍
当
局
は
新
型
の
火
星
一
七

型
で
は
な
く
、
火
星
一
五
型
の
打
ち
上
げ
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
だ
真
相
は
不
明
だ
が
、
首

都
平
壌
の
近
郊
で
行
わ
れ
、
空
中
で
爆
発
し
た
三
月
一
六
日
の
実
験
の
失
敗
が
多
く
の
市
民
に
も
知
れ
渡
っ

た
た
め
、
そ
れ
を
挽
回
す
る
た
め
に
、
短
期
間
で
急
い
で
既
存
の
火
星
一
五
型
を
利
用
し
た
再
実
験
を
強

行
し
た
の
で
は
と
い
う
推
測
も
出
た
。

　

北
朝
鮮
が
予
告
し
た
「
軍
事
偵
察
衛
星
」
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
発
射
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
定
か

で
な
い
。
二
月
末
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、
米
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
応
力
が
分
散
せ
ざ

る
を
え
な
い
状
況
を
狙
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
北
朝
鮮
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
事
態
に
関
し
て
ロ
シ
ア
支
持
の
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立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
米
中
に
加
え
、
米
露
間
に
も
「
新
冷
戦
」
の
対
立
が
深
ま
る
状
況
は
、
北
朝
鮮

体
制
の
「
生
き
残
り
」
に
と
っ
て
有
利
な
構
図
に
な
る
。
北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
も
拘

わ
ら
ず
、
国
連
安
保
理
は
中
露
の
反
対
で
制
裁
や
非
難
の
措
置
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
金
正
恩

国
務
委
員
長
は
二
〇
二
一
年
九
月
の
施
政
演
説
で
初
め
て
「
新
冷
戦
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
二
〇
二
二

年
一
月
一
九
日
の
政
治
局
会
議
で
は
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
（
と
の
長
期
的
な
対
決
）」
と
い
う
用
語
も
復
活

し
た
。

　

五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
韓
国
尹
錫
悦
政
権
は
選
挙
期
間
中
か
ら
「
先
制
攻
撃
」
の
方
針
や
米
韓
合
同
軍

事
演
習
の
拡
大
実
施
な
ど
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、

南
北
間
の
緊
張
が
激
化
す
る
と
、
韓
国
社
会
の
負
担
は
大
き
く
な
る
。
米
バ
イ
デ
ン
政
権
も
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
を
非
難
し
、
制
裁
の
拡
大
で
対
抗
し
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
向
上
を

止
め
る
有
効
な
手
立
て
は
な
い
。
以
前
の
政
権
と
同
じ
く
、「
対
話
」
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
の
か
。
そ
れ
と

も
、
北
東
ア
ジ
ア
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
軍
拡
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
日
韓
な
ど
同
盟
国
の
軍
備
強
化
を
後

押
し
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
朝
鮮
半
島
の
「
旧
い
冷
戦
」
の
残
滓
と
し
て
の
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

問
題
が
「
新
冷
戦
」
の
行
方
と
密
接
に
連
動
す
る
構
図
を
打
開
で
き
る
道
は
あ
る
の
か
。
韓
国
と
米
国
、

そ
れ
か
ら
日
本
は
難
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
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《
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
》

梅
林
宏
道
（
二
〇
二
一
）『
北
朝
鮮
の
核
兵
器
―
―
世
界
を
映
す
鏡
』
高
文
研

李
鍾
元
（
二
〇
二
一
）「
米
国
バ
イ
デ
ン
政
権
の
北
朝
鮮
政
策
と
米
朝
交
渉
の
展
望
」『
ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
』
第
四
一
号
、
一
四
三
―

一
七
三
頁



第
Ⅱ
部

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
ロ
シ
ア
、
人
道
危
機
、
国
際
法
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第
４
章　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻 

　
　
　
　
　

―
―
人
道
と
規
範
、
二
重
の
危
機

梅
原　

季
哉

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
何
よ
り
ま
ず

現
地
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
視
点
を
置
け
ば
、
深
刻
な
人
道
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
例
え
ば

武
力
に
よ
る
国
境
変
更
を
認
め
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
国
際
社
会
で
平
和
を
保
つ
た
め
の
前
提
条
件
と
さ

れ
て
き
た
ル
ー
ル
（
規
範
）
や
秩
序
が
、
ロ
シ
ア
の
行
動
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
〝
二
重
の

危
機
〟
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
二
〇
一
四
年
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
仕
掛
け
た
ク
リ
ミ
ア

併
合
お
よ
び
、
東
部
ド
ン
バ
ス
地
方
二
州
の
分
離
独
立
闘
争
と
い
う
、
今
回
の
事
態
に
つ
な
が
る
原
点
と
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な
っ
た
軍
事
紛
争
に
際
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
首
都
キ
ー
ウ
〈
キ
エ
フ
〉
お
よ
び
ド
ネ
ツ
ク
州
な
ど
）
に
赴
き
、
記

者
と
し
て
取
材
・
報
道
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
際
の
経
験
か
ら
、
現
場
感
覚
に
基
づ
く
知
見
を
多
少
有
し
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
は
研
究
者
と
し
て
、
核
兵
器
が
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
以
降
、
実
戦
で
使
わ
れ

ず
に
来
た
系
譜
は
、
ど
の
よ
う
に
国
際
安
全
保
障
に
影
響
し
て
き
た
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
主
な
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
広
く
国
際
関
係
一
般
に
か
か
わ
る
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
と
り
わ
け
、
被
爆
地
で
あ
る
広
島
・
長
崎
に
も
か

か
わ
る
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
の
意
味
は
何
か
。
本
章
で
は
、「
今
、
そ
こ
に
あ
る
」
人
道
危
機
の
背
景
に

あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
固
有
の
事
情
と
、
よ
り
構
造
的
な
国
際
関
係
上
の
リ
ス
ク
と
い
う
側
面
、
そ
の
双
方
を

踏
ま
え
て
、
複
眼
的
な
視
座
か
ら
考
え
る
材
料
を
提
供
し
た
い
。

１　

規
模
も
ス
ピ
ー
ド
も
突
出
し
た
人
道
危
機

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
二
〇
二
二
年
春
、
日
本
で
も
に
わ
か
に
ニ
ュ
ー
ス
の
焦
点
と
な
り
、
連
日
報
道
が

続
い
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
日
本
の
国
会
に
リ
モ
ー
ト

形
式
で
登
壇
し
て
演
説
し
、
支
援
を
訴
え
、
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
林
芳
正
外
相
が
日
本
渡
航
を

希
望
す
る
避
難
民
を
政
府
専
用
機
に
搭
乗
さ
せ
る
な
ど
、
異
例
の
対
応
が
取
ら
れ
た
。
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こ
う
し
た
反
応
に
対
し
て
、
ほ
か
の
国
々
で
近
年
起
き
た
人
道
危
機
、
例
え
ば
シ
リ
ア
内
戦
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
な
ど
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
取
り
扱
い
の
背
後
に
は
、
欧
米
中
心
主
義
的
な
バ
イ
ア
ス
が
作
用

し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
陰
で
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
危
機
は
な
い
か
、

二
重
基
準
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と
自
体
は
、
大
切
な
視
点
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
今
回
の
危
機
は
規
模
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
近
年
の
ほ
か
の
人
道
危
機
と
比
べ
、
疑
い
よ
う

も
な
く
突
出
し
て
い
る
。
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
が
二
〇
二
二
年
四
月
末
に
ま
と
め
た

状
況
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
難
民
・
避
難
民
化
し
て
国
境
を
越
え
た
人
々
は
五
三
〇
万
人
、
国
内
避
難
民

は
七
七
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。
合
計
一
三
〇
〇
万
人
が
住
ま
い
を
追
わ
れ
た
わ
け
で
、
人
口
約
四
〇
〇

〇
万
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
国
民
の
三
人
に
一
人
に
相
当
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
隣
の
大
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
の
被
害
を
受
け
て
い
る
た
め
に
〝
小
国
〟
の
イ
メ
ー

ジ
で
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
人
口
で
み
れ
ば
欧
州
諸
国
の
中
で
七
位
、
面
積
で
は
同
三
位

と
、
か
な
り
の
存
在
感
を
持
つ
国
で
あ
り
、
そ
こ
を
舞
台
に
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
人
道
危
機
が
起
き
た
こ

と
に
は
、
単
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
角
で
悲
惨
な
出
来
事
が
起
き
て
い
る
」
と
い
う
の
に
と
ど
ま
ら
な
い

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
危
機
が
拡
大
し
た
ス
ピ
ー
ド
は
過
去
数
十
年
で
最
悪
ペ
ー
ス
と
い
え
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
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ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
よ
る
と
、
今
回
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
へ
逃
れ
た
の
は
、
開
戦
か
ら
一
カ
月
に
満
た
な
い
段

階
で
約
二
八
〇
万
人
。
過
去
の
大
規
模
な
難
民
流
出
の
典
型
で
あ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
二
〇
一
七
―
一
八
年
、
二

九
〇
万
人
）、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
一
九
八
〇
―
八
一
年
、
二
一
〇
万
人
）、
シ
リ
ア
（
二
〇
一
二
―
一
三
年
、
一
八
〇

万
人
）
は
、
い
ず
れ
も
一
年
間
で
の
数
字
で
あ
る
が
、
す
で
に
そ
れ
ら
を
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
キ
ー
ウ
近
郊
の
町
ブ
チ
ャ
や
、
南
東
部
の
要
衝
マ
リ
ウ
ポ
リ
な
ど
を
舞
台
に
、
ロ
シ
ア
軍
に

よ
る
極
め
て
悪
質
な
非
人
道
行
為
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
問
題
な
の
は
非
戦
闘
員
、
つ
ま
り
普

通
の
市
民
を
事
実
上
、
意
図
的
に
標
的
と
し
た
軍
事
作
戦
が
実
施
さ
れ
、
命
や
暮
ら
し
が
破
壊
さ
れ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

２　

構
造
的
な
リ
ス
ク
―
―
事
実
、
規
範
、
秩
序

　

今
回
の
事
態
に
よ
っ
て
、
現
地
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
ど
ま
ら
な
い
形
で
も
た
ら
さ
れ
る
構
造
的
な
負
の
影

響
は
、
何
層
か
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
事
実
が
歪
め
ら
れ
る
と

い
う
リ
ス
ク
。
第
二
に
、
国
際
社
会
で
守
ら
れ
て
き
た
明
確
な
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
不
文
律
が
破
ら
れ
る

リ
ス
ク
。
そ
し
て
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
形
で
政
治
や
経
済
、
社
会
の
安
定
性
に
も
動
揺
が
広
が
り
、

国
際
秩
序
の
崩
壊
過
程
が
進
む
と
い
う
リ
ス
ク
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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事
実
の
歪
み
―
―
架
空
の
「
ネ
オ
ナ
チ
国
家
」「
ロ
シ
ア
系
弾
圧
」

　

ま
ず
、「
事
実
」
に
つ
い
て
、
背
景
を
含
め
て
丁
寧
に
見
極
め
た
い
。

　

ロ
シ
ア
は
今
回
、
ま
っ
た
く
の
虚
偽
や
歪
曲
さ
れ
た
事
実
を
根
拠
に
軍
事
侵
攻
を
正
当
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
例
え
ば
ブ
チ
ャ
で
の
住
民
虐
殺
な
ど
戦
争
犯
罪
の
疑
い
が
濃
厚
な
非
人
道
行
為
に
手
を
染
め
て
い

る
と
非
難
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
行
為
を
全
否
定
し
て
い
る
。
一
方
、
侵
略
を
受
け
た
側
で
あ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
側
の
軍
事
行
動
に
は
、
そ
う
し
た
傾
向
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
な
い
。

　

ロ
シ
ア
側
は
今
回
の
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
段
階
で
は
、
戦
争
で
は
な
い
「
特
別
軍
事
作
戦
」
で
あ
る

と
称
し
、
例
え
ば
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ロ
シ
ア
国
民
向
け
の
演
説
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

「
ネ
オ
ナ
チ
」
国
家
で
あ
る
と
非
難
し
、
そ
の
「
非
ナ
チ
化
」
の
た
め
に
作
戦
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
。

　

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ソ
連
赤
軍
と
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
衝
突
す
る
激
し
い
戦

場
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
親
ナ
チ
の
民
族
主
義
組
織
が
存
在
し
た
。
一
方
、
冷
戦
後
の
独
立
国
家

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、
白
人
至
上
主
義
的
な
主
張
を
掲
げ
る
ネ
オ
ナ
チ
集
団
の
民
兵
組
織
が
少
数
な
が
ら
存
在

す
る
こ
と
も
確
か
で
、
二
〇
一
四
年
か
ら
の
東
部
ド
ン
バ
ス
地
方
を
め
ぐ
る
対
ロ
シ
ア
紛
争
で
戦
闘
に
従

事
し
て
き
た
、
と
さ
れ
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
ら
は
、
こ
う
し
た
歴
史
の
記
憶
に
働
き
か
け
つ
つ
、
現
代

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
極
右
集
団
の
存
在
を
針
小
棒
大
に
描
く
。
親
ロ
シ
ア
派
政
権
が
不
正
に
抗
議
す
る
民
衆
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の
蜂
起
に
よ
っ
て
放
逐
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
の
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ダ
ン
革
命
」
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し

た
ネ
オ
ナ
チ
集
団
に
よ
る
不
法
な
ク
ー
デ
タ
ー
だ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
冷
戦
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
政
治
で
、
極
右
政
党
が
国
政
選
挙
で
三
％
以
上
の
得
票
率
を
得
た

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
政
治
的
に
み
て
泡
沫
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
者
の

取
材
実
感
と
も
符
号
す
る
。
マ
イ
ダ
ン
革
命
時
に
キ
ー
ウ
の
独
立
広
場
を
占
拠
、
管
理
し
て
い
た
反
ロ
シ

ア
自
警
組
織
の
幹
部
は
、
国
軍
と
の
武
力
衝
突
の
中
で
極
右
集
団
は
実
質
的
な
役
割
は
果
た
し
て
い
な
い
、

と
断
言
し
て
い
た
。
何
よ
り
、
民
族
的
に
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
る
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
を
大
統
領
に
選
ん
だ
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
ネ
オ
ナ
チ
国
家
だ
と
い
う
主
張
は
、
ど
う
み
て
も
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
極
右
政
党
が
国
政
の
中

で
占
め
る
存
在
感
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
大
統
領
選
挙
の
決
選
投
票
に
二
度
続
け
て
「
国
民
戦
線
」
の
マ

リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
党
首
が
進
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
、
よ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
の
か
。

　

ロ
シ
ア
は
別
の
開
戦
理
由
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
ロ
シ
ア
系
住
民
が
弾
圧
さ
れ
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
（
集
団
殺
害
）
の
標
的
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
護
を
目
的
と
す
る
一
種
の
人
道
的
介
入
と
し
て
軍
事
作

戦
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
実
際
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
抱
い
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
、
帰
属
意
識
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
事
実
を
著
し
く
歪
め
た
、
架
空
の
口
実
と
考
え
ら
れ
る
。

　

確
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
は
、
東
部
諸
州
を
中
心
と
し
て
、
首
都
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
に
も
ロ
シ
ア
語
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を
母
語
と
す
る
相
当
数
の
住
民
が
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
人
々
に
対
す
る
筆
者
の
取
材
体
験
で
は
、

彼
ら
の
帰
属
意
識
は
多
く
の
場
合
、
ロ
シ
ア
に
は
向
い
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員
」
と

し
て
の
認
知
を
求
め
て
い
た
。
今
や
世
界
で
最
も
有
名
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
い
っ
て
も
い
い
、
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
自
身
も
、
ロ
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
、
現
地
の
人
々
の
帰
属
意
識
は
多
様
で
、
外
か
ら
型
に
は
め
て
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
を
無
視
し
て
、
過
去
に
同
じ
政
体
の
も
と
で
統
治
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
言
語

文
化
も
共
有
し
て
い
る
か
ら
主
権
の
壁
を
飛
び
越
え
て
介
入
で
き
る
、
と
い
う
主
張
は
、
歴
史
修
正
主
義

的
な
侵
略
の
正
当
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
例
え
て
み
れ
ば
、
米
国
が
カ
ナ
ダ
に
対
し
、
か
つ
て
同
じ
英
国

の
植
民
地
だ
っ
た
歴
史
を
共
有
し
、
多
く
の
住
民
は
同
じ
英
語
を
話
す
か
ら
と
い
う
理
由
で
軍
事
介
入
す

る
の
と
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
。

揺
ら
ぐ
国
家
統
治
の
諸
規
範
、
国
際
秩
序

　

国
際
社
会
は
、
各
国
が
守
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
、「
規
範
」
に
関
す
る
共
通
認
識
を
下
地
と
し
て

形
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
国
際
法
と
し
て
具
体
化
（
多
く
は
明
文
化
）
さ
れ
た
ル
ー
ル
だ
け
で
は
な

く
、
よ
り
緩
や
か
な
形
で
各
国
の
間
で
不
文
律
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
認
識
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
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今
回
、
根
拠
薄
弱
な
理
由
で
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
破
ら
れ
た
規
範
の
最
た
る
も
の
が
、
一
国

の
独
立
、
主
権
、
領
土
保
全
と
い
う
国
家
統
治
の
基
本
要
素
を
他
国
が
武
力
で
侵
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
大
前
提
、
言
い
換
え
れ
ば
、
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
軍
事
力
に
訴
え
た
り
、
国
境
を
武
力
で
変

更
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
範
と
い
え
る
。

　

国
連
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
拒
否
権
に
よ
っ
て
機
能
停
止
状
態
に
陥
っ
た
安
全
保
障
理
事
会
に
代
わ
っ
て
、

具
体
的
な
懸
念
表
明
の
場
と
し
て
開
か
れ
た
国
連
総
会
の
緊
急
会
合
で
三
月
二
日
と
二
四
日
に
採
択
さ
れ

た
決
議
も
、
こ
の
危
機
感
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。「
平
和
の
た
め
の
結
集
決
議
」
と
い
う
枠
組
み
に
よ

る
国
連
総
会
の
招
集
は
ま
れ
な
こ
と
で
、
特
に
冷
戦
後
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
以
外
で
は
使
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
異
例
の
対
応
策
が
取
ら
れ
、
国
連
加
盟
国
の
七
割
以
上
と
い
う
多
数
の
国
が
決
議
を

採
択
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
背
景
で
大
き
く
作
用
し
た
の
は
、
現
代
の
世
界
に
お
け
る
国
家
統
治
の
あ
り

方
自
体
が
挑
戦
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
ひ
い
て
は
国
際
秩
序
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
、
と

い
う
危
機
感
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

３　

ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
み
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
関
係

　

こ
う
し
て
国
際
秩
序
を
動
揺
さ
せ
る
に
ま
で
至
っ
た
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
国
間
関
係
は
、
安
全
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保
障
上
の
要
因
、
と
り
わ
け
軍
事
的
な
勢
力
均
衡
の
構
図
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
が
ち
だ
。
プ
ー
チ
ン
が
挙

げ
た
開
戦
正
当
化
の
根
拠
の
一
つ
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
東
方
拡
大
に
よ
る
脅
威
と
い
う

説
明
も
、
そ
う
し
た
構
図
に
依
拠
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
軍
事
力
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）
を
切
り
口
と
し
て
分
析
す
る
と
、
よ
り
明

確
に
、
背
景
で
ロ
シ
ア
を
動
か
し
た
要
因
が
見
え
て
く
る
。

　

冷
戦
後
に
旧
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
統
治
の
力
と
い
う
点
で
は
破
綻
国
家
に
近
い
状

況
が
存
在
し
た
。
政
情
は
不
安
定
で
、
二
〇
〇
四
年
の
い
わ
ゆ
る
「
オ
レ
ン
ジ
革
命
」
で
は
親
欧
米
派
が

政
権
を
握
っ
た
も
の
の
、
内
部
の
権
力
闘
争
に
明
け
暮
れ
て
い
る
う
ち
に
親
ロ
シ
ア
派
に
再
び
政
権
を
奪

取
さ
れ
た
。
経
済
は
、
ロ
シ
ア
な
ど
旧
ソ
連
圏
諸
国
と
共
通
す
る
構
造
だ
が
、
ご
く
少
数
の
新
興
財
閥
（
オ

リ
ガ
ル
ヒ
）
に
富
が
集
中
し
、
根
強
い
経
済
格
差
の
中
で
、
一
般
市
民
は
苦
境
が
続
い
た
。

　

マ
イ
ダ
ン
革
命
後
の
大
統
領
選
に
当
選
し
て
政
権
を
担
っ
た
の
は
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
一
人
で
製
菓
企
業

の
主
で
あ
る
ペ
ト
ロ
・
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
だ
っ
た
。
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
手
腕
へ
国
民
が
寄
せ
た
期
待
は
や
が

て
失
望
に
変
わ
り
、
二
〇
一
九
年
の
選
挙
で
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
破
っ
た
の
が
、
既
成
政
治
家
を
風
刺
す
る

テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
『
国
民
の
僕
』
で
、
素
人
か
ら
大
統
領
に
な
っ
た
歴
史
教
師
の
役
を
演
じ
た
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
だ
っ
た
。
彼
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ド
ラ
マ
を
現
実
が
追
い
か
け
る
形
で
、
腐
敗
追
放
を
柱
に
掲
げ
、
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有
権
者
の
支
持
を
獲
得
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
経
緯
に
も
、
国
家
の
統
治
が
空
洞
化
し
、
人
々
が
既
成
政

治
に
対
し
て
根
強
い
不
信
を
抱
い
て
き
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
脆
弱
性

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
面
か
ら
み
る
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
こ
う
し
て
、
垂
直
正
当
性
（
統
治
正
当
性
）
を
欠
い
た

状
態
が
続
い
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
水
平
正
当
性
（
領
域
正
当
性
）
に
も
反
映
し
た
、
い
わ
ば
脆
弱
な
国
家

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
つ
け
こ
ま
れ
る
一
因
と
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

軍
事
的
に
み
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
完
全
に
無
力
な
弱
小
国
家
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
世
界
銀
行
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
自
国
通
貨
ベ
ー
ス
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
費
（
国
防
予
算
）
は
近
年
、
一
貫
し
て
増

加
基
調
に
あ
り
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
を
受
け
た
二
〇
一
四
年
か
ら
の
五
年
間
で
約
三
・
八
倍
に
な
っ
た
。
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
率
は
こ
の
間
、
経
済
不
況
の
影
響
も
受
け
て
増
減
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
四

年
の
二
・
二
％
が
一
九
年
に
は
三
・
五
％
と
、
一
定
の
軍
事
化
が
進
ん
だ
。
そ
れ
で
も
今
回
の
第
二
次
侵

攻
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
反
面
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
力
自
体
は
ロ
シ
ア
側
が
当
初
予
想
し
な
か
っ

た
頑
強
な
抵
抗
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

一
方
、
既
成
政
治
家
へ
の
不
信
を
背
景
に
大
統
領
の
座
に
つ
い
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
も
そ
の
後
、
一
時
は
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人
気
に
影
が
差
し
、
二
〇
二
一
年
末
に
は
支
持
率
は
三
〇
％
程
度
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
二
月
末
の
ロ

シ
ア
軍
侵
攻
後
に
は
約
三
倍
に
は
ね
あ
が
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
家
と
し
て
の
領
域
正
当
性
が
挑
戦
を

受
け
る
と
い
う
事
態
が
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
の
統
治
正
当
性
を
か
え
っ
て
高
め
る
、
と
い
う
皮
肉
な
結

果
に
な
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
政
権
の
国
家
体
制
安
全
保
障

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
市
民
に
よ
る
権
威
主
義
的
統
治
へ
の
異
議
申
し
立
て
は
、
ロ
シ
ア
側
、
特
に
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
民
主
主
義
モ
デ
ル
が
〝
輸
出
〟
さ
れ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
国
家

安
全
保
障
と
い
う
よ
り
も
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
存
続
を
危
う
く
し
、
国
家
体
制
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
な

り
か
ね
な
い
。
こ
の
懸
念
こ
そ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
踏
み
切
る
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
東
方
拡
大
に
つ
い
て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
一
方
的
に
約
束
を
破
っ
て
ロ
シ
ア
を
敵
視
す
る

軍
事
同
盟
が
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
説
明
し
、
国
家
安
全
保
障
上
の
脅

威
に
直
面
し
た
た
め
に
迫
ら
れ
た
行
動
で
あ
る
か
の
よ
う
に
事
態
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
ロ
シ
ア
国
民
の
被
害
者
意
識
に
訴
え
か
け
よ
う
と
い
う
狙
い
か
ら
と
み
ら
れ
る
。
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だ
が
、
実
際
に
東
方
拡
大
が
決
ま
る
ま
で
の
多
国
間
外
交
の
過
程
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
加
盟
国
で
は
な

く
、
加
盟
候
補
国
で
す
ら
な
い
ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
配
慮
す
る
形
で
対
ロ
交
渉
を
進
め
た
。
一
九
九
七
年

五
月
に
は
、
互
い
を
敵
視
し
な
い
こ
と
や
常
設
合
同
理
事
会
の
設
置
な
ど
を
柱
と
す
る
「
基
本
文
書
」
に

署
名
し
た
。
さ
ら
に
対
テ
ロ
戦
争
後
の
二
〇
〇
二
年
に
は
、
常
設
合
同
理
事
会
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ロ
シ
ア
理
事

会
へ
改
組
、
拡
充
し
て
い
る
。
旧
共
産
圏
へ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
は
、
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
と
の
政
治
合
意
も

踏
ま
え
た
上
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
経
緯
を
無
視
し
て
、
ロ
シ
ア
が
一
方
的
に
勢
力
圏
を
脅
か
さ
れ

た
被
害
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
く
言
説
は
、
や
は
り
、
民
主
化
輸
出
の
構
図
を
防
ぎ
、
プ
ー
チ
ン
政
権

に
と
っ
て
の
国
家
体
制
安
全
保
障
を
強
化
す
る
た
め
の
〝
後
付
け
〟
の
論
理
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

八
年
前
の
第
一
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
際
に
は
、
ク
リ
ミ
ア
を
併
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ー
チ
ン

の
支
持
率
が
一
時
は
九
割
を
越
え
た
。
彼
が
体
制
を
維
持
し
て
い
く
上
で
の
〝
成
功
体
験
〟
と
な
り
、
今

回
の
侵
攻
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
か
け
る
動
機
を
い
っ
そ
う
強
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

４　

核
兵
器
を
め
ぐ
る
危
機

　

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
規
範
や
国
際
秩
序
を
非
常
に
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る

点
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
露
骨
な
核
兵
器
使
用
の
威
嚇
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
で
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あ
り
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
下
で
も
核
武
装
を
特
権
的
に
認
め
ら
れ
た
国
と
し
て
、
自
国
か
ら
先

ん
じ
て
核
兵
器
を
使
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
、
国
際
社
会
の
中
に
根
付
い
て
き
た
不
文
律
を
守

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
立
場
だ
が
、
現
実
に
は
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
威
嚇
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
開
戦
時
、
二
月
二
四
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
「
ロ
シ
ア
は
世
界
で
最
も
強
力
な
核
保

有
国
の
一
つ
」
と
あ
え
て
言
及
し
、
米
国
と
の
核
戦
争
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
、

米
国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
介
入
を
牽
制
し
た
。
同
二
七
日
に
は
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）、
戦

略
爆
撃
機
、
原
子
力
潜
水
艦
か
ら
な
る
戦
略
核
を
有
す
る
各
部
隊
に
対
し
、「
特
別
態
勢
」
を
取
る
よ
う
に

指
示
を
下
し
た
。
四
月
二
〇
日
に
「
同
様
の
も
の
は
世
界
に
は
な
い
」
と
自
負
す
る
新
型
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
実

験
成
功
を
発
表
し
、
核
戦
力
を
誇
示
し
続
け
て
い
る
。
侵
攻
か
ら
二
カ
月
以
上
が
経
過
し
た
四
月
二
七
日

に
も
「
外
部
か
ら
干
渉
す
る
者
は
、
我
々
の
反
撃
が
稲
妻
の
よ
う
に
早
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
知
る
べ
き

だ
」「
ロ
シ
ア
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
持
つ
」「
我
々
は
自
慢
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
と
あ
れ
ば
使
う
の
だ
」

と
発
言
し
た
。

特
異
な
核
ド
ク
ト
リ
ン
「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
止
」

　

た
だ
し
、
ロ
シ
ア
は
、
あ
く
ま
で
核
戦
争
を
避
け
る
の
が
「
原
則
的
立
場
」（
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
）
だ
と
表
明
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は
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
事
態
を
左
右
す
る
の
は
米
欧
側
の
態
度
次
第
で
あ
る
か
の
よ
う
に
責

任
転
嫁
し
、
予
防
線
を
張
ろ
う
と
す
る
姿
勢
と
み
ら
れ
る
。

　

実
際
に
核
使
用
に
踏
み
切
る
可
能
性
は
、
現
段
階
で
も
相
対
的
に
は
な
お
低
い
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、

絶
対
あ
り
得
な
い
と
は
断
定
で
き
な
い
情
勢
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
冷
戦
後
に
ロ
シ
ア
が
掲
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る
特
異
な
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
（
運
用
思
想
）
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
エ

ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
止
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ド
ク
ト
リ
ン
で
は
、
通
常
兵
器
を
使
っ
た
紛
争
の
局
面
が
不

利
な
展
開
を
し
か
ね
な
い
状
況
下
で
、
無
人
の
攻
撃
対
象
へ
の
威
嚇
爆
発
や
低
出
力
の
爆
発
な
ど
の
〝
限

定
的
〟
な
形
で
核
兵
器
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
戦
局
拡
大
の
リ
ス
ク
を
示
し
、
相
手
に
矛
を
収
め
さ
せ
よ

う
と
す
る
。
い
わ
ば
、
核
兵
器
を
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
の
戦
局
は
、
ロ
シ
ア
軍
か
ら
み
れ
ば
、
当
初
想
定
し
て
い
た
と
さ
れ
る
短
期
の
戦
果
獲
得
に
至
ら

ず
、
各
地
で
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
長
期
化
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
ロ
シ
ア
は
、
こ
こ
ま
で
合
理
的
と
い
え
な

い
よ
う
な
軍
事
作
戦
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
止
」
の
暴
挙
に
出
る
可
能

性
に
つ
い
て
も
、
現
段
階
で
全
く
あ
り
得
な
い
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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原
発
・
研
究
所
を
標
的
と
し
た
軍
事
行
動
も

　

一
方
ロ
シ
ア
軍
は
、
一
九
八
六
年
に
史
上
最
悪
の
原
発
事
故
を
起
こ
し
、
運
転
を
停
止
し
た
ま
ま
封
鎖

さ
れ
て
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ー
ビ
リ
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
）
原
発
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
に
あ
り
稼
働
中
で
同
国

最
大
規
模
の
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
に
つ
い
て
も
、
開
戦
直
後
か
ら
次
々
と
制
圧
に
動
い
た
。
北
東
部
ハ
ル

キ
ウ
（
ハ
リ
コ
フ
）
に
あ
る
核
物
質
を
取
り
扱
う
研
究
所
も
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
た
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に

つ
い
て
は
緒
戦
で
の
首
都
制
圧
作
戦
の
失
敗
に
伴
う
事
実
上
の
戦
線
再
編
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
結
局
は
放
棄
し
た
）。

　

国
際
人
道
法
違
反
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
原
発
へ
の
軍
事
行
動
に
踏
み
切
っ
た
真
の
理
由
は
不
明
だ
が
、

稼
働
中
の
原
発
だ
け
な
ら
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
を
制
圧
す
る
と
い
う
動
機
が
働
い
た
と
い
え
そ
う
だ
。

し
か
し
、
運
転
を
停
止
し
、
放
射
性
物
質
が
封
印
さ
れ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
や
、
核
物
質
を
管
理
す

る
研
究
所
に
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た
理
由
と
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
兵
器
を
開
発
し
て
い
る
と
い
う

情
報
を
で
っ
ち
上
げ
、
開
戦
を
正
当
化
し
た
り
、
自
軍
の
核
や
化
学
兵
器
に
よ
る
作
戦
の
口
実
に
使
っ
た

り
す
る
意
図
す
ら
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
兵
器
を
持
つ
こ
と
は
放
置
で
き
な
い
」（
三
月
五
日
、
航

空
会
社
職
員
ら
と
の
会
談
で
）「（
原
発
の
掌
握
は
）
ネ
オ
ナ
チ
と
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
破
滅
的
な
結
果
を
招
く
挑

発
行
為
を
防
ぐ
た
め
だ
」（
同
六
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と
の
電
話
協
議
で
）
と
い
っ



84

た
形
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
〝
核
開
発
疑
惑
〟
を
示
唆
す
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
際
原
子

力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
の
認
識
と
し
て
、
そ
う
し
た
情
報
に
は
ま
っ
た
く
根
拠

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

揺
ら
ぐ
規
範
、「
核
の
平
和
」
の
不
在

　

改
め
て
言
及
す
る
ま
で
も
な
く
、
一
九
四
五
年
八
月
の
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
以
降
、
核
兵
器
は

七
六
年
以
上
に
わ
た
り
、
実
戦
で
は
一
度
も
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
核
兵
器
を
使
う
こ
と
を

事
実
上
の
〝
禁
じ
手
〟
と
み
な
す
規
範
が
形
成
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
、
と
の
説
が
あ
る
。
だ
が
、
そ

の
核
兵
器
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
不
幸
な
こ
と
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
事
態
に
よ
っ
て
深
刻
な
危
機
に
直

面
し
て
し
ま
っ
た
。

　

核
兵
器
不
使
用
が
継
続
さ
れ
て
き
た
の
は
、「
核
の
タ
ブ
ー
」（
ニ
ー
ナ
・
タ
ネ
ン
ワ
ル
ド
）
が
存
在
す
る
か

ら
な
の
か
、
慎
慮
の
伝
統
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
拘
束
力
の
程
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解

は
分
か
れ
る
。
た
だ
し
、
国
家
を
絶
対
的
に
縛
る
ほ
ど
の
タ
ブ
ー
で
は
な
い
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

「
核
兵
器
は
容
易
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
認
識
の
広
ま
り
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

核
抑
止
論
、
中
で
も
恐
怖
の
均
衡
に
基
づ
い
て
平
和
が
保
た
れ
る
と
み
な
す
「
核
の
平
和
」
論
者
の
中
で
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も
、
ト
ー
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
、
核
兵
器
の
実
戦
使
用
は
、
お
そ
ら
く
合
理
的
な
選
択
と
し
て

想
定
で
き
な
い
、
と
の
結
論
に
至
っ
た
戦
略
家
も
い
た
。
当
の
ロ
シ
ア
も
含
む
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
上
の
核
保
有
五

大
国
が
二
〇
二
二
年
一
月
に
発
表
し
た
共
同
声
明
で
、
核
戦
争
に
勝
者
は
お
ら
ず
、
戦
わ
れ
て
は
な
ら
な

い
と
の
認
識
を
表
明
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
し
て
い
た
。

　

今
回
の
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
そ
う
し
た
世
界
観
を
か
き
乱
す
結
果
と
な
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て

は
「
核
の
平
和
」
な
ど
、
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
米
国
と
ロ
シ
ア
の
相
互

核
抑
止
が
今
の
と
こ
ろ
破
ら
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
次
世
界
大
戦
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
至
る
可
能
性
を
と

り
あ
え
ず
回
避
で
き
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
楽
観
で
き
る
事
態
で
は
な
い
。

５　

非
核
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
保
障
が
持
つ
国
際
的
意
味

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
冷
戦
終
結
後
、
ソ
連
が
崩
壊
し
独
立
国
と
し
て
歩
み
始
め
た
中
で
、
九
四
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ

に
非
核
国
と
し
て
加
盟
し
、
旧
ソ
連
か
ら
継
承
し
た
形
で
国
内
の
戦
略
核
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
核
弾

頭
や
戦
略
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
し
た
。

　

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
を
放
棄
し
て
い
な
け
れ
ば
ロ

シ
ア
に
侵
略
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
、
あ
る
い
は
も
っ
と
効
果
的
に
侵
略
を
排
除
で
き
た
は
ず
、
と
い
っ
た
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論
が
散
見
さ
れ
る
。
日
本
国
内
で
も
、
非
核
三
原
則
を
見
直
し
て
米
国
と
の
核
共
有
の
議
論
を
始
め
る
べ

き
だ
と
し
た
安
倍
晋
三
元
首
相
ら
が
、
そ
の
よ
う
な
仮
定
に
立
っ
た
言
説
を
発
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
現
地
の
事
情
を
丁
寧
に
た
ど
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
だ
が
、
そ
う
し
た
議
論

は
、
前
提
と
な
る
事
実
を
正
確
に
認
識
し
た
上
の
も
の
と
は
い
え
な
い
。

冷
戦
後
の
継
承
核
兵
器
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
使
用
権
限
持
た
ず

　

筆
者
は
二
〇
一
四
年
の
第
一
次
侵
攻
時
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
の
町
ペ
ル
ボ
マ
イ
ス
ク
近
郊
に
あ
る
旧
ソ

連
戦
略
核
ミ
サ
イ
ル
基
地
跡
を
訪
れ
て
取
材
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
非
核
化
し
た
後
、
こ
の
基
地
跡
は
旧

式
ミ
サ
イ
ル
の
筐
体
や
地
下
発
射
サ
イ
ロ
だ
け
が
残
さ
れ
た
博
物
館
に
な
っ
て
い
た
。

　

ソ
連
軍
人
だ
っ
た
現
地
ガ
イ
ド
た
ち
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
冷
戦
後
も
確
か
に
こ
の
基
地
に
核
弾
頭
と
ミ

サ
イ
ル
は
置
か
れ
て
お
り
、
物
理
的
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
使
用
権
限
、

つ
ま
り
「
発
射
ボ
タ
ン
」
は
一
貫
し
て
ロ
シ
ア
軍
が
持
っ
て
お
り
、
そ
の
権
限
を
持
た
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

側
が
核
兵
器
と
し
て
使
え
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
冷
戦
後
、
独

自
の
核
抑
止
力
を
放
棄
し
た
と
い
う
捉
え
方
自
体
が
、
正
確
と
は
い
え
な
い
。

　

も
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
物
理
的
に
核
を
手
中
に
置
き
続
け
る
こ
と
に
固
執
し
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て
い
た
ら
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
〝
核
開
発
疑
惑
〟
を
も
っ
と
早
い
段
階
で
突
き
つ
け
、
管
理
権
の

奪
取
へ
軍
事
介
入
し
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。
冷
戦
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
武
装
化
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
、

国
際
政
治
の
中
で
現
実
的
に
あ
り
得
な
か
っ
た
。

「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
破
ら
れ
、
拡
散
リ
ス
ク
増
大

　

も
ち
ろ
ん
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
何
の
引
き
換
え
も
求
め
ず
に
核
兵
器
の
撤
去
に
応
じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
英
国
の
三
カ
国
が
署
名
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
取
り
交
わ
し

た
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
と
呼
ば
れ
る
政
治
文
書
で
は
、
非
核
化
と
引
き
換
え
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と

領
土
保
全
を
尊
重
す
る
旨
が
約
束
さ
れ
て
い
た
（
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
も
同
趣
旨
の
文
書
を
出
し
た
）。
ロ
シ
ア
は

二
〇
一
四
年
の
第
一
次
侵
攻
時
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
で
す
で
に
こ
の
覚
書
を
破
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
領
内
に
広
範
に
深
く
侵
攻
し
た
こ
と
で
、
完
全
に
そ
れ
を
葬
り
去
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
国
の
安
全
保
障
に
と
ど
ま
ら
な
い
問
題
で
、
特
に
核
不
拡
散
に
と
っ
て
、
看
過

で
き
な
い
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
核
兵
器
を
持
た
な
い
、
持
た
せ
な
い
と
い
う
規
範
を
揺
る
が
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｔ
体
制
と
い
う
国
際
秩
序
に
、
い
っ
そ
う
の
軋
み
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
非
核
国
の
中
で

も
、
や
は
り
「
核
の
ボ
タ
ン
」
が
な
け
れ
ば
安
全
保
障
は
成
り
立
た
な
い
、
と
い
う
認
識
が
強
ま
り
か
ね
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な
い
。
東
ア
ジ
ア
で
核
開
発
を
進
め
て
き
た
北
朝
鮮
、
中
東
で
や
は
り
核
武
装
の
懸
念
を
抱
か
れ
て
き
た

イ
ラ
ン
と
い
っ
た
国
々
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
か
ら
誤
っ
た
〝
教
訓
〟
を
学
び
取
る
こ
と
で
、
拡
散
リ
ス

ク
が
高
ま
る
構
図
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
態
を
招
か
な
い
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
。

６　

核
兵
器
は
安
全
保
障
に
資
す
る
の
か

　

こ
の
章
を
執
筆
し
た
二
〇
二
二
年
五
月
上
旬
の
段
階
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
の
帰

結
は
見
え
て
い
な
い
。
当
初
は
ロ
シ
ア
が
形
ば
か
り
の
「
勝
利
」
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、
収
束
に
向
か
う

起
点
に
な
り
得
る
と
も
予
想
さ
れ
た
五
月
九
日
の
第
二
次
世
界
大
戦
・
対
独
戦
勝
記
念
日
を
経
て
も
、
戦

闘
は
継
続
し
、
事
態
は
む
し
ろ
長
期
化
の
兆
し
を
み
せ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
確
定
的
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
核
兵
器
使
用
の
威
嚇
も
含
む
、
規

範
を
逸
脱
し
た
軍
事
侵
攻
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
が
こ
れ
ま
で
に
得
た
も
の
、
こ
れ
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
は
、
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か
。
開
戦
当
初
は
、
ロ
シ
ア
の
行
動
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
の
強
さ
か
ら
、

規
範
な
ど
は
意
味
を
失
っ
た
と
み
な
し
、
む
き
だ
し
の
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
国
際
関
係
が
規
定
さ
れ
る
と
考

え
る
一
九
世
紀
的
な
世
界
観
が
戻
っ
て
き
た
か
の
よ
う
な
観
が
あ
っ
た
が
、
事
態
が
膠
着
し
つ
つ
あ
る
現

在
、
改
め
て
冷
静
な
視
点
か
ら
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。



第４章　ロシアのウクライナ侵攻　　　　　

89

　

ロ
シ
ア
が
何
ら
か
の
領
土
的
・
物
質
的
戦
果
を
獲
得
す
れ
ば
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
権
威
主
義
的
統
治

に
と
っ
て
は
当
面
の
延
命
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
主
権
と
領
土
保
全
と
い
う
国
際
関
係
の

大
前
提
と
な
る
規
範
を
破
っ
た
以
上
、
政
権
統
治
は
正
当
性
を
欠
く
。
今
後
、
万
が
一
に
も
核
兵
器
を
使

用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
国
際
社
会
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
逸
脱
認
定
は
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。

　

ロ
シ
ア
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
米
国
は
じ
め
各
国
の
経
済
制
裁
が
今
後
効
く
よ
う
に
な
り
、
戦
争
が

長
引
け
ば
一
般
市
民
の
暮
ら
し
は
お
そ
ら
く
、
困
窮
を
極
め
る
だ
ろ
う
。
プ
ー
チ
ン
体
制
は
求
心
力
を
保

つ
た
め
国
内
外
に
「
敵
」
を
作
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
、
権
威
主
義
的
統
治
を
強
化
し
続
け
る
し

か
な
い
。
国
家
と
し
て
の
依
存
症
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
権
威
主
義
統
治
へ
の
依
存
体
質
が
、
さ
ら
に
正

当
性
の
土
台
を
損
な
う
と
い
う
、
権
力
支
配
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
生
じ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
国

家
安
全
保
障
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
だ
。
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
核
兵
器
の
軍
事

力
を
振
り
か
ざ
す
よ
う
な
姿
勢
は
、
結
局
は
自
国
に
も
負
の
影
響
し
か
も
た
ら
さ
な
い
。

問
わ
れ
る
規
範
の
立
て
直
し

　

で
は
、
国
際
社
会
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
非
人
道
行
為
の
実
態

も
含
む
事
実
の
重
み
を
踏
ま
え
た
上
で
、
規
範
を
立
て
直
し
、
軍
事
力
に
の
み
依
存
し
な
い
形
で
国
際
秩
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序
を
回
復
し
、
人
間
の
安
全
保
障
を
実
現
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
事
前
予
想
を
裏
切
っ
た
形
で
急
展
開
し
た
軍
事
侵
攻
と
い
う
事
態
を
目
の
前
に
し
て
、
平
時
の

規
範
を
守
る
だ
け
で
は
生
ぬ
る
い
と
し
て
〝
有
事
〟
の
対
応
を
求
め
る
よ
う
な
言
説
が
、
世
界
的
に
も
、

日
本
国
内
で
も
み
ら
れ
た
。

　

だ
が
、
拙
速
な
結
論
を
出
す
べ
き
時
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
行
動
が
、

冷
戦
後
に
米
国
が
有
事
対
応
を
優
先
さ
せ
、
国
連
安
保
理
決
議
と
い
う
国
際
法
上
の
根
拠
を
抜
き
に
主
権

国
家
に
対
し
て
軍
事
力
を
行
使
し
た
り
、
あ
や
ふ
や
な
情
報
を
も
と
に
事
実
上
の
国
境
変
更
や
体
制
転
覆

を
は
か
っ
た
り
し
た
例
を
、
自
国
に
都
合
が
良
い
よ
う
に
ね
じ
曲
げ
た
形
で
な
ぞ
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意

し
た
い
。
例
え
ば
、
一
九
九
九
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
対
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
空
爆
作
戦
は
、
コ
ソ
ボ
自
治

州
の
ア
ル
バ
ニ
ア
系
住
民
と
い
う
少
数
民
族
の
弾
圧
・
人
権
侵
害
を
理
由
に
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
の

イ
ラ
ク
戦
争
は
、
大
量
破
壊
兵
器
開
発
の
虚
偽
情
報
を
根
拠
に
掲
げ
た
軍
事
力
の
行
使
だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
社
会
、
法
的
な
文
脈
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
過
去
の
逸
脱
例
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
現
在
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
行
為
は
い
か
な
る
意
味
で
も
正
当
化
さ
れ
な
い
。
し
か

し
、
今
後
の
対
応
で
再
び
規
範
を
安
易
に
空
洞
化
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
が
後
か
ら
規
範
を
逸
脱
す
る
口
実
に

使
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
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安
全
保
障
上
の
脅
威
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
抑
止
の
つ
も
り
で
増
強
す
る
軍
備

が
対
抗
陣
営
の
脅
威
概
念
を
増
幅
さ
せ
、
安
全
保
障
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
陥
る
リ
ス
ク
を
、
ど
う
す
れ
ば

防
げ
る
か
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
非
核
規
範
は
日
本
に
と
っ
て
、
七
十
有
余
年
に
及
ん
で
培
っ
て
き
た
国
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
か
か
わ
る
事
象
で
あ
る
。
広
島
・
長
崎
で
被
爆
者
が
訴
え
て
き
た
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す

る
認
識
を
土
台
に
「
使
っ
て
は
な
ら
な
い
兵
器
」
と
し
て
核
兵
器
を
位
置
づ
け
る
規
範
は
、
今
回
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
の
事
態
で
、
確
か
に
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
。
だ
が
、
無
に
帰
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
状

を
冷
静
に
と
ら
え
ず
、
焦
慮
の
あ
ま
り
非
核
の
理
想
ま
で
か
な
ぐ
り
捨
て
る
よ
う
な
態
度
は
、
か
え
っ
て

日
本
の
国
益
を
損
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
だ
ろ
う
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

《
参
考
文
献
》

Broad, W
illiam

 J. 

（M
arch 21, 2022

）, “T
he Sm

aller Bom
bs T

hat Could T
urn U

kraine Into a N
uclear W

ar 
Zone, ” T

he N
ew

 Y
ork T

im
es: https://w

w
w

.nytim
es.com

/2022/03/21/science/russia-nuclear-ukraine.htm
l.

Budjeryn, M
ariana 

（A
pril 8, 2022

）, “W
as U

kraine W
rong to Give U

p Its N
ukes? ”Foreign A

ffairs: https://
w

w
w

.foreignaffairs.com
/articles/russia-fsu/2022-04-08/w

as-ukraine-w
rong-give-its-nukes.

Buzan, Barry 

（2007

）, People, States &
 Fear: A

n A
genda for International Security Studies in the Post-Cold 



92

W
ar E

ra, T
he ECPR Press.

Chodosh, Sara, Zach Levitt and Gus W
ezerek 

（M
arch 15, 2022

）, “U
kraine ’s Refugee Crisis Is U

nprecedented. 
T

he Response M
ust Be, T

oo, ” T
he N

ew
 Y

ork T
im

es: https://w
w

w
.nytim

es.com
/interactive/2022/03/15/

opinion/ukraine-refugee-crisis.htm
l.

Farley, Robert 

（M
arch 31, 2022

）, “T
he Facts on ‘D

e-N
azifying ’ U

kraine ”: https://w
w

w
.factcheck.org/2022/03/

the-facts-on-de-nazifying-ukraine/.
Gam

bardello, Joseph A
. 

（M
arch 2, 2022

）, “Social M
edia Posts M

isrepresent U
.S.-U

kraine T
hreat Reduction 

Program
”: https://w

w
w

.factcheck.org/2022/03/social-m
edia-posts-m

isrepresent-u-s-ukraine-threat-reduc-
tion-program

/.
H

olsti, K
alevi J. 

（1996
）, T

he State, W
ar and the State of W

ar, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press.

N
orth A

tlantic T
reaty O

rganization 

（N
A

T
O

）, “N
A

T
O

-Russia Council: A
bout N

RC
”: https://w

w
w

.nato.int/nrc-
w

ebsite/en/about/index.htm
l.

M
ankoff, Jeffrey 

（A
pril 22, 2022

）, “Russia ’s W
ar in U

kraine: Identity, H
istory, and Conflict ”: https://w

w
w

.csis.
org/analysis/russias-w

ar-ukraine-identity-history-and-conflict.
Schelling, T

hom
as 

（1960

）, T
he Strategy of Conflict, Cam

bridge, M
A

: H
arvard U

niversity Press.
Schelling, T

hom
as 

（1966

）, A
rm

s and Influence, N
ew

 H
aven and London: Y

ale U
niversity Press.

Schelling, T
hom

as, “A
n A

stonishing Sixty Y
ears: T

he Legacy of H
iroshim

a, ” T
he A

m
erican E

conom
ic R

eview
, 

vol. 96, no. 4 

（Septem
ber 2006

）: pp. 929-937.



第４章　ロシアのウクライナ侵攻　　　　　

93

T
annenw

ald, N
ina 

（2007

）, T
he N

uclear T
aboo: T

he U
nited States and the N

on-U
se of N

uclear W
eapons Since 

1945, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press.

T
annenw

ald, N
ina 

（M
arch 10, 2022

）, “‘Lim
ited ’ T

actical N
uclear W

eapons W
ould Be Catastrophic, ” Scientific 

A
m

erican: https://w
w

w
.scientificam

erican.com
/article/lim

ited-tactical-nuclear-w
eapons-w

ould-be- 
catastrophic/.

U
nited  N

ations General A
ssem

bly, “Resolution adopted by the General A
ssem

bly on 2 M
arch 2022: ES-11/1. 

A
ggression against U

kraine ”: https://daccess-ods.un.org/access.nsf/Get?O
penA

gent&
D

S=A
/RES/

ES-11/1&
Lang=E.

U
nited N

ations General A
ssem

bly, “Resolution adopted by the General A
ssem

bly on 24 M
arch 2022: ES-11/2. 

H
um

anitarian consequences of the aggression against U
kraine ”: https://digitallibrary.un.org/record/  

3966630?ln=en.
U

nited N
ations O

ffi
ce for the Coordination of H

um
anitarian A

ffairs, “U
kraine: H

um
anitarian Im

pact Situation 
R

eport 

（A
s of 12:00 p.m

. 

（E
E

T
）on 26 A

pril 2022

）”: https://reliefw
eb.int/report/ukraine/ukraine-

hum
anitarian-im

pact-situation-report-1200-pm
-eet-26-april-2022.

T
he W

orld Bank, “M
ilitary expenditure 

（current LCU

）– U
kraine ”: https://data.w

orldbank.org/indicator/
M

S.M
IL.X

PN
D

.CN
?end=2019&

locations=U
A

&
start=2000&

view
=chart.

T
he W

orld Bank, “M
ilitary expenditure 

（%
 of GD

P
）– U

kraine ”: https://data.w
orldbank.org/indicator/M

S.M
IL.

X
PN

D
.GD

.ZS?end=2019&
locations=U

A
&

start=2000&
view

=chart.



94

安
倍
晋
三
（
二
〇
二
二
）「『
核
共
有
』
の
議
論
か
ら
逃
げ
る
な　

中
国
・
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
か
ら
こ
の
国
を
守
る
た
め
に
」『
文
藝

春
秋
』
五
月
号

吉
川
元
（
二
〇
一
五
）『
国
際
平
和
と
は
何
か
』
中
央
公
論
新
社

（
ウ
ェ
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第
５
章　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
―
―
ロ
シ
ア
外
交
の
観
点
か
ら

加
藤
美
保
子

１　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
非
合
理
な
決
定
と
タ
イ
ミ
ン
グ

　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
末
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
ド
ン
バ
ス
地
域
（
図
１
参
照
）
に
接
す
る
ロ
シ
ア
側
国
境
付

近
に
ロ
シ
ア
軍
が
増
強
さ
れ
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
関
係
国
や
専
門
家
の
注
目
を
集
め
た
が
、

日
本
の
報
道
で
は
中
国
と
台
湾
の
緊
張
関
係
ほ
ど
に
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
年
が
明
け
て
北
京
冬

季
五
輪
が
始
ま
り
、
バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
ロ
シ
ア
の
侵
攻
の
兆
候
に
つ
い
て
積
極
的
な
情
報
開
示
を
し
て
、

プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
に
軍
事
行
動
を
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領

や
シ
ョ
ル
ツ
独
首
相
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
交
渉
を
続
け
て
い
た
が
、
筆
者
を
含
め
、
ロ
シ
ア
を
専
門
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と
す
る
者
の
多
く
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
全
面
侵
攻

ま
で
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
合
理
的
な

判
断
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
二

〇
二
二
年
二
月
二
四
日
の
侵
攻
か
ら
八
四
日
目
と

な
っ
た
五
月
一
八
日
、
こ
れ
ま
で
軍
事
的
中
立
と
非

同
盟
を
貫
い
て
き
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
へ
の
加
盟
申

請
を
行
っ
た
。
も
し
加
盟
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
北
西

部
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
国
境
ま
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が

迫
っ
て
く
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
軍
事
侵
攻
は
む

し
ろ
ロ
シ
ア
の
戦
略
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同
盟
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
諸
国
な
ど
が
主
導
・
結
束
し
、
国
際
銀
行

間
通
信
協
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
か
ら
ロ
シ
ア
を
排
除
し

た
り
、
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
資
産
凍
結
に
踏
み
切
る

［出典］�https://www.jiji.com/jc/article?k=20220428003
28&g=int&p=20220428ax02S&rel=pv

図 １　ウクライナ東部ドンバス地域
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な
ど
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
制
裁
を
課
し
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
国
際
企
業
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
り
、

国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
欧
州
諸
国
向
け
の
ロ
シ
ア
産
石
油
、
ガ
ス

の
輸
出
が
こ
の
ま
ま
減
少
し
て
い
け
ば
、
ロ
シ
ア
の
財
政
収
入
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。

　

ア
ク
タ
ー
が
合
理
的
行
動
を
と
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
従
来
の
国
際
関
係
理
論
で
は
、
今
次
の
ロ

シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵
攻
の
よ
う
に
、
非
合
理
的
で
、
予
測
不
可
能
、
さ
ら
に
は
感
情
的
に

も
見
え
る
対
外
行
動
を
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
国
際
政
治
学
者
で

あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
セ
ル
グ
ー
ニ
ン
は
、
物
質
的
な
利
益
や
安
全
保
障
よ
り
も
、
地
位
の
回
復
・
強

化
を
上
位
目
標
に
設
定
す
る
、
政
策
決
定
者
ら
の
心
理
的
側
面
に
注
目
す
る
地
位
理
論
（status theories

）

を
紹
介
し
て
い
る
（Sergunin 2016: 59-66

）。
彼
に
よ
る
と
、
合
理
的
な
利
益
よ
り
も
、
大
国
と
し
て
の
地

位
や
対
等
性
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
負
の
感
情
が
、
協
力
拒
否
な
ど
の
不
合
理
な
行
動
の
原
動
力
と

な
る
ケ
ー
ス
は
、
特
に
ロ
シ
ア
と
西
側
諸
国
と
の
関
係
で
多
く
観
察
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
場
合
、
プ
ー
チ
ン
や
ペ
ス
コ
フ
大
統
領
報
道
官
ら
側
近
の
発
言
か
ら
見
え

る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
秩
序
が
分
断
さ
れ
、
ロ
シ
ア
が
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
へ
の
「
強

い
怒
り
」
と
、
ス
ラ
ブ
世
界
を
離
れ
て
西
側
世
界
を
目
指
そ
う
と
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
離
す
ま
い
と
す
る
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「
執
念
」
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
か
ら
三
〇
年
の
間
、
ロ
シ
ア
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
東
方

拡
大
を
続
け
、
そ
の
軍
事
イ
ン
フ
ラ
は
ロ
シ
ア
の
国
境
に
近
づ
き
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
脅
威
が
増
大
し
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
ロ
シ
ア
側
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
不

拡
大
に
関
す
る
法
的
保
証
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
立
場
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
を
目
指
す
方
針
を
憲
法
に
明
記
し
て
お
り
、
も
し
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
れ
ば
、
そ
の
領
土
は
ド
ン
バ
ス
も
含
め
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ク
リ
ミ
ア
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
以
上
、
も
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
軍
事
的
に
ク

リ
ミ
ア
を
取
り
戻
そ
う
と
す
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
介
入
が
可
能
に
な
る
。
地
位
理
論
に
立
て
ば
、
こ
の
よ

う
な
脅
威
が
現
実
に
な
る
前
に
、
施
政
者
は
阻
止
す
る
た
め
の
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
迫
観
念
に
駆
ら
れ
た
と
い
う
の
も
一
つ
の
説
明
に
な
ろ
う
。

　

一
方
で
、
地
位
理
論
は
、
非
合
理
な
対
外
行
動
の
動
機
を
説
明
し
う
る
が
、
決
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
旧
ソ
連
圏
の
中
で
も
西
側
志
向
の
グ
ル
ジ
ア
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
問
題
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
燻
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
は
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
内
的
文
脈
と
ロ
シ
ア
を
取
り
巻
く
国
際

環
境
の
両
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
旧
ソ
連
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空
間
を
勢
力
圏
と
み
な
す
ロ
シ
ア
の
指
導
者
層
の
世
界
観
、
と
り
わ
け
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
ロ
シ
ア
人
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
本
来
三
位
一
体
の
大
ロ
シ
ア
民
族
だ
と
い
う
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
傾
倒
し
、
一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
（Putin 2021

）、
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
接
触
制
限
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ー
チ
ン
と
最
側
近
の
少
人
数
で
侵
攻
に
関
わ
る
決
定
を
下
し

た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
と
ロ
シ
ア
の
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
開

発
競
争
が
本
格
化
す
る
中
、
ロ
シ
ア
が
技
術
的
優
位
を
保
つ
う
ち
に
拡
大
を
阻
止
し
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
松
里 2022a

）。
こ
れ
に
加
え
、
米
露
対
立
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
二
〇
二
一
年

八
月
に
バ
イ
デ
ン
政
権
が
ア
フ
ガ
ン
撤
退
を
完
了
さ
せ
、
介
入
政
策
の
終
わ
り
を
示
唆
し
た
こ
と
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
有
事
の
際
も
ア
メ
リ
カ
の
直
接
介
入
は
無
い
と
い
う
判
断
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

本
稿
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
（
露
ウ
戦
争
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
国
際
秩
序
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に

つ
い
て
、
よ
り
多
面
的
な
見
方
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
進
行
中
の
戦
争
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で

あ
り
、
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
た
い
。
以
下

で
は
、
第
一
に
ソ
連
崩
壊
後
の
旧
ソ
連
圏
の
国
際
関
係
の
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

関
係
を
位
置
付
け
て
振
り
返
っ
て
み
る
。
第
二
に
、
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
や
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
反
応

か
ら
、
露
ウ
戦
争
が
露
呈
し
た
国
際
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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２　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

独
立
か
ら
オ
レ
ン
ジ
革
命
ま
で

　

一
九
九
一
年
一
二
月
一
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
独
立
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
こ
と
は
、
ソ
連
邦
を
主
権
国
家
間
の
同
盟
と
し
て
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
構
想
を
退

け
、
ソ
連
解
体
路
線
が
決
定
的
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
同
年
一
二
月
七
―
八
日
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
ベ
ロ
べ
ジ
ャ
の
森
で
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
ス
ラ
ブ
系
の
三
共
和
国
の
首
脳

会
談
が
行
わ
れ
、
ソ
連
邦
の
消
滅
と
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
の
創
設
に
合
意
し
た
。
一
二
月
二
一
日

に
は
、
そ
の
他
一
一
共
和
国
の
指
導
者
（
グ
ル
ジ
ア
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ア
タ
に

集
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
形
成
と
ソ
連
の
存
在
の
終
わ
り
を
確
認
す
る
ア
ル
マ
ア
タ
宣
言
に
調
印
し
た
。

　

独
立
直
後
、
ク
ラ
フ
チ
ュ
ー
ク
政
権
（
一
九
九
一
年
一
二
月
―
九
四
年
七
月
）
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ

に
参
加
し
つ
つ
も
、
ロ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
統
合
の
強
化
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
立

と
は
、
共
和
国
主
権
宣
言
（
一
九
九
〇
年
）
に
記
さ
れ
た
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
わ
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
（
藤
森 1998

）、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
に
国
連
総
会
決
議
で
永
世
中
立
国
と
承
認
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
親
露
派
と
見
な
さ
れ
た
大
統
領
の
下
で
も
経
済
的
に
は
欧
州
と
の
統
合
を
志
向
し
つ
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つ
、
安
全
保
障
面
で
は
い
か
な
る
政
治
・
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
参
加
し
な
い
と
い
う
「
中
立
政
策
」
を
と
っ

て
き
た
。
旧
ソ
連
構
成
国
の
中
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
と
共
に
ロ
シ
ア

か
ら
距
離
を
取
る
姿
勢
で
一
貫
し
て
お
り
、
独
立
か
ら
現
在
ま
で
、
集
団
安
全
保
障
条
約
機
構
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）

に
も
、
統
一
経
済
圏
を
目
指
す
枠
組
み
に
も
参
加
し
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。

　

独
立
後
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
間
に
は
、
残
さ
れ
た
核
兵
器
の
移
送
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
価

格
の
問
題
、
黒
海
艦
隊
の
分
割
、
ク
リ
ミ
ア
の
分
離
独
立
、
国
籍
問
題
な
ど
、
多
く
の
争
点
が
横
た
わ
っ

て
い
た
。
特
に
、
二
〇
二
二
年
の
戦
争
で
注
目
を
集
め
た
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
移

送
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
は
反
対
意
見
も
噴
出
し
た
。
全
て
の
核
兵
器
を
手
放
し

て
自
国
の
安
全
を
守
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
や
ロ
シ
ア
へ
の
核
の
集
中
に
反
対
す
る
意
見
な
ど
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
は
経
済
危
機
の
中
で
核
兵
器
の
維
持
に
か
か
る
費
用
の
捻
出
が
難
し
い
こ
と
、

保
有
す
る
に
し
て
も
運
用
・
維
持
に
必
要
な
技
術
は
モ
ス
ク
ワ
が
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
核
弾

頭
の
安
全
装
置
が
既
に
期
限
切
れ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
に
移
送
し
て
解
体
す
る
他
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

西
側
諸
国
か
ら
の
圧
力
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ク
チ
マ
政
権
下
（
一
九
九
四
年
七
月
―
二
〇
〇
五

年
一
月
）
の
一
九
九
六
年
六
月
ま
で
に
、
ロ
シ
ア
へ
の
核
兵
器
の
移
送
を
完
了
し
た
（
末
澤 2000: 5-9

）。
こ

の
と
こ
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
核
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
も
今
回
の
侵
攻
も
さ
れ
な
か
っ
た
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の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
浮
上
し
、
九
〇
年
代
初
頭
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
核
保
有
を
支
持
し
て
い
た
国

際
政
治
学
者
ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
の
議
論
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
核
兵
器
を
拡
散
さ
せ
ず
安
全
に
管
理
し
て
い
く
道
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
政
策
と
し
て
民
族
主
義
に
う
っ
た
え
、
ロ
シ
ア
離
れ
を
進
め
た
の
は
二
〇
〇
四
年
の
オ

レ
ン
ジ
革
命
で
誕
生
し
た
ユ
シ
チ
ェ
ン
コ
政
権
（
二
〇
〇
五
年
一
月
―
一
〇
年
二
月
）
下
で
の
こ
と
で
あ
る
。
ユ

シ
チ
ェ
ン
コ
は
オ
レ
ン
ジ
革
命
後
の
社
会
・
経
済
的
低
迷
か
ら
国
民
の
目
を
逸
ら
す
た
め
、
言
語
問
題
、

分
裂
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
正
教
会
の
統
一
問
題
、
歴
史
の
再
評
価
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に

関
わ
る
問
題
を
政
治
の
争
点
に
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松
里 2021: 280-282

）。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
手
法
は
、
周
辺
国
と
の
複
雑
な
併
合
・
分
離
の
歴
史
を
持
ち
、
地
域
に
よ
っ
て
多
様
な
言
語
、
文
化
を

有
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
の
亀
裂
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
か
ら
友
好
価
格

で
購
入
し
て
い
た
天
然
ガ
ス
の
価
格
を
め
ぐ
り
、
国
際
価
格
へ
の
移
行
を
進
め
た
い
プ
ー
チ
ン
政
権
と
対

立
を
深
め
た
。
二
〇
〇
六
年
一
月
に
ロ
シ
ア
は
、
欧
州
分
も
含
む
三
日
間
の
供
給
停
止
に
踏
み
切
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
向
け
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
欧
州
へ
の
供
給
分
も
通
過
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
措
置
は
供
給
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
、
通
過
国
と
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
双
方
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に

な
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
二
〇
〇
九
年
一
月
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
分
を
削
減
す
る
措
置
を
と
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
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に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
対
外
交
渉
の
手
段
と
す
る
や
り
方
は
、
ロ
シ
ア
の
対
Ｃ
Ｉ
Ｓ
政
策
の
転
換
を
意
味

し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
加
盟
国
に
は
市
場
価
格
よ
り
安
価
に
戦
略
物
資
を
提
供
す
る
の
と
引

き
換
え
に
、
加
盟
国
が
他
の
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
る
こ
と
を
控
え
さ
せ
、
外
国
の
基
地
を
招
致
す
る
こ
と

を
禁
じ
る
な
ど
、
軍
事
的
に
ロ
シ
ア
の
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
拒
否
さ
せ
る
取
引
が
成
立
し
て
い
た

（D
onaldson and N

adkarni 2019: 189-190

）。
し
か
し
、
オ
レ
ン
ジ
革
命
を
機
に
こ
れ
ま
で
の
取
引
は
成
立

し
な
く
な
り
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
従
わ
せ
る
武
器
と
し
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

利
用
す
る
傾
向
を
強
め
た
。

　

グ
ル
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
緊
張

関
係
に
入
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
四
月
に
ブ
カ
レ
ス
ト
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳

会
議
で
、
グ
ル
ジ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両
国
の
加
盟
申
請
が
検
討
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
反
対
に

よ
り
、
グ
ル
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
加
盟
行
動
計
画
は
提
案
さ
れ
ず
、「
将
来
的
な
加
盟
」
と
い
う
曖
昧

な
約
束
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
加
盟
ま
で
の
間
に
両
国
へ
の
攻
撃
が
起
き
た
場
合
の
保
護
の
保
証
に

つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
点
で
非
常
に
曖
昧
な
内
容
で
あ
り
、
む
し
ろ
両
国
の
安
全
保
障
環
境
を
不
安
定
化

さ
せ
た
と
言
え
る
。
こ
の
直
後
、
八
月
に
起
き
た
ロ
シ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
戦
争
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ

チ
ア
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
保
護
を
理
由
に
、
ロ
シ
ア
が
冷
戦
終
結
後
初
め
て
国
境
を
越
え
て
軍
事
行
動
を
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展
開
し
た
例
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
は
静
観
す
る
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
ロ
シ
ア

は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ
チ
ア
の
独
立
を
承
認
す
る
な
ど
、
旧
ソ
連
圏
で
現
状
変
更
勢
力
と
し
て
の
性
格

を
強
め
て
い
く
。

ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
と
ク
リ
ミ
ア
併
合

　

ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
（
二
〇
一
〇
年
二
月
―
一
四
年
二
月
）
で
は
、
露
ウ
二
国
間
関
係
は
一
時
的
に
改
善
に

向
か
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
四
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
は
、
ガ
ス
価
格
割
引
の
見
返
り
に
、
セ
ヴ
ァ
ス

ト
ポ
リ
の
黒
海
艦
隊
基
地
の
ロ
シ
ア
の
リ
ー
ス
終
了
期
間
を
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
四
二
年
ま
で
、
二

五
年
間
延
長
す
る
協
定
を
批
准
し
た
（
ハ
リ
コ
フ
合
意
）。
ま
た
、
前
政
権
が
推
進
し
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
問
題

に
つ
い
て
も
態
度
を
変
え
、
議
会
は
非
同
盟
国
家
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
法
律
を
通
過
さ
せ
た
（D

onaldson 

and N
adkarni 2019: 190

）。

　

東
部
を
基
盤
と
す
る
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
は
、
安
全
保
障
面
で
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
改
善
に
努
め
た
一

方
、
経
済
面
で
は
欧
州
と
の
統
合
路
線
を
と
っ
た
。
当
時
、
首
相
職
に
あ
っ
た
プ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
主

導
で
発
足
し
た
関
税
同
盟
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
加
え
よ
う
と
働
き
か
け
を
強
め
て
い
た
。
プ
ー
チ
ン
は
天
然

ガ
ス
の
さ
ら
な
る
割
引
を
餌
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
協
力
は
す
る
が
加
盟
は
し
な
い
方
針
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を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
五
月
に
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
復
帰
す
る
と
、
ガ
ス
供
給
価
格
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
通
る
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
通
過
料
を
め
ぐ
る
紛
争
は
先
鋭
化
し
、
こ
れ
は
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
や
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー

ム
と
い
う
、
旧
ソ
連
諸
国
を
通
過
し
な
い
欧
州
向
け
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
１
の
二
つ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て

稼
働
開
始
し
た
が
、
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ム
は
ク
リ
ミ
ア
併
合
後
に
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
反
発
が
強
ま
り
、
中
断
に

追
い
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ス
需
要
に
占
め
る
ロ
シ
ア
か
ら
の
供
給
の

割
合
は
、
二
〇
二
一
年
の
時
点
で
三
二
％
を
占
め
、
特
に
依
存
度
の
高
い
ド
イ
ツ
は
五
割
以
上
を
ロ
シ
ア

に
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
油
に
つ
い
て
も
リ
ト
ア
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
輸
入
量
の
約
八
割
を
、

ド
イ
ツ
も
約
三
割
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
欧
州
諸
国
の
ロ
シ
ア
へ
の
資
源
依
存
は
、

ロ
シ
ア
＝
グ
ル
ジ
ア
戦
争
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
際
の
対
応
の
甘
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
ド
イ
ツ
は
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
停
止
を
決
定

し
、
他
の
欧
州
諸
国
も
段
階
的
な
輸
入
停
止
を
模
索
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
秋
、
経
済
再
建
を
目
指
す
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
統
合
路
線
を
推
進
す
る
た

め
に
連
携
協
定
を
結
ぶ
か
、
ガ
ス
の
値
引
き
を
提
案
す
る
ロ
シ
ア
に
応
じ
る
か
で
揺
れ
て
い
た
。
前
者
を
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選
ぶ
こ
と
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
が
発
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
連
合
（
Ｅ

Ａ
Ｅ
Ｕ
）
参
加
の
選
択
肢
を
捨
て
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｕ
は
条
件
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の

人
権
問
題
の
改
善
、
具
体
的
に
は
投
獄
さ
れ
た
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
前
首
相
の
釈
放
を
求
め
て
い
た
。
二
〇

一
三
年
七
月
、
プ
ー
チ
ン
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
受
洗
一
〇
二
五
年
周
年
を
祝
う
た
め
キ
ー
ウ
を
訪
問
し
た

直
後
に
、
公
式
発
表
な
し
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
輸
入
を
停
止
し
た
。
輸
出
の
五
分
の
一
が
ロ
シ
ア
向
け

で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
こ
の
恫
喝
は
効
い
た
（D

onaldson and N
adkarni 2019: 192

）。
一
一
月

二
一
日
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
が
Ｅ
Ｕ
と
の
連
携
協
定
を
棚
上
げ
に
す
る
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
こ
れ
に
反
発

し
た
野
党
や
市
民
が
キ
ー
ウ
の
独
立
広
場
で
の
抗
議
行
動
を
起
こ
し
、
こ
れ
は
最
終
的
に
、
二
〇
一
四
年

二
月
の
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
崩
壊
（
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
が
ロ
シ
ア
に
逃
亡
）
に
発
展
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ー
ロ

マ
イ
ダ
ン
革
命
」
で
あ
る
。

　

当
時
、
ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
は
冬
季
五
輪
が
開
催
中
で
あ
っ
た
。
キ
ー
ウ
で
は
、
米
政
府
が
推
薦
す
る
者

た
ち
が
暫
定
政
権
を
発
足
さ
せ
て
い
た
。
一
方
で
、
約
六
割
が
ロ
シ
ア
系
住
民
で
あ
る
ク
リ
ミ
ア
自
治
共

和
国
で
は
、
暫
定
政
権
の
発
足
に
反
発
し
デ
モ
が
起
き
た
。
五
輪
閉
会
後
、
プ
ー
チ
ン
は
こ
の
機
会
に
乗

じ
て
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
軍
を
派
遣
し
た
。
そ
し
て
住
民
投
票
の
結
果
を
根
拠
に
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国

と
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
特
別
市
の
独
立
を
承
認
し
た
後
、
三
月
一
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
と
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
条
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約
を
結
ん
だ
。
当
然
、
こ
れ
は
国
際
法
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の
一
体
性
に

対
す
る
侵
害
で
あ
る
。
対
抗
措
置
と
し
て
Ｇ
８
は
ロ
シ
ア
の
参
加
資
格
を
停
止
し
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
を
中
心
に
ロ
シ
ア
に
経
済
制
裁
を
課
す
動
き
が
広
が
っ
た
。

ド
ン
バ
ス
紛
争
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
ま
で

　

ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
か
ら
ク
リ
ミ
ア
併
合
ま
で
の
過
程
を
第
一
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
す
る
と
、
二

〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
戦
争
は
、
第
二
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
後
者
は
、
二
〇

一
四
年
春
に
始
ま
る
ド
ン
バ
ス
地
域
の
親
露
派
武
装
勢
力
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
軍
の
紛
争
に
端
を
発
し
て

い
る
（
ド
ン
バ
ス
紛
争
）。
ク
リ
ミ
ア
や
ド
ン
バ
ス
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
離
脱
の
動
き
が
出
て
き
た
こ
と
の

背
景
に
、
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
が
凄
惨
な
暴
力
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松

里 2022a: 49-52

）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
右
派
民
族
主
義
者
に
よ
る
激
し
い
暴
力
、
殺
害
を
恐
れ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
離
脱
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
東
部
の
離
脱
勢
力
と
の
戦
い
を
反
テ
ロ
作
戦

と
位
置
づ
け
て
対
抗
し
、
暴
力
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
二
〇
一
四
年
五
月
に
は
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
（
ド
ネ
ツ

ク
）、
ル
ハ
ン
シ
ク
（
ル
ガ
ン
ス
ク
）
の
親
露
派
支
配
地
域
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
プ
ー

チ
ン
政
権
は
こ
れ
ら
の
勢
力
を
軍
事
的
に
支
援
し
た
が
、
独
立
の
承
認
は
し
な
か
っ
た
。
親
露
派
を
多
く
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抱
え
る
こ
れ
ら
の
地
域
を
、
将
来
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
復
帰
さ
せ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
阻
止
す
る
勢
力
に

し
た
い
と
い
う
の
が
プ
ー
チ
ン
の
目
論
見
で
あ
っ
た
（
松
里 2022b

）。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
仲
介
に
よ

り
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
親
露
派
二
地
域
の
代
表
に
よ
る

停
戦
交
渉
の
末
、
二
〇
一
五
年
二
月
に
調
印
さ
れ
た
ミ
ン
ス
ク
Ⅱ
は
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
「
脱
中
央
集

権
化
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
、
ル
ハ
ン
シ
ク
の
特
別
な
地
位
に
つ
い
て
の
恒
久
法
を
認
め
る
こ
と
を
含
む
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
憲
法
の
改
正
」
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た（

１
）。

こ
れ
が
「
ミ
ン
ス
ク
合
意
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

停
戦
合
意
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
連
邦
化
を
目
指
し
、
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
東
部
二
地
域

に
法
的
根
拠
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
ロ
シ
ア
の
意
向
を
強
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
当
然
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は
こ
の
合
意
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
互
い
に
ミ
ン
ス
ク
合
意
違
反
を

非
難
し
合
う
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
一
日
、
ロ
シ
ア
議
会
下
院
の
決
議
を
受
け
る
形
で
、
プ
ー
チ
ン
は
ド
ネ
ツ
ィ
ク
人

民
共
和
国
、
ル
ハ
ン
シ
ク
人
民
共
和
国
の
独
立
を
承
認
す
る
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
同
時
に
、
両
人
民

共
和
国
の
代
表
と
、「
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
特
別
軍
事
作
戦
」
実

施
の
準
備
は
整
っ
た
。
翌
二
二
日
、
プ
ー
チ
ン
は
ミ
ン
ス
ク
合
意
の
失
効
を
宣
言
し
た
。
二
四
日
の
「
特

別
軍
事
作
戦
」
決
定
演
説
で
は
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
特
別
軍
事
作
戦
を
正
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当
化
す
る
根
拠
と
さ
れ
た
。
同
演
説
で
は
、
キ
ー
ウ
政
権
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
人
々

を
保
護
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
非
軍
事
化
、
非
ナ
チ
化
す
る
こ
と
を
作
戦
の
目
的
と
位
置
付
け
た
。
こ
の
演

説
の
直
後
、
ロ
シ
ア
軍
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
境
地
帯
を
含
む
北
部
方
面
、
東
部
の
ド
ン
バ
ス
、
南
の
ク
リ
ミ

ア
半
島
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
開
始
し
た
。
複
数
の
攻
撃
軸
は
ロ
シ
ア
軍
が
首
都
キ
ー
ウ
を
短
期
間
で

占
領
し
て
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
東
部
の
三
分
の
二
程
度
を
占
領
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
（Pifer 2022

）。
ロ
シ
ア
軍
は
キ
ー
ウ
郊
外
ま
で
達
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
激
し
い
抵

抗
に
遭
い
、
三
月
末
に
撤
退
を
決
め
、
東
部
ド
ン
バ
ス
の
解
放
へ
と
戦
争
目
的
を
変
更
し
た
。

　

第
一
次
危
機
か
ら
第
二
次
危
機
の
間
に
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
ド
ン
バ
ス
政
策
は
変
容
し
、
独
立
を
主
張

す
る
二
地
域
の
承
認
へ
と
傾
い
た
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
よ
る
検
証
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究
を
参
考
に
二
点
挙
げ
て
み
た
い
。
一
点
目
は
、
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
後
に
選

出
さ
れ
た
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
政
権
下
（
二
〇
一
四
年
五
月
―
一
九
年
五
月
）
で
の
憲
法
改
正
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
、
ミ
ン
ス
ク
合
意
後
も
東
部
の
紛
争
が
継
続
し
、
そ
の
資
金
の
た
め
に
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
政
治
家
の

癒
着
が
続
い
て
い
た
（
松
嵜 2022

）。
汚
職
や
経
済
の
低
迷
で
支
持
率
が
低
下
す
る
中
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は

大
統
領
選
挙
直
前
の
二
〇
一
九
年
二
月
に
、
憲
法
に
「
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
完
全
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
の
獲
得
」
を
明
記
す
る
修
正
を
加
え
た
。
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
最
高
会
議
で
「
二
〇
二
三
年
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
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加
盟
申
請
を
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
行
動
計
画
を
受
け
取
る
」（RFERL 2019

）
な
ど
と
述
べ
人
気
回
復
に
努
め

た
が
、
大
統
領
選
で
は
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
政
治
経
験
の
な
い
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
敗
北
を
喫
し
た
。
二
点
目

と
し
て
、
東
部
で
の
紛
争
終
結
と
ロ
シ
ア
と
の
和
平
を
掲
げ
て
い
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
、
大
統
領
就
任
後

に
国
内
の
民
族
主
義
勢
力
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
自
ら
主
演

し
た
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
国
民
の
僕
」
と
同
名
の
政
党
か
ら
立
候
補
し
た
が
、
同
党
は
二
〇
一
九
年
七
月
の
最

高
会
議
選
挙
で
、
独
立
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
初
め
て
単
独
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
。
権
力
基
盤
の
安
定

を
背
景
に
、
ミ
ン
ス
ク
合
意
を
履
行
せ
ず
、
ク
リ
ミ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
二
〇
二
一
年
八
月
二
三
日
実

施
。
四
六
カ
国
の
代
表
が
参
加
）
を
立
ち
上
げ
て
ク
リ
ミ
ア
問
題
を
国
際
化
す
る
な
ど
し
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、

ク
レ
ム
リ
ン
に
と
っ
て
厄
介
な
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

３　

国
際
社
会
―
―
反
応
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
意
味
す
る
も
の

　

最
後
に
、
露
ウ
戦
争
に
対
す
る
国
際
社
会
の
反
応
か
ら
、
国
際
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
二
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
を
完
了
し
、
本
格
的
に
対
中
国

政
策
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
き
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
不
利
に

形
成
さ
れ
て
き
た
冷
戦
終
結
後
の
欧
州
安
全
保
障
秩
序
を
挽
回
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
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ナ
側
に
立
つ
欧
米
諸
国
も
軍
事
支
援
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
ロ
シ
ア
と
ロ
シ
ア
に
対
抗

す
る
勢
力
の
構
図
を
新
冷
戦
と
位
置
付
け
る
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
は
、
ロ
シ
ア
と
そ
の
友
好
国
の
間
の
結

束
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
二
〇
世
紀
の
冷
戦
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
、

米
国
内
の
共
和
党
と
民
主
党
の
分
断
が
深
刻
な
こ
と
、
ま
た
西
側
諸
国
の
間
で
「
侵
略
戦
争
に
対
抗
す
る
」

と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
、「
民
主
主
義
と
専
制
主
義
の
戦
い
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
が
強
調
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（Brem

m
er 2022

）。
後
者
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
国
連
総

会
で
議
論
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
関
連
の
決
議
案
の
投
票
結
果
を
参
照
し
て
み
た
い
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
直
後
の
二
月
二
五
日
、
国
連
安
保
理
で
は
米
国
主
導
で
ロ
シ
ア
の

即
時
撤
退
を
求
め
る
非
難
決
議
を
採
択
に
付
し
た
が
、
ロ
シ
ア
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
た
め
否
決
さ
れ
た
。

理
事
国
一
五
カ
国
中
、
一
一
カ
国
が
賛
成
し
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
が
棄
権

し
た
（U

nited N
ations 2022

）。
こ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
問
題
は
多
数
決
で
決
議
の
採
否
が
決
ま
る
国

連
総
会
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
１
の
通
り
、
六
月
一
〇
日
ま
で
の
時
点
で
、
国
連
総
会
で
投
票

に
付
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
関
連
の
決
議
は
三
つ
あ
る
。
侵
攻
直
後
に
投
票
が
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
の
違

法
な
軍
事
作
戦
の
即
時
停
止
、
全
軍
撤
退
を
求
め
る
決
議
（
決
議
①
）
は
、
一
九
三
加
盟
国
中
、
賛
成
一
四

一
で
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
生
じ
た
人
道
問
題
」
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表 ２　国連総会（緊急特別会合）の投票結果

決議番号 賛　成 反　対 棄　権 無投票
A/RES/ES-11/1 141  5 35 12
A/RES/ES-11/2 140  5 38 10
A/RES/ES-11/3  93 24 58 18

を
承
認
・
非
難
す
る
決
議
（
決
議

②
）
も
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
軍
撤
退
後
に

キ
ー
ウ
近
郊
の
ブ
チ
ャ
で
多
く
の

市
民
の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
国
連
人
権
理
事
会
に

お
け
る
ロ
シ
ア
の
資
格
停
止
を
求

め
る
決
議
（
決
議
③
）
が
国
連
総
会

で
採
択
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
は
表
決

後
に
同
委
員
会
か
ら
の
離
脱
を
宣

言
し
た
た
め
、
将
来
的
な
復
帰
の

可
能
性
も
閉
ざ
さ
れ
た
。

　

三
つ
の
決
議
は
、
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
表
２

が
示
す
通
り
、
回
を
重
ね
る
に
つ

表 １　�ロシアのウクライナ侵攻に関する国連総会（緊急
特別会合）決議

採択日 決議番号 議　題

2022/3/2 A/RES/ES-11/1
ウクライナでの違法な
軍事作戦の即時停止、
全軍撤退の要求

2022/3/24 A/RES/ES-11/2 ウクライナ侵攻によっ
て生じた人道問題

2022/4/7 A/RES/ES-11/3 国連人権理事会におけ
るロシア連邦の資格停止

出典：�https://research.un.org/en/docs/ga/quick/
emergency
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表
３
　
反
対
、
棄
権
、
無
投
票
の
内
訳

（
加
盟
国　

193
カ
国
）

決
議
番
号

反　

対

棄　

権

無
投
票

A
/RES

/ES-11
/1

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
北
朝

鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
ロ

シ
ア
、
シ
リ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス
、
モ
ン
ゴ

ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム

【
中
東
】

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
中
央
ア
フ
リ

カ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

マ
リ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
南
ア

フ
リ
カ
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ

【
中
南
米
】

ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ニ
カ
ラ

グ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
準
加
盟
国
）、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、

エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ギ

ニ
ア
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
モ
ロ
ッ

コ
、
ト
ー
ゴ

【
中
南
米
】

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
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決
議
番
号

反　

対

棄　

権

無
投
票

A
/RES

/ES-11
/2

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
北
朝

鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
ロ

シ
ア
、
シ
リ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

ブ
ル
ネ
イ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス
、
モ
ン
ゴ
ル
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム

【
中
東
】

イ
ラ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ブ
ル
ン
ジ
、

中
央
ア
フ
リ
カ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
エ
ス

ワ
テ
ィ
ニ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
、
マ
リ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ

カ
、
ス
ー
ダ
ン
、
ト
ー
ゴ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、

ジ
ン
バ
ブ
エ

【
中
南
米
】

ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ニ
カ
ラ

グ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、

コ
モ
ロ
連
合
、
ギ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ

コ
、
ソ
マ
リ
ア

【
中
南
米
】

ド
ミ
ニ
カ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
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決
議
番
号

反　

対

棄　

権

無
投
票

A
/RES

/ES-11
/3

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス

タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

中
国
、
北
朝
鮮
、
ラ
オ

ス
、
ベ
ト
ナ
ム

【
中
東
】

イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ブ
ル

ン
ジ
、
中
央
ア
フ
リ

カ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、

エ
リ
ト
リ
ア
、
エ
チ
オ

ピ
ア
、
ガ
ボ
ン
、
マ

リ
、
シ
ン
バ
ブ
エ

【
中
南
米
】

キ
ュ
ー
バ
、
ボ
リ
ヴ
ィ

ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア

【
ア
ジ
ア
】

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ブ
ー
タ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ネ
パ
ー

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ

【
中
東
】

イ
ラ
ク
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
オ

マ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
、
イ
エ
メ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ン
ゴ
ラ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ

ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ス
ー
ダ

ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
カ
ー
ボ
ベ

ル
デ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
、
ガ

ン
ビ
ア
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
ケ
ニ
ア
、
レ
ソ
ト
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ト
ー
ゴ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

【
中
南
米
】

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ガ
イ
ア
ナ
、
メ
キ
シ
コ
、
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ビ
ス
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ

デ
ィ
ー
ン
、
ス
リ
ナ
ム
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

【
オ
セ
ア
ニ
ア
】

バ
ヌ
ア
ツ

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

【
中
東
】

レ
バ
ノ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ベ
ナ
ン
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ジ
ブ

チ
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
ギ
ニ
ア
、
モ
ー

リ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ル
ワ
ン

ダ
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
、
ソ

マ
リ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア

【
中
南
米
】

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

【
オ
セ
ア
ニ
ア
】

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
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れ
て
反
対
、
棄
権
、
無
投
票
の
国
の
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
表
３
が
示
す
よ
う
に
、

賛
成
と
比
較
す
る
と
、
反
対
、
棄
権
、
無
投
票
の
国
の
数
は
当
然
少
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ら
諸
国
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
東
部
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
と
地
理
的
に
広
範
に
分
布
し
て
お
り
、
人
口
で
見
る
と
世

界
人
口
の
半
数
近
く
が
反
対
、
棄
権
に
含
ま
れ
る
。
決
議
①
、
②
で
反
対
票
を
投
じ
た
国
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

北
朝
鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
シ
リ
ア
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
内
戦
や
政
権
の
危
機
に
際
し
て
ロ
シ
ア
の
支
援
を

受
け
て
い
る
、
あ
る
い
は
必
要
と
し
て
い
る
諸
国
で
あ
る
。
決
議
③
で
反
対
し
た
国
は
二
四
カ
国
に
上
り
、

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
全
加
盟
国
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
、

ソ
連
時
代
の
友
好
国
が
含
ま
れ
る
。

　

で
は
「
棄
権
」
と
し
た
国
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
で

あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
う
ち
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

は
共
通
し
て
決
議
①
、
②
を
棄
権
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
国
の
立
場
は
ロ
シ
ア
へ
の
支
持
と
い
う
よ

り
は
、
各
国
の
立
場
、
事
情
に
基
づ
い
た
中
立
と
理
解
し
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。
五
月
一
六
日
に
モ
ス
ク

ワ
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議
で
は
、
集
団
安
全
保
障
条
約
調
印
三
〇
周
年
お
よ
び
機
構
化
二
〇

周
年
を
記
念
し
て
共
同
声
明
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
反
ナ
チ
ズ
ム
の
言
及
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ロ
シ
ア
の
特
別
軍
事
作
戦
へ
の
支
持
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
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旧
ソ
連
地
域
で
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
実
施
さ
れ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
大
統
領
選
挙
で
、
高
い
得
票
率

で
再
選
し
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
に
対
し
、
反
体
制
派
を
抑
え
込
む
な
ど
し
た
不
正
に
抗
議
す
る
大
規
模
な
デ

モ
が
発
生
し
た
。
民
主
派
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
の
弾
圧
は
強
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
経
済
制
裁

を
課
し
た
。
こ
れ
を
機
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
政
治
、
安
全
保
障
、
経
済
に
お
い
て
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
を
深
め

た
。
ま
た
、
同
年
九
―
一
一
月
に
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
間
で
、
未
承
認
国
家
ナ
ゴ
ル
ノ
＝

カ
ラ
バ
フ
を
め
ぐ
る
紛
争
が
起
き
、
ト
ル
コ
製
の
軍
用
無
人
機
の
供
与
を
受
け
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が

領
土
を
奪
還
し
、
ロ
シ
ア
の
仲
介
に
よ
っ
て
停
戦
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
年
の
一
月
に
は
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
で
自
動
車
燃
料
液
化
石
油
ガ
ス
の
価
格
引
き
上
げ
に
端
を
発
す
る
抗
議
集
会
が
大
規
模
な
騒
乱
に
拡

大
し
、
ト
カ
エ
フ
大
統
領
が
早
々
に
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
に
支
援
要
請
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
支
援
条
項

を
根
拠
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
初
と
な
る
平
和
維
持
軍
の
派
遣
が
実
施
さ
れ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
軍
が
カ

ザ
フ
入
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
ソ
連
地
域
で
は
過
去
二
年
の
間
に
紛
争
や
政
権
の
存
続
を
揺
る
が
す

騒
乱
が
相
次
い
で
お
り
、
仲
介
者
と
し
て
の
ロ
シ
ア
が
再
浮
上
し
て
い
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
こ
の
よ
う
に
、
旧
ソ
連
空
間
に
お
い
て
ロ
シ
ア
が
優
位
に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起

き
て
い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
（
六
月
一
二
日
）
で
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
中
で
露
ウ
戦
争
に
参
戦
し
た
国
も
、

ド
ネ
ツ
ィ
ク
お
よ
び
ル
ハ
ン
シ
ク
両
人
民
共
和
国
の
独
立
を
承
認
し
た
国
も
な
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
ロ
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シ
ア
の
派
兵
要
請
を
拒
否
し
た
と
い
う
報
道
も
あ
る
（A
skar 2022

）。
ベ
ラ
ル
ー
シ
が
国
連
総
会
決
議
で

反
対
票
を
投
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
棄
権
し
、
侵
攻
開
始
後
に
プ
ー
チ
ン
、
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
双
方
と
電
話
会
談
を
行
っ
て
協
調
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
両
国
の
立
場
は
異
な
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
と
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
欧
米
と
ロ
シ
ア
の
ど
ち
ら
の
側
に
つ
く
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
自

国
の
領
土
と
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
（A

skar 2022

）。

　

国
連
総
会
決
議
で
棄
権
の
立
場
を
と
っ
た
中
国
、
イ
ン
ド
も
ロ
シ
ア
の
立
場
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
中
国
と
ロ
シ
ア
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
に
、
二
〇
周
年
を
迎
え
た
中
露
善
隣
友
好
協
力
条
約
の

五
年
間
の
延
長
を
発
表
し
た
。
ま
た
今
年
二
月
の
北
京
五
輪
で
は
、
米
欧
が
外
交
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
す
る

中
、
プ
ー
チ
ン
は
開
幕
式
の
た
め
に
北
京
入
り
し
、
習
近
平
と
首
脳
会
談
を
行
い
、
共
同
声
明
に
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
東
方
拡
大
へ
の
反
対
を
盛
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
習
近
平
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
知
っ

て
お
り
、
五
輪
終
了
ま
で
待
つ
よ
う
頼
ん
で
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
プ
ー
チ
ン
側
は
、
五

輪
、
秋
の
第
二
〇
回
共
産
党
大
会
と
重
要
な
政
治
日
程
を
控
え
た
習
政
権
が
、
中
露
関
係
の
見
直
し
な
ど

大
胆
な
行
動
を
取
れ
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
見
越
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
式
な
立
場
と
し
て

中
国
は
関
係
各
国
に
対
話
を
促
し
中
立
の
立
場
を
と
る
一
方
で
、
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁
へ
の
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
続
い
て
、
今
回
の
危
機
に
際
し
て
も
中
国
が
ロ
シ
ア
に
理
解
を
示
し
て
い



第５章　ウクライナ戦争

119

る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
を
弱
体
化
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
が
ロ
シ
ア
と
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
習
近
平
と
中
国
共
産
党
の
権
威
が
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
制
裁
の
矛

先
が
中
国
に
向
か
う
よ
う
な
行
動
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
へ
の
直
接
の
軍
事
支
援
や
、
経
済
制
裁
網
の
妨
害
な

ど
は
行
わ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
中
露
の
「
制
限
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
は
天
井
が
あ

る
。

　

イ
ン
ド
は
、
海
洋
国
家
と
し
て
ク
ア
ッ
ド
の
一
角
を
占
め
、
大
陸
国
家
と
し
て
は
ロ
シ
ア
と
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
安
保
戦
略
を
と
る
。
国
際
法
を
無
視
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
に
凄

惨
な
被
害
を
与
え
た
ロ
シ
ア
に
不
快
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
イ
ン
ド
は
プ
ー
チ
ン
政
権
を
明
確
に
非
難
し

な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
イ
ン
ド
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
が
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
り
、

こ
の
二
国
と
ロ
シ
ア
の
接
近
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（T

erris 

2022

）。
ま
た
、
ア
シ
ュ
レ
イ
・
テ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
が
最
優
先
に
掲
げ
る
自
由
主
義
秩
序
の
維
持
に
関

し
て
、
イ
ン
ド
は
生
来
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
特
定
の
国
益
と
相
反
す
る

場
合
は
国
益
を
追
求
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（T

erris 2022

）。
こ
の
点
は
、
国
連
総
会
決
議
で
棄
権
、
無

投
票
を
選
択
し
た
国
の
多
く
に
共
通
す
る
態
度
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ン
ド
を
含
む
多
く
の
非
欧
米
諸
国
に
と
っ
て
、
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
は
経
済
的
繁
栄
に
適
し
た
枠
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組
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
そ
の
秩
序
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
主
導
で
形
成
、
支

配
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
構
成
国
に
様
々
な
制
約
を
課
す
も
の
で
も
あ
る
。
露
ウ
戦
争
に
対
す
る
国
際
社

会
の
反
応
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
の
維
持
に
、
各
国
が
ど
の
程
度
コ
ミ
ッ
ト
す

る
の
か
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
露
ウ
戦
争
へ
の
国
際
社
会
の
反
応
は
、
自
由
主
義
的

国
際
秩
序
の
維
持
と
自
国
の
安
全
保
障
上
の
利
益
が
矛
盾
す
る
場
合
、
後
者
を
選
択
す
る
国
家
が
少
な
く

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
必
要
で
あ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
に
戦
争
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
で
き
る
だ
け

多
く
の
国
が
結
束
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
結
束
の
た
め
の
大
義
は
、
欧
米

に
有
利
な
秩
序
の
維
持
で
は
な
く
、
非
欧
米
諸
国
の
利
益
を
取
り
込
む
も
の
で
な
け
れ
ば
、
同
じ
過
ち
が

繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊
本
稿
の
記
述
は
執
筆
時
点
（
六
月
一
二
日
）
の
情
勢
に
基
づ
い
て
い
る
。

註（
１
）　

全
文
は
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
語

版
を
参
照
し
た
（https://w

w
w

.osce.org/files/f/docum
ents/5/b/140221.pdf

）。
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《
主
要
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考
文
献
》

塩
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澤
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〇
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イ
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ラ
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摩
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〇
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〇
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史
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Ｒ
Ａ
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ェ
ブ
サ
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ト
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は
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二
二
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六
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二
〇
日
）
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《
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
》

宇
山
智
彦
（
二
〇
一
四
）「
変
質
す
る
ロ
シ
ア
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
広
げ
る
不
安
―
―
進
化
す
る
権
威
主
義
、
迷
走
す
る
「
帝
国
」」『
現

代
思
想
』
七
月
号
、
一
二
九
―
一
四
三
頁

大
串
敦
（
二
〇
二
二
）「
ロ
シ
ア
の
政
策
決
定
過
程
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
―
―
」『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調

査
月
報
』
第
六
七
巻
第
六
号
、
二
〇
―
二
九
頁

橋
本
伸
也
（
二
〇
二
二
）「「
紛
争
化
さ
せ
ら
れ
る
過
去
」
再
論
―
―
記
憶
の
戦
争
か
ら
軍
事
侵
攻
へ
の
飛
躍
に
つ
い
て
」『
世
界
』

臨
時
増
刊no. 957
、
九
七
―
一
〇
八
頁
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第
６
章　

国
際
法
か
ら
見
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻 

　
　
　
　
　
―
―
市
民
向
け
の
国
際
法
入
門

　

佐
藤　

哲
夫

１　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
国
際
法

本
稿
の
目
的

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
現
在
（
二
〇
二
二
年
五

月
八
日
）
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
膨
大
な
規
模
の
被
害
が
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
展

開
に
お
い
て
国
際
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
や
概
念
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、
事
態
の
正
確
な
理
解
は
必
ず
し

も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
本
稿
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
関
わ
る
主
要
な
国
際
法
上
の
論
点
・
争

点
の
解
説
を
体
系
的
か
つ
簡
潔
に
、
そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

際
に
は
、
国
際
法
を
未
修
の
一
般
市
民
の
方
へ
の
国
際
法
入
門
を
意
図
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
国
際
法
の

基
本
的
事
項
の
説
明
も
加
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
期
待
さ
れ
る
見
方

　

国
際
法
や
国
際
組
織
な
ど
の
仕
組
み
は
、
平
和
と
秩
序
の
た
め
に
、
世
界
の
国
々
・
人
び
と
が
作
り
上

げ
て
き
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
主
権
国
家
が
併
存
す
る
国
際
社
会
の
分
権
的
な
構
造
が
も
た
ら
す
制
約

の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
欠
陥
や
限
界
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
適
切
な

対
応
が
取
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
際
法
や
国
際
組
織
の
失
敗
と
い
う
よ
り
も
、
私
た
ち
の
失

・
・
・
・
・

敗・
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
国
際
法
や
国
際
組
織
の
正
確
な
実
像
を
理
解
し
、
改
善
の
視
点
を
持

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・

つ・
こ
と
が
大
切
な
理
由
で
す
。

本
稿
に
つ
い
て

　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
二
九
日
に
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
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Ｈ
Ｐ
Ｉ
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
行
っ
た
口
頭
説
明
を
文
章
化
し
た
も

の
で
す
。
口
頭
説
明
に
お
い
て
は
、
合
計
三
〇
分
ほ
ど
の
時
間
で
、
国
際
法
の
未
修
者
向
け
の
基
本
的
説

明
に
加
え
て
数
多
く
の
論
点
・
争
点
な
ど
を
扱
う
必
要
が
あ
っ
た
関
係
で
、
か
な
り
大
胆
に
単
純
化
し
て

説
明
し
ま
し
た
。
単
純
化
は
必
然
的
に
不
正
確
さ
や
誤
解
の
余
地
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
文
章
化
に
際
し

て
は
、
そ
れ
ら
を
排
除
す
る
た
め
の
説
明
を
ど
の
程
度
ど
の
よ
う
に
補
う
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
国
際
法
を
未
修
の
一
般
市
民
の
方
へ
の
国
際
法
入
門
を
意
図
し
て
お
り
、
短
時
間
で
全
体
の

概
略
を
把
握
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
事
後
に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
の
感
想
が
多
か
っ
た
こ
と
を

考
慮
し
て
、
口
頭
説
明
の
文
章
を
基
本
的
に
維
持
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
他
方
で
、
不
正
確
さ
や
誤
解

の
余
地
を
排
除
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
な
が
ら
も
、
口
頭
説
明
の
文
章
化
の
み
で
許
さ
れ
た
紙
幅
が

ほ
ぼ
尽
き
て
し
ま
い
、
補
足
説
明
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
り
、

本
稿
は
、
あ
く
ま
で
概
略
の
提
示
で
あ
っ
て
、
正
確
な
理
解
へ
の
誘
い
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
本
稿
中
の
傍
点
は
、
引
用
内
の
も
の
を
含
め
、
す
べ
て
佐
藤
に
よ
る
も
の
で
す
。
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２　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
か
か
わ
る
三
つ
の
レ
ベ
ル
と
諸
問
題

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
ロ
シ
ア
の
主
張

　

最
初
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
基
本
的
事
実
を
確
認
し
ま
す
。
一
般
的
な
報
道
事
実
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
に
大
規
模
な
軍
隊
を
集
結
さ
せ
、
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
主
張
で
す
が
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
り
国
連
に
提
出
さ
れ
た
文
書
（S/2022/154

）
に
添
付
さ
れ

た
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
演
説
を
読
む
と
、
二
つ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
一
は
、
自
衛
権
の
行
使

・
・
・
・
・
・

で
あ
り
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
東
方
拡
大
は
ロ
シ
ア
に

と
っ
て
脅
威
で
あ
り
、
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
と
の
主
旨
で
す
。（「〔
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
〕
さ
ら
な
る
拡
大
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
領
土
の
軍
事
化
は
我
々
に
は
受
け
容
れ
が
た
い
。」）

　

第
二
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ン
バ
ス
地
域
の
人
び
と
の
保
護

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
あ
り
、
キ
ー
ウ

・
・
・

（
キ
エ
フ
）

・
・
・
・・

政
権
に

・
・
・

よ
る
集
団
殺
害

・
・
・
・
・
・

（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）

・
・
・
・
・
・
・・

か
ら
救
う

・
・
・
・

と
の
主
旨
で
す
。（「
こ
の
目
的
は
、
キ
ー
ウ
政
権
に
よ
る
八
年
間
に

お
よ
ぶ
虐
待
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
受
け
て
き
た
人
び
と
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。」）

　

し
か
し
、
こ
の
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
報
道
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
な
る

口
実
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
に
お
け
る
法
的
関
係

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
る
国
際
法
上
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
レ
ベ
ル
・

場
面
を
区
別
し
て
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
二
国
間
関
係

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
。
第
二
は
、
米
欧
諸
国
や
日
本
、
中
国
な
ど
を

含
む
第
三
国
の
対
応

・
・
・
・
・
・

で
す
。
そ
し
て
第
三
は
、
国
際
連
合
な
ど
の

国
際
組
織
や
国
際
制
度
と
い
う
、
国
際
社
会
に
お
け
る
組
織
化
さ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

れ
た
仕
組
み

・
・
・
・
・

で
す
。
こ
う
し
て
、
現
代
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
二
国
間
で
の
関
係
の
展
開
に
加
え

て
、
国
際
社
会
の
対
応
の
第
一
と
し
て
は
、
主
要
な
関
係
国
で
あ

る
第
三
国
の
対
応
を
、
ま
た
第
二
と
し
て
は
、
高
度
に
組
織
化
さ

れ
た
国
際
的
仕
組
み
の
展
開
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
最
初
に
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
ご
と
に
、

ど
の
よ
う
な
国
際
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
か
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
、
全
体
像
を
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
を
簡
潔
に
見
て
い
き
ま
す
。

● ウクライナ侵攻をめぐる国際社会における法的関係 
 
【二国間関係】 

ロシア ⇒ ウクライナ 

【国際社会の対応（1）】 

第三国の対応      ↑   ↓ 

米欧諸国、日本、中国、その他  

【国際社会の対応（2）】 

組織化された仕組み   ↑   ↓ 

国際連合などの国際組織や国際制度
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【
二
国
間
関
係
】

　

ま
ず
二
国
間
関
係
で
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
は
武
力
攻
撃

・
・
・
・

と
言
え
ま
す
が
、
武
力
行
使
禁
止
原

・
・
・
・
・
・
・

則・
に
違
反
し
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
自
衛
権
の
行
使

・
・
・
・
・
・

と
言
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
侵
略
・
・

と
も
言
わ
れ

ま
す
が
、
侵
略
と
は
何
か
、
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

の
攻
撃
が
無
差
別
攻
撃
に
な
る
と
と
も
に
、
戦
争
犯
罪

・
・
・
・

と
も
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
実
質
的
に
武
力
に
よ
る
領
土
併
合

・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
あ
り
、

国
際
法
上
、
無
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
軍
事
侵
攻
の
直
前
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
独
立
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
国
の
一
部
領
土
の

・
・
・
・
・
・
・
・

国
家
承
認

・
・
・
・

は
、
国
際
法
上
、
違
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

● 【二国間関係】 
 

ロシア ⇒ ウクライナ 

 ロシアによる軍事侵攻 
――・武力攻撃（武力行使禁止原則） 

・（個別的）自衛権 
・侵略 
・戦争犯罪 

 （2014 年）ロシアによるクリミア併合 
――・武力による領土併合：国際法上、無効 

 （2022 年）ウクライナ東部のロシアによる独立承認 
――・他国の一部領土の国家承認：国際法上、違法
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【
国
際
社
会
の
対
応
（
１
）―
―
第
三
国
の
対
応
】

　

次
に
日
本
を
含
む
、
米
欧
諸
国
な
ど
の
第
三
国
の
レ
ベ
ル
で
す
。
ま
ず
、

武
力
攻
撃
の
被
害
国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
米
欧

諸
国
な
ど
の
第
三
国
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

・
・
・
・
・
・
・
・
・

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
ロ
シ
ア
と
の
全
面
戦
争
を
懸
念
し
て
、
控
え
て
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
経
済
制
裁

・
・
・
・

が
広
範
に
科
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
法

的
根
拠
は
意
外
に
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
反
対
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
を
支
援

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

し
て
い
ま
す
。
そ
の
支・

援
内
容

・
・
・

次
第
で
は
、
ロ
シ
ア
が
侵
略
行
為
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
も
同
様
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
国
際
社
会
の
対
応
（
２
）―
―
組
織
化
さ
れ
た
仕
組
み
】

　

最
後
に
、
国
連
な
ど
の
組
織
化
さ
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に
つ
い
て
主
要
な
責
任
を
担
う
の
は
、
安
全
保
障
理
事
会
で
す
が
、
常
任
理

事
国
の
ロ
シ
ア
の
拒
否
権
の
た
め
に
機
能
不
全
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
拒
否
権
は
何
の
た
め

・
・
・
・
・
・
・
・

● 【国際社会の対応（1）：第三国の対応】 
 
ロシア ⇒ ウクライナ 

↑   ↓ 

米欧諸国・集団的自衛権の行使が可能 

――控えている

      ・（経済）制裁――法的根拠は何か
 ⇧ 

ベラルーシ・ロシアへの支援――侵略 
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に
あ
る

・
・
・

の
で
し
ょ
う
か
。

　

副
次
的
責
任
を
担
う
の
は
、
総
会
で
あ
り
、

「
平
和
の
た
め
の
結
集
決
議
」
に
基
づ
く
緊
急
特
別

会
期
に
お
い
て
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
と
意
義

・
・
・
・
・

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

人
権
理
事
会

・
・
・
・
・

が
、
決
議
（A

/H
RC/RES/49/1

、

二
〇
二
二
年
三
月
四
日
）
を
採
択
し
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
る
人
権
・
人
道
法
の
違
反
を

非
難
す
る
と
と
も
に
、
国
際
独
立
調
査
委
員
会
を

設
置
し
、
同
委
員
会
は
人
権
侵
害
の
調
査
・
証
拠

収
集
に
向
け
た
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

や
国
連
・
・

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
市
民
の
死
者
数
や
避
難
民
数
の
公
表
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交
う
中
で
は
、
国
連
の
信
頼
で
き
る
情
報
は
、
あ
ら
ゆ
る
対
応
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

● 【国際社会の対応（2）：組織化された仕組み】 
 

安全保障理事会（主要な責任） 

・ロシアの拒否権のために機能不全――拒否権の意義 
・総会の緊急特別会期開催を要請（2022 年 2 月 27 日決議）

総会（副次的責任） 

・「平和のための結集決議」に基づく緊急特別会期 
・2022 年 3 月 1 日決議採択――内容と意義 

人権理事会 

・決議採択（A/HRC/RES/49/1、2022 年 3 月 4 日） 
ロシアのウクライナ侵略による人権・人道法の違反を非難 
国際独立調査委員会を設置し、人権侵害の調査・証拠収集 

国連人権高等弁務官事務所 ウクライナにおける市民の死者数 

国連難民高等弁務官事務所 人道支援や避難民数の公表 
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国
際
裁
判
所
に
よ
る
対
応
が
同
時
並
行
的
に
進
ん
で
い
る
の
も
、
現
代
国
際
社

会
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
国
際
司
法
裁
判
所

・
・
・
・
・
・
・

に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
提
訴
が

な
さ
れ
、
仮
保
全
措
置
の
指
示
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
活
動
の
即
時
停
止
の
命

令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
刑
事
裁
判
所

・
・
・
・
・
・
・

で
は
、
早
く
も
二
月
の
う
ち
に
、
検
察
官
に
よ
る
捜
査
開
始

へ
の
手
続
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
を
含
む
多
数
の
締
約
国
か
ら
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
お
け
る
事
態
が
付
託
さ
れ
、
捜
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
る
国
際
法
上
の
関
係
で
は
、
三
つ

の
レ
ベ
ル
ご
と
に
、
数
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
簡
潔
に
見
て
い
き
ま
す
。

３　

国
際
法
に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
個
別
解
説

国
際
法
の
基
本
―
―
国
際
法
の
未
修
者
向
け

　

個
別
の
問
題
を
見
る
前
提
と
し
て
、
国
際
法
の
未
修
者
向
け
に
、
若
干
の
基
本
的
説
明
を
し
ま
す
。

　

国
際
法
は
、
主
に
国
家
間
関
係
を
対
象
と
し
て
、
国
際
社
会
を
規
律
す
る
法
秩
序
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

国際司法裁判所 

・2 月 26 日：ウクライナによる提訴――仮保全措置指示申請
・3 月 16 日：仮保全措置指示の命令 ⇒ ロシアによる拒否 

国際刑事裁判所 

・2 月 28 日：検察官による捜査開始への手続開始 
・3 月 2 日：締約国からの付託 
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な
規
則
や
原
則
な
ど
を
含
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
規
則
や
原
則
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
成
立
・
存
在
す
る
の
か
と

言
え
ば
、
条
約
・
・

と
慣
習
国
際
法

・
・
・
・
・

と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
で
す
。
も
っ

と
も
、
具
体
的
な
規
則
や
原
則
の
内
容
は
、
条
約
規
定
と
慣
習
国
際
法
が
絡
み

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

合
う
形
で
存
在
す
る
こ
と
も
多
い

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
自
衛
権
で
言
え
ば
、
国
際
連
合
憲
章
（
以
下
、
国
連
憲
章
ま
た
は
憲
章
）
第
五

一
条
と
慣
習
国
際
法
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
り
ま
す
。

　

条
約
―
―
成
文
法

　

条
約
の
特
徴
は
、
成
文
法
、
つ
ま
り
文
章
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
二

国
間
条
約
や
多
数
国
間
条
約
（
例
え
ば
、
国
際
連
合
を
設
立
す
る
国
連
憲
章
で
あ
り
、
憲

章
第
二
条
四
項
が
含
ま
れ
ま
す
。）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
条
約
は
、
当
事
国
の
み

・
・
・
・
・

を
拘
束
す
る

・
・
・
・
・

の
が
原
則
で
あ
り
、
参
加
し
な
い
自
由
や
条
約
か
ら
脱
退
す
る
自

由
が
あ
り
ま
す
。

● 国際法の基本 
 
・国際法は、主に国家間関係を対象として、国際社会を規律する法秩序であり、様々な規則

や原則などを含む 
・これらの規則や原則は、どのような形態で成立・存在するのか 
 条約 
 慣習国際法 
・具体的な規則や原則の内容は、条約規定と慣習国際法が絡み合う形で存在することも多い 
 例：自衛権――憲章第 51 条 + 慣習国際法 
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慣
習
国
際
法
―
―
不
文
法

　

他
方
で
、
慣
習
国
際
法
の
特
徴
は
、
不
文
法
、
つ
ま
り
文
章
で
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
慣
習
法

は
、
国
々
の
実
行
・
・

が
定
着
す
る
こ
と
と
、
当
該
実
行
に
従
う
こ
と
が
法
規
則
で
あ
る
と
い
う
意
識
・
・

が
定
着

す
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
要
素
（
客
観
的
要
素
と
主
観
的
要
素
）
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
慣
習
国
際
法
は
す
べ
・
・

て
の
国
を
拘
束
す
る
一
般
法

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
が
、
こ
れ
は
条
約
が
当
事
国
の
み
を
拘
束
す
る
特
別
法
で
あ
る
こ
と
と

対
比
さ
れ
ま
す
。

　

問
題
は
、
慣
習
国
際
法
規
則
の
内
容
を
、
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
か

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
し

ば
し
ば
、
多
数
国
間
条
約
の
中
の
規
則

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

が
慣
習
法
化
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
憲
章
第
二
条
四
項
）
と
か
、
拘
束
・
・

力
の
な
い
総
会
決
議
の
中
の
規
則

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

が
慣
習
法
化
し
て
い
る
（
例
え
ば
、「
侵
略
の
定
義
」（
後
出
）
の
第
三
条
（
ｇ
））

と
理
由
づ
け
、
そ
れ
ら
の
明
文
規
定
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

現
代
国
際
法
秩
序
に
お
け
る
「
武
力
の
行
使
」
の
位
置
づ
け

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
個
別
の
問
題
を
見
て
い
き
ま
す
が
、
最
初
に
、
現
代
国
際
法
秩
序
に
お
け
る
「
武

力
の
行
使
」
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
ま
す
。「
武
力
の
行
使
」
は
、
憲
章

・・
・
・
・
・・・・



・
・

第
二
条
四
項
に
よ
り
、
原
則
と
し

・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・

て
禁
止

・
・
・

さ
れ
て
い
ま
す
。
認
め
ら
れ
て
い
る
例
外
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
は
、
憲
章
第
七
章
に
基
づ

・
・
・
・
・
・
・
・
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く
軍
事
的
強
制
措
置

・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
。
こ
れ
は
集
団
安
全
保
障
制
度
に
基
づ
く
も

の
で
、
違
法
な
武
力
行
使
な
ど
に
対
す
る
公
的
な
対
応
と
言
え
ま
す
。

第
二
は
、（
個
別
的
・
集
団
的
）

・・
・
・・

・
・
・・

自
衛
権
の
行
使

・
・
・
・
・
・

で
、
第
一
の
措
置
が
機
能

す
る
ま
で
の
私
的
な
対
応
で
す
。

　

そ
の
他
の
例
外
と
し
て
は
、
在
外
自
国
民
の
保
護
と
人
道
的
干
渉
が

主
張
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

武
力
行
使
禁
止
原
則

　

武
力
行
使
禁
止
原
則
を
規
定
す
る
憲
章
第
二
条
四
項
は
、
次
の
よ
う

に
端
的
に
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
の
行
使
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
加
盟
国
は

・
・
・
・
・
・
・
・

、
そ
の
国
際
関
係
に
お
い
て
、
武
力
に
よ
る
威
嚇

・
・
・
・
・
・
・

又・
は
武
力
の
行
使
を

・
・
・
・
・
・
・

、
い
か

な
る
国
の
領
土
保
全
又
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
も
の
も
、
ま
た
、
国
際
連
合
の
目
的
と
両
立
し
な

い
他
の
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
も
の
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

。

● 現代国際法秩序における「武力の行使」の位置づけ 
 
・原則禁止：憲章第２条４項（武力行使禁止原則） 
 
・例外①：憲章第 7 章に基づく軍事的強制措置（集団安全保障制度）

――違法な武力行使などに対する公的な対応 
・例外②：（個別的・集団的）自衛権の行使 

――①の措置が機能するまでの私的な対応 
---------------------- 

・その他の例外の主張 
在外自国民の保護 
人道的干渉（保護する責任） 
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憲
章
第
五
一
条
―
―
個
別
的
お
よ
び
集
団
的
自
衛
権

　

他
方
で
、
自
衛
権
を
規
定
す
る
憲
章
第
五
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
、
武
力
攻
撃
（an arm

ed attack

）
が

発
生
し
た
場
合
に
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
ま
す
。（「
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
」
に
着
目
し

て
く
だ
さ
い
。）

こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

に
は
、

安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
、
個
別
的

・
・
・

又・

は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
自
衛
権
の
行
使
に
当
っ
て
加
盟
国

が
と
っ
た
措
置
は
、
直
ち
に
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
措
置

は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
又
は
回
復
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
行
動

を
い
つ
で
も
と
る
こ
の
憲
章
に
基
く
権
能
及
び
責
任
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
影
響
も
及
ぼ
す
も
の

で
は
な
い
。

自
衛
権
の
発
動
要
件

　

自
衛
権
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
い
つ
の
段
階
で
発
動
で
き
る
の
か

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

、
で
す
。
三
つ
の
考
え
方
が
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あ
り
ま
す
。
第
一
は
、
文
字
通
り
、「
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
」
に
限
定
す
る

も
の
で
、
通
説
で
す
。
第
二
は
、
第
一
の
立
場
の
限
定
を
緩
め
て
、
急
迫
し
た
侵

害
へ
の
反
撃
と
い
う
形
で
の
先
制
的
な
攻
撃
を
認
め
る
も
の
で
、
少
数
説
で
す
。

　

第
三
は
、
二
〇
〇
二
年
に
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
ブ
ッ

シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
で
す
が
、
侵
害
が
急
迫
す
る
前
に
、
予

防
的
な
攻
撃
を
認
め
る
も
の
で
、
国
際
法
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
、
ア
メ
リ
カ
の

政
治
的
な
主
張
に
と
ど
ま
る
も
の
と
言
え
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
説
明

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
第
三

の
「
予
防
的
自
衛
」
に
相
当

・
・
・
・
・
・・

・
・
・

し
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
は
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
衛
権
の
慣
習
法
上
の
要
件

　

さ
ら
に
、
自
衛
権
の
行
使
に
は
、
慣
習
法
上
の
要
件
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
性
（
武
力
攻
撃
へ
の
対

応
と
し
て
他
の
選
択
肢
が
な
い
こ
と
）
や
均
衡
性

・
・
・

（
武
力
攻
撃
に
対
し
て
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
）
で
す
。
ウ・

ク
ラ
イ
ナ
全
土
へ
の
攻
撃
と
政
権
転
覆
は
、
均
衡
性
を
遙
か
に
逸
脱
す
る
も
の

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
あ
り
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

● 自衛権の発動要件 
 
○：「武力攻撃が発生した場合」に限定される 
△：「先制的自衛」（本質的国益への急迫した侵害への反撃）
×：「予防的自衛」（2002 年、ブッシュ・ドクトリン） 
 
* プーチン大統領の説明は、「予防的自衛」に相当する 

NATO の東方拡大はロシアにとって脅威 
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侵
略
の
禁
止

　

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
侵
略
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
国
連
総
会
に
よ
り
一
九
七
四
年
に
コ
ン
セ
ン

サ
ス
で
採
択
さ
れ
た
決
議
に
添
付
さ
れ
た
「
侵
略
の
定
義
」（A

/RES/30/3314 A
nnex

）
の
第
一
条
に
よ
れ

ば
、「
侵
略
と
は
、
一
国
に
よ
る
他
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
、

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

又・
は
国
際

・
・
・

連
合
憲
章
と
両
立
し
な
い
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
武
力
の
行
使

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
あ
っ
て
、
こ
の
定
義
に
定
め
る
も
の
を

い
う
」
と
さ
れ
、
第
三
条
は
「
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
行
為
も
、
…
…
侵
略
行
為

・
・
・
・

と
さ
れ
る
」
と
し
て
、

「（
ａ
）
一
国
の
兵
力
に
よ
る
他
国
の
領
域
へ
の
侵
入
若
し
く
は
攻
撃
、

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

…
…
軍
事
占
領
、

・
・
・
・・

…
…
併
合
・
・

」
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
こ
の
「
侵
略
の
定
義
」
は
安
保
理
に
よ
る
判
定
の
指
針
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

第
二
条
で
は
、
安
保
理
に
広
範
な
裁
量
を
認
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
衛
権
行
使
と
い
う
例
外
に
該
当

し
な
い
限
り
、
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
侵
略
の
中
核
的
事
例

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
支
援

　

こ
の
「
侵
略
の
定
義
」
の
第
三
条
に
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
支
援
内
容
を
想
定
し
た
よ
う



140

な
規
定
も
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「（
ｆ
）
他
国
の
使
用
に
供
し
た
領
域
を
、
当
該
他
国
が
第
三
国
に
対

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

す
る
侵
略
行
為
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
国
の
行
為

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

」
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
支
援
は
侵
略
行
為
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
点
を
、
よ
り
広
く
、
責
任
の
発
生
に
関
す
る
仕
組
み
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
も
国
連
総
会
に
よ
り
二

〇
〇
一
年
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
採
択
さ
れ
た
決
議
に
添
付
さ
れ
た
「
国
際
違
法
行
為
に
対
す
る
国
の
責
任

に
関
す
る
条
文
」（A

/RES/56/83 A
nnex

）
の
第
一
六
条
で
は
、「
他
国
に
よ
る
国
際
違
法
行
為
の
遂
行
を

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

支
援
・
・

又・
は
援
助
す
る
国
は

・
・
・
・
・
・
・

、
…
…
支
援
・
・

又・
は
援
助
に
つ
い
て
国
際
責
任
を
負
う

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
団
的
自
衛
権

　

欧
米
諸
国
な
ど
の
第
三
国
に
よ
る
支
援
・
対
応
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
集
団
的
自
衛
権

・
・
・
・
・
・

で
す
。
集
団
的

自
衛
権
の
現
代
的
理
解
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
よ
り
、
他
国
を
援
助
す
る
権
利

・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た

（
一
九
八
六
年
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
）。
日
本
は
二
〇
一
五
年
の
平
和
安
全
法
制
で
、
憲
法
上
の
立
場
と
し
て
は
、

存
立
危
機
事
態
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
を
援
助
す
る
権
利
と
し
て
、
よ
り

制
限
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
国
際
法
上
は
、
被
害
国
に
よ
る
援
助
の
要
請

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
い
う
乱
用
防
止
の

た
め
の
要
件
の
下
で
、
他
国
を
援
助
す
る
権
利
と
し
て
理
解
さ
れ
ま
す
。
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こ
う
し
て
、
欧
米
諸
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
軍
事
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、
核
兵
器
を

有
す
る
ロ
シ
ア
と
の
全
面
的
戦
争
の
危
険
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
隊
の
派
遣
や
飛
行
禁
止
区
域
の
設

定
な
ど
を
控
え
て
い
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権
は
権
利
で
す
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
設
立
す
る
北
大
西
洋
条
約
の

第
五
条
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
締
約
国
間
に
お
い
て
、
共
同
防
衛
の
た
め
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
相
互
に

義
務
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
権
利
と
義
務
と
い
う
相
違
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
、
決
定

的
な
違
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

制
裁
（
経
済
制
裁
）
の
法
的
根
拠
は
何
か

　

現
在
、
欧
米
諸
国
な
ど
の
第
三
国
に
よ
る
対
応
の
柱
の
一
つ
は
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁

・
・
・
・

で
す
が
、

制
裁
の
法
的
根
拠
を
考
え
る
際
に
は
、
国
家
に
よ
る
単
独
・
独
自
の
制
裁

・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・

と
国
連
に
よ
る
集
団
的
制
裁

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
連
に
よ
る
集
団
的
制
裁
は
、
憲
章
に
基
づ
く
「
非
軍
事
的
強
制
措
置
」
と
し
て
、
そ
の
合
法
性
に
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
家
に
よ
る
単
独
・
独
自
の
制
裁
の
場
合
は
、
被
害
国
に
よ
る
加
害
国
に

対
す
る
「
対
抗
措
置
」
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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「
対
抗
措
置
」
と
は
何
か

　
「
対
抗
措
置
」
と
は
、
相
手
国
の
自
国
へ
の
違
法
行
為
を
や
め
さ
せ
る
た
め

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

に
、
相
手
国
に
対
す
る
違
法

・
・
・
・
・
・
・
・
・

行
為
を
と
る

・
・
・
・
・

こ
と
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
違
法
行
為
に
対
し
て
違
法
行
為
で
対
抗
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
に
引
い
た
、「
国
際
違
法
行
為
に
対
す
る
国
の
責
任
に
関
す
る
条
文
」
の
第
二
二
条
に
お
い
て
、「
他
国

に
対
す
る
国
際
義
務
に
合
致
し
な
い
国
の
行
為
の
違
法
性

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

は
、
そ
の
行
為
が
…
…
当
該
他
国
に
対
し
て
と

ら
れ
る
対
抗
措
置
を
構
成
す
る
場
合
に
は
、
…
…
阻
却
さ
れ
る

・
・
・
・
・

。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
、
第
四
九
条
が
「
被
害
国
は

・
・
・
・

、
…
…
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、

被
害
国
に
よ
る
対
抗
措
置
の
場
合
で
す
。

第
三
国
に
よ
る
単
独
・
独
自
の
対
抗
措
置

　

こ
う
し
て
、
欧
米
諸
国
な
ど
の
第
三
国
に
よ
る
制
裁
の
根
拠
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
第
三
国
に
よ
る
制

裁
は
、
一
般
に
、
安
保
理
が
対
応
で
き
て
い
な
い
場
合
に
問
題
と
な
り
ま
す
が
、
乱
用
の
危
険
に
鑑
み
て
、

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
数
十
年
の
国
家
実
行
で
は
、
被
害
国
の
み
の
利
益
と
は
区
別
さ
れ

る
国
際
社
会
の
一
般
的
利
益
の
重
大
な
侵
害

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

の
場
合
に
は
、
第
三
国
に
よ
る
制
裁
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う

動
き
（
例
え
ば
、
一
九
八
二
年
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
（
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）、
一
九
八
三
年
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
（
対
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ソ
連
）、
一
九
九
八
―
二
〇
〇
〇
年
コ
ソ
ボ
紛
争
（
対
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
）、
二
〇
一
一
年
―
現
在
シ
リ
ア
紛
争

（
対
シ
リ
ア
））
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
で
は
、
侵
略
・
・

、
集
団
殺
害

・
・
・
・

（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）

・
・
・
・
・
・
・・

、
民・

間
航
空
機
へ
の
攻
撃

・
・
・
・
・
・
・
・

な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
法
上
の
専
門
用
語
で
は
、
対
世
的
義
務
や
強
行

規
範
な
ど
と
し
て
説
明
さ
れ
ま
す
。

安
全
保
障
理
事
会
（
主
要
な
責
任
）

　

国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に
つ
い
て
主
要
な
責
任
を
担
う
安
全
保
障
理
事
会
の
機
能
は
、
第
一
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
機
能

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
意
見
の
交
換
、
国
際
社
会
の
趨
勢
の
提
示
）、
第
二
に
、
決
議
採
択
に
よ
る
行
動

・
・
・
・
・
・
・
・
・

実
施
の
機
能

・
・
・
・
・

か
ら
な
り
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
拒
否
権
の
た
め
に
機
能
不
全
と
な
り
、
総
会
の
緊
急
特
別
会

期
開
催
を
要
請
（S/RES/2623

（2022
）、
二
〇
二
二
年
二
月
二
七
日
）
し
ま
し
た
。

拒
否
権
と
は
―
―
憲
章
第
二
七
条
三
項

　

拒
否
権
と
は
、
安
保
理
の
表
決
手
続
を
規
定
す
る
憲
章
第
二
七
条
に
よ
れ
ば
、
二
項
が
「
手
続
事
項

・
・
・
・

に

関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
決
定
は
、
九
理
事
国
の
賛
成
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
す
る
の
と
対
比

し
て
、
三
項
は
「
そ
の
他
の
す
べ
て
の
事
項

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

に
関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
決
定
は
、
常
任
理
事
国
の
同
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意
投
票
を
含
む
九
理
事
国
の
賛
成
投
票

・
・
・
・

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
常
任
理
事
国
が
単
独

で
決
議
採
択
を
阻
止
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
棄
権
・
・

は
拒
否
権
の
行
使
で
は
な
い
と
す

る
慣
行
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

拒
否
権
の
正
当
化
根
拠

　

安
保
理
を
機
能
不
全
と
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
拒
否
権
は
何
の
た
め
に
あ
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

の
で

し
ょ
う
か
。
一
九
四
五
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
の
国
連
設
立
時
に
お
い
て
、
米
英
ソ
中
の
四
カ

国
は
、
拒
否
権
を
認
め
る
大
国
一
致
原
則
が
「
唯
一
の
実
行
可
能
な
方
法
」（
四
招
請
国
声
明
）
と
主
張
し
ま

し
た
が
、
こ
こ
に
は
次
の
二
つ
の
理
由
付
け
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

第
一
は
、
第
七
章
下
で
の
軍
事
的
強
制
措
置
の
負
担
と
責
任
を
担
う
こ
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
。
す
な
わ
ち
、
侵
略
国

を
撃
退
す
る
国
連
軍
を
派
遣
す
る
場
合
に
、
必
要
と
な
る
軍
隊
を
提
供
す
る
の
は
大
国
で
あ
り
、
そ
の
負

担
と
責
任
に
応
じ
た
特
権
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
第
三
次
世
界
大
戦
を
回
避
す
る
こ
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
、

仮
に
安
保
理
決
議
が
採
択
さ
れ
て
、
欧
米
主
体
の
多
国
籍
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
派
遣
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

ロ
シ
ア
軍
と
の
全
面
的
戦
争
の
危
険
が
生
じ
ま
す
。
実
際
、
過
去
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
戦
争

・
・
・
・

の
際
、
ソ
連



第６章　国際法から見たロシアによるウクライナ侵攻　　

145

の
欠
席
の
た
め
に
、
朝
鮮
国
連
軍
が
設
置
・
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
国
の
人
民
軍
の
参
戦
に
と
も
な
い
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官
は
、
核
兵
器
使
用
を
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
進
言
し
、
解
任
さ
れ
た
と
い
う
記
憶

す
べ
き
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
核
兵
器
を
持
つ
大
国
を
相
手
に
す
る
と
き
に
は
、
軍
事
的
強
制
措
置
を
発
動
す
る
選
択
肢

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

は
事
実
上
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
拒
否
権
の
有
無
は
問
題
の
根
本
原
因
で
は
な
い

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

、
す
な
わ
ち
、

拒
否
権
に
批
判
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
、
核
兵
器
を
持
つ
大
国
間
の
全
面
的
戦
争
の
危
険
に
ど
の
よ
う
に

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

対
処
す
る
か

・
・
・
・
・

と
い
う
根
本
問
題
の
認
識
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。拒

否
権
の
乱
用
回
避
・
改
善
の
余
地
は
あ
る

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
、
拒
否
権
の
あ
り
方
に
問
題
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
に
、

国
連
憲
章
の
改
正
に
は
、
五
常
任
理
事
国
の
賛
成
が
必
要
（
憲
章
第
一
〇
八
条
）
で
あ
る
た
め
に
、
改
正
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
で
す
が
、
近
年
で
は
、
集
団
殺
害
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）

や
人
道
に
対
す
る
犯
罪
な
ど
に
安
保
理
が
対
応
す
る
際
に
、
自
発
的
な
拒
否
権
抑
制
を
求
め
る
動
き

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
総
会
は
拒
否
権
を
行
使
し
た
常
任
理
事
国
に
対
し
て
総
会
で
の
説
明
を
求
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め
る
趣
旨
の
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
（A

/RES/76/262

、
二
〇
二
二
年
四
月
二
六
日
）。

　

ま
た
、
憲
章
第
六
章

・
・
・
・
・

（
紛
争
の
平
和
的
解
決

・
・
・
・
・
・
・
・

）
の
下
で
の
拒
否
権
の
適
用
を
排
除

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

す
れ
ば
、
事
実
調
査
や
調

停
な
ど
が
可
能
に
な
り
、
軍
事
的
強
制
措
置
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
前
で
の
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

総
会
（
副
次
的
責
任
）

　

国
連
総
会
は
、「
平
和
の
た
め
の
結
集
決
議
」
に
基
づ
く
緊
急
特
別
会
期
に
お
い
て
、
決
議
（A

/RES/

ES-11/1

）
を
採
択
（
二
〇
二
二
年
三
月
二
日
、
賛
成
一
四
一
カ
国
、
反
対
五
カ
国
、 

棄
権
三
五
カ
国
（
中
印
含
））
し
ま

し
た
。
そ
の
主
要
な
内
容
と
し
て
は
、
次
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
第
二
条
四
項
に
違
反
す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
強
く
非
難
（
主
文
二
項
）

・
ロ
シ
ア
の
武
力
行
使
の
即
時
停
止
と
無
条
件
の
撤
退
を
要
求
（
主
文
三
・
四
項
）

・
ド
ン
バ
ス
地
域
の
ロ
シ
ア
決
定
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
と
主
権
の
侵
害
（
主
文
五
項
）

　

こ
の
よ
う
に
、
軍
事
侵
攻
に
せ
よ
、
ド
ン
バ
ス
地
域
の
国
家
承
認
に
せ
よ
、
ロ
シ
ア
の
行
為
が
国
際
法

に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
国
際
社
会
の
認
識
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る

国
際
社
会
の
対
応
に
お
い
て
、
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
、
国
家
間
の
紛
争

・
・
・
・
・
・

を
扱
う
裁
判
所
で
す
。

　

そ
の
決
定
は
、
最
初
に
仮
保
全
措
置
指
示

・
・
・
・
・
・
・

の
命
令
が
出
さ
れ
、
次
に
管
轄
権

・
・
・

の
有
無
が
確
定
さ
れ
、
管

轄
権
が
肯
定
さ
れ
れ
ば
、
最
後
に
本
案
判
決

・
・
・
・

が
出
さ
れ
ま
す
。
管
轄
権
は
裁
判
を
行
う
権
限
を
意
味
し
、

紛
争
両
当
事
国
の
同
意
・
・

が
必
要
で
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
二
月
二
六
日
に
提
訴
す
る
と
と
も
に
、
ま
ず
仮
保
全
措
置
指
示
を
申
請
し
ま
し
た
が
、

管
轄
権
の
根
拠
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
両
国
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
る
集
団
殺
害
の
防
止

・
・
・
・
・
・
・

及・

び・
処
罰
に
関
す
る
条
約

・
・
・
・
・
・
・
・

（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
）
の
第
九
条
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。
同
条
は
、
条
約
の
解

・
・
・
・

釈
・
適
用
・
履
行
に
関
す
る
紛
争

・・

・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・

を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
仮
保
全
措
置
指
示
の
命
令

　

ロ
シ
ア
は
裁
判
所
で
の
口
頭
手
続
へ
の
不
参
加
を
決
め
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
迅
速
に
対
応
し
て
、
三

月
一
六
日
に
仮
保
全
措
置
指
示
の
命
令
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
三
点
で
す
。

・
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
活
動
の
即
時
停
止

・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
一
三
対
二
）

・
ロ
シ
ア
が
指
揮
・
支
援
す
る
部
隊
な
ど
が
軍
事
活
動
を
し
な
い
こ
と
を
確
保

・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

す
る
（
一
三
対
二
）
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・
両
当
事
者
は
紛
争
悪
化
の
行
為
を
控
え
る
（
全
会
一
致
）

　

裁
判
所
の
暫
定
的
な
判
断
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
一
条
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
・
処
罰
の

・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・

た
め
に
軍
事
活
動
を
行
う
こ
と
を
認
め
て
お
ら
ず

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
そ
の
よ
う
な
軍
事
活
動
の
対
象
と
さ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

れ
な
い
権
利

・
・
・
・
・

を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
基
づ
い
て
有
し
て
い
る
、
と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
張
は
、
一
応
・
・

成
り
立
ち
得
る
（
主
文
六
〇
）。
し
か
し
、
本
決
定
は
、
管
轄
権
の
問
題
を
予
断
す
る
も
の
で
は
な
い
（
主
文

八
五
）
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
な
い
と
し
て
、
措
置
の
実
施
を
拒
否

し
て
い
ま
す
。

判
決
の
履
行

　

国
連
憲
章
第
九
四
条
は
、
判
決
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
に
、
相
手
方
当
事
国
は
、
安
保
理
に
訴
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
が
安
保
理
の
常
任
理
事
国
で
あ
り
、
拒
否
権
を

有
し
て
い
る
た
め
に
、
判
決
の
執
行
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

軍
事
力
が
国
々
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
分
権
的
な
構
造
の
国
際
社
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

に
お
い
て
は
、
判
決
の
執
行
と

・
・
・
・
・
・

い
う
公
的
な
実
力
行
使

・
・
・
・
・
・
・
・
・

に
お
い
て
も
、
大
国
の
協
力

・
・
・
・
・

は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
制
約
の
下
に
お
か

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
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国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

　

国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
国
家
で
は
な
く
、
個
人
に
よ
る
犯
罪

・
・
・
・
・
・
・

を
扱
う
裁
判
所
で
す
。

　

訴
追
の
対
象
と
な
る
犯
罪

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

は
、
次
の
四
つ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
集
団
殺
害
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）
犯
罪
は
、
集
団
自
体
を
破
壊
す
る
意
図
を
要
件
と
し
ま
す
。

・
人
道
に
対
す
る
犯
罪

・
・
・
・
・
・
・
・

は
、
文
民
へ
の
広
範
ま
た
は
組
織
的
な
攻
撃

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

を
要
件
と
し
ま
す
。

・
戦
争
犯
罪

・
・
・
・

は
、
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

を
要
件
と
し
ま
す
。
文
民
へ
の
攻
撃
は
禁
止
さ
れ
ま
す

が
、
付
随
的
被
害
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
侵
略
行
為
、
当
該
行
為
が
国
連
憲
章
の
明
白
な
違
反
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
実
質
的
な
指
導
者
に
よ
る
計
画
・
実
行
と
い
う
三
点
を
要
件
と
し
ま
す
。

　

訴
追
対
象
と
な
る
人
は

・
・
・
・
・
・
・
・
・

、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
）
締
約
国
の
国

・
・
・
・
・

民
お
よ
び
締
約
国
の
領
域
で
犯
罪
を
行
っ
た
人

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
非
締
約
国
の
国
民
を
含
む

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

。）
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
―
―
非
締
約
国
だ
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
宣
言

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
非
締
約
国
で
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
宣
言
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
一
二
条
三
項
）

に
よ
り
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
一
日
以
降
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
域
内
で
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
管
轄
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権
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
検
察
官
は
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
八
日
の
声
明
に
お
い
て
、
捜
査
開
始
へ

の
手
続
を
開
始
す
る
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
戦
争
犯
罪

・
・
・
・

と
人
道
に
対
す
る
犯
罪

・
・
・
・
・
・
・
・

の
訴
追
可
能
性
に

つ
い
て
十
分
な
基
礎
が
あ
る
と
の
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。（「
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
対
す
る
犯
罪
と
言
わ
れ
る
も

の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
犯
さ
れ
た
と
信
じ
る
合
理
的
基
礎
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。」）
し
か
し
、
侵
略
犯
罪

・
・
・
・

に

つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
管
轄
権
は
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
が
非
締
約
国
で
あ
る
た
め

に
、
今
回
の
事
態
に
対
し
て
は
管
轄
権
を
行
使
で
き
ま
せ
ん
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
一
五
条
の
二
、
五
項
）。

　

検
察
官
が
自
己
の
発
意
に
よ
り
捜
査
に
着
手
す
る
場
合
に
は
、
予
審
裁
判
部
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
後
に
、
三
九
の
締
約
国
か
ら

・
・
・
・
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
事
態
が
付
託

・
・
・
・
・

（
三
月
二
日
声
明
）（
日
本
も

三
月
一
一
日
に
付
託
）
さ
れ
た
た
め
に
、
こ
の
予
審
裁
判
部
の
許
可
は
不
要
・
・

に
な
り
、
捜
査
が
進
ん
で
い
ま

す
。国

際
刑
事
裁
判
所
は
、「
手
足
の
な
い
巨
人
」

　

国
際
刑
事
裁
判
所
は
、「
手
足
の
な
い
巨
人
」
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
法
執
行

機
関
が
存
在
し
な
い
の
で
す
。
こ
の
欠
落
は
、
加
盟
国
に
よ
る
協
力
義
務
に
よ
っ
て
代
替
・
補
完
さ
れ
る
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必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
八
六
条
に
よ
れ
ば
、「
締
約
国
は
、
こ
の
規
程
に
従
い
、
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に

あ
る
犯
罪
に
つ
い
て
裁
判
所
が
行
う
捜
査
及
び
訴
追
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
対
し
十
分
に
協
力
す
る
。」
と

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
違
法
化
の
国
際
法
秩
序
へ
の
波
及
効
果

　

ク
リ
ミ
ア
併
合
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
戦
争
違
法
化
の
国
際
法
秩
序
へ
の
波
及

効
果
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。
現
代
国
際
法
に
お
い
て
は
、
戦
争
の
違
法
化
を
受
け
て
、
征
服
に
よ
る
領

域
取
得
や
、
強
制
に
基
づ
く
条
約
は
、
無
効
と
さ
れ
ま
す
。

　

領
域
取
得
の
権
原
と
し
て
の
征
服
の
否
認

・
・
・
・
・

は
、
国
連
総
会
に
よ
り
一
九
七
〇
年
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
採

択
さ
れ
た
決
議
に
添
付
さ
れ
た
「
友
好
関
係
原
則
宣
言
」（
略
称
）（A

/RES/25/2625 A
nnex

）
の
第
一
原
則

一
〇
項
に
規
定
さ
れ
、
強
制
に
基
づ
く
条
約
の
効
力
の
否
認

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

は
、
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
第

五
二
条
に
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
違
法
な
戦
争
を
行
っ
た
指
導
者
個
人
を
処
罰
す
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

規
範
の
誕
生
は
、
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
（
対
独
）
や
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
（
対
日
）
の
先
例
を
踏
ま
え
て
、
国
際

刑
事
裁
判
所
規
程
の
第
八
条
の
二
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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人
民
の
自
決
権
―
―
政
治
的
地
位
を
自
由
に
決
定
す
る
権
利

　

ロ
シ
ア
の
主
張
で
は
、
人
民
の
自
決
権

・
・
・
・
・
・

が
強
調
さ
れ
、
独
立
を
認
め
る
国
家
承
認
の
正
当
化
の
根
拠
と

し
て
住
民
投
票

・
・
・
・

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
由
付
け
は
単
な
る
口
実
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
主
張
に
お
い
て
は
、
政
治
的
地
位
を
自
由
に
決
定
す
る
権
利

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
し
て
理
解
さ
れ
る
自
決
権

の
担
い
手
と
し
て
の
「
人
民
」
と
は
誰
か

・
・
・・

・
・
・
・

が
、
決
定
的
に
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
現
代
国
際
法
（
例
え
ば
、

「
侵
略
の
定
義
」
の
第
七
条
）
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
植
民
地
制
度
、
人
種
差
別
制
度
、
外
国
支
配
の
下

に
お
か
れ
た
人
び
と
の
よ
う
な
、
帰
属
国
家
に
よ
る
抑
圧
・
弾
圧
が
存
在
す
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・

こ
と
が
要
件
と
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
文
脈
で
は
、
分
離
独
立
は
認
め
ら
れ
ず
、
帰
属
国
家
・
・

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
・
・
・
・

）
の
領
土
保
全

・
・
・
・
・

が
優
先
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
が
承
認
し
た
両
共
和
国
に
は
、
植
民
地
制
度
・
人
種
差
別
制
度
・
外
国
支
配
に
相
当
す
る
抑
圧
・

弾
圧
が
存
在
し
た
の
か
。
二
〇
一
四
年
に
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア
を
併
合
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
軍
事
介

入
す
る
前
に
、
そ
の
よ
う
な
報
道
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
言
え
ま
す
。
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（
二
〇
一
四
年
）
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
―
―
武
力
に
よ
る
領
土
併
合

　

二
〇
一
四
年
に
お
け
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
は
、
実
質
的
に
武
力
に
よ
る
領
土
併
合
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
二
〇
一
四
年
三
月
二
七
日
に
採
択
さ
れ
た
国
連
総
会
決
議
（A

/RES/68/262

：
賛
成
一
〇
〇
カ

国
、
反
対
一
一
カ
国
、
棄
権
五
八
カ
国
（
中
印
含
））
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
含
み
ま
す
。

・
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
に
お
け
る
住
民
投
票
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
な
い
（
前
文
七
項
）

・
こ
の
住
民
投
票
は
有
効
で
は
な
く
、
自
治
共
和
国
の
地
位
を
変
更
す
る
基
礎
と
な
り
得
な
い

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
主
文
五

項
）

・
す
べ
て
の
国
に
、
自
治
共
和
国
の
地
位
の
い
か
な
る
変
更
も
承
認
し
な
い
よ
う
に
要
請
す
る

・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
主
文
六

項
）

国
家
承
認

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
で
あ
る
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
」
お
よ
び
「
ル
ハ
ン
ス
ク
人
民
共
和

国
」
の
「
独
立
」
を
承
認
し
た
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
お
よ
び
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
す
る
違
法
行

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

為・
と
言
え
ま
す
。

　

国
家
の
成
立
要
件
と
し
て
は
、
通
常
、
①
永
続
的
住
民
、
②
一
定
の
領
域
、
③
実
効
的
政
府
、
④
独
立
・
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外
交
能
力
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
家
承
認
に
つ
い
て
は
、
要
件
を
充
た
す
実
体
を
承
認
す
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
充
た
し
て
い
な
い
実
体
を
尚
早
に
承
認
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

。

（
二
〇
二
二
年
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
独
立
承
認
―
―
他
国
の
一
部
領
土
の
国
家
承
認

　

二
〇
二
二
年
三
月
二
日
に
採
択
さ
れ
た
国
連
総
会
決
議
（A

/RES/ES-11/1

：
賛
成
一
四
一
カ
国
、
反
対
五
カ

国
、
棄
権
三
五
カ
国
（
中
印
含
））
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
含
み
ま
す
。

・
ド
ン
バ
ス
地
域
の
ロ
シ
ア
決
定
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
と
主
権
の
侵
害

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
主
文
五
項
）

４　

今
後
に
向
け
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
め
ぐ
る
一
連
の
行
為
は
、
す
べ
て
国
際
法
に
違

反
す
る
も
の
と
言
え
ま
す
。
分
権
的
な
構
造
の
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
大
国
に
よ
る
違
法
行
為
に
対
処

す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
違
法
行
為
を
合
法
な
も
の
と
認
め
る
こ
と
な
く
、

世
界
の
国
々
が
力
を
合
わ
せ
、
法
の
支
配
を
め
ざ
し
て
協
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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《
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
》

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
関
す
る
国
際
法
情
報
サ
イ
ト

	
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
（
二
〇
二
二
年
）
国
際
法
情
報
ペ
ー
ジ

	
https://internationallaw

.notion.site/2022-e18632203d8842e8a7af42756d1268eb
	

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
国
際
法
関
連
情
報

	
http://w

w
w

.ham
am

oto.law
.kyoto-u.ac.jp/sonota/ukraine.htm

l#kokuren

・
武
力
行
使
禁
止
原
則
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
夫
（
二
〇
二
一
）「
国
際
法
秩
序
の
変
容
と
『
武
力
行
使
禁
止
原
則
』
の
課
題
―
―

戦
争
を
な
く
す
た
め
の
根
本
原
則
の
機
能
と
限
界
」
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
編
『
広
島
発
の
平
和
学
―
―
戦
争
と
平

和
を
考
え
る
13
講
』
法
律
文
化
社
、
二
一
二
―
二
三
一
頁

・
戦
争
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
夫
（
二
〇
〇
六
）「
国
際
法
か
ら
見
た
『
正
し
い
戦
争
』
と
は
何
か
―
―
戦
争
規
制
の
効
力
と
限

界
―
―
」
山
内
進
編
『「
正
し
い
戦
争
」
と
い
う
思
想
』
勁
草
書
房
、
二
三
三
―
二
六
一
頁

・
国
際
連
合
に
よ
る
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
夫
（
二
〇
二
二
）「
国
連
連
合
と
平
和
―
―
安
全
保
障
の
分
野
を
中
心
に
」
広

島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
編
『
ア
ジ
ア
の
平
和
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
有
信
堂
、
一
六
四
―
一
七
五
頁

・
国
際
連
合
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
夫
（
二
〇
二
〇
）「
国
際
連
合
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
制
度
の
理

論
と
実
際
―
―
ア
ジ
ア
の
事
例
を
主
な
素
材
と
し
て
」
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
編
『
核
兵
器
と
反
人
道
罪
の
な
い 

世
界
へ
』（
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
七
巻
、H

PI Booklet V
ol. 7

）
二
一
一
―
二
四
三
頁
（https://w

w
w

. 
hiroshim

a-cu.ac.jp/peace_j/category0016/2019-vol-7/
）

・
安
全
保
障
理
事
会
の
拒
否
権
制
度
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
夫
（
二
〇
〇
五
）『
国
際
組
織
法
』
有
斐
閣
、
一
八
三
―
一
九
一
頁
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第
７
章　

原
爆
と
新
聞
報
道

四
條　

知
恵

　

広
島
市
と
長
崎
市
は
、
原
爆
被
害
を
受
け
た
土
地
で
あ
る
。
現
在
の
報
道
を
見
て
も
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

と
も
に
、
地
域
的
に
原
爆
被
害
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
扱
わ
れ
る
頻
度
は
高
い
。
特
に
、
広
島
の
地
元
の
ブ

ロ
ッ
ク
紙
で
あ
る
『
中
国
新
聞
』
は
、
長
年
の
蓄
積
も
あ
り
、
原
爆
被
害
関
連
の
報
道
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
原
爆
被
害
関
連
の
報
道
は
、
時
期
的
に
は
八
月
に
向
け
て
増
え
て
く
る
。
こ
の
要
因
に
は
、
八
月
に

向
け
て
原
爆
・
平
和
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
関
係
す
る
来
訪
者
が
増
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
報
道
関
係
者

も
調
査
・
取
材
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
全
体
を
見
る
と
、
八
月
六
日
の
広
島
の

原
爆
投
下
日
、
九
日
の
長
崎
の
原
爆
投
下
日
、
そ
し
て
八
月
一
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
至
る
ま
で
を
一
つ

の
流
れ
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
、
原
爆
・
核
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
め
ぐ
る
特
集
記
事
や
番
組
が
組
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ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
時
に
「
夏
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
季
節
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版 2003: 362

）
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
一
年
単
位
の
話
だ
が
、
被
爆
五
〇
周
年
や
七
五
周
年
な
ど
の

区
切
り
で
は
、
記
念
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
活
発
化
し
、
よ
り
盛
ん
な
報
道
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
「
夏
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
被
爆
直
後
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
盛
ん
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

以
下
で
は
、『
長
崎
新
聞
』
を
例
に
、
被
爆
翌
日
か
ら
約
一
カ
月
間
の
新
聞
報
道
を
見
て
い
き
た
い
。

１　

被
爆
後
か
ら
約
一
カ
月
間
の
『
長
崎
新
聞
』
の
報
道

被
爆
直
後
の
報
道

　

被
爆
か
ら
七
六
年
の
間
、
新
聞
報
道
は
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
が
、
原
爆
投
下
後
の
一
カ
月
は
、
最
も

報
道
の
姿
勢
が
変
化
し
た
時
期
だ
っ
た
。
新
聞
は
ラ
ジ
オ
や
映
画
と
と
も
に
、
当
時
の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア

の
一
つ
で
あ
る
。
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
翌
日
の
一
九
四
五
年
八
月
一
〇
日
の
新
聞
は
、
長
崎
市
へ

の
原
爆
投
下
を
「
長
崎
市
に
新
型
爆
彈 
被
害
は
僅
少
の
見
込
み
」
と
報
じ
た
。
見
出
し
に
は
、
原
子
爆
弾

の
こ
と
が
、
新
型
爆
弾
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
く
記
事
は
た
っ
た
二
行
で
、「
西
部
軍
管
区
司
令
部
發
表

（
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
十
四
時
四
十
五
分
）
一
、
八
月
九
日
午
前
十
一
時
頃
敵
大
型
二
機
は
長
崎
市
に
侵
入
し

新
型
爆
彈
ら
し
き
物
を
使
用
せ
り　

二
、
詳
細
目
下
調
査
中
な
る
も
被
害
は
比
較
的
僅
少
な
る
見
込
み
」
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と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
凄
ま
じ
い
被
害
が
出
た
た
め
に
、
実
際
こ
の
新
聞
が
ど
れ
だ
け
の
市
民

の
手
に
渡
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

翌
一
一
日
の
一
面
に
は
、「
新
聞
相
互
協
定
に
も
と
づ
き
本
紙
は
昨
十
日
附
よ
り
西
日
本
新
聞
社
に
て
印

刷
し
て
を
り
ま
す
」
と
い
う
、
長
崎
新
聞
社
の
小
さ
な
社
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
既
に
長
崎
市
の

北
部
は
壊
滅
し
、
長
崎
新
聞
社
自
体
も
被
災
し
て
、
新
聞
が
印
刷
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
新
聞
社
は
、
自
社
が
被
災
し
た
時
は
他
社
に
代
行
し
て
印
刷
し
て
も
ら
う
と
い
う
協
定
を
結
ん
で
い

た
た
め
、
こ
の
新
聞
も
福
岡
の
西
日
本
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り

な
が
ら
も
、
前
日
の
新
聞
で
は
「
被
害
は
僅
少
」
と
報
じ
て
い
る
。
当
時
の
大
日
本
帝
国
政
府
に
よ
る
新

聞
の
検
閲
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
新
聞
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
に

も
、
陸
軍
検
閲
済
と
い
う
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
日
本
の
戦
局
は
不
利
だ
っ

た
が
、
被
害
の
状
況
が
正
確
に
国
民
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

同
じ
八
月
一
一
日
の
二
面
に
は
「
恐
れ
る
な
新
型
爆
彈
・
勝
つ
手
あ
り
」「
閃
光
で
最
寄
の
壕
へ
」
と
い

う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、「
新
型
の
發
す
る
熱
波
を
直
接
受
け
れ
ば
身
體
の
露
出
部
分
は
痲
痺
す
る

程
度
に
火
傷
し
、
薄
い
夏
シ
ヤ
ツ
で
は
水
泡
が
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
頭
巾
を
被
り
、
手
袋

を
は
め
、
熱
波
の
直
射
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
に
伏
せ
て
さ
へ
居
れ
ば
被
害
は
な
い
」
と
、
ど
の
よ
う
な
服



162

装
に
す
れ
ば
よ
い
か
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
原
爆
投
下
に
よ
り
爆
心
地
付
近
の
地
表
温
度
は
、
三
〇

〇
〇
―
四
〇
〇
〇
度
に
も
な
り
、
長
崎
市
の
北
部
地
域
は
壊
滅
し
て
い
る
。
離
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
程
度

の
被
害
で
済
む
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
不
正
確
で
、
楽
観
的
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　

翌
一
二
日
の
新
聞
で
は
、「
殘
虐
・
例
を
見
ず　

新
型
爆
彈
の
害
惡
・
毒
ガ
ス
を
凌
駕　

帝
國
、
米
國
に

嚴
重
抗
議
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ス
イ
ス
政
府
を
通
じ
て
大
日
本
帝
国
政
府
が
ア
メ
リ
カ
政
府

に
抗
議
文
を
出
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
抗
議
文
の
中
で
帝
国
政
府
は
、
米
国
は
「
多
數
の
老
幼

婦
女
子
を
殺
傷
し
、
神
社
、
佛
閣
、
學
校
、
病
院
、
一
般
民
家
を
破
壊
ま
た
は
燒
失
せ
し
め
た
り
」「
全
人

類
お
よ
び
文
明
の
名
に
お
い
て
、
米
國
政
府
を
□
（
判
読
不
能
）
彈
す
る
と
と
も
に
卽
時
か
か
る
非
人
道
兵

器
の
使
用
を
放
棄
す
べ
き
こ
と
を
巖
重
に
要
求
す
」
と
原
爆
の
被
害
を
訴
え
、
非
人
道
的
だ
と
抗
議
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
の
記
事
で
は
、
長
崎
市
の
被
っ
た
被
害
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ

で
は
、「
殘
虐
・
例
を
見
ず
」
と
原
子
爆
弾
の
残
虐
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
八
月
一
四
日
の
見
出
し
に
は
、「
市
電
も
近
く
運
轉 

立
ち
直
る
長
崎
市
」
と
あ
り
、
こ
こ
で

は
、
鉄
道
、
電
話
も
早
急
な
復
旧
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
別
の
記
事
か

ら
も
、
長
崎
市
は
市
電
ど
こ
ろ
か
、
電
気
や
通
信
も
止
ま
る
ほ
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
市
電
や
電
気
、
通
信
が
止
ま
っ
て
い
た
と
い
う
報
道
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
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よ
う
な
復
旧
や
救
援
に
関
わ
る
記
事
か
ら
、
か
ろ
う
じ
て
、
被
害
の
大
き
さ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
い
わ
ゆ
る
玉
音
放
送
の
あ
っ
た
日
の
新
聞
の
一
面
の
見
出
し
は
、「
大
東
亞

戰
爭
終
結
の
聖
斷
降
る
」
で
あ
る
。
つ
い
に
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
同
じ
一
面
の
下
の
部
分
に
は
、「
御
親

ら
大
詔
を
御
放
送 

原
子
爆
彈
の
慘
害
御
軫
念
」（
天
子
が
心
を
痛
め
る
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
原
子
爆
弾

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
天
皇
が
原
爆
の
惨
害
に
心
を
痛
め
、
戦
争
終
結
を
決
め
た
と
報
じ
て
い
る
。
同
じ

一
五
日
の
二
面
に
は
、「
新
型
彈
は
原
子
爆
彈　

火
藥
二
萬
瓩
に
匹
敵
す
」
と
い
う
見
出
し
で
、
戦
局
を
決

定
づ
け
た
最
大
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
原
子
爆
弾
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
仁
科
芳
雄
博
士
の
談
話

が
掲
載
さ
れ
た
。
同
じ
紙
面
に
は
、「
殊
勲
甲
・
諫
早
の
炊
出
部
隊　

長
崎
へ
握
飯
の
奔
流 

ト
ラ
ツ
ク
で

素
早
く
配
給
」
と
い
う
記
事
も
「
非
常
炊
出
の
一
戰
訓
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
救
援
救
護
の
迅
速

さ
を
褒
め
、
戦
闘
で
得
ら
れ
た
教
訓
と
し
て
扱
っ
た
記
事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
、
長
崎
で
は
、
ま
さ
に

直
後
の
救
援
救
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

語
ら
れ
始
め
る
原
爆
被
害

　

戦
争
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
原
子
爆
弾
の
被
害
が
し
き
り
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
八
月
二
四
日
の
「
人
類
の
敵
・
原
子
爆
彈　

防
總
本
部
鳥
井
技
師
・
廣
島
慘
害
調
査
報
告
」「
熱
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感
二
秒　

悉
く
黑
焦
げ　

爆
心
部
で
は
膓
飛
出
す
」
と
い
う
記
事
で
は
、
広
島
の
被
害
に
つ
い
て
で
は
あ

る
が
、
調
査
報
告
と
い
う
形
で
被
害
の
状
況
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
敗
戦
で
被
害
を
隠
す
意

味
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
以
前
の
「
被
害
は
僅
少
」
と
い
う
よ
う
な
記
事
と
比
べ
る
と
か

な
り
被
害
が
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
九
月
三
日
の
二
面
に
は
、「
傷
一
つ
負
は
ず
絶
命　

原
子

爆
彈　

毒
ガ
ス
に
數
倍
す
る
殘
虐
性
」「
同
じ
症
狀
で
進
行
」
と
い
う
見
出
し
で
放
射
線
の
被
害
が
報
じ
ら

れ
た
。
こ
の
頃
に
な
っ
て
、
さ
し
て
大
き
な
傷
の
な
い
人
が
次
々
と
亡
く
な
り
始
め
た
。
そ
う
い
う
状
況

も
あ
っ
て
か
、
被
爆
か
ら
一
カ
月
ぐ
ら
い
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
も
放
射
線
の
被
害
に
関
す
る
記
事
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
時
の
長
崎
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
放
射
線
の
被
害
は
大
き
な
関
心
事
だ
っ

た
。
長
崎
新
聞
は
九
月
一
四
日
に
代
行
印
刷
か
ら
自
力
発
行
に
戻
り
、
こ
れ
以
降
、
長
崎
に
関
す
る
記
事

が
出
や
す
く
な
る
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
一
カ
月
以
上
が
経
っ
た
九
月
一
五
日
、「
原
子
爆
彈
一
カ
月
後
の
現
地　

被
爆

者
續
々
と
死
亡　

絶
え
ぬ
街
の
火
葬　

神
の
試
煉
に
起
つ
聖
敎
徒
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
壊
れ
た
浦
上

教
会
や
聖
像
を
写
し
た
写
真
と
と
も
に
、
現
地
を
取
材
し
た
写
真
入
り
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
掲
載
さ
れ

た
。
長
崎
の
爆
心
地
付
近
の
現
地
報
告
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
中
で
、「
だ
る
く
な
っ
て

高
熱
を
発
し
、
咽
喉
が
は
れ
て
食
物
が
通
ら
な
く
な
り
、
や
が
て
頭
髪
が
抜
け
は
じ
め
て
嘔
吐
を
催
し
肌
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に
赤
い
血
の
斑
点
が
現
れ
る
と
も
う
助
か
ら
な
い
。
こ
の
血
斑
点
が
現
は
れ
て
く
る
と
丈
夫
な
人
な
ら
五

日
く
ら
い
、
弱
い
人
だ
と
數
時
間
の
中
に
死
亡
す
る
や
う
で
す
」
と
神
父
が
取
材
に
答
え
て
い
る
。
被
爆

か
ら
一
カ
月
以
上
経
っ
て
も
、
ま
だ
死
者
は
出
続
け
て
い
た
。

　

九
月
一
六
日
に
は
、
長
崎
に
来
た
科
学
者
談
と
し
て
、「
雲
の
爲
め
“
投
下
”
狂
ふ　

全
滅
を
免
れ
た
長

崎　

爆
彈
威
力
は
廣
島
の
倍
」
と
い
う
よ
う
な
、
原
爆
の
威
力
に
関
す
る
記
事
が
一
面
で
報
じ
ら
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。
同
じ
日
の
新
聞
に
は
、「
健
康
者
が
續
々
死
ぬ　

恐
怖
の
第
三
群
症
狀　

次
は
第
四
、
五

群
の
新
犠
牲
」「
原
子
爆
彈
見
え
ぬ
猛
毒
」
と
い
う
放
射
線
の
被
害
に
関
す
る
記
事
や
「
進
駐
軍
を
迎
へ
る

に
當
つ
て　

先
づ
氣
持
を
平
靜
に
」
と
い
う
進
駐
軍
に
関
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
、
ア
メ

リ
カ
や
日
本
の
大
学
の
調
査
団
が
次
々
と
長
崎
入
り
し
、
学
者
の
発
言
が
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
一
六
日
の
記
事
を
受
け
て
一
九
日
に
は
、「
鰯
の
腸
や
柿
の
葉　

原
子
爆
彈
第
四
、
五
群

に
備
へ
よ
う
」
と
い
う
記
事
も
出
て
い
る
。
記
事
に
は
、
原
子
爆
彈
の
猛
害
は
健
康
そ
う
に
見
え
る
生
き

残
り
の
肉
体
を
も
や
が
て
侵
し
て
第
四
群
、
第
五
群
の
病
人
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
九
州
帝
国
大
学

医
学
部
の
報
告
が
「
長
崎
市
民
の
間
に
大
衝
動
を
與
へ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
肝
臓
製
剤
を
医
者
が

推
奨
す
る
が
、
手
に
入
ら
な
い
の
で
国
家
で
保
障
し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
声
に
対
し
て
、
長
崎
医
科

大
学
の
教
授
が
「
民
間
療
法
と
し
て
、
魚
の
腸
、
こ
と
に
長
崎
で
比
較
的
入
手
し
易
い
鰯
の
腸
を
肝
臓
製
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剤
の
代
用
に
」
と
勧
め
て
い
る
。
放
射
線
の
被
害
に
対
し
て
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
物
資
が
満
足
に

手
に
入
ら
な
い
中
で
、
手
に
入
る
身
近
な
も
の
で
治
療
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
民
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
原
爆
の
被
害
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
一
瞬
の

こ
と
だ
っ
た
。

占
領
軍
の
上
陸

　

鰯
の
腸
の
代
用
が
勧
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
九
月
一
九
日
の
新
聞
に
、「
朝
日
新
聞
社
に
發
行
停
止
命
令
」

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
な
ぜ
、
朝
日
新
聞
社
は
発
行
停
止
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
遡
る
こ
と
四

日
の
一
五
日
に
、
米
軍
宣
伝
対
策
局
民
間
検
閲
主
任
ド
ナ
ル
ド
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
佐
は
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
の
報
道
に
対
し
て
、「
偽
の
ニ
ュ
ー
ス
と
か
人
を
躍
ら
せ
る
や
う
な
報
道
は
今
後
一
切
許
さ
な

い
。
ま
た
聯
合
國
に
対
す
る
批
評
も
許
さ
れ
な
い
」、
こ
れ
は
交
渉
で
は
な
く
、
命
令
だ
と
述
べ
た
。
こ
の

後
、
日
本
の
報
道
機
関
は
、
連
合
国
軍
の
検
閲
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。「
朝
日
新
聞
が
九
月
一
五
日
か
ら

十
七
日
の
三
日
間
に
わ
た
つ
て
掲
載
し
た
記
事
が
公
安
を
攪
亂
す
る
ご
と
き
記
事
を
掲
載
せ
ざ
る
や
う
と

の
九
月
十
日
附
最
高
司
令
官
の
指
令
に
違
反
し
て
ゐ
る
と
の
裁
断
を
下
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
紙
面
は

説
明
す
る
。
朝
日
新
聞
は
公
安
を
か
く
乱
す
る
よ
う
な
記
事
を
出
し
た
と
い
う
理
由
で
、
発
行
停
止
と
な
っ
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た
。
刷
り
上
が
っ
た
も
の
が
発
行
で
き
な
い
と
な
る
と
、
新
聞
社
に
と
っ
て
は
経
済
的
に
大
き
な
打
撃
で

あ
る
。「
公
安
」
と
は
、
公
共
の
安
寧
、
社
会
が
安
ら
か
に
治
ま
る
こ
と
を
指
す
が
、
何
を
も
っ
て
公
安
と

す
る
か
と
い
う
基
準
は
、
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
公
安
を
か
く
乱
」
と
い
う
の

も
、
同
様
に
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
実
際
に
検
閲
さ
れ
る
か
ど
う
か
以

前
に
、
検
閲
を
さ
れ
る
側
は
こ
れ
は
ひ
っ
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
過
剰
に
自
主
規
制
を
し
て
し
ま
う
。

長
崎
に
は
検
閲
の
開
始
と
相
前
後
し
て
、
こ
の
四
日
後
の
二
三
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
て
き
た
。
こ

の
後
、
原
爆
被
害
の
報
道
も
徐
々
に
減
少
し
、
一
〇
月
に
入
る
と
ぱ
た
り
と
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
以
降

の
新
聞
報
道
は
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
復
興
に
関
わ
る
文
脈
あ
る
い
は
八
月
九
日
の
式
典
な
ど
以
外
で

は
、
ほ
ぼ
原
爆
被
害
を
扱
わ
な
く
な
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
む
詳
細
な
原
爆
被
害
の
報
道
は
見
ら
れ
な

く
な
り
、
原
爆
被
害
の
調
査
に
関
す
る
報
道
も
、
紙
幅
が
狭
く
、
目
立
た
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

「
死
の
同
心
円
」

　

原
爆
被
害
の
報
道
が
途
絶
え
た
時
、
被
害
を
受
け
た
長
崎
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
秋
月
辰
一
郎
は
、『
長
崎
原
爆
記
』
の
「
死
の
同
心
円
」
と
い
う
章
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
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原
子
爆
弾
被
爆
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
は
、
実
は
八
月
下
旬
か
ら
九
月
の
終
り
、
あ
る
い
は
十
月
の

初
め
に
か
け
て
の
約
四
、
五
十
日
間
に
、
切
々
と
体
験
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

石
川
神
父
、
岩
永
修
道
士
、
私
、
野
口
神
学
生
、
看
護
婦
た
ち
、
あ
る
い
は
こ
の
病
院
に
入
院
し

た
人
た
ち
、
本
原
町
よ
り
下
の
方
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
四
十
日
間
の
一
日
一
刻
は
、

死
と
直
面
し
た
、
目
に
は
見
え
な
い
魔
物
に
お
び
や
か
さ
れ
た
一
日
一
日
の
生
活
で
あ
り
、
生
命
で

あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
原
爆
症
、
放
射
線
障
害
と
、
い
ろ
い
ろ
名
称
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
名
前
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
体
は
何
か
分
ら
な
い
。
そ
れ
は
最
愛
の
子
や
妻
を

奪
っ
て
ゆ
く
魔
物
で
あ
っ
た
。
原
子
爆
弾
の
中
心
地
よ
り
、
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、

二
千
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
被
爆
し
た
人
び
と
が
、
こ
の
八
月
下
旬
か
ら
四
十
日
、
五
十
日
の
間
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
そ
の
四
十
日
は
、
混
乱
の
真
最
中
で
、
科
学
も
救
助
も
医
療
も
報
道
も
、
き
わ
め
て
不
十

分
の
活
動
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
焼
け
た
だ
れ
た
芋
畑
や
夏
草
の
中
で
兄
姉
と
か
妻
に
見

と
ら
れ
て
、
あ
る
い
は
た
だ
一
人
で
、
看
護
も
な
く
死
ん
で
い
っ
た
（
秋
月 1966: 94-95

）。
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秋
月
は
、「
八
月
下
旬
か
ら
四
十
日
、
五
十
日
の
間
に
」、
被
爆
し
た
人
々
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
原
爆
被
害
の
報
道
が
途
絶
え
た
の
は
、
ま
さ
に
被
爆
し
た
人
々
が
次
々
と
亡

く
な
っ
て
い
る
時
だ
っ
た
。

被
爆
者
へ
の
影
響

　

原
爆
被
害
が
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、 

被
爆
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
た

い
。
ま
ず
、
放
射
線
の
被
害
に
対
す
る
正
確
な
情
報
が
入
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
実
際
は
、

放
射
線
の
影
響
で
脱
毛
や
皮
下
出
血
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
人
々
が
次
々
と
亡
く
な
っ
て
い
く
状
況
だ
っ

た
が
、
新
聞
紙
面
上
で
は
、
調
査
団
が
来
て
医
学
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
も
、
楽
観
的
な
見
出
し
し
か
出

な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
被
爆
地
の
人
々
は
、
原
爆
被
害
の
特
殊
性
を
掴
み
に
く
く
、
ま
た
、
病

気
の
治
療
に
対
す
る
有
益
な
情
報
も
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
次
に
、
被
害
を
受
け
た
人
が
、
孤
立

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
新
聞
が
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
被
害
を
受
け
た
人
に
と
っ

て
は
被
害
を
訴
え
る
場
が
、
逆
に
被
害
を
受
け
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
被
害
の
状
況
を
知
る
手

段
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
は
、
社
会
的
な
問
題

を
掘
り
起
こ
し
、
被
害
者
の
声
を
拾
っ
て
世
に
届
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
が
十
分
に
果
た
せ
な



170

い
こ
と
で
、
被
害
者
が
公
の
場
に
つ
な
が
る
回
路
が
狭
ま
り
、
被
害
を
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
孤
立
す
る

と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
る
。
被
爆
者
の
援
護
政
策
が
国
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
で
、
被
爆

か
ら
一
二
年
も
経
っ
た
後
だ
っ
た
。

２　
「
検
閲
」
と
は

検
閲
の
定
義
と
日
本
国
憲
法

　
「
検
閲
」
の
意
味
を
辞
書
で
引
く
と
、『
精
選
版 

日
本
語
大
辞
典
』
に
は
、「
行
政
権
が
主
体
と
な
っ
て
、

新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
を
は
じ
め
、
放
送
・
映
画
・
演
劇
・
郵
便
信
書
な
ど
の
表
現
内
容
を
発
表
前
に
強
制

的
に
審
査
し
て
、
不
適
当
と
認
め
る
も
の
の
発
表
を
禁
止
す
る
こ
と
。
思
想
統
制
、
公
安
ま
た
は
機
密
保

持
な
ど
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
」
と
あ
る
。
発
表
前
に
と
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
場
合
は
発
表
後
に
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
定
義
と
し
て
は
不
正
確
な
部
分
が
あ
る
。「
行
政
権
」
と
は
、
国
が
統
治
権

に
基
づ
い
て
一
般
行
政
を
行
う
機
能
で
、
立
法
権
、
司
法
権
と
並
ぶ
三
権
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、『
広
辞

苑 

第
七
版
』
は
よ
り
簡
潔
に
、「
調
べ
あ
ら
た
め
る
こ
と
。
特
に
、
出
版
物
・
映
画
な
ど
の
内
容
を
公
権

力
が
審
査
し
、
不
適
当
と
認
め
る
と
き
は
そ
の
発
表
な
ど
を
禁
止
す
る
行
為
を
い
い
、
日
本
国
憲
法
は
こ

れ
を
禁
止
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
団
体
が
国
民
に
対
し
命
令
し
強
制
す
る
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権
力
を
指
す
「
公
権
力
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
が
、
前
者
、
後
者
と
も
に
行
政
を
司
る
権
力
と

い
う
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
国
憲
法
は
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。

　

日
本
国
憲
法
第
二
一
条
の
条
文
に
は
、「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由

は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
表
現
の
自
由
の
根
拠
と
な
る
条
文
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法

の
施
行
は
一
九
四
七
年
五
月
で
、
占
領
下
で
検
閲
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
る
の
は
、
皮
肉
な
こ
と

で
も
あ
る
。

原
爆
被
害
と
検
閲
を
学
ぶ
た
め
に

　

原
爆
被
害
と
検
閲
に
関
し
て
は
、
複
数
の
書
籍
や
先
行
研
究
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
大
日

本
帝
国
お
よ
び
日
本
国
に
関
す
る
検
閲
は
、
大
日
本
帝
国
政
府
に
よ
る
も
の
と
戦
後
の
連
合
国
に
よ
る
も

の
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
原
爆
被
害
に
関
し
て
後
者
を
扱
っ
た
本
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
は
、
一
九
八
八

年
に
翻
訳
書
が
出
版
さ
れ
た
『
検
閲
―
―1945-1949　

禁
じ
ら
れ
た
原
爆
報
道
』（Braw

 1986

＝1988

）
で

あ
る
。
著
者
の
モ
ニ
カ
・
ブ
ラ
ウ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
同
書
は
彼
女
の
博
士

論
文
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
へ
の
民
主
主
義
の
導
入
を
掲
げ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
ア
メ
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リ
カ
人
自
身
に
よ
る
検
閲
を
導
入
し
た
理
由
を
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
追
求
し
て
い

る
。
絶
版
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
繁
沢
敦
子
の
手
で
再
び
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

旧
訳
の
刊
行
に
あ
た
り
、
著
者
が
冒
頭
に
掲
げ
た
「
日
本
の
読
者
の
た
め
に
」
と
い
う
文
章
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

　

日
本
の
方
は
、
私
が
ア
メ
リ
カ
占
領
中
の
日
本
に
お
け
る
原
子
爆
弾
の
検
閲
に
か
ん
し
て
本
を
書

い
た
と
申
し
上
げ
る
と
、
た
い
て
い
と
て
も
驚
か
れ
る
。
こ
の
問
題
を
深
く
研
究
し
た
日
本
人
が
い

な
い
と
い
う
の
に
、
な
ぜ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
者
が
、
博
士
論
文
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
努
力

を
傾
け
て
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
の
か
理
解
し
が
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
方
々
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
検
閲
が
日
本
人
だ
け
に
、
そ
れ
も
歴
史
に
興
味
が
あ
る

者
に
と
っ
て
の
み
、
関
心
を
よ
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
…
…
中

略
…
…

　

日
本
に
民
主
主
義
を
導
入
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ア
メ
リ

カ
人
自
身
に
よ
る
検
閲
を
も
導
入
し
た
こ
と
に
、
私
は
衝
撃
を
受
け
た
。
軍
事
上
の
機
密
保
持
に
重

要
な
関
係
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
が
ら
の
み
な
ら
ず
、
純
粋
に
私
事
に
わ
た
る
話
ま
で
も
、
印
刷
出
版
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を
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
く
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
十
五
歳
の
一
女
学
生
で
さ
え
、

彼
女
が
住
ん
で
い
る
街
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
日
の
思
い
出
を
出
版
す
る
許
可
を
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
検
閲
官
は
、
彼
女
の
話
が
日
本
に
お
い
て
「
公
共
の
安
寧
を
乱
す
で
あ
ろ
う
」
と

の
べ
た
。
い
い
か
え
る
と
、
原
子
爆
弾
の
事
実
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
中

略
…
…

　

し
か
し
、
私
は
ま
た
、
本
書
が
読
者
に
と
っ
て
、
権
力
者
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報

一
般
の
統
制
を
こ
こ
ろ
み
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
よ
す
が
と
な
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
る
。

権
力
者
に
よ
る
情
報
統
制
の
試
み
は
占
領
中
の
日
本
に
お
い
て
の
み
お
こ
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
今
日
も
多
く
の
国
で
、
あ
ま
た
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
。
情
報
統
制
の
試
み
が
行
わ
れ
る
た

び
に
、
人
々
は
、
知
る
権
利
を
、
そ
し
て
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
見
を
ま
と
め
、
自
己
の
生
き
方
の

方
向
を
定
め
る
権
利
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

原
子
爆
弾
の
検
閲
の
問
題
は
、
四
〇
年
前
の
日
本
に
の
み
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
一
人
び
と
り
の
将
来
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。（Braw

 1986

＝1988: i-iii

）

　

三
五
年
近
く
前
の
文
章
だ
が
、
彼
女
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
自
分
が
日
本
の
検
閲
を
対
象
に
博
士
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論
文
を
書
い
た
と
言
う
と
驚
か
れ
る
が
、
民
主
主
義
の
名
の
下
で
検
閲
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た

だ
日
本
の
歴
史
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
達
一
人
一
人
の
将
来
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
権
力
者
に

よ
る
情
報
統
制
は
、「
今
日
も
多
く
の
国
で
、
あ
ま
た
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
検
閲
は
過
去
の
こ
と
で
も
、
日
本
と
い
う
一
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
こ
と
で
も
な
く
、
我
々
の
現

在
と
将
来
に
関
わ
る
問
題
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
繁
沢
敦
子
の
『
原
爆
と
検
閲
』（
繁
沢 2010

）
と
い
う
新
書
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
、
日
本
人
記
者
が
見
た
原
爆
被
害
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
人
記
者
た
ち
が
見
た
原
爆
被

害
も
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
を
検
証
し
た
本
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
政
府
の
検
閲
、
ま
た
占
領
下

の
日
本
に
お
け
る
検
閲
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
民
主
主
義
の
象
徴
の
よ
う
な
国
ア
メ
リ
カ
も
、
戦
時

中
に
自
国
で
検
閲
を
行
っ
て
い
た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
あ
っ
た
一
九
四
一
年
の
一
二
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
は
検
閲
局
長
を
任
命
し
て
声
明
を
出
し
、「
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
戦
争
を
嫌
う
よ
う
に
検
閲
も

嫌
う
。
し
か
し
、
こ
の
国
お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
国
々
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
戦
時
に
お
け
る
あ
る
程
度

の
検
閲
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」（
繁
沢 2010: 106

）
と
述
べ
た
。
世
界
初
の
原
子
爆
弾
と
い
う
兵
器
が
使

用
さ
れ
、
敵
国
で
あ
る
大
日
本
帝
国
が
降
伏
し
た
中
で
、
連
合
軍
と
共
に
二
三
〇
人
以
上
の
従
軍
記
者
が

日
本
に
来
た
が
、
被
爆
地
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
記
事
は
出
た
も
の
の
、
そ
の
惨
状
が
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
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れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

現
在
の
検
閲

　

過
去
の
話
を
見
て
き
た
が
、
現
在
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
は
日
本
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
香
港
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
中
国
に
批
判
的
な
論
調
で
知
ら
れ
る
香

港
の
新
聞
『
リ
ン
ゴ
日
報
』
が
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
に
違
反
し
た
と
し
て
警
察
に
資
金
を
凍
結
さ
れ
、

相
次
ぐ
関
係
者
の
逮
捕
な
ど
を
受
け
て
発
行
停
止
と
な
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
国
家
権
力
に
よ
り
資

金
が
凍
結
さ
れ
た
り
、
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
た
り
す
る
と
、
新
聞
の
発
行
は
で
き
な
く
な
る
。
ブ
ラ
ウ
が

権
力
者
に
よ
る
情
報
統
制
の
試
み
は
、
今
日
も
多
く
の
国
で
、
あ
ま
た
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
と
述

べ
た
よ
う
に
、
権
力
者
に
よ
る
情
報
統
制
は
、
ま
さ
に
今
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。

二
〇
二
一
年
六
月
二
四
日
の
記
者
会
見
で
、
中
国
外
務
省
の
趙
立
堅
報
道
官
は
、「
香
港
は
法
の
下
に
あ
る

社
会
で
あ
り
法
の
外
に
あ
る
楽
園
で
は
な
い
。
報
道
の
自
由
は
免
罪
符
で
は
な
い
。
香
港
政
府
は
必
ず
法

律
を
守
り
、
違
反
す
れ
ば
調
査
し
、
厳
格
に
法
の
執
行
を
行
う
」
と
述
べ
た
。
一
方
で
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

の
報
道
官
は
、「
中
国
が
強
要
し
た
香
港
国
家
安
全
自
治
法
が
い
か
に
報
道
と
表
現
の
自
由
を
抑
え
込
む
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
明
確
に
示
す
も
の
だ
」
と
、
そ
も
そ
も
の
法
の
運
用
を
問
題
視
し
て
い
る
（N

H
K
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N
EW

S W
EB 2021

）。
同
様
の
情
報
統
制
は
、
二
〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
も
、
ロ
シ
ア
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
も
例
外
で
は
な
い
。
二
〇
一
七
年
九
月
に
ロ
イ
タ
ー
は
、
以
下
の
よ
う

な
記
事
を
流
し
た
。

　

九
月
一
日
、
言
論
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
国
連
の
特
別
報
告
者
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
氏
は
一
日
、

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
メ
デ
ィ
ア
批
判
は
表
現
の
自
由
を
敵
視
す
る
世
界
的
な
傾
向
の
表
れ
で
あ
り
、

米
国
の
公
共
の
利
益
を
損
な
う
も
の
だ
と
す
る
文
書
を
公
表
し
た
。
ケ
イ
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
二
月
一
七
日
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
報
道
機
関
を
「
米
国
民
の
敵
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
関
し
、
狙
い
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
指
摘
。
…
…
中
略
…
…
同
氏
は
、
大
統
領
の
痛
烈
な
批
判
は
自
ら
の
政
策
を
批

判
す
る
者
を
黙
ら
せ
、
政
府
が
税
金
で
何
を
し
て
い
る
の
か
国
民
が
知
る
権
利
を
阻
害
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
た
。
さ
ら
に
「
独
立
系
報
道
機
関
を
批
判
す
る
大
統
領
の
活
動
に
よ
り
、
最

も
被
害
を
被
っ
て
い
る
の
は
米
国
民
だ
。
大
統
領
は
そ
う
す
る
こ
と
で
政
治
的
な
価
値
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
り
、
本
質
的
な
価
値
を
長
期
的
に
損
な
う
リ
ス

ク
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
（
ロ
イ
タ
ー 2017

）。
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こ
こ
に
登
場
す
る
ア
メ
リ
カ
の
法
学
者
で
も
あ
る
国
連
特
別
報
告
者
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
は
、
二
〇
一
六

年
に
日
本
に
も
警
告
を
出
し
て
い
る
。
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
の
よ
う
な

文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
意
見
及
び
表
現
の
自
由
」
の
調
査
を
担
当
す
る
国
連
特
別
報
告
者
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
氏
が
火
曜
日

（
四
月
一
九
日
）、
日
本
政
府
に
対
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
独
立
性
保
護
と
国
民
の
知
る
権
利
促
進
の
た
め
の

対
策
を
緊
急
に
講
じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。「
日
本
は
、
報
道
の
自
由
を
明
確
に
保
護
し
た
憲
法

に
、
当
然
の
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
道
の
独
立
性
は
重
大
な
脅
威
に

直
面
し
て
い
ま
す
」
と
、
一
週
間
の
日
本
滞
在
を
終
え
た
ケ
イ
氏
は
述
べ
ま
し
た
。

「
脆
弱
な
法
的
保
護
、
新
た
に
採
択
さ
れ
た
『
特
定
秘
密
保
護
法
』、
そ
し
て
政
府
に
よ
る
『
中
立
性
』

と
『
公
平
性
』
へ
の
絶
え
間
な
い
圧
力
が
、
高
い
レ
ベ
ル
の
自
己
検
閲
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
」
と
ケ
イ
氏
は
言
い
ま
す
。「
こ
う
し
た
圧
力
は
意
図
し
た
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
れ

は
メ
デ
ィ
ア
自
体
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
排
他
性
に
依
存
し
、
独
立
の
基
本
原
則
を
擁
護
す
る
は

ず
の
幅
広
い
職
業
的
な
組
合
組
織
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
す
」「
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
自
身

の
生
活
を
守
る
た
め
に
匿
名
を
条
件
に
私
と
の
面
会
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
国
民
的
関
心
事
の
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扱
い
の
微
妙
な
部
分
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
圧
力
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。
彼
ら

の
多
く
が
、
有
力
政
治
家
か
ら
の
間
接
的
な
圧
力
に
よ
っ
て
、
仕
事
か
ら
外
さ
れ
、
沈
黙
を
強
い
ら

れ
た
と
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
強
固
な
民
主
主
義
の
基
盤
の
あ
る
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
介

入
に
は
抵
抗
し
て
介
入
を
防
ぐ
べ
き
で
す
」（
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー 2016

）

　

こ
の
の
ち
、
ケ
イ
は
二
〇
一
七
年
に
国
連
の
人
権
理
事
会
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
案
に

対
し
て
、
日
本
政
府
は
一
八
頁
に
わ
た
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
日
本
政
府
は
「
指
摘

さ
れ
た
事
実
の
多
く
が
伝
聞
や
推
測
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ケ
イ
が
「
伝
聞
で

は
な
く
、
事
実
に
立
脚
し
て
い
る
」
と
反
論
す
る
な
ど
、
双
方
の
主
張
は
対
立
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年

に
も
ケ
イ
は
、
ス
イ
ス
で
開
か
れ
た
国
連
人
権
理
事
会
で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
独
立
性
に
懸
念
を
示
す

追
加
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
を
含
め
、
様
々
な
動

き
が
見
ら
れ
る
。

　

二
〇
二
一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
者
の
一
人
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
に
批
判
的

な
報
道
を
続
け
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
マ
リ
ア
・
レ
ッ
サ
だ
っ
た
。
レ
ッ
サ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

「
東
南
ア
ジ
ア
で
民
主
主
義
や
報
道
の
自
由
が
後
退
し
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
記
者
の
使
命
は
か
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つ
て
な
い
ほ
ど
重
要
だ
。
民
主
主
義
の
健
全
性
は
、
厳
し
い
質
問
を
投
げ
掛
け
る
勇
気
が
あ
る
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（『
中
国
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
）。
今
一
人
の
受
賞
者
は
、
ロ

シ
ア
の
新
聞
ノ
ー
バ
ヤ
・
カ
ゼ
ー
タ
の
編
集
長
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ム
ラ
ー
ト
フ
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
受
賞
者
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
そ
れ
ほ
ど
の
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
ノ
ー
バ
ヤ
・
ガ
ゼ
ー
タ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
一
時
休
刊
を
発

表
し
て
い
る
。

報
道
の
中
で
語
ら
れ
な
い
も
の

　

原
爆
被
害
の
報
道
を
見
て
き
た
が
、「
事
実
」
と
し
て
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
と
い

う
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
報
道
に
影
響
を
与
え

る
要
因
に
は
、
本
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
公
権
力
の
介
入
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
首
都

圏
と
地
方
の
関
係
性
や
ス
ポ
ン
サ
ー
が
与
え
る
影
響
の
問
題
な
ど
も
あ
る
。
報
道
は
「
事
実
」
を
扱
う
も

の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
過
去
の
原
爆
被
害
の
報
道
を
見
る
と
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
随
分
と
左
右

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
言
論
が
紡
ぐ

力
は
確
か
に
大
き
い
。
し
か
し
、
過
去
を
見
れ
ば
、
何
か
あ
っ
た
時
に
真
っ
先
に
変
質
す
る
の
は
、
報
道
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と
学
校
教
育
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
住
む
私
た
ち
は
、
香
港
で
起
こ
っ
て
い
る
言
論
弾
圧
も
、
ロ
シ

ア
の
侵
攻
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
状
況
も
、
報
道
さ
れ
な
け
れ
ば
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
地
で

苦
し
む
人
々
の
状
況
が
正
し
く
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
私
た
ち
の
判

断
も
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
報
道
の
重
要
性
を
思
う
。

　
「
歴
史
は
勝
者
が
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
過
去
の
出
来
事
の
中
に
は
、
記
憶
さ
れ
る
も
の

よ
り
も
忘
却
さ
れ
る
も
の
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
色
々
な
理
由
で
歴
史
と
し
て
残
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
検
閲
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
が
、
強
い
者
の
声
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
弱
い
者
の
声
が
残
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
被
爆
者
に
会
っ
て
話
を
聞

く
際
に
、
度
々
、
三
・
一
一
や
熊
本
地
震
な
ど
の
災
害
の
話
が
で
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
在
、
日
本
各
地

で
起
こ
る
災
害
で
は
、
災
害
後
に
続
々
と
被
災
地
に
救
援
が
入
っ
て
い
く
様
子
が
報
道
さ
れ
る
。
そ
れ
を

見
て
、「
あ
あ
ー
、
よ
か
の
う
。」「
俺
た
ち
に
、
こ
れ
ら
の
ひ
と
か
け
ら
で
も
、
あ
っ
と
っ
た
ら
の
う
」「
救

援
が
来
る
は
ず
が
な
い
。
だ
っ
て
、
誰
も
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
嘆
息
す
る
の
で
あ
る
。
原
爆
被
害
に

関
す
る
報
道
と
同
じ
く
、
今
の
世
界
に
も
、
報
道
さ
れ
な
い
た
め
に
、
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
被
害
が
あ

る
。
私
た
ち
が
辿
っ
て
き
た
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
ま
た
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
時
に
、
語

ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
何
か
、
声
を
持
た
な
い
人
に
目
を
向
け
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
、
大
事
な
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
ロ
シ
ア
の
戦
車
の
映
像
を

見
つ
つ
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
原
爆
被
害
と
い
う
歴
史
的
出
来
事
を
現
在
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ

る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
私
た
ち
が
抱
え
る
社
会
の
ゆ
が
み
を
考
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
語
ら
れ
な
い

も
の
に
目
を
向
け
る
と
い
う
姿
勢
は
、「
平
和
」
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
私
た
ち
の
住
む
世
界
を
よ
り

豊
か
に
す
る
と
考
え
て
い
る
。
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第
８
章　

憲
法
九
条
と
核
兵
器
（
講
演
録
）

河
上　

暁
弘

１　

日
本
国
憲
法
九
条
の
成
立
と
「
核
時
代
」

核
時
代
と
「
戦
争
の
手
段
性
の
喪
失
」

　

今
回
は
「
憲
法
九
条
と
核
兵
器
」
と
題
し
ま
し
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
講
演

内
容
は
、
論
文
「
憲
法
九
条
と
核
兵
器
」
で
詳
し
く
論
じ
ま
し
た
。
今
回
は
基
本
的
に
註
も
出
典
も
明
示

し
ま
せ
ん
の
で
同
論
文
を
ご
参
照
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
広
島
、
八
月
九
日
に
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
核
兵
器
が
登

場
し
た
と
い
う
こ
と
で
「
戦
争
の
手
段
性
の
喪
失
」
の
時
代
が
訪
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
本
来
、
戦
争
と



184

か
、
あ
る
い
は
兵
器
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
目
的
の
た
め
の
手
段
で
す
。
あ
る
政
治
的
な
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
軍
事
力
の
行
使
が
な
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
目
的
と
手
段
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
問

い
が
、「
戦
争
し
て
ま
で
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、
そ
れ
を
正
当
化
で
き
る
よ
う
な
政
治
目

的
、
あ
る
い
は
正
義
な
ん
て
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
で
す
。

　

し
か
し
、
核
兵
器
と
い
う
、
人
類
を
滅
亡
さ
せ
か
ね
な
い
兵
器
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
こ

の
問
い
は
、「
人
類
を
滅
亡
さ
せ
て
ま
で
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
正
当
化
で
き
る
よ
う
な
政

治
目
的
・
正
義
な
ど
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
根
源
的
な
問
い
を
あ
ら
た
め
て

人
類
に
突
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
歴
史
的
意
味

　

そ
の
意
味
で
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
歴
史
的
意
味
と
い
う
も
の
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
き
ま
す

と
、
第
一
に
、
核
時
代
の
到
来
、
そ
し
て
戦
争
の
手
段
性
の
喪
失
、
よ
り
い
っ
そ
う
平
和
と
い
う
も
の
を

真
剣
に
求
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

第
二
に
、
憎
悪
・
報
復
の
連
鎖
か
ら
の
脱
却
、
第
三
に
、
戦
後
責
任
、
平
和
責
任
に
お
け
る
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
の
意
味
と
い
う
も
の
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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憎
悪
・
報
復
の
連
鎖
か
ら
の
脱
却 

（
被
爆
者
の
問
題
提
起
）

　

こ
の
二
番
目
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
被
爆
者
の
問
題
提
起
の
意
味

を
私
な
り
に
考
え
て
み
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
、
英
語
で
はsurvivor

で
、
直
訳
す
る
と
生
き
残
っ
た
人

と
い
う
意
味
に
な
る
わ
け
で
す
が
、「
こ
の
世
の
地
獄
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
極
限
状
況
か
ら
生
き
残
っ
た

人
々
で
す
。
し
か
し
、
次
の
段
階
で
、
自
分
だ
け
が
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
「
罪
の
意
識
」
を
感

じ
て
し
ま
っ
た
人
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
本
来
、
被
爆
者
は
被
害
者
な
わ
け
で
す
か
ら
、
罪
の
意
識

を
感
じ
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
「
助
け
て
く
れ
」
と
言
う
人
を
見
捨
て
て
で
も

生
き
残
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
後
の
人
生
で
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
嫌
な
こ
と
は
早
く
忘
れ
た
い
、
語
り
た
く
な
い
、
思
い
出
し
た
く
も

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
当
然
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
思
い
出
す
度
に
ト
ラ
ウ
マ
・
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
の
闘
い
が

あ
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
さ
ら
に
被
爆
者
た
ち
が
生
き
て
き
た
戦
後
の
世
界
と
い
う
の
は
、
冷
戦
構
造
の
中
で
核
兵
器

を
も
っ
て
米
ソ
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
け
で
は
な
く
軍
事
的
に
も
対
峙
し
合
う
核
戦
争
一
歩
手
前
の
世
界
で

す
。
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こ
う
し
た
世
界
を
被
爆
者
が
生
き
る
中
で
、
自
分
た
ち
が
生
き
残
っ
た
意
味
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
生

き
て
い
く
意
味
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
比
較
的
多
く
の
被
爆
者
た
ち
が
原
爆
の
悲

惨
さ
、
実
相
と
い
う
も
の
を
体
験
と
し
て
語
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、「
世
界
中
の
誰
に
も
二

度
と
こ
の
よ
う
な
思
い
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、「
リ
メ
ン
バ
ー　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
」、
す
な
わ
ち
、「
ア
メ
リ
カ
に
報
復
す
る
の
だ
」
で
は
な
く
て
、「
ノ
ー
モ
ア　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
」
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
わ
け
で
す
。
多
く
の
被
爆
者
が
被
爆
の
実
相
を
語
り
、
そ
し
て
核
兵
器
の
廃

絶
や
世
界
戦
争
阻
止
・
世
界
恒
久
平
和
を
訴
え
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
考
え
て
み
た
ら
、
そ
ん
な
に
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
、「
ア
メ
リ
カ

に
報
復
し
て
や
る
の
だ
」
で
も
な
く
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、「
軍
備
を
拡
大
し
て
核
兵
器

な
ど
の
最
新
兵
器
を
持
て
ば
攻
撃
を
受
け
な
い
」
と
い
う
軍
拡
・
核
兵
器
保
有
・
核
抑
止
論
（
い
わ
ば
「
力

に
よ
る
平
和
」）
で
も
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
核
兵
器
廃
絶
・
世
界
戦
争
阻
止
と
い
う
と
こ
ろ
に
結
果
的
に
貢

献
す
る
よ
う
な
行
動
を
多
く
の
被
爆
者
た
ち
が
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
力
に
よ
る
平
和
」
の
発
想

か
ら
脱
却
す
る
と
い
う
行
為
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
（
前
文
お
よ
び
第
九
条
）
に
連
な
る
立
場
で

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
被
爆
者
た
ち
は
、
報
復
の
連
鎖
、
テ
ロ
の
連
鎖
、
憎
悪
の
連
鎖
、
そ
れ
ら
を
あ
え
て



第８章　憲法九条と核兵器（講演録）

187

断
ち
切
っ
て
、
ま
た
力
に
よ
る
平
和
と
い
う
発
想
で
も
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
核
兵
器
の
廃
絶
そ
し
て
第

三
次
世
界
大
戦
の
阻
止
と
い
う
と
こ
ろ
を
訴
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
奇
跡
的
と
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、

世
界
史
的
な
意
義
の
あ
る
、
平
和
創
造
に
つ
な
が
る
活
動
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

平
和
を
希
求
す
る
世
界
中
の
人
び
と
が
、
報
復
も
核
武
装
も
唱
え
ず
、
武
力
に
よ
ら
な
い
平
和
を
希
求

す
る
被
爆
者
へ
強
い
リ
ス
ペ
ク
ト
の
念
を
持
ち
、
共
感
を
広
げ
た
。
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
い
う
の
を
世

界
に
認
識
さ
せ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
こ
と
が
核
兵
器
を
使
え
な
い
兵
器
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
、
戦
後
責
任
、
あ
る
い
は
平
和
責
任
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
あ
ら
た

め
て
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
責
任
と
は
、
戦
争
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
の
責
任
を
戦
後
世
代
は
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
被
爆
の
実
相
を
伝

え
て
き
た
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
平
和
責
任
、
す
な

わ
ち
平
和
を
つ
く
り
出
す
責
任
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
、
報
復
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
こ
の
点
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
、
特
に
被
爆
者
た
ち
の
活
動
の
意
義
と
い
う
も
の
を
強
く
感
じ
ま

す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
と
憲
法
九
条
の
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
・
交
戦
権
否
認
と
い
う
規
定
、
あ
る
い

は
憲
法
前
文
の
平
和
的
生
存
権
と
い
う
考
え
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
い
う
も
の
の
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意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

憲
法
九
条
と
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

　

人
類
を
滅
亡
さ
せ
か
ね
な
い
核
兵
器
の
登
場
の
中
で
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
が
憲
法
九
条
の
成
立
の

背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
九
条
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
そ
の
当
時
の
首
相
の
幣
原
喜
重
郎
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連

合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
最
高
司
令
官
の
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
い
う
二
人
で
す
が
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
も
憲
法
九
条
の
意
味
に
つ
い
て
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
投
下
と
結
び
つ
け
て
次
の
よ
う

に
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
、
戦
争
の
廃
絶
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
致
し
ま
す
。
そ
れ
が
可
能
だ
と
い

う
こ
と
は
日
本
と
い
う
偉
大
な
る
実
例
が
示
し
て
い
る
の
で
す
。
あ
な
た
は
広
島
、
長
崎
に
言
及
さ
れ
た

で
は
な
い
で
す
か
。
日
本
の
人
々
は
、
世
界
の
ど
の
人
々
よ
り
も
、
原
子
力
戦
争
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
何
も
学
問
的
な
理
論
の
レ
ベ
ル
の
話
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
何
人
も

の
仲
間
の
死
を
数
え
、
何
人
も
の
仲
間
の
埋
葬
を
行
っ
て
き
た
の
で
す
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
決
断
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
憲
法
に 

戦
争
非
合
法
化
（outlaw

ing w
ar

）
の
規
定
を
書
き
込
ん
だ
の
で
す
。」（
米
国
議
会
上
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院
軍
事
外
交
合
同
委
員
会
一
九
五
一
年
五
月
五
日
）

　

あ
る
い
は
、
憲
法
九
条
の
発
想
の
提
案
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
行
っ
た
と
言
わ
れ
る
幣
原
も
、
原
子
爆
弾

の
時
代
に
日
本
が
先
頭
を
切
っ
て
戦
争
放
棄
と
い
う
こ
と
を
あ
え
て
行
う
が
、「
世
界
は
早
晩
、
戦
争
の
惨

禍
に
目
を
覚
し
、
結
局
私
ど
も
と
同
じ
旗
を
翳
し
て
、
遥
か
後
方
に
踵
い
て
来
る
時
代
が
現
れ
る
で
あ
り

ま
し
ょ
う
」（「
戦
争
調
査
会
」
第
一
回
総
会
一
九
四
六
年
三
月
二
七
日
）
と
し
て
、
日
本
が
憲
法
九
条
を
持
っ
て

世
界
平
和
の
先
頭
に
立
つ
と
い
う
決
意
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

２　

政
府
解
釈
に
お
け
る
核
兵
器
の
保
有
・
使
用
の
憲
法
適
合
性
の
判
断
基
準

憲
法
九
条
二
項
の
「
戦
力
」
不
保
持
条
項
と
核
兵
器
の
保
持

　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
憲
法
九
条
と
核
兵
器
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
直
接
関
係
す
る
憲
法
の

条
文
は
九
条
二
項
の
「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
を
保
持
し
な
い
」
と
い
う
規
定
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
戦
力
」
に
つ
い
て
は
、
学
説
的
に
は
、
大
き
く
言
う
と
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
一
の
説
は
、
潜
在
的
能
力
説
で
、
戦
力
と
は
戦
争
に
役
立
つ
可
能
性
を
持
っ
た
一
切
の
潜
在
的
能

力
を
含
む
と
い
う
も
の
で
、
鵜
飼
信
成
先
生
の
説
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
番
広
い
定
義
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
の
説
は
、「
警
察
力
を
超
え
る
実
力
説
」
に
立
つ
も
の
で
す
。
国
内
治
安
の
た
め
の
警
察
力
は
戦
力
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と
は
言
わ
な
い
。
そ
れ
を
超
え
て
対
外
的
な
戦
闘
を
行
う
、
軍
隊
な
い
し
は
そ
れ
に
準
ず
る
軍
事
組
織
と

い
う
も
の
を
戦
力
と
い
い
、
そ
の
保
持
を
禁
止
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
学
説
で
す
。
こ
れ
は
憲
法
学
界
の

通
説
で
あ
り
、
常
識
的
な
解
釈
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
の
説
は
政
府
解
釈
で
し
て
、
自
衛
力
を
超
え
る
実
力
を
戦
力
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
力
未
満

の
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
憲
法
上
持
つ
こ
と
は
容
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
自
衛
隊
は

自
衛
力
で
あ
っ
て
合
憲
で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
自
衛
力
論
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
説
の
う
ち
、
第
二
説
で
あ
れ
ば
核
兵
器
の
保
有
は
違
憲
と
な
る
で
し
ょ
う
。
第
一
説
で
は
、

核
兵
器
の
保
有
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
開
発
・
研
究
さ
え
も
違
憲
と
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
政
府
が
採

る
三
番
目
の
説
で
は
ど
う
な
る
か
。
こ
こ
が
今
回
の
重
要
な
論
点
で
す
。

核
兵
器
保
有
を
め
ぐ
る
政
府
解
釈

　

こ
の
点
の
政
府
解
釈
は
、
攻
撃
的
兵
器
保
有
禁
止
原
則
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
わ
が
国
が
憲
法
上
保
持
で
き
る
自
衛
力
は
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
…
…
憲
法
第
九
条
第
二
項
で
保
持
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
『
戦
力
』
に
あ
た
る
か
否

か
は
、
わ
が
国
が
保
持
す
る
全
体
の
実
力
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
っ
て
、
自
衛
隊
の
個
々
の
兵
器
の
保
有



第８章　憲法九条と核兵器（講演録）

191

の
可
否
は
、
そ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
保
持
す
る
実
力
の
全
体
が
こ
の
限
度
を
超
え
る
こ
と

と
な
る
か
否
か
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
兵
器
の
う
ち
で
も
、
性
能
上
専
ら
相
手
国
国
土

の
壊
滅
的
な
破
壊
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
攻
撃
的
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に

自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
い
か
な
る
場
合
に
も
許
さ
れ
な
い
。

…
…
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）、
長
距
離
戦
略
爆
撃
機
、
攻
撃
型
空
母
の
保
有
は
許
さ
れ
な
い

と
考
え
て
い
る
。」

　

そ
う
す
る
と
、
政
府
は
、
核
兵
器
が
「
攻
撃
的
兵
器
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
保
有
は
違
憲

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
攻
撃
的
兵
器
の
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
裏

返
し
て
言
う
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
よ
う
な
戦
略
核
兵
器
に
至
ら
な
い
核
兵
器
、
例
え
ば
戦
術
核
兵
器
な
ら
ば

保
有
が
許
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
政
府
の
核
兵
器
の
定
義
は
、「
原
子
核
の
分
裂
、
ま
た
は
核
融
合
反
応
に
よ
り
生
ず
る
放
射
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
破
壊
力
、
ま
た
は
殺
傷
力
と
し
て
使
用
す
る
兵
器
」
と
あ
り
ま
す
。
国
会
で
の
核
兵
器
保
有

に
関
す
る
憲
法
論
争
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
古
く
は
鳩
山
一
郎
内
閣
で
も
こ
の
論
争
は
あ
る
の
で
す
が
、

わ
が
国
日
本
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
場
合
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
本
格
的
な
論
争
は
一
九
五
七
年
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
岸
信
介
首
相
答
弁
が
大
変
有
名
で
す
。
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最
初
は
四
月
二
五
日
の
予
算
委
員
会
で
、
岸
首
相
は
、「
原
水
爆
で
あ
る
と
か
、
そ
れ
を
中
心
と
し
た
よ

う
な
核
兵
器
と
こ
ん
に
ち
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
…
…
憲
法
上
適
当
で
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
数
日
た
ち
ま
す
と
、「
核
兵
器
と
名
が
付
け
ば
全
て
憲
法
違
反
と
い
う
の
は
行
き
過
ぎ
」（
同
年
四
月

三
〇
日
）
と
答
弁
し
て
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
核
兵
器
の
保
有
が
合
憲
で
あ
る
旨
を
示
唆
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
現
在
の
政
府
見
解
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
が
一
九
七
八
年
三
月
一
一
日
の
真
田
内

閣
法
制
局
長
官
の
答
弁
で
、「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
を
超
え
な
い
実
力
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
憲

法
第
九
条
第
二
項
に
よ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
右
の
限
界
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
も

の
で
あ
る
限
り
、
核
兵
器
で
あ
ろ
う
と
通
常
兵
器
で
あ
ろ
う
と
問
わ
ず
、
こ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
は
同
項

の
禁
ず
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
は
、
こ
の
岸
答
弁
の
時
代
か
ら
、
国
会
で
も
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

①
政
策
的
に
持
た
ぬ
と
い
う
問
題
と
憲
法
上
持
っ
て
は
い
け
な
い
か
と
い
う
問
題
を
使
い
分
け
る
の
は
、

内
々
に
日
本
も
核
兵
器
で
武
装
を
し
よ
う
と
い
う
底
意
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
（
秋
山
長
造
議
員
）。

②
憲
法
九
条
に
お
い
て
許
し
得
る
、
認
め
ら
れ
る
核
兵
器
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
の
は
、
戦
略
的
な
核

兵
器
は
憲
法
上
禁
止
さ
れ
る
が
、
戦
術
的
な
小
型
の
核
兵
器
の
保
有
は
憲
法
九
条
が
禁
止
す
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
解
釈
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
田
畑
金
光
議
員
）。
③
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
二
三
五
の
分
裂
に
は
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限
界
量
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
二
か
ら
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
爆
発
は
起
き
な
い
。
大
体
一
二
か
ら
一
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
が
限
界
量
で
あ
る
。
水
が
一
〇
〇
度
に
な
ら
な
け
れ
ば
沸
騰
せ
ず
、
〇
度
に
な
ら
な
け
れ
ば
凍

ら
な
い
よ
う
に
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
に
は
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
性
質
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
小
型
な
危
険
の

な
い
核
兵
器
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
形
式
論
理
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
し
兵

器
の
改
良
と
い
う
の
は
威
力
を
落
と
す
よ
う
な
改
良
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
の
核
兵
器
、
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
、
ま
た
核
爆
発
に
よ
っ
て
破
壊
殺
戮
を
事
と
す
る
の
が
核
兵
器
で
あ
る
以
上
、
岸
首

相
の
言
う
、
核
兵
器
で
も
憲
法
上
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
（
湯
山
勇
議
員
）。

　

い
ず
れ
も
核
心
を
突
く
よ
う
な
批
判
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
政
府
は
、
核
兵
器
の
保
有
が
憲
法
に

は
違
反
し
な
い
と
し
て
も
、
日
本
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
は
、「
非
核
三
原
則
」
と
い
う
安
全
保
障
の

基
本
政
策
に
反
す
る
と
は
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
原
子
力
基
本
法
二
条
で
は
、「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
は
、
平
和
の
目
的
に
限
」
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散
条
約
）
二
条
で
は
、「
締
約
国
で
あ
る
各
非
核
兵
器
国

は
、
…
…
核
兵
器
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
を
製
造
せ
ず
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
な
い
こ
と

…
…
を
約
束
す
る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
法
律
上
お

よ
び
条
約
上
、
違
法
と
な
り
許
さ
れ
な
い
と
政
府
は
答
弁
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
も
し
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政
策
を
変
え
、
か
つ
法
律
改
正
や
条
約
脱
退
等
の
法
的
手
続
き
を
踏
め
ば
、
日
本
が
核
兵
器
の
保
有
を
全

面
禁
止
す
る
よ
う
な
法
的
な
制
約
・
規
制
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国

会
の
多
数
決
に
は
左
右
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
、
憲
法
が
核
兵
器
の
保
有
・
使
用
を
認
め
て
い
る
か

ど
う
か
が
重
要
な
の
で
す
。

核
兵
器
の
使
用
と
憲
法
九
条

　

そ
し
て
、
核
兵
器
の
使
用
は
ど
う
か
。
そ
の
点
の
答
弁
と
し
て
、
大
森
政
輔
内
閣
法
制
局
長
官
は
一
九

九
八
年
六
月
一
七
日
参
議
院
予
算
委
員
会
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
核
の
保
有
の
問
題
に
つ
い
て
の
憲
法
上
の
問
題
点
と
申
し
ま
す
の
は
、
即
使
用
に
つ
い
て
の
問
題
点

に
も
当
た
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
…
日
本
国
憲
法
第
九
条
と
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
有

と
の
関
係
に
お
い
て
先
ほ
ど
述
べ
ら
れ
ま
し
た
法
理
は
、
純
法
律
上
の
問
題
と
し
て
は
使
用
と
の
関

係
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」、「
昭
和
五
三
年
三
月
一
一
日
の
当
時
の
真
田
法
制
局
長

官
の
見
解
を
ベ
ー
ス
と
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
、
核
兵
器
の
使
用
も
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
に
必
要

最
小
限
度
の
も
の
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
そ
れ
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
論
理
的
に
は
な
ろ
う
か



第８章　憲法九条と核兵器（講演録）

195

と
考
え
ま
す
。」

　

た
だ
し
、
こ
の
答
弁
に
つ
い
て
大
森
長
官
は
、
退
官
後
に
刊
行
し
た
書
籍
で
あ
る
『
法
の
番
人
と
し
て

生
き
る
―
―
大
森
政
輔
元
内
閣
法
制
局
長
官
回
顧
録
』
に
お
い
て
、「
被
爆
地
の
広
島
や
長
崎
の
記
念
館
に

お
い
て
、
被
爆
直
後
の
写
真
で
被
災
地
に
横
た
わ
る
多
数
の
死
者
や
痛
ま
し
い
負
傷
者
の
姿
を
目
に
す
る

と
き
、
あ
の
答
弁
で
よ
か
っ
た
の
か
と
の
自
問
の
気
持
ち
は
、
現
時
点
に
及
ん
で
も
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

…
…
機
会
が
あ
れ
ば
見
解
を
覆
し
、
前
記
答
弁
は
間
違
い
で
あ
る
旨
表
明
す
べ
き
か
と
自
問
自
答
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ご
本
人
な
り
の
懊
悩
と
一
定
の
誠
実
さ
を
感
じ
ま
す
。

３　
「
新
三
要
件
」
お
よ
び
「
安
保
法
制
」
下
に
お
け
る
憲
法
九
条
と
核
兵
器

安
倍
晋
三
内
閣
の
「
七
・
一
閣
議
決
定
」
に
お
け
る
武
力
行
使
要
件
の
変
更

　

さ
て
、
今
回
は
、
特
に
安
保
法
制
以
降
、
何
が
変
化
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
の
集
団
的
自
衛
権
の
限
定
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
（「
七
・
一
閣
議
決
定
」）
お
よ
び

「
安
保
法
制
」（
二
〇
一
五
年
）
の
制
定
に
よ
り
、
政
府
は
、
武
力
行
使
に
関
す
る
解
釈
お
よ
び
基
準
を
変
更

し
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
は
、
自
衛
権
発
動
と
し
て
の
武
力
行
使
は
、
①「
我
が
国
に
対
す
る
急
迫
不
正
の
侵
害
が
あ
る

こ
と
」、
②「
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
」、
③「
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行

使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と
」
の
三
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
て
き
た
（
旧
三
要
件
）
の
に
対

し
て
、「
七
・
一
閣
議
決
定
」
で
は
「
新
三
要
件
」
と
し
て
、
①「
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し

た
場
合
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ

り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明

白
な
危
険
が
あ
る
場
合
」、
②「
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に

適
当
な
手
段
が
な
い
と
き
」、
③「
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
」
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
は
、
日
本
へ
の
「
急
迫
不
正
の
侵
害
」（
武
力
攻
撃
の
発
生
ま
た
は
着
手
）
と
い
う

「
事
実
」
が
な
い
限
り
、
日
本
は
武
力
行
使
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
新
三
要
件
」
で

は
、
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
が
な
く
と
も
、「
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発

生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底

か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合
」（
安
保
法
制
で
は
こ
れ
を
「
存
立
危
機
事
態
」
と
言
い
ま
す
）
に
は
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
含
め
た
武
力
行
使
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
大
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
後
者

は
「
明
白
な
危
険
」
と
い
う
評
価
概
念
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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安
保
法
制
と
海
外
で
の
核
兵
器
の
使
用
に
関
す
る
国
会
論
戦

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
核
兵
器
の
使
用
に
関
し
て
、
自
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
な
い
場
合
で
も
海
外
で
使

用
す
る
こ
と
が
法
理
上
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
点
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
白
眞
勲
議
員
と
横
畠
裕
介
内
閣
法
制
局
長
官
と
の
議
論
が
注
目
さ
れ
ま
す
（
二
〇
一
六

年
三
月
一
八
日
参
議
院
予
算
委
員
会
）。

「
白
眞
勲
君　

日
本
国
憲
法
で
〔
核
兵
器
の
〕
保
有
は
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
…
…
使
用
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…

横
畠
裕
介
君　

核
兵
器
と
い
う
も
の
に
も
様
々
な
規
模
、
種
類
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
承
知

し
て
お
り
ま
す
。
お
尋
ね
の
憲
法
上
の
制
約
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
…
…
我
が
国
を
防
衛
す
る

た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
も
の
に
も
ち
ろ
ん
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
憲
法
上
全

て
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
核
兵
器
の
使
用
が
お
よ
そ
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
…
…

白
眞
勲
君　

そ
う
す
る
と
、
横
畠
長
官
、
今
回
、
海
外
で
の
自
衛
の
措
置
が
容
認
さ
れ
た
わ
け
で
す

よ
。
つ
ま
り
、
自
国
、
自
分
の
国
が
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
国
で
核
を
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憲
法
上
使
用
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

横
畠
裕
介
君　

そ
う
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
新
三
要
件
の
下
で
の
法
整
備

が
行
わ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
…
…
い
わ
ゆ
る
海
外
派
兵
は
我
が
国
を
防
衛
す
る
た

め
の
必
要
最
小
限
度
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
許
さ
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
は
全
く
変
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
海
外
で
武
力
行
使
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
言

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
前
提
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」

　

白
議
員
の
質
問
は
、「
新
三
要
件
」
お
よ
び
「
安
保
法
制
」
下
で
海
外
に
お
け
る
「
自
衛
の
措
置
」
が
許

さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
存
立
危
機
事
態
」
の
認
定
に
よ
り
、
自
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
場
合

も
、
海
外
に
お
い
て
、
日
本
が
核
兵
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
憲
法
上
許
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
解
す
る
余

地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
を
質
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
横
畠
長
官
の
答
弁
は
、
海
外
派

兵
は
「
安
保
法
制
」
制
定
後
も
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
白
議
員
が
指
摘

す
る
よ
う
な
「
自
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
場
合
も
海
外
で
核
兵
器
の
使
用
が
許
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
憲
法
解
釈
は
採
れ
な
い
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
政
府
は
一
九
八
〇
年
の
答
弁
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
海
外
派
兵
に
つ
い
て
は
、
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「『
一
般
的
に
い
え
ば
、
武
力
行
使
の
目
的
を
も
っ
て
武
装
し
た
部
隊
を
他
国
の
領
土
、
領
海
、
領
空
に
派

遣
す
る
こ
と
で
あ
る
』
と
定
義
付
け
て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
海
外
派
兵
は
、

一
般
に
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
一
般
に
…
…
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
例
外
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

こ
の
時
点
か
ら
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
答
弁
も
あ
り
ま
す
。「
か
り
に
、
海
外
に
お
け
る
武
力
行
動
で
、
自
衛
権
発
動
の
三
要
件
…
…

に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
上
の
理
論
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
」（
答
弁
書
一
九
六
九
年
四
月
八
日
）。
つ
ま
り
、
三
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
海
外
に
お
い
て
も
武
力
行
使
を
行
っ
て
も
違
憲
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
答
弁
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
白
議
員
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
三
要
件
」
の
内
容
が
変
化
す
る

と
禁
止
の
範
囲
な
り
条
件
が
変
化
す
る
可
能
性
を
孕
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
や
は
り
残
り
ま
す
。

「
存
立
危
機
事
態
」
に
お
け
る
武
力
行
使

　

さ
て
、
安
保
法
制
の
「
存
立
危
機
事
態
」
の
際
の
武
力
行
使
の
例
と
し
て
出
て
く
る
の
が
、
一
つ
は
日

本
を
助
け
に
く
る
来
援
米
艦
の
防
護
、
あ
る
い
は
日
本
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
米
艦
の
防
護
と
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い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
機
雷
の
除
去
、
い
わ
ゆ
る
掃
海
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
領
海
や
公
海
の

み
な
ら
ず
他
国
の
領
域
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
存
立
危
機
事
態
の
具
体
例
と
安
倍
首
相
が
最
初
に
答
弁
し
て
い
た
の
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
な
ど

に
機
雷
が
敷
設
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
を
掃
海
し
な
い
と
、
わ
が
国
に
は
油
が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
と
い
う

も
の
で
、「
現
在
、
ほ
か
の
例
と
い
う
の
は
念
頭
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
ま
で
言
明
し
て
き
た
唯
一
の
例
で

し
た
（
安
倍
晋
三
首
相
二
〇
一
五
年
五
月
二
七
日
衆
議
院
平
和
安
全
法
制
特
別
委
員
会
）。
中
東
の
油
が
来
な
い
だ
け

で
存
立
危
機
事
態
が
認
定
さ
れ
日
本
が
武
力
行
使
ま
で
で
き
る
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
オ
ー
バ
ー
で
融
通
無
碍

は
な
い
か
と
当
時
か
ら
批
判
を
浴
び
た
の
で
す
が
、
後
に
は
結
局
、「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に
お
け
る
機
雷
掃
海

の
事
例
は
新
三
要
件
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
現
在
の
国
際
情
勢
に
照
ら
せ
ば
、

現
実
の
問
題
と
し
て
発
生
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言
明
さ
れ
る
に
至

り
ま
し
た
（
答
弁
書
二
〇
一
五
年
九
月
二
九
日
）。

　

さ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
戦
闘
中
の
機
雷
除
去
は
、
相
手
の
攻
撃
を
無
力
化
す
る
こ
と
で
す
か
ら

戦
闘
行
為
・
武
力
行
使
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
憲
法
上
こ
れ
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
停
戦
後
の
遺
棄
機
雷
の
除
去
は
武
力
行
使
で
は
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
事
例
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
は
、「
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
一
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環
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
機
雷
を
除
去
す
る
行
為
は
、『
武
力
の
行
使
』
に
当
た
り
得
る
が
、
政
府
が
想
定
し

て
い
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に
お
け
る
機
雷
掃
海
の
事
例
は
、
機
雷
が
敷
設
さ
れ
た
後
、
事
実
上
の
停
戦
状
態

と
な
り
、
戦
闘
行
為
は
も
は
や
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
正
式
停
戦
が
行
わ
れ
ず
、
遺
棄
機
雷
と
は
認
め
ら

れ
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
」（
答
弁
書
二
〇
一
五
年
九
月
二
九
日
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
米
艦
防
護
に
つ
い
て
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
来
援
米
艦
」（
武
力
攻
撃
を
行
う
外
国
か
ら
見
た
場
合

に
お
い
て
我
が
国
こ
そ
が
第
一
の
敵
で
あ
る
と
い
う
状
況
下
で
武
力
攻
撃
の
第
一
撃
の
対
象
が
た
ま
た
ま
来
援
し
た
米
艦
で

あ
る
場
合
）
へ
の
対
処
の
た
め
の
個
別
的
自
衛
権
行
使
（
結
果
と
し
て
米
艦
の
防
護
と
も
な
る
）
と
し
て
理
解
さ

れ
る
武
力
行
使
の
み
な
ら
ず
、「
安
保
法
制
」
に
よ
り
、「
武
力
攻
撃
を
行
う
国
か
ら
見
て
我
が
国
は
第
二
、

第
三
の
敵
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
…
…
外
国
に
よ
る
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る

武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
、
と
は
い
え
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
発
生
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
…
…

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
、
…
…
我
が
国
に
も
戦
火
が
及
ぶ
明
白
な
危
険

が
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
…
…
自
衛
隊
が
我
が
国
に
対
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

等
に
備
え
て
展
開
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
米
艦
等
を
守
る
た
め
に
武
力
の
行
使
も
で
き
る
よ
う
に
な
」
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
横
畠
長
官
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
）。
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安
保
法
制
に
お
け
る
核
兵
器
の
提
供
、
輸
送
、
核
兵
器
を
搭
載
し
て
い
る
航
空
機
へ
の
給
油

　

ま
た
、「
安
保
法
制
」
で
は
、
米
軍
等
へ
の
自
衛
隊
の
後
方
支
援
に
際
し
て
、
こ
れ
ま
で
禁
止
な
い
し
否

定
さ
れ
て
い
た
弾
薬
の
提
供
や
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
に
発
進
準
備
中
の
戦
闘
機
な
ど
へ
の
給
油
や
整
備

が
可
能
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
弾
薬
（
の
提
供
）
に
は
法
文
上
は
核
兵
器
も
含
ま
れ
得
ま
す

し
、
ま
た
、
発
進
準
備
中
の
戦
闘
機
が
核
兵
器
を
搭
載
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
後
方

支
援
に
お
い
て
行
わ
れ
る
輸
送
協
力
の
対
象
に
も
核
兵
器
の
輸
送
を
禁
止
す
る
条
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
（
答
弁
書
二
〇
一
五
年
八
月
二
一
日
）。

　
「
政
府
と
し
て
は
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
方
針
で
あ
り
、
核
兵
器
を
保
有
せ
ず
、
今
後
と
も
保
有
す
る

こ
と
は
な
く
、
核
兵
器
を
他
国
に
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
我
が
国
は
、

そ
の
趣
旨
、
精
神
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
、『
核
兵
器
を
輸
送
し
な
い
』
と
の
考
え
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
核

兵
器
を
輸
送
す
る
た
め
に
必
要
な
知
見
等
も
有
し
て
お
ら
ず
、
支
援
対
象
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
そ
の

核
兵
器
を
自
衛
隊
が
輸
送
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
核
兵
器
を
搭
載
す
る
航
空
機
へ
の
給
油
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
、
…
…
あ
り
得
な
い
。
我
が
国
が
非
核
三
原
則
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
は
世
界
各
国
に
知
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
核
兵
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
高
度
な
秘
匿
性
や
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
支
援
対
象

国
が
我
が
国
に
対
し
核
兵
器
の
輸
送
や
核
兵
器
を
搭
載
す
る
航
空
機
へ
の
給
油
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
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得
な
い
。
…
…
こ
の
よ
う
に
、
自
衛
隊
が
御
指
摘
の
『
核
兵
器
の
運
搬
』、『
核
兵
器
の
提
供
』
及
び
『
核

兵
器
を
搭
載
し
て
い
る
航
空
機
へ
の
給
油
』
を
行
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
お
よ
そ
あ
り
得
な
い
こ
と
を
法

文
上
明
記
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
〔
い
る
〕」。

　

い
ず
れ
も
「
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
答
弁
で
す
が
、
違
憲
と
は
言
明
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
を
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
核
兵
器
の
保
有
と
使
用
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
お
話
は
、
専
門
的
過
ぎ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
要
は
私
が
今
回
の
お
話

で
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
政
府
見
解
は
も
と
も
と
自
衛
力
論
と
い
う
も
の
に
立
っ
て
い
て
、
そ
し

て
、
そ
の
自
衛
力
論
の
立
場
か
ら
言
っ
た
ら
、
核
兵
器
の
保
有
や
使
用
が
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度

の
範
囲
内
で
許
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
、
こ
の
立
論
そ
の
も
の
に
問
題
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
核
兵
器
の
保
有
・
使
用
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
形
式
論
と
し
て
は
、

現
在
の
原
水
爆
と
は
異
な
る
、
も
っ
と
小
型
で
破
壊
力
を
抑
え
た
核
兵
器
と
い
う
も
の
が
開
発
さ
れ
な
い

と
は
確
言
で
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
も
、「
使
え
る
核
兵
器
」、
小
型
の
核
兵
器
の

開
発
・
配
備
と
い
う
こ
と
は
常
に
言
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
開
発
を
進
め
る
動
き
は
確
か
に
あ
る
の
で
す
。
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た
だ
少
な
く
と
も
一
般
論
と
し
て
、
兵
器
の
改
良
は
威
力
を
落
と
す
た
め
の
改
良
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は

稀
な
こ
と
で
す
し
、
通
常
兵
器
で
は
な
く
、
あ
え
て
核
兵
器
を
保
持
、
あ
る
い
は
使
用
す
る
と
い
う
場
合

に
、
そ
の
威
力
を
例
え
ば
通
常
兵
器
並
み
に
落
と
す
こ
と
の
実
利
的
意
味
が
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
と

い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　

や
は
り
、
同
時
か
つ
大
規
模
に
破
壊
を
す
る
、
殺
傷
す
る
と
い
う
の
が
核
兵
器
と
い
う
も
の
で
す
。
し

か
も
、
核
兵
器
と
い
う
の
は
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
政
府
の
解
釈
で
は
、「
原
子
核
の
分
裂
、
ま
た

は
核
融
合
反
応
に
よ
り
生
ず
る
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
破
壊
力
、
ま
た
は
殺
傷
力
と
し
て
使
用
す
る
兵
器
」

で
す
か
ら
、
核
兵
器
は
熱
線
・
爆
風
・
放
射
線
に
よ
る
破
壊
力
を
伴
う
核
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
兵
器

を
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
放
射
線
に
よ
る
被
害
は
、
染
色
体
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
何
世
代
に
も

わ
た
る
被
害
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
特
に
核
兵
器
が
、
い
わ
ゆ
る
非
人
道

兵
器
と
言
わ
れ
る
、
一
つ
の
所
以
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
戦
争
に
勝
つ
と
い
う
戦
争
目
的
を
超
え
て
、

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
で
も
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
い

わ
ゆ
る
非
人
道
兵
器
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
、
例
え
ば
核
兵
器
禁
止
条
約
の
成
立
に
も
結

び
つ
い
た
の
で
す
。
こ
の
議
論
か
ら
い
っ
て
も
、
数
世
代
に
も
わ
た
る
被
害
を
伴
い
か
ね
な
い
放
射
線
に
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よ
る
被
害
を
も
た
ら
す
攻
撃
が
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
内
と
い
う
解
釈
に
妥
当
す
る
の

か
。
こ
う
い
う
解
釈
自
体
の
そ
も
そ
も
の
論
理
が
や
は
り
問
題
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
政
府
も
言
う
よ
う
な
核
抑
止
論
や
「
核
の
傘
」
論
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
核
兵
器
の
使

用
に
よ
っ
て
自
国
の
安
全
を
保
障
す
る
と
い
う
論
理
に
立
つ
限
り
、
自
ら
積
極
的
に
核
兵
器
を
な
く
そ
う

と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
働
か
な
い
し
、
ま
た
敵
国
の
国
民
相
手
な
ら
ば
核
攻
撃
も
辞
さ
な
い
と
い
う

論
理
が
も
た
ら
し
得
る
、「
破
壊
的
で
非
人
道
的
な
結
末
」
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
核
兵
器
は
、
も
し
そ
れ
を
一
方
側
が
使
用
で
き
れ
ば
確
実
に
勝
利
を
も
の
に
で
き
る
、
圧
倒
的
な
破

壊
力
を
持
つ
兵
器
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
を
保
有
し
た
く
な
る
、
あ
る
い
は
、
い
っ
た
ん
持
っ
た
ら
手
放

し
た
く
な
く
な
る
性
質
を
持
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
は
弁
護
士
の
大
久
保
賢
一
先
生
（『「
核
の
時
代
」
と
憲

法
九
条
』）
な
ど
も
ご
指
摘
の
と
お
り
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
核
兵
器
の
問
題
と
い
う
の
は
、
核
抑
止
論
、

あ
る
い
は
「
核
の
傘
」
論
を
含
め
て
、
や
は
り
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
核
兵
器
は
、

被
爆
者
の
問
題
提
起
に
も
あ
る
と
お
り
、「
世
界
中
の
誰
に
も
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
兵
器
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
て
、
今
回
の
「
憲
法
九
条
と
核
兵
器
」
に
つ
い
て
の
お
話
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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追
記　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
一
四
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
た
広
島
市
立
大
学
広

島
平
和
研
究
所
連
続
市
民
講
座
で
の
講
義
の
内
容
に
、
執
筆
者
自
身
が
加
筆
・
修
正
・
圧
縮
し
た
も
の
で
す
。

《
参
考
文
献
》

河
上
暁
弘
（
二
〇
二
一
）「
憲
法
九
条
と
核
兵
器
」
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
編
『
広
島
発
の
平
和
学
』
法
律
文
化
社

大
久
保
賢
一
（
二
〇
一
九
）『「
核
の
時
代
」
と
憲
法
九
条
』
日
本
評
論
社

浅
野
一
郎
・
杉
原
泰
雄
監
修
（
二
〇
〇
三
）『
憲
法
答
弁
集 

一
九
四
七
―
一
九
九
九
』
信
山
社

浦
田
一
郎
編
（
初
版
二
〇
一
三
、
第
二
版
二
〇
一
七
）『
政
府
の
憲
法
九
条
解
釈
』
信
山
社
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第
９
章　

広
島
と
平
和 

　
　
　
　
　

―
― 「
当
た
り
前
」
を
見
直
そ
う

水
本　

和
実

１　
「
広
島
」
と
い
え
ば
「
平
和
」
と
い
う
当
た
り
前
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
皆
さ
ん
に
質
問
を
し
て
み
よ
う
。「
広
島
」
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
答
え
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
人
は
「
原
爆
」
と
答
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
別
の
人
は
「
被
爆
者
」
と
答
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、
予
想
さ
れ
る
答
え
を
挙
げ
る
と
、「
千
羽
鶴
」「
お
好
み
焼
き
」

「
カ
ー
プ
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
答
え
に
は
共
通
点
が
あ
る
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
平
和
」
に
関
係
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、「
広
島
」
の
経
験
が

「
平
和
」
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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実
際
、「
広
島
」
と
い
え
ば
「
平
和
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
は
多
い
。
広
島
に
住
ん
で
い
る
と
、
日
々

「
平
和
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
う
。
道
を
歩
け
ば
「
平
和
大
通
り
」、
市
内
中
心
部
に
は
「
平
和
公
園
」、
学

校
で
は
「
平
和
学
習
」「
平
和
教
育
」、
住
民
が
市
や
県
に
期
待
す
る
の
は
「
平
和
行
政
」、
メ
デ
ィ
ア
が

日
々
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
「
平
和
報
道
」、
と
い
っ
た
具
合
に
。

　

多
く
の
人
に
、
広
島
と
平
和
が
結
び
つ
い
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
被
爆
地
と
し
て
歓
迎
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
指
摘
し
た
上
で
、
あ
え
て
一
つ
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
広
島
が

経
験
し
た
の
は
「
平
和
」
で
は
な
く
「
平
和
の
喪
失
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
に
ど
れ

だ
け
の
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
広
島
で
平
和
に
関
心
を
持
つ
若
者
に
こ
そ
、
こ
の
違
い
を
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

私
が
こ
れ
ま
で
広
島
市
立
大
学
で
平
和
関
連
の
科
目
を
教
え
て
き
て
感
じ
る
こ
と
だ
が
、
広
島
出
身
の
学

生
た
ち
の
多
く
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
、
高
校
ま
で
の
間
に
平
和
学
習
を
受
け
た
経
験
を
持
ち
、「
自
分
は

平
和
に
つ
い
て
詳
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
広
島
が
経
験
し
た
こ
と
は
、
被
爆
体
験
に
代

表
さ
れ
る
「
平
和
の
喪
失
」
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
広
島
で
本
来
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
「
平

和
を
失
っ
た
苦
難
と
平
和
回
復
の
た
め
の
努
力
」
だ
と
私
は
考
え
る
が
、「
自
分
は
平
和
に
つ
い
て
詳
し

い
」
と
自
負
す
る
若
者
の
言
葉
だ
け
で
は
、
ど
こ
ま
で
そ
れ
を
き
ち
ん
と
学
ん
で
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
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の
だ
。
広
島
で
き
ち
ん
と
継
承
し
て
欲
し
い
内
容
は
、「
平
和
の
喪
失
」
経
験
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
改

め
て
申
し
上
げ
た
い
と
考
え
た
の
は
、
以
上
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
「
平
和
」
と
い
う
言
葉
は
美
し
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
放
置
し
た
ま

ま
で
使
わ
れ
や
す
い
。
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
本
論
に
入
り
た
い
。
今
回
、
お
伝
え
し
た
い
の
は
、

次
の
三
つ
の
内
容
で
あ
る
。「
な
ぜ
広
島
は
平
和
都
市
と
い
わ
れ
る
の
か
」「
軍
都
広
島
や
『
加
害
』
と
は

何
か
」「『
真
珠
湾
攻
撃
』
か
ら
悲
劇
は
始
ま
っ
た
の
か
」。
そ
れ
ぞ
れ
節
を
改
め
て
述
べ
て
み
よ
う
。

２　

な
ぜ
広
島
は
平
和
都
市
と
い
わ
れ
る
の
か

最
も
悲
惨
な
「
平
和
の
喪
失
体
験
」
を
持
つ
意
味

　

こ
の
節
で
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
広
島
と
平
和
の
結
び
つ
き
の
歴
史
的
な
検
証
で
あ
る
。
最
初
に
指
摘

し
た
い
の
は
、
広
島
は
「
平
和
の
喪
失
」
を
経
験
し
た
が
、
そ
れ
が
国
際
的
に
も
最
も
悲
惨
な
体
験
の
一

つ
と
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
広
島
の
人
た
ち
に
と
っ
て
原
爆
の
被
害
は
あ
ま
り
に
悲
惨

で
あ
っ
た
が
故
に
、
広
島
の
被
害
の
惨
状
を
訴
え
れ
ば
世
界
は
平
和
に
な
る
、
と
考
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

だ
が
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
悲
惨
な
平
和
の
喪
失
体
験
は
、
世
界
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
二
〇
世
紀
以
降
だ
け
み
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
虐
殺
（
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
）
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
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ル
・
ポ
ト
派
に
よ
る
自
国
民
の
大
虐
殺
、
あ
る
い
は
一
九
九
〇
年
代
に
起
き
た
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
に
お
け
る

フ
ツ
族
に
よ
る
ツ
チ
族
の
大
虐
殺
、
あ
る
い
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
内
戦
に
お
け
る
民
族
間
の
虐
殺
な

ど
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

つ
ま
り
広
島
の
被
爆
体
験
は
悲
惨
で
は
あ
る
が
、
人
類
が
経
験
し
た
悲
惨
な
体
験
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し
て
世
界
中
の
平
和
を
目
指
す
営
み
は
、
悲
惨
な
平
和
の
喪
失
体
験
を
原
点
に
、
そ
れ
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
平
和
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
広
島
の
経
験
は
そ
れ
ら
の

営
み
と
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
広
島
が
最
も
悲
惨
な
平
和
の
喪
失
体
験
の
一
つ
を
持
つ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
最
も
大
き
な
意
味
は
、
広
島
が
「
痛
み
」
を
知
る
場
所
と
し
て
世
界
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
う
。
世
界
中
の
悲
惨
な
経
験
を
し
た
地
域
か
ら
広
島
へ
来
る
人
た
ち
の
多
く
は
、
広
島
に
行
け
ば
自
分

た
ち
と
同
じ
「
痛
み
」
を
持
つ
人
た
ち
が
い
る
と
考
え
、「
痛
み
」
の
共
有
や
「
癒
し
」
を
求
め
て
来
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る（

１
）。

苦
難
を
乗
り
越
え
て
「
平
和
を
回
復
」
し
た
こ
と
の
意
味

　

次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
平
和
の
喪
失
を
経
験
し
た
国
や
地
域
の
平
和
回
復
へ
の
道
筋
は
多
様
だ
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、「
怒
り
」
を
動
機
と
し
て
の
平
和
回
復
は
可
能
か
と
い
う
問
題

だ
。
例
え
ば
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
内
戦
で
戦
っ
た
セ
ル
ビ
ア
民
族
と
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
の
関
係
を
見
て

み
よ
う
。
両
民
族
は
中
世
以
降
、
歴
史
的
に
対
立
と
共
存
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
支
援
を
受
け
た
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
が
セ
ル
ビ
ア
民
族
を
虐
殺
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、

両
民
族
は
と
も
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
一
部
と
し
て
共
存
し
た
。
と
こ
ろ
が
冷
戦
終
結
後
、
ク
ロ
ア
チ

ア
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
か
ら
独
立
し
よ
う
と
す
る
と
、
今
度
は
セ
ル
ビ
ア
民
族
が
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
に

対
し
弾
圧
を
加
え
、
虐
殺
す
る
側
に
回
っ
た
。

　

民
族
間
に
こ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
場
合
、
紛
争
が
収
ま
っ
て
も
平
和
回
復
は
困
難
だ
。
平
和
回
復
の

道
筋
で
怒
り
や
憎
し
み
が
維
持
・
増
幅
さ
れ
、「
怒
り
の
連
鎖
」「
憎
し
み
の
連
鎖
」
を
生
む
事
が
多
い
。

そ
れ
が
「
報
復
の
連
鎖
」
へ
と
つ
な
が
り
、
新
た
な
暴
力
が
「
平
和
の
喪
失
」
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
や
、
米
国
と
イ
ラ
ン
の
関
係
、
欧
米
社
会
と
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
関
係
な
ど
を
見
る
と
、

「
怒
り
」
や
「
憎
し
み
」
が
い
か
に
平
和
の
回
復
を
妨
げ
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
広
島
の
平
和
の
回
復
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
か
。
一
言
で
言
え
ば
、「
怒
り
」
や
「
憎
し
み
」
を

超
越
し
た
平
和
回
復
を
目
指
し
て
き
た
。
二
一
世
紀
に
入
り
「
広
島
の
復
興
」
が
、
紛
争
終
結
後
の
平
和

構
築
を
目
指
す
国
々
の
復
興
の
手
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
例
え
ば
国
際
協
力
機
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構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
） 

中
国
や
国
連
訓
練
調
査
研
究
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）
広
島
事
務
所
が
海
外
か
ら
の
研
修
生
を

対
象
に
行
う
復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
に
お
い
て
、
広
島
の
経
験
は
重
要
な
先
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
広
島
の
復
興
計
画
に
憎
し
み
や
怒
り
の
要
素
が
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

原
爆
に
よ
る
破
壊
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
過
程
で
、
も
ち
ろ
ん
個
人
的
に
原
爆
を
投
下
し
た
米
国
に
怒

り
を
抱
い
て
い
る
人
は
存
在
し
た
。
だ
が
、
広
島
の
地
域
全
体
と
し
て
は
、
個
人
的
な
恨
み
や
怒
り
と
い
っ

た
感
情
は
克
服
し
て
き
た
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
被
爆
者
の
証
言
で
あ
る
。
広
島
の
被
爆

者
た
ち
の
多
く
が
語
る
「
私
た
ち
の
悲
惨
な
体
験
を
他
の
誰
に
も
繰
り
返
さ
せ
な
い
で
欲
し
い
」
と
の
言

葉
は
、
苦
難
の
物
語
を
語
る
被
爆
者
た
ち
の
心
の
平
和
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
、
怒
り
や
憎

し
み
を
超
越
し
、
心
の
平
和
を
回
復
し
た
姿
が
、
海
外
か
ら
の
研
修
員
の
心
に
響
く
の
で
あ
る
。

「
平
和
記
念
都
市
建
設
法
」
の
後
押
し

　

広
島
の
復
興
の
最
大
の
特
徴
は
、
戦
前
・
戦
中
ま
で
「
軍
都
」
と
呼
ば
れ
た
広
島
に
、「
平
和
都
市
」
と

い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
復
興
を
法
制
度
と
し
て
支
え
た
の
が
、

一
九
四
九
年
に
制
定
さ
れ
た
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
法
（
以
下
、
同
法
）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
広
島

の
復
興
を
他
の
戦
災
都
市
よ
り
予
算
面
で
優
遇
す
る
た
め
、
国
有
財
産
の
有
利
な
条
件
で
の
譲
渡
な
ど
を
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可
能
に
し
た
。
全
七
条
の
短
い
法
律
で
、
現
在
も
有
効
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
条
は 

法
律
制
定
の
目
的
に
つ
い
て
「
広
島
を
『
恒
久
平
和
』
実
現
を
目
指
す
『
理
想
』
の
象
徴
で

あ
る
『
平
和
記
念
都
市
』
と
し
て
建
設
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
定
め
、
第
二
条
で
は
平
和
記
念
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
文
化
施
設
や
平
和
記
念
施
設
の
建
設
を
、
特
別
の
都
市
計
画
と
し
て
手
厚
い
予
算
で
実
施
す
る
、

と
し
て
い
る
。
ま
た
第
六
条
は
広
島
市
長
に
対
し
、
平
和
記
念
都
市
の
完
成
へ
向
け
て
「
住
民
の
協
力
及

び
関
係
諸
機
関
の
援
助
」
を
得
な
が
ら
「
不
断
の
活
動
」
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

軍
都
か
ら
平
和
都
市
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
転
換

　

同
法
は
、
戦
前
・
戦
中
の
「
軍
都
」
広
島
に
戦
後
、「
平
和
都
市
」
と
い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
与
え
る
た
め
の
法
的
根
拠
と
な
っ
た
。
こ
の
法
案
は
議
員
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
、
衆
参
両
院

で
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
さ
ら
に
住
民
投
票
で
市
民
の
大
半
が
支
持
（
賛
成
九
二
％
）
す
る
な
ど
、
制
定

当
時
は
世
論
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
た
も
の
の
、
制
定
後
七
〇
年
以
上
を
経
て
同
法
の
存
在
は
人
々
の

記
憶
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
〝「
広
島
」
と
い
え
ば
「
平
和
」
と
い

う
当
た
り
前
”
な
状
況
は
、
同
法
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
の
存
在
意
義
を
き
ち
ん
と
継

承
す
る
こ
と
は
、
被
爆
体
験
の
継
承
と
同
じ
く
重
要
だ
と
考
え
る
。
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そ
れ
で
は
、
本
節
で
掲
げ
た
「
な
ぜ
広
島
は
平
和
都
市
と
い
わ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
の

私
の
見
解
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
第
一
に
広
島
は
被
爆
体
験
と
い
う
人
類
史
の
中
で
も
悲
惨
な
体
験
を
持

つ
が
、
第
二
に
そ
の
苦
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
怒
り
や
憎
し
み
を
克
服
し
て
復
興
を
目
指
し
た
。
第
三
に
、

広
島
は
戦
前
・
戦
中
の
軍
都
か
ら
平
和
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
す
る
街
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
目

指
し
、
そ
れ
を
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
法
が
後
押
し
た
。
第
四
に
平
和
都
市
と
い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
、
圧
倒
的
に
多
数
の
地
元
住
民
も
支
持
を
し
て
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
広
島
は

平
和
都
市
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

軍
都
広
島
と
「
加
害
」
に
つ
い
て

広
島
の
過
去
の
歴
史
―
―「
軍
都
」
の
形
成

　
「
平
和
」
と
い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
得
た
広
島
の
次
の
課
題
は
、
回
復
し
た
平
和
を
強
固

な
も
の
と
し
て
、
新
た
に
ど
う
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
か
で
あ
る
。
そ
の
課
題
を
考
え
る
上
で
ま
ず
問

わ
れ
る
の
が
、「
軍
都
」
と
い
う
古
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
本
当
に
軍
都
か
ら
生

ま
れ
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
軍
都
の
形
成

過
程
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
る
。
広
島
が
「
軍
都
」
に
な
っ
て
い
く
の
は
、
明
治
以
降
の
近
代
化
の
歴
史
に
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お
い
て
で
あ
り
、
時
期
は
廃
藩
置
県
で
広
島
県
が
誕
生
し
た
一
八
七
一
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
以
下
、
主
要

な
出
来
事
を
示
し
て
み
る
。

・
一
八
七
三
年
、
広
島
城
内
に
第
五
軍
管
広
島
鎮
台
設
置
（
一
八
八
六
年
に
第
五
師
団
に
改
称
）

・
一
八
七
五
年
、
歩
兵
第
一
一
連
隊
が
置
か
れ
、
広
島
城
内
に
練
兵
場
が
設
置

・
一
八
九
〇
年
、
宇
品
港
が
開
港
＝
軍
都
と
し
て
発
展
の
契
機
に

・
一
八
九
四
年
、
日
清
戦
争
開
戦
時
、
山
陽
鉄
道
は
広
島
駅
が
西
側
の
終
点
。
宇
品
港
が
朝
鮮
半
島
や
中
国
大

陸
へ
の
兵
員
輸
送
手
段
の
玄
関
口
に
。
広
島
駅
か
ら
宇
品
港
ま
で
の
六
キ
ロ
を
結
ぶ
軍
用
鉄
道
（
後
の
国
鉄
宇

品
線
）
が
同
年
八
月
、
わ
ず
か
二
週
間
で
開
通

・
同
年
九
月
、
明
治
天
皇
が
大
本
営
を
東
京
か
ら
第
五
師
団
司
令
部
内
に
移
し
、
帝
国
議
会
も
広
島
へ
移
動

・
翌
一
八
九
五
年
四
月
ま
で
広
島
は
臨
時
帝
都
と
な
る
。
こ
れ
を
契
機
に
広
島
城
周
辺
に
陸
軍
の
様
々
な
部
隊

や
施
設
が
配
置
さ
れ
、
国
内
の
総
兵
站
基
地
に

・
一
八
八
九
年
当
時
、
第
五
師
団
の
兵
員
は
歩
兵
七
六
〇
〇
人
、
砲
兵
七
〇
〇
人
、
工
兵
三
〇
〇
人
、
輜
重
兵

三
四
〇
人
の
計
八
九
四
〇
人
。
こ
の
ほ
か
予
備
役
が
一
万
五
〇
〇
〇
人
、
後
備
役
が
一
万
二
〇
〇
〇
人
で
、

三
万
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
動
員
能
力
が
あ
っ
た
。
当
時
の
広
島
と
軍
の
つ
な
が
り
を
最
も
端
的
に
示
す
例
が
、

軍
に
よ
る
上
水
道
の
敷
設
で
あ
る

・
日
清
戦
争
当
時
、
広
島
に
上
水
道
が
な
く
、
衛
生
上
も
消
防
上
も
問
題
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・
全
国
的
に
コ
レ
ラ
や
赤
痢
な
ど
の
伝
染
病
が
多
く
、
広
島
市
で
も
一
八
八
六
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
数
年
お

き
に
大
流
行
。
人
口
八
万
人
の
広
島
市
で
そ
の
一
〇
年
間
に
伝
染
病
患
者
が
七
九
二
五
人
発
生
し
、
う
ち
四

七
六
二
人
が
死
亡

・
明
治
天
皇
が
大
本
営
に
滞
在
中
の
一
八
九
四
年
一
一
月
、
城
内
で
二
度
の
火
災
が
あ
り
、
う
ち
一
度
は
死
者

三
五
人
、
負
傷
者
三
一
人

・
同
年
一
二
月
に
陸
軍
参
謀
総
長
と
し
て
広
島
に
滞
在
し
て
い
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
腸
チ
フ
ス
を
発
病
、

九
五
年
一
月
に
兵
庫
県
で
死
去

・
広
島
の
住
民
は
県
や
市
に
上
水
道
設
置
を
強
く
要
望
、
九
五
年
一
一
月
、
広
島
軍
用
水
道
に
関
す
る
勅
令
が

公
布
さ
れ
、
軍
の
予
算
で
上
水
道
を
敷
設
し
、
九
九
年
一
月
か
ら
給
水
開
始

・
日
露
戦
争
や
日
中
戦
争
な
ど
を
通
じ
て
、
広
島
は
大
陸
へ
と
兵
士
を
送
り
出
し
、
帰
還
兵
を
迎
え
入
れ
る
場

所
に
。
太
平
洋
戦
争
の
時
点
で
広
島
市
内
の
面
積
の
約
一
割
に
当
た
る
約
五
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
軍
用
地
が

占
め
る
。
軍
用
施
設
の
経
済
効
果
も
莫
大
で
、
一
九
三
一
年
当
時
の
広
島
市
内
に
お
け
る
軍
関
係
の
支
出
総

額
は
年
額
五
五
〇
万
円
、
同
年
度
の
広
島
市
の
歳
入
予
算
額
約
三
八
二
万
円
を
は
る
か
に
上
回
る

・
一
九
四
五
年
、
本
土
決
戦
に
備
え
る
た
め
、
全
国
の
陸
軍
は
東
日
本
の
第
一
総
軍
と
西
日
本
の
第
二
総
軍
に

再
編
成
、
第
二
総
軍
司
令
部
は
広
島
に
設
置
。
広
島
は
西
日
本
の
最
後
の
砦
に

　

以
上
、
広
島
が
軍
都
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
主
要
な
出
来
事
や
経
緯
を
記
し
た
。
広
島
の
被
爆
体
験
は
、
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軍
都
広
島
の
こ
う
し
た
伝
統
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
衝
撃
を
与
え
た
。
軍
都
は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
が

故
に
、
そ
の
歴
史
を
否
定
す
る
形
で
の
広
島
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
転
換
が
可
能
と
な
り
、
法
律
も

市
民
も
そ
れ
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
広
島
の
加
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
平
和
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
広
島
が
、
過
去
に

行
っ
た
平
和
に
反
す
る
行
為
（
加
害
行
為
）
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
に
よ
っ
て
、
平
和
へ
の
思
い
が
真
実
か

ど
う
か
試
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
加
害
」
と
は
何
を
指
す
の
か

　

一
般
に
、
旧
日
本
軍
が
海
外
で
行
っ
た
非
人
道
的
な
行
為
を
指
し
て
加
害
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
行
為
が
加
害
と
さ
れ
る
。

・
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
軍
事
侵
略

・
南
京
大
虐
殺

・
生
物
・
化
学
兵
器
の
開
発
・
使
用

・
旧
植
民
地
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
過
酷
な
統
治

・
連
合
国
軍
の
捕
虜
に
対
す
る
非
人
道
的
扱
い
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・
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
皇
民
化
政
策

・
旧
植
民
地
出
身
の
従
軍
慰
安
婦
や
徴
用
工
の
扱
い
な
ど

な
ぜ
広
島
で
「
加
害
」
が
問
題
と
な
る
の
か

　

旧
日
本
軍
が
行
っ
た
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
、
な
ぜ
広
島
が
問
題
と
な
る
の
か
。
そ
も
そ
も
加
害
と

さ
れ
る
行
為
は
、
日
本
が
国
家
と
し
て
行
っ
た
行
為
で
あ
り
、
責
任
を
負
う
べ
き
は
日
本
国
全
体
で
は
な

い
か
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
広
島
か
ら
原
爆
の
被
害
を
世
界
に
訴
え
る
と
、
次
の

よ
う
な
議
論
に
直
面
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

・
原
爆
投
下
正
当
論
（
米
国
）

・
原
爆
が
ア
ジ
ア
諸
国
や
植
民
地
で
の
日
本
の
軍
事
支
配
を
終
わ
ら
せ
た
（
解
放
の
原
爆
・
正
義
の
原
爆
論
）

　

さ
ら
に
は
、
広
島
が
原
爆
の
被
害
ば
か
り
強
調
す
る
の
は
「
加
害
へ
の
反
省
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
だ
」

と
の
指
摘
も
あ
る
。
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
は
、
原
爆
投
下
は
「
日
本
の
加
害
行
為
へ
の
罰
だ
」「
因
果
応

報
で
あ
る
」
な
ど
の
声
が
発
せ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
の
は
、
加
害
者
と
し
て
当

然
だ
、
と
い
う
議
論
に
広
島
の
市
民
は
直
面
し
、
戸
惑
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
日
本
の
加
害
行
為
に
よ
り
ア
ジ
ア
諸
国
が
経
験
し
た
苦
難
は
、
広
島
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の
被
爆
体
験
に
匹
敵
す
る
「
平
和
の
喪
失
」
体
験
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
広
島
市
民
は
、
ノ
ー
モ

ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
を
一
方
的
に
訴
え
て
も
相
手
に
通
じ
な
い
現
実
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
加
害
者
」
と
し
て
の
広
島
は
何
を
反
省
す
べ
き
か

　

改
め
て
「
加
害
」
と
広
島
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
広
島
は
加
害
行
為
を
反
省
す
べ
き
だ
、

と
考
え
て
い
る
市
民
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
二
つ
の
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
一
つ
は
、
加
害
行
為
の

大
半
は
海
外
の
戦
地
や
植
民
地
で
行
わ
れ
た
た
め
、
広
島
の
市
民
は
そ
の
実
態
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ま

ま
、
心
あ
る
人
は
「
反
省
」
の
意
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
つ
目

は
、「
反
省
」
す
る
理
由
と
し
て
「
広
島
が
軍
都
だ
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
、
だ
か
ら
「
加
害
者
で
あ
る
」
と

い
う
議
論
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
加
害
行
為
と
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
法
に
照
ら
し
て
裁
け
る
の
は
毒
ガ
ス
製
造
や
、
非
戦
闘

員
（
一
般
市
民
や
捕
虜
）
の
殺
害
・
虐
待
な
ど
、
国
際
法
上
の
違
反
行
為
で
あ
る（

２
）。

だ
が
旧
日
本
軍
の
場
合
、

そ
の
非
人
道
的
体
質
が
戦
後
、
様
々
な
形
で
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
、
旧
日
本
軍
の
行
為
は
す
べ
て
加
害

行
為
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
、
各
国
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。

　

旧
日
本
軍
の
様
々
な
非
人
道
的
体
質
は
、
民
主
主
義
や
平
和
、
人
権
を
尊
重
す
る
戦
後
日
本
社
会
の
価
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値
観
に
反
す
る
部
分
が
多
く
、
日
本
の
戦
後
平
和
主
義
は
、
旧
日
本
軍
が
体
現
す
る
価
値
観
の
ほ
ぼ
全
面

否
定
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
そ
し
て
日
本
の
社
会
に
戦
争
体
験
者
が
多
か
っ
た
時
代

は
、
社
会
全
体
で
旧
日
本
軍
の
非
人
道
的
体
質
に
つ
い
て
の
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後

七
〇
年
以
上
が
過
ぎ
た
今
日
、
戦
争
体
験
の
風
化
で
、
軍
隊
の
実
態
を
語
れ
る
世
代
も
減
少
し
、
市
民
の

多
く
は
戦
後
生
ま
れ
で
、
海
外
で
の
加
害
行
為
の
実
態
を
直
接
知
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
旧
日
本
軍

の
非
人
道
性
に
関
す
る
認
識
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。

　

例
え
ば
戦
地
で
の
略
奪
行
為
は
国
際
法
違
反
だ
が
、
も
と
も
と
本
国
か
ら
の
物
資
や
食
糧
の
補
給
を
前

提
と
し
な
い
旧
日
本
軍
は
至
る
と
こ
ろ
で
略
奪
な
ど
の
非
人
道
行
為
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ

の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
語
り
継
が
れ
て
い
な
い
。
広
島
の
市
民
が
加
害
の
「
反
省
」
を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
そ
の
具
体
的
実
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
態
を
知
ら
な
け
れ
ば
本
当
の
意
味

で
の
反
省
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
、
軍
都
で
あ
る
事
と
加
害
行
為
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後

世
代
の
市
民
の
中
に
は
「
広
島
は
軍
都
だ
っ
た
」、
だ
か
ら
「
加
害
者
だ
」
と
い
う
議
論
を
す
る
傾
向
が
あ

る
が
、
や
や
短
絡
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
清
戦
争
以
来
、
大
勢
の
兵
士
が
広
島
か
ら
大
陸
へ
送
り
出
さ

れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
兵
士
が
実
際
に
戦
地
で
い
か
な
る
行
為
を
し
た
の
か
は
、
ほ
と
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ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
加
害
の
具
体
的
内
容
を
知
ら
な
い
ま
ま
「
反
省
」
す
る

構
図
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

必
要
な
の
は
、
加
害
の
具
体
的
内
容
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
繰
り
返

さ
な
い
で
済
む
か
を
考
え
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
謝
罪
の
意
思
表
示
と
と
も
に

反
省
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
あ
え
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
海
外
に
お
け
る
加
害
と
国
内
に
お
け
る
軍
国
主
義
的
統
治
は
、
コ

イ
ン
の
裏
表
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
両
方
を
含
む
概
念
と
し
て
「
日
本
の
戦
争
の
非
人
道
性
」
と
い
う
表

現
を
私
は
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
戦
争
の
非
人
道
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
島
は
被
害
者
か
加
害
者
か
と
い
う
、
不
毛
に
な
り
が
ち
な
議
論
を
超
越
で
き
る
と
考
え
る
。

　

日
本
の
市
民
も
日
本
の
戦
争
の
非
人
道
性
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
戦
争
を
起
こ
す
国
家

に
忠
誠
を
誓
わ
ざ
る
を
得
な
い
市
民
は
、
戦
争
の
非
人
道
性
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
完
全
に
人

道
的
な
戦
争
な
ど
、
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
広
島
の
軍
都
と
加
害
の
問
題
に
関
し
、
広
島
の
市
民
に
対
し
て
求
め
た
い
の
は
、
戦

争
の
非
人
道
性
を
明
ら
か
に
す
る
努
力
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
の
非
人
道
性
の
中
に

は
、
海
外
で
の
加
害
も
国
内
に
お
け
る
軍
国
主
義
的
統
治
も
含
ま
れ
る
。
海
外
の
市
民
も
国
内
の
市
民
も
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共
に
そ
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
連
携
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
る
。

４　
「
真
珠
湾
攻
撃
」
か
ら
悲
劇
は
始
ま
っ
た
の
か

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
日
本
の
行
っ
た
戦
争
と
そ
の
非
人
道
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
ま
っ

先
に
問
う
べ
き
は
「
日
本
は
な
ぜ
太
平
洋
戦
争
を
起
こ
し
た
か
」
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
答
え
を
一
言

で
言
う
な
ら
「
ア
ジ
ア
に
築
い
た
権
益
を
守
る
た
め
」
で
あ
ろ
う
。

悲
劇
の
始
ま
り
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
後

　

日
本
は
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
―
九
五
年
）
で
台
湾
を
植
民
地
に
し
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
―
〇
五
年
）
で

南
満
州
鉄
道
、
南
樺
太
な
ど
を
獲
得
。「
日
韓
併
合
」（
一
九
一
〇
年
）
で
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
に
し
た
後
、

第
一
次
世
界
大
戦
中
か
ら
中
国
本
土
へ
の
権
益
拡
大
を
狙
っ
た
。
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
南
太
平

洋
諸
島
を
ド
イ
ツ
か
ら
引
き
継
ぎ
委
任
統
治
領
に
し
た
。

　

日
本
が
中
国
大
陸
へ
の
侵
攻
を
開
始
す
る
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
第
一

次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
一
九
一
四
年
、
日
本
は
日
英
同
盟
に
従
っ
て
連
合
軍
と
し
て
参
戦
す
る
と
、
ド

イ
ツ
が
そ
れ
ま
で
中
国
か
ら
租
借
し
て
い
た
山
東
省
・
青
島
を
軍
事
占
領
し
、
翌
年
に
は
中
国
に
二
一
カ
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条
要
求
を
突
き
つ
け
て
日
本
の
権
益
の
承
認
を
求
め
た
。

　

そ
の
一
方
で
日
本
は
国
際
的
孤
立
を
避
け
る
た
め
、
国
際
協
調
体
制
に
も
加
わ
る
。
一
九
二
一
年
、
米

国
主
導
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
参
加
し
、
中
国
の
主
権
尊
重
、
機
会
均
等
、
領
土
保
全
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
九
カ
国
条
約
を
締
結
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」
で
あ
る
。

戦
争
の
目
的
は
満
州
を
手
放
さ
な
い
た
め

　

だ
が
、
そ
う
し
た
政
策
に
矛
盾
す
る
満
蒙
（
満
州
お
よ
び
内
蒙
古
）
の
権
益
確
保
を
陸
軍
は
一
貫
し
て
狙

う
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
に
起
き
た
「
満
州
事
変
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

関
東
軍
が
満
鉄
の
線
路
を
爆
破
し
て
お
き
な
が
ら
、「
中
国
軍
の
行
動
だ
」
と
報
告
し
、
満
州
全
域
で
軍
事

行
動
を
起
こ
し
て
軍
事
占
領
を
企
て
た
、
い
わ
ば
謀
略
で
あ
っ
た
。
時
の
内
閣
は
「
不
拡
大
方
針
」
を
出

し
た
が
関
東
軍
は
従
わ
ず
、
最
終
的
に
陸
軍
主
導
で
一
九
三
二
年
に
「
満
州
国
」
を
独
立
さ
せ
て
事
実
上
、

日
本
の
勢
力
下
に
置
い
た
。
陸
軍
は
さ
ら
に
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
へ
も
侵
攻
し
、
ア
ジ
ア
へ
の
権
益
拡
大
を

図
っ
た
。
こ
う
し
た
中
国
～
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
に
と
り
わ
け
米
英
が
反
発
し
、
経
済
制
裁
を
強
め
て
い
っ

た
。

　

そ
の
結
果
、
一
九
四
一
年
に
日
本
は
米
国
務
長
官
ハ
ル
か
ら
の
最
後
通
牒
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ル
・
ノ
ー
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ト
」
を
突
き
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
一
言
で
言
っ
て
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
へ
の
復
帰
」
要
求
で
あ
っ

た
。
具
体
的
に
は
中
国
・
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
全
面
撤
退
の
要
求
で
あ
り
、
こ
れ
を
日
本
側
は
「『
満
州
事

変
』
以
前
の
状
態
に
戻
せ
と
の
要
求
」
と
受
け
止
め
、
最
終
的
に
満
州
を
手
放
す
の
は
不
可
能
と
判
断
し

て
、
開
戦
（
真
珠
湾
攻
撃
）
に
踏
み
切
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
に
勝
ち
目
は
あ
っ
た
の
か

　

そ
れ
で
は
、
日
米
開
戦
と
い
う
選
択
に
合
理
性
は
あ
っ
た
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
米
戦
争
に
勝
ち

目
は
あ
っ
た
の
か
。
開
戦
当
時
（
一
九
四
一
年
）
の
米
国
の
国
力
を
日
本
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
次
の
状

態
で
あ
っ
た（

３
）。

　

国
民
総
生
産　

日
本
の
一
二
倍

　

粗
鋼
生
産
力　

日
本
の
一
二
倍

　

自
動
車
保
有
台
数　

日
本
の
一
六
〇
倍

　

国
内
石
油
産
出
量　

日
本
の
七
七
七
倍

　

い
ず
れ
も
圧
倒
的
に
日
本
が
劣
っ
て
い
た
。
し
か
も
日
本
の
石
油
の
輸
入
の
七
割
は
米
国
に
依
存
し
て

い
た
。
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太
平
洋
戦
争
で
日
本
は
ど
う
戦
っ
た
か

　

国
力
で
こ
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
日
本
が
、
米
国
に
戦
い
を
挑
む
以
上
、
勝
利
を
得
る
た
め
に
は
よ
ほ

ど
の
卓
越
し
た
戦
術
・
戦
略
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
実
際
の
戦
い
ぶ
り
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ

を
示
す
主
要
な
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

一
九
四
一
年
一
二
月
、
真
珠
湾
攻
撃
で
奇
襲
に
成
功
し
た
か
に
見
え
た
。
だ
が
宣
戦
布
告
前
に
攻
撃
を

開
始
し
、
米
側
か
ら
「
だ
ま
し
討
ち
」
と
の
怒
り
を
買
っ
た
。
そ
れ
で
も
開
戦
後
、
最
初
の
半
年
間
は
順

調
に
戦
線
を
拡
大
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
か
な
り
の
部
分
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
を
勢
力

下
に
置
い
た
。
し
か
し
一
九
四
二
年
六
月
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
大
敗
、
空
母
四
隻
を
失
う
。
こ
れ
以

降
、
戦
局
は
敗
北
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
三
年
五
月
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
二
五
〇
〇
人
が
全
員
戦
死
す
る
と
、
大
本
営
は
初
め
て
そ
れ
を

「
玉
砕
」
と
発
表
し
た
。
兵
士
の
死
を
「
玉
が
美
し
く
砕
け
て
散
る
」
と
美
化
し
て
表
現
し
た
も
の
で
、
こ

れ
以
降
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
各
地
で
日
本
の
部
隊
が
全
員
戦
死
す
る
た
び
に
、
大
本
営
は
繰
り
返
し
こ
の

言
葉
を
発
表
で
用
い
た
。

　

一
九
四
三
年
九
月
、「
絶
対
国
防
圏
」
が
設
定
さ
れ
る
。
絶
対
国
防
圏
と
は
、「
日
本
が
絶
対
に
死
守
す

べ
き
地
域
」
を
指
し
、
こ
の
範
囲
で
「
制
空
権
、
制
海
圏
を
確
保
し
、
持
久
態
勢
を
固
め
た
上
で
、
連
合
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軍
を
迎
え
撃
つ
」
と
さ
れ
た
。
だ
が
実
際
に
、
絶
対
国
防
権
を
め
ぐ
る
戦
い
を
見
る
と
、
日
本
軍
の
本
質

を
我
々
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
の
本
質
と
は
「
非
人
道
性
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
太
平
洋
戦
争
の
最

大
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。

戦
争
の
最
大
の
非
人
道
性
＝
国
民
の
生
命
の
軽
視

　

日
本
軍
の
非
人
道
性
の
最
た
る
も
の
は
、
人
命
の
軽
視
で
あ
る
。
中
で
も
最
初
に
指
摘
す
べ
き
は
、「
兵

士
の
人
命
の
軽
視
」
で
あ
ろ
う
。
日
本
軍
の
兵
士
は
い
く
つ
も
の
守
る
べ
き
規
則
を
課
せ
ら
れ
た
が
、
そ

の
一
つ
に
、「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
い
う
厳
し
い
決
ま
り
が
あ
っ
た
。『
戦
陣
訓
』
と
い
う

軍
人
に
課
せ
ら
れ
た
規
則
の
中
の
一
つ
で
、
兵
士
に
対
し
い
か
な
る
状
況
で
も
降
伏
す
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
た
。
こ
の
決
ま
り
に
縛
ら
れ
た
日
本
軍
は
、
各
地
で
劣
勢
に
な
る
と
最
後
は
死
を
覚
悟
し
て
総
攻
撃
に

出
て
戦
死
し
、
そ
れ
が
大
本
営
に
よ
り
「
玉
砕
」
と
美
化
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

国
際
法
上
、
す
べ
て
の
兵
士
は
投
降
し
て
捕
虜
と
な
れ
ば
、
非
戦
闘
員
と
し
て
相
手
国
か
ら
保
護
を
受

け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
だ
が
、『
戦
陣
訓
』
は
自
国
の
兵
士
に
捕
虜
＝
非
戦
闘
員
に
な
る
こ
と
を
認
め

ず
、
国
際
法
上
の
保
護
を
受
け
る
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
規
則
を
自
国
民
に
押
し
付
け
る

こ
と
自
体
、
国
際
法
違
反
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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日
本
の
軍
部
に
よ
る
人
命
の
軽
視
は
、
兵
士
だ
け
で
な
く
非
戦
闘
員
（
一
般
市
民
）
に
も
押
し
付
け
ら
れ

た
。
具
体
的
に
は
、
戦
陣
訓
で
軍
人
に
課
し
た
規
律
を
事
実
上
、
民
間
人
に
も
強
要
し
た
。
そ
の
結
果
、

沖
縄
や
太
平
洋
諸
島
、
満
州
な
ど
で
多
く
の
民
間
人
が
、
戦
争
末
期
に
敵
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
際
、
降
伏

を
許
さ
れ
ず
、
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
。
沖
縄
の
壕
に
避
難
し
た
住
民
の
中
に
は
、
泣
き
出
し
た
赤

ん
坊
を
抱
え
た
母
親
が
、
敵
へ
の
発
覚
を
怖
れ
て
赤
ん
坊
を
殺
す
事
態
も
起
き
た
。
そ
の
一
方
で
満
州
で

は
終
戦
間
際
に
、
関
東
軍
が
満
州
に
開
拓
に
入
っ
た
民
間
人
を
見
捨
て
て
逃
げ
て
い
る
。
見
捨
て
ら
れ
た

開
拓
農
民
ら
の
多
く
が
引
き
揚
げ
で
辛
酸
を
な
め
た
。

米
軍
に
よ
る
非
人
道
的
行
為

　

非
人
道
的
行
為
は
日
本
軍
だ
け
に
限
ら
な
い
。
米
軍
が
行
っ
た
日
本
国
内
へ
の
空
襲
は
延
べ
二
一
五
カ

所
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
空
襲
は
民
間
人
へ
の
無
差
別
の
大
量
殺
戮
で
あ
り
、
非
人
道
的
な
行
為

で
あ
る
。
米
軍
に
よ
る
一
九
四
四
年
夏
の
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
三
島
の
攻
略
に
よ
り
、
日
本

の
絶
対
国
防
圏
の
一
角
が
崩
れ
、
日
本
は
本
土
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
サ
イ
パ
ン
の
飛
行
場
か
ら
の
本
土

空
襲
お
よ
び
テ
ニ
ア
ン
の
飛
行
場
か
ら
の
原
爆
投
下
機
の
広
島
・
長
崎
攻
撃
に
よ
り
、
日
本
の
民
間
人
は

五
〇
万
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
非
戦
闘
員
の
無
差
別
大
量
の
殺
戮
は
国
際
法
違
反
で
あ
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る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
の
日
本
人
の
犠
牲
者
は
約
三
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
、
こ
の
う
ち
兵
士
が
二
三
〇
万

人
、
民
間
人
が
八
〇
万
人
で
あ
る
。
そ
れ
ら
犠
牲
者
の
大
半
は
、
サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
・
テ
ニ
ア
ン
島
陥

落
（
一
九
四
四
年
七
月
）
以
降
の
一
年
間
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
サ
イ
パ
ン
～
テ
ニ
ア
ン
島
陥
落
で
絶

対
国
防
圏
が
崩
れ
、
日
本
へ
の
直
接
攻
撃
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

本
土
空
襲
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
の
敗
北
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
も
し
当
時
の
政
治
指
導
者

が
合
理
的
判
断
を
下
し
て
い
れ
ば
、
国
民
を
救
う
手
段
は
和
平
模
索
し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後

も
最
高
戦
争
指
導
会
議
は
「
戦
争
完
遂
」「
本
土
決
戦
」
の
方
針
を
維
持
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
、

広
島
、
長
崎
な
ど
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
の
表
は
、
太
平
洋
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
の
数
を
各
国
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る（

４
）。
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日
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
〇
万
人

朝
鮮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
万
人

中
国　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
万
人
以
上

台
湾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
人

フ
ィ
リ
ピ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
一
万
人

ベ
ト
ナ
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
万
人

ビ
ル
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
万
人

マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル　
　
　
　

一
〇
万
人
以
上

イ
ン
ド
ネ
シ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
万
人

イ
ン
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
万
人

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
　
　
　
　
　

一
万
八
〇
〇
〇
人

合
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
〇
〇
万
人
以
上

日
本
の
戦
争
の
非
人
道
性
に
つ
い
て

　

日
中
戦
争
に
始
ま
り
太
平
洋
戦
争
へ
と
続
い
た
日
本
の
戦
争
は
、
最
近
で
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
」

と
呼
ば
れ
る
。
最
後
に
こ
の
戦
争
の
非
人
道
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

そ
も
そ
も
戦
争
の
目
的
は
、
満
州
を
手
放
さ
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。「
真
珠
湾
攻
撃
」
に
始
ま
る
太
平
洋
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戦
争
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
日
本
が
、
国
際
協
調
に
背
を
向
け
て
満
州
に
利
権
を
築
こ
う
と
し
、

最
後
ま
で
そ
れ
を
守
ろ
う
と
し
た
国
策
の
帰
結
で
あ
る
。

　

そ
し
て
戦
争
の
最
大
の
非
人
道
性
と
は
、
自
国
民
の
生
命
の
軽
視
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
戦
争
を
始
め

た
時
点
で
、
国
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
は
当
時
の
指
導
層
の
眼
中
に
な
か
っ
た
。
最
近
の
国
際
政
治
で
、

紛
争
当
事
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
問
題
に
す
る
議
論
が
あ
る
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
概
念
を
最
も
問
わ
れ

る
べ
き
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
日
本
で
あ
る
。

　

一
九
四
四
年
七
月
に
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
・
テ
ニ
ア
ン
島
が
陥
落
し
、
絶
対
国
防
圏
が
崩
れ
た
こ
と
で
、

本
土
が
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
合
理
的
指
導
者
で
あ
れ
ば
戦
争
に
勝
ち
目
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
、

和
平
の
道
を
探
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
だ
が
現
実
に
は
そ
の
後
も
戦
争
を
継
続
し
、
最
終
的
に
三
一
〇
万
人

の
犠
牲
者
を
出
し
、
な
お
戦
争
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
指
導
者
も
い
た
。
そ
の
責
任
を
、
市
民
は
問
い
か

け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

自
国
民
に
こ
れ
だ
け
の
犠
牲
を
強
い
た
指
導
者
の
下
で
、
植
民
地
や
戦
地
の
住
民
が
さ
ら
に
過
酷
な
扱

い
を
受
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
い
わ
ゆ
る
日
本
の
加
害
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
市
民
は
二
重

の
意
味
で
、
加
害
の
問
題
に
向
き
合
う
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
日
本
が
行
っ
た
戦
争
の
非
人
道
性
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
。
第
二
に
、
日
本
と
い
う
国
家
が
他
の
国
家
や
民
族
の
平
和
を
喪
失
さ
せ
た
責
任
を
明
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ら
か
に
す
る
た
め
に
。

　
「
加
害
」
と
は
「
戦
争
の
非
人
道
性
」
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
爆
地
か
ら
見
れ
ば
、
別
の
意
味
を

持
つ
。
被
爆
地
か
ら
の
原
爆
や
核
兵
器
に
反
対
す
る
訴
え
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
日
本
の
加
害
を
追
及
す

る
声
に
か
き
消
さ
れ
る
危
惧
か
ら
、
被
爆
地
で
も
加
害
を
見
つ
め
る
動
き
が
広
ま
っ
た
。
し
か
し
、
被
爆

地
の
市
民
に
必
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
危
惧
へ
の
配
慮
で
は
な
く
、
日
本
の
市
民
も
戦
争
の
非
人
道
性
の

犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
そ
の
非
人
道
性
を
自
ら
の
手
で
追
及
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

戦
争
の
非
人
道
性
も
核
兵
器
の
非
人
道
性
も
伝
え
よ
う

　

被
爆
地
は
自
分
た
ち
の
犠
牲
、
す
な
わ
ち
特
定
の
「
非
人
道
性
」
に
だ
け
目
を
向
け
て
い
る
と
の
誤
解

が
あ
る
と
、
広
島
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
伝
わ
ら
な
い
。
国
境
を
越
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
越
え
、
あ
ら
ゆ

る
非
人
道
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
共
に
考
え
る
こ
と
が
平
和
実
現
へ
向
け
て
欠
か
せ
な
い
。
戦
争
の
非
人

道
性
も
核
兵
器
の
非
人
道
性
も
と
も
に
掘
り
下
げ
、
伝
え
る
こ
と
が
被
爆
地
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

追
記　

本
稿
は
、
広
島
平
和
研
究
所
主
催
連
続
市
民
講
座
『
広
島
発
の
平
和
学
』
第
三
回
『
広
島
と
平
和

―
―「
当
た
り
前
」
を
見
直
そ
う
』（
二
〇
二
二
年
一
月
二
七
日
）（
講
師
・
水
本
和
実
）
の
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
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で
あ
る
。

註（
１
）　

韓
国
・
北
朝
鮮
や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
見
方
を
し
な
い

人
も
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
広
島
の
平
和
の
喪
失
体
験
を
否
定
す
る
見
方
と
い
う
よ
り
、
日
本
が
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
ア
ジ
ア
の
国
々
に
与
え
た
痛
み
に
つ
い
て
、
日
本
社
会
が
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
不
信

感
が
背
景
に
あ
る
。

（
２
）　

交
戦
国
の
戦
闘
員
同
士
の
戦
闘
行
為
は
違
反
で
は
な
い
。

（
３
）	

日
米
の
国
力
比
較
の
デ
ー
タ
は
、
山
田
朗
（
一
九
九
七
）『
軍
備
拡
張
の
近
代
史
』（
吉
川
弘
文
館
）
な

ど
を
参
照
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
。

（
４
）	

各
国
の
犠
牲
者
数
の
デ
ー
タ
は
、
吉
岡
吉
典
（
一
九
九
六
）『
日
本
の
侵
略
と
膨
張
』（
新
日
本
出
版
社
）、

小
田
部
雄
次
・
林
博
史
・
山
田
朗
（
一
九
九
五
）『
キ
ー
ワ
ー
ド　

日
本
の
戦
争
犯
罪
』（
雄
山
閣
）
な
ど

を
参
照
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
。

《
よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に
》

水
本
和
実
（
二
〇
二
一
）「
広
島
に
お
け
る
平
和
と
学
び
」
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
編
『
広
島
発
の
平
和
学
』（
法
律
文
化
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社
）
二
五
―
四
四
頁

水
本
和
実
（
二
〇
一
六
）「
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
戦
争
の
非
人
道
性
」『
人
道
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
号
、
三
二
―
四
七
頁
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第
10
章　

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
二
〇
二
一
年
二
月
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー 

　
　
　
　
　

―
―
国
内
政
治
お
よ
び
外
交
政
策
へ
の
影
響

ナ
ラ
ヤ
ナ
ン
・
ガ
ネ
サ
ン

１　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
概
要

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
、
通
称
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
左
端
に
位
置
す
る
。
国
名

は
一
九
四
八
年
か
ら
八
九
年
ま
で
は
ビ
ル
マ
連
邦
、
通
称
ビ
ル
マ
で
あ
っ
た
。
三
度
に
わ
た
る
英
緬
戦
争

が
一
八
八
八
年
に
終
結
し
た
の
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
英
領
イ
ン
ド
帝
国
の
一
部
と
し
て
植
民
地
化
さ
れ

た
。
英
総
督
府
は
王
政
と
現
地
住
民
に
勝
利
し
た
も
の
の
国
全
体
を
治
め
る
に
は
至
ら
ず
、
統
治
は
低
地

の
デ
ル
タ
地
帯
に
限
定
し
、
森
林
が
多
く
マ
ラ
リ
ア
の
脅
威
が
あ
る
高
地
に
居
住
す
る
エ
リ
ー
ト
層
と
は
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い
く
つ
か
の
協
定
を
結
ん
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
民
族
言
語
が
多
様
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
第
二
次
世
界
大
戦
勃

発
前
の
一
九
三
九
年
に
一
三
五
の
民
族
言
語
集
団
を
分
類
整
理
し
た
。
人
口
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
多

数
派
の
ビ
ル
マ
族
は
主
に
低
地
に
住
み
、
少
数
派
の
民
族
は
高
地
に
暮
ら
し
て
い
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
多
く
の
植
民
地
で
独
立
交
渉
を
前
向
き
に
進
め
、
ビ
ル
マ
に

も
ま
た
一
九
四
八
年
の
早
い
段
階
で
独
立
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
独
立
に
先
立
っ
て
ビ
ル

マ
を
一
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
領
土
が
安
定
し
な
い
ま
ま
独
立
を
迎
え
た
。
同
じ
く
、
独
立
後
の
政

府
も
全
土
に
支
配
と
統
治
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
北
部
の
シ
ャ
ン
州
に
は
中

国
国
民
党
の
大
部
隊
が
存
在
し
て
お
り
、
同
地
域
は
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
代
理
戦
争
を
通
じ
た
国
際
紛
争

の
舞
台
に
な
っ
た
。

　

ビ
ル
マ
は
独
立
直
後
か
ら
、
反
政
府
武
装
活
動
を
展
開
す
る
民
族
・
言
語
集
団
に
よ
る
内
乱
の
様
相
を

呈
し
た
た
め
、
初
代
首
相
ウ
ー
・
ヌ
は
国
家
統
合
を
図
る
た
め
、
ビ
ル
マ
語
教
育
や
仏
教
布
教
に
よ
り
多

様
な
国
民
の
「
ビ
ル
マ
化
・
仏
教
徒
化
」
を
目
指
し
た
。
や
が
て
少
数
民
族
の
不
満
は
、
一
九
五
九
年
に

発
生
し
一
八
カ
月
続
い
た
第
一
次
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
へ
、
続
い
て
一
九
六
二
年
に
は
文
民
政
府
を
追
放
し

て
軍
政
を
導
入
し
た
第
二
次
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
ネ
・
ウ
ィ
ン
が
指
揮
し
た
ク
ー
デ
タ
ー

は
、
急
進
的
な
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
依
拠
し
、
孤
立
主
義
を
前
提
と
し
た
消
極
的
な
中
立
政
策
の
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道
を
選
ん
だ
。
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
数
十
年
に
わ
た
り
、
主
要
産
業
は
国
有
化
さ
れ
、
投
資
と
国
内
専
門
職

層
の
流
出
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
国
の
経
済
は
著
し
く
悪
化
し
、
発
展
は
鈍
化
し
た
。

　

ネ
・
ウ
ィ
ン
は
一
九
八
八
年
に
政
権
を
離
れ
、
ネ
・
ウ
ィ
ン
な
き
ビ
ル
マ
社
会
主
義
計
画
党
（Burm

a 

Socialist Program
m

e Party: BSPP

）
政
権
も
同
年
に
崩
壊
し
た
。
政
府
の
崩
壊
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
主

要
都
市
で
民
主
化
を
求
め
る
デ
モ
が
広
ま
っ
た
が
、
軍
に
よ
る
暴
力
的
な
鎮
圧
を
受
け
、
デ
モ
参
加
者
約

三
〇
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
後
、
権
力
を
握
っ
た
軍
事
政
権
に
よ
り
一
九
九
〇
年
に
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
率
い
る
国
民
民
主
連
盟
（N

ational League for D
em

ocracy: N
LD

）

が
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
た
。
ス
ー
・
チ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
し
て
独
立
運
動
を
主
導
し
た
英
雄
ア
ウ

ン
・
サ
ン
将
軍
の
娘
で
あ
り
、
一
九
八
八
年
に
病
床
の
母
を
看
護
す
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
て

い
た
。

　

軍
事
政
権
は
選
挙
結
果
を
無
視
し
て
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
多
く
の
政
治
家
を
投
獄
し
、
ス
ー
・
チ
ー
も
頻
繁
に
自

宅
軟
禁
に
置
か
れ
た
。
一
九
九
四
年
、
軍
政
を
率
い
る
タ
ン
・
シ
ュ
エ
将
軍
は
七
項
目
か
ら
な
る
民
主
化

へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し
、
全
国
大
会
を
開
催
し
た
が
、
こ
れ
が
や
が
て
新
た
な
憲
法
制
定
へ
の
道

を
拓
き
、
二
〇
〇
八
年
に
約
一
三
万
五
〇
〇
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ナ
ル
ギ
ス
」
に
よ

る
被
害
を
背
景
に
、
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
速
や
か
に
承
認
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
、
タ
ン
・
シ
ュ
エ
将
軍
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は
権
力
の
座
を
退
き
、
軍
政
が
実
施
し
た
総
選
挙
を
受
け
て
軍
出
身
の
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
を
ト
ッ

プ
と
す
る
新
政
権
が
発
足
し
た
。
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
は
、
選
挙
前
に
国
軍
が
結
成
し
た
連
邦
団
結
発
展
党

（U
nion Solidarity and D

evelopm
ent Party: U

SD
P

）
か
ら
、
同
じ
く
文
民
に
転
向
し
た
多
数
の
上
級
将
校

を
内
閣
に
起
用
し
た
。
ス
ー
・
チ
ー
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
二
〇
一
〇
年
の
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
が
、
こ
の
選

挙
は
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
有
利
に
な
る
よ
う
操
作
さ
れ
た
も
の
と
広
く
見
な
さ
れ
て
い
る
。

２　

準
民
主
主
義
の
時
代
と
ク
ー
デ
タ
ー
へ
の
経
緯

　

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
は
、
準
民
主
主
義
の
時
代
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
評
価
の

根
拠
は
よ
り
民
主
的
か
つ
リ
ベ
ラ
ル
な
規
範
へ
の
移
行
が
進
ん
だ
こ
と
に
あ
り
、
大
半
の
政
治
犯
の
釈
放
、

政
治
亡
命
者
が
迫
害
を
受
け
ず
に
帰
国
す
る
権
利
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
化
、
一
六
の
民
族
武
装
集
団

と
の
停
戦
交
渉
の
開
始
、
ま
た
政
治
や
経
済
の
分
野
で
全
般
的
に
よ
り
自
由
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
政
権
に
よ
る
こ
れ
ら
の
改
革
に
対
し
、
欧
米
諸
国
は
一
九
九

〇
年
に
開
始
し
二
〇
〇
三
年
か
ら
拡
大
し
て
い
た
国
際
的
な
制
裁
体
制
の
解
除
を
も
っ
て
応
じ
た
。

　

政
治
的
な
自
由
化
と
新
政
権
の
国
際
的
な
認
知
を
は
ず
み
に
し
て
、
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
が
二
〇
一
一
年

八
月
、
ス
ー
・
チ
ー
を
首
都
ネ
ピ
ド
ー
に
招
い
た
こ
と
は
当
時
の
政
権
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
関
係
の
雪
解
け
に
つ
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な
が
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
政
党
と
し
て
再
登
録
を
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
四
月
の
中
間
選
挙
に

名
乗
り
を
上
げ
、
候
補
を
立
て
た
四
五
議
席
の
う
ち
四
三
議
席
を
獲
得
し
て
大
勝
利
を
収
め
た
。
こ
の
見

事
な
成
果
を
受
け
、
ス
ー
・
チ
ー
は
同
野
党
の
党
首
と
な
り
、
そ
の
存
在
感
と
政
治
的
威
信
は
大
き
く
高

ま
っ
た
。
二
度
目
の
二
〇
一
五
年
一
一
月
の
選
挙
で
も
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
、
他
党
の
協

力
な
し
に
単
独
政
権
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ー
・
チ
ー
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
と
も
に
二
期
目
の
実
績

を
生
か
し
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
の
選
挙
で
は
さ
ら
に
多
数
を
獲
得
し
て
三
期
目
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
勝
利
の
代
償
は
大
き
か
っ
た
。
二
〇
二
一
年
二
月
一
日
に
国
軍
最
高
司
令
官
ミ
ン
・
ア
ウ

ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
次
の
五
年
間
の
任
期
を
務
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

３　

ク
ー
デ
タ
ー
の
主
要
な
問
題
点

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
近
年
の
政
治
史
を
振
り
返
る
と
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
主
た
る
要
因
が
い
く
つ
も
見
て
取
れ

る
。
お
そ
ら
く
最
も
重
要
な
ク
ー
デ
タ
ー
の
引
き
金
は
、
国
軍
の
政
治
部
門
で
あ
る
連
邦
団
結
発
展
党
（
Ｕ

Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
の
人
気
に
明
ら
か
な
陰
り
が
見
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
以
降
、
二
〇
一
五
年
と
二

〇
二
〇
年
に
行
わ
れ
た
二
回
の
選
挙
結
果
の
傾
向
と
し
て
、
有
権
者
が
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
圧
倒
的
な
反
対
票
を
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投
じ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
ス
ー
・
チ
ー
が
率
い
る
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
最
大
の
票
数
を
獲
得
し
た
。

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
衰
え
に
反
比
例
し
て
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
人
気
が
高
ま
り
、
軍
部
は
国
内
政
治
に
影
響
力
を
確
保
す
る

た
め
の
政
治
手
段
が
民
主
的
な
環
境
の
中
で
大
き
く
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
い
ら
だ
っ
て
い
た
。
実

際
に
は
、
二
〇
二
〇
年
の
選
挙
で
は
少
数
民
族
を
代
表
す
る
小
規
模
政
党
が
十
分
な
票
を
押
さ
え
て
キ
ン

グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
国
会
で
過
半
数
を
獲
得
す
る
た
め
に
連
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

の
で
は
と
、
当
初
多
く
の
ア
ナ
リ
ス
ト
が
予
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
に
終
わ
り
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ

は
二
〇
二
〇
年
の
選
挙
で
前
回
を
上
回
る
議
席
を
獲
得
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
の
流
れ
で
い
け
ば
、

Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
国
内
政
治
と
議
会
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
明
白
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

軍
部
の
神
経
を
逆
な
で
し
た
第
二
の
要
因
は
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
の
個
人
的
な
魅
力
だ
っ

た
。
ス
ー
・
チ
ー
は
有
権
者
を
強
く
惹
き
つ
け
、
国
内
で
は
道
徳
的
に
も
政
治
的
に
も
比
類
の
な
い
魅
力

を
放
っ
て
い
た
。「
ア
メ
（
母
）・
ス
ー
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
行
く
先
々
で
黒
山
の
人
だ
か
り
が
で
き
た
。

ス
ー
・
チ
ー
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
個
人
崇
拝
に
近
い
も
の
は
、
国
会
議
員
と
な
っ
た
二
〇
一
二
年
以
降
も

揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
強
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
ま
さ
し
く
ス
ー
・
チ
ー
そ
の
も
の
で
あ
り
、
細

か
い
こ
と
に
拘
る
タ
イ
プ
で
あ
る
た
め
に
、
彼
女
の
手
法
は
官
僚
組
織
の
効
率
性
を
妨
げ
る
と
の
不
満
の

声
も
あ
っ
た
も
の
の
、
同
党
の
幹
部
で
ス
ー
・
チ
ー
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
者
は
い
な
か
っ
た
。
軍
部
は
こ
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う
し
た
人
気
ゆ
え
に
ス
ー
・
チ
ー
を
嫌
い
、
国
会
の
二
五
％
を
占
め
る
軍
指
名
の
議
員
は
、
国
家
顧
問
職

の
創
設
に
は
一
斉
に
反
対
し
た
が
、
後
に
ス
ー
・
チ
ー
は
、
大
統
領
就
任
を
阻
む
二
〇
〇
八
年
憲
法
の
規

定
を
回
避
す
る
た
め
に
そ
の
ポ
ス
ト
就
い
た
。
こ
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
ス
ー
・
チ
ー
は
腹
心
の
部
下
を

大
統
領
に
据
え
、
間
接
的
に
国
を
統
治
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
軍
部
の
怒
り
を
買
っ
た
の
は
、
次
節
で
論
じ
る
よ
う
に
、
選
挙
に
よ
ら
な
い
議
席
の
割
り
当
て

や
政
権
内
に
お
け
る
重
要
省
庁
へ
の
支
配
を
通
じ
、
制
度
的
に
国
内
政
治
に
お
け
る
権
限
を
軍
部
に
与
え

て
き
た
二
〇
〇
八
年
憲
法
の
改
正
を
ス
ー
・
チ
ー
が
何
度
も
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
ー
・
チ
ー
の
指
揮

の
下
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
複
数
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
軍
が
意
の
ま
ま
に
指
名
す
る
特
定
枠
を
軍
か
ら
剥
奪
す

る
重
要
な
憲
法
改
正
を
勧
告
し
よ
う
と
し
た
。
軍
が
指
名
し
た
国
会
議
員
は
、
ま
た
も
や
こ
の
試
み
に
明

確
に
異
議
を
唱
え
た
。
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
は
、
す
べ
て
の
行
動
は
「
憲
法
に
則
し
た
」
も

の
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
表
現
を
好
ん
で
口
に
し
た
。
ス
ー
・
チ
ー
は
、
憲
法
改
正
を
行
う
場
は
唯
一
国

会
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
お
り
、
内
在
す
る
制
約
に
よ
り
改
正
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ

の
行
動
は
有
権
者
に
鮮
烈
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
発
揮
し
た
。
事
実
、
憲
法
改
正
は
二
〇
二

〇
年
の
選
挙
に
お
け
る
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
公
約
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
軍
部
に
と
っ
て
、
ス
ー
・
チ
ー
の
行
動
が
、

軍
に
有
利
に
働
く
憲
法
を
基
盤
と
す
る
彼
ら
の
政
治
権
力
を
侮
辱
す
る
も
の
と
映
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
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な
い
。
ス
ー
・
チ
ー
の
取
り
組
み
は
、
憲
法
が
民
主
主
義
を
推
進
す
る
内
容
で
は
な
い
こ
と
を
一
般
市
民

に
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
自
ら
の
存
在
を
制
度
と
し
て
無
期
限
に

組
み
込
も
う
と
す
る
軍
部
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
権
力
の
根
拠
と
な
る
文
書

に
公
然
と
異
議
が
唱
え
ら
れ
、
民
主
主
義
と
国
全
体
の
守
護
者
で
あ
る
と
い
う
軍
の
主
張
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
国
会
で
圧
倒
的
多
数
を
獲
得
し
た
二
〇
一
五
年
以
降
の
任
期
中
、
ス
ー
・
チ
ー
は
国
防
治
安

評
議
会
（N

ational D
efence and Security Council: N

D
SC

）
の
開
催
を
拒
否
し
た
。
計
一
一
名
か
ら
な
る

同
評
議
会
は
、
一
一
名
中
六
名
の
指
名
枠
を
も
つ
軍
に
有
利
な
構
成
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、

Ｎ
Ｌ
Ｄ
政
権
が
選
挙
で
勝
利
し
議
会
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
単
に
票
数
で
負
け

て
し
ま
う
こ
と
を
ス
ー
・
チ
ー
は
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ラ
カ
ン
軍
（
Ａ
Ａ
）
と
の
紛
争
拡
大
に
よ

り
、
特
に
ラ
カ
イ
ン
州
な
ど
の
地
域
で
治
安
情
勢
に
問
題
が
生
じ
る
と
、
軍
は
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
の
開
催
を
何
度

も
要
請
し
た
。
ス
ー
・
チ
ー
は
軍
が
こ
う
し
た
機
会
に
乗
じ
て
た
や
す
く
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
戒
厳
令

で
支
配
し
か
ね
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
展
開
に
な
れ
ば
、
政
府
は
紛
争
地
域
に
お
け

る
事
態
の
推
移
を
掌
握
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
を
開
催
し
て
政
治
権
力
を
軍
に

渡
す
く
ら
い
な
ら
、
紛
争
下
に
あ
る
郡
区
で
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
統
治
権
を
守
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
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ス
ー
・
チ
ー
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

本
項
で
取
り
上
げ
た
す
べ
て
の
問
題
が
相
ま
っ
て
、
軍
部
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
率
い
る
政
権

に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
二
〇
一
〇
年
以
前
の
よ
う
に
権
力
の
座
に
復
帰
す
る
こ
と
を
決
め
る
に
至
っ

た
。
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
権
力
基
盤
が
着
々
と
拡
大
し
、
同
時
に
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
衰
退
し
て
い
っ
た
た
め
、
軍
が
権
力

維
持
を
望
む
な
ら
ば
現
政
権
を
転
覆
さ
せ
る
よ
り
ほ
か
に
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

内
外
の
監
視
体
制
の
多
数
が
二
〇
二
〇
年
の
選
挙
は
公
正
に
実
施
さ
れ
た
と
見
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

軍
は
不
正
投
票
の
横
行
を
主
張
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
選
挙
で
の
勝
利
を
否
定
す
る
た
め
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ

す
こ
と
を
選
ん
だ
。
軍
が
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
勝
利
を
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
一
九
九
〇
年
当
時
を
思
わ
せ
る
状

況
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
一
年
一
月
の
国
会
開
会
の
遅
れ
と
、
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
が
自
身
と

軍
に
有
利
な
状
況
を
求
め
て
交
渉
を
試
み
た
こ
と
は
、
迫
り
来
る
ク
ー
デ
タ
ー
の
最
初
の
兆
候
だ
っ
た
。

そ
の
後
の
ウ
ィ
ン
・
ミ
ン
大
統
領
の
声
明
に
よ
れ
ば
、
軍
は
別
の
人
間
が
大
統
領
職
に
就
け
る
よ
う
ウ
ィ

ン
・
ミ
ン
に
辞
任
を
要
求
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
上
層

部
の
協
議
は
決
裂
し
、
そ
れ
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
決
定
的
な
原
因
と
な
っ
た
。
以
来
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
幹
部

の
大
半
は
様
々
な
罪
に
問
わ
れ
て
隔
離
・
投
獄
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
民
主
改
革
が
幕
を
開
け
る
前
の
よ

う
な
状
況
に
逆
戻
り
し
て
い
る
。
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４　

国
軍
に
有
利
な
構
造
と
規
範

　

前
項
で
述
べ
た
と
お
り
、
二
〇
〇
八
年
に
タ
ン
・
シ
ュ
エ
将
軍
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
、
同
年
末
に
迅
速

に
批
准
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年
憲
法
に
は
、
国
軍
の
優
遇
を
国
内
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
制
度
と
し
て
定
着
さ
せ

る
条
項
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
条
項
の
筆
頭
は
、
地
方
議
会
と
連
邦
議
会
の
全
議
席
の
二
五
％

を
自
動
的
に
軍
の
代
表
者
に
割
り
当
て
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
実
上
、
議
会
の
全
議
席
の
う
ち
七
五
％

し
か
実
際
に
は
争
わ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
条
件
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
、
憲
法
改
正
の
承

認
に
は
国
会
議
員
七
五
％
以
上
の
大
多
数
を
要
す
る
と
い
う
別
条
項
で
あ
る
。
軍
部
は
も
れ
な
く
自
分
た

ち
の
共
同
利
益
を
優
先
し
一
本
化
し
て
投
票
す
る
た
め
、
こ
の
第
二
の
要
件
に
よ
り
実
質
的
に
憲
法
は
国

会
に
お
け
る
改
正
を
免
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
委
員
会
が
国
会
で
提
案
し
た
改
革
は
す
べ
て
あ
っ

さ
り
と
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
二
要
件
に
加
え
、
大
統
領
候
補
と
な
る
副
大
統
領
三
名
の
う

ち
一
名
は
軍
出
身
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
国
境
省
、
国
防
省
、
内
務
省
が
軍
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
国
軍
の
地
位
を
固
め

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
省
を
代
表
す
る
大
臣
は
自
動
的
に
軍
に
よ

り
指
名
さ
れ
る
。
加
え
て
重
要
な
の
は
、
国
軍
と
そ
の
予
算
も
議
会
に
精
査
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
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の
よ
う
に
監
視
を
受
け
ず
に
す
む
こ
と
は
、
軍
に
対
す
る
文
民
の
優
位
と
い
う
民
主
主
義
に
反
し
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
軍
は
国
防
治
安
評
議
会
（
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
）
の
一
一
議
席
の
う
ち
六
議
席
を
支
配
し
て
お

り
、
法
と
秩
序
に
対
す
る
脅
威
に
対
処
し
、
治
安
を
回
復
す
る
た
め
の
権
利
を
発
動
で
き
る
。
最
後
に
お

そ
ら
く
最
も
重
要
な
の
は
、
二
〇
〇
八
年
憲
法
は
、
国
家
安
全
保
障
へ
の
脅
威
に
直
面
し
た
場
合
、
軍
が

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
文
民
政
府
か
ら
権
力
を
奪
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
は
こ
の
条
項
に
よ
り
権
利
を
行
使
し
、
疑
惑
の
大
規
模
な
不
正
選
挙
か

ら
国
と
国
民
を
守
る
た
め
と
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
正
当
化
し
た
。
ま
た
、
憲
法
の
国
家
元
首
の
就
任
要
件

は
、「
配
偶
者
ま
た
は
子
供
が
外
国
籍
の
場
合
、
大
統
領
に
就
任
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
ス
ー
・
チ
ー
個
人
を
標
的
と
し
て
書
か
れ
た
と
広
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ス
ー
・
チ
ー
の
夫
は
イ
ギ
リ

ス
人
で
、
二
人
の
子
供
も
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
て
い
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
に
Ｎ
Ｌ
Ｄ
を

勝
利
に
導
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ー
・
チ
ー
が
大
統
領
の
座
に
就
い
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

　

軍
は
さ
ら
に
多
く
の
国
有
企
業
も
支
配
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
く
つ
か
の
複
合
組
織
を
通
じ
て
一
括

し
て
保
有
さ
れ
、
軍
に
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。
最
大
の
も
の
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｌ
）
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
で
あ

る
。
加
え
て
、
国
軍
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
石
油
ガ
ス
公
社
（
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）
も
管
理
し
て
い
る
。
同
社
は
近
年
、
石
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油
・
ガ
ス
の
採
掘
・
海
外
へ
の
販
売
を
通
じ
て
調
達
し
た
多
額
の
資
金
を
供
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
持

株
会
社
は
一
九
六
二
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
産
業
の
国
有
化
が
行
わ
れ
た
際
、
ネ
・
ウ
ィ
ン
政
権
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
に
安
定
し
た
資
金
を
供
給
し
て
い
る
。

５　

国
内
政
治
へ
の
影
響

　

二
〇
二
一
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
二
〇
一
〇
年
に
半
民
政
権
で
始
ま
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
の
萌

芽
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
二
〇
〇
八
年
憲
法
に
は
、
民
主
主
義
が
完
全
に
機
能
す
る
こ
と
を
阻
む
制

度
上
の
規
則
が
存
在
し
た
が
、
民
主
主
義
の
短
期
的
な
実
験
は
、
ス
ー
・
チ
ー
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
政
権
へ
の
絶
大

な
支
持
を
も
た
ら
し
た
。
同
党
と
そ
の
党
首
の
人
気
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
軍
に
は
こ
の
流
れ
を
覆
す
手

だ
て
が
な
か
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
は
ま
さ
に
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
躍
進
を
阻
止
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
と
そ
の
後
ろ
盾
で
あ

る
軍
を
人
気
の
低
迷
か
ら
救
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
二
〇
二
〇
年
の
選
挙
結
果
の
無
効

化
は
、
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
進
展
に
致
命
的
な
一
撃
と
な
り
、
国
を
二
〇
一
〇
年
以
前
の
軍
政
時
代

へ
逆
戻
り
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

軍
は
、
ウ
ィ
ン
・
ミ
ン
大
統
領
と
ス
ー
・
チ
ー
国
家
顧
問
を
速
や
か
に
逮
捕
し
、
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ

た
場
所
に
軟
禁
し
た
。
次
い
で
選
挙
活
動
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
外
出
禁
止
令
に
違
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反
し
た
こ
と
や
汚
職
な
ど
の
多
く
の
容
疑
を
か
け
た
。
そ
の
後
も
告
発
が
続
き
、
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
、

さ
ら
に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
罪
状
を
含
め
、
多
く
が
未
決
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
政
権
の
幹

部
や
閣
僚
も
逮
捕
さ
れ
、
投
獄
さ
れ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
当
日
か
ら
非
常
事
態
が
宣
言
さ
れ
、
二
〇
二
二
年

二
月
に
さ
ら
に
六
カ
月
延
長
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
市
民
の
自
由
は
奪
わ
れ
、
軍
は
ク
ー
デ
タ
ー
反
対

派
を
殺
害
し
、
一
万
一
〇
〇
〇
名
以
上
を
拘
束
し
て
多
く
を
拷
問
す
る
な
ど
、
冷
酷
な
弾
圧
を
繰
り
広
げ

た
。
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
二
二
年
二
月
）
で
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
一
年
間
に
約
一
五
〇
〇
名
の
市
民
が
死

亡
し
て
い
る
。
国
軍
は
適
切
な
時
期
に
「
自
由
か
つ
公
正
な
」
選
挙
を
行
う
と
約
束
し
た
が
、
こ
れ
は
Ｎ

Ｌ
Ｄ
と
そ
の
代
表
者
た
ち
の
出
馬
を
認
め
ず
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
選
挙
で
勝
つ
よ
う
に
状
況
を
操
作
す
る
と
い

う
遠
回
し
の
表
現
で
あ
る
。
新
た
に
設
置
さ
れ
た
連
邦
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
主
た
る
原

因
と
な
っ
た
前
回
の
不
正
疑
惑
を
根
拠
に
、
選
挙
前
に
Ｎ
Ｌ
Ｄ
を
解
党
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
同
委
員
会
は
こ
こ
に
き
て
、
軍
と
そ
の
代
理
政
党
に
有
利
と
な
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
比
例
代
表
制

を
国
会
へ
導
入
し
た
。

　

ク
ー
デ
タ
ー
当
日
か
ら
、
公
務
員
を
は
じ
め
一
般
市
民
が
幅
広
い
抵
抗
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
ク
ー
デ

タ
ー
に
反
対
す
る
組
織
的
な
行
進
や
、
不
満
を
示
す
伝
統
的
な
方
法
で
あ
る
鍋
た
た
き
の
形
で
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
後
は
大
幅
に
組
織
化
さ
れ
、
市
民
的
不
服
従
運
動
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
の
出
現
に
つ
な
が
っ
た
。
多
く
の
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市
民
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
た
た
め
、
日
常
生
活
は
突
然
停
止
し
た
。
二
〇
一
四
年
五
月
に
や
は
り
ク
ー

デ
タ
ー
で
政
権
を
握
っ
た
プ
ラ
ユ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ン
オ
ー
チ
ャ
ー
将
軍
の
政
権
へ
の
抵
抗
を
示
す
た
め
に
タ

イ
で
よ
く
使
わ
れ
る
三
本
指
の
敬
礼
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
で
も
採
用
さ
れ
た
。
各
省
庁
は
公
然
と

軍
事
政
権
に
反
抗
し
、
抵
抗
運
動
を
組
織
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
始
め
た
。
特
に
教
育
部
門
と
保
健
部
門

で
は
抗
議
活
動
が
活
発
で
、
両
部
門
は
事
実
上
、
同
国
で
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
一
〇
代
か
ら
二
〇
代

の
若
い
世
代
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
反
対
し
、
そ
の
過
程
で
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
も
軍
と
戦
う

覚
悟
を
明
確
に
示
し
た
。
や
が
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
活
動
分
子
の
組
織
化
は
一
層
進
み
、
武
装
し
て
警
察
や
軍

人
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

亡
命
状
態
に
あ
る
Ｎ
Ｌ
Ｄ
政
権
が
軍
事
政
権
へ
の
武
装
闘
争
を
呼
び
か
け
た
こ
と
を
受
け
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
参

加
者
の
多
く
は
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
人
民
防
衛
軍
（People ’s D

efence Forces: PD
F

）
へ
姿
を
変
え
、
簡
易

爆
発
物
を
用
い
た
軍
の
車
列
へ
の
大
胆
な
攻
撃
を
開
始
し
、
次
い
で
奇
襲
を
仕
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
開
始
以
来
、
国
軍
は
特
に
チ
ン
州
、
カ
ヤ
州
、
マ
グ
ウ
ェ
イ
州
、
カ
レ
ン
州
で
激
烈
な
攻
撃

を
受
け
て
い
る
。
軍
は
こ
こ
ま
で
の
抵
抗
運
動
や
暴
力
的
な
攻
撃
に
は
慣
れ
て
お
ら
ず
、
無
差
別
的
な
暴

力
や
村
の
焼
き
討
ち
で
応
戦
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
規
模
な
戦
闘
に
お
い
て
は
、
戦
闘
機
や
武
装
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
航
空
支
援
を
要
請
し
て
防
衛
を
図
っ
て
い
る
。
国
軍
は
武
装
し
、
訓
練
を
受
け
た
民
間
人



第10章　ミャンマーにおける二〇二一年二月軍事クーデター

249

を
ピ
ュ
ー
ソ
ー
テ
ィ
ー
（Pyu Saw

 H
tee

）
と
呼
ば
れ
る
準
軍
事
民
兵
集
団
に
加
え
、
支
援
要
員
と
し
て
と

も
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
戦
わ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
戦
闘
に
よ
り
、
抵
抗
運
動
と
戦
闘
が
長
期
化
し
て
い
る
州
や

地
域
で
、
多
数
の
国
内
避
難
民
（
Ｉ
Ｄ
Ｐ
）
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
時
に
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
早
く
か
ら
連
邦
議
会
代
表
委
員
会
（Com

m
ittee Representing Pyidaungsu H

luttaw
: 

CRPH

）
と
呼
ば
れ
る
亡
命
状
態
の
並
立
政
権
の
樹
立
を
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
組
織
は
定
期
的
に
声
明
を

出
す
と
と
も
に
、
一
部
の
民
族
武
装
集
団
と
共
に
よ
り
大
き
な
組
織
で
あ
る
国
民
統
一
政
府
（N

ational 

U
nity Governm

ent: N
U

G
）
も
創
設
し
て
い
る
。
両
組
織
は
選
挙
で
正
当
に
選
ば
れ
た
政
府
で
あ
る
と
主
張

す
る
こ
と
で
国
内
政
治
や
国
際
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
米
国
や
欧
州
連
合
諸
国
な
ど
多
く
の
西
側
諸

国
か
ら
承
認
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
英
連
邦
諸

国
も
こ
れ
ら
の
組
織
を
承
認
し
て
い
る
。

　

本
項
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
教
育
部
門
と
保
健
部
門
は
Ｃ
Ｄ
Ｍ
へ
の
支
持
拡
大
の
結
果
、

機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
加
え
て
、
経
済
部
門
と
銀
行
部
門
も
停
止
す
る
に
至
っ
た
。
製
造
業
や
石
油
ガ
ス

産
業
を
中
心
に
多
く
の
外
国
人
投
資
家
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
撤
退
し
て
い
る
。
銀
行
で
は
取
り
付
け
騒
ぎ

が
起
き
、
預
金
者
の
引
き
出
し
要
請
に
追
い
つ
け
ず
に
い
る
。
さ
ら
に
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
の
は
、
現
地

通
貨
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
チ
ャ
ッ
ト
）
の
価
値
が
外
貨
に
対
し
て
暴
落
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
一
年
を
経
た
現
在
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で
は
半
分
以
下
の
価
値
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
ク
ー
デ
タ
ー
前
は
一
ド
ル
＝
約
一
二

六
〇
チ
ャ
ッ
ト
だ
っ
た
が
、
現
在
は
一
ド
ル
＝
三
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
を
わ
ず
か
に
下
回
る
水
準
で
取
引
さ

れ
て
い
る
。
軍
事
政
権
も
資
金
繰
り
に
窮
し
て
い
る
。
多
く
の
住
民
が
水
道
や
電
気
な
ど
の
公
共
料
金
の

支
払
い
を
拒
否
し
て
い
る
た
め
だ
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
集
団
は
工
場
や
通
信
塔
な
ど
、
軍
が
保
有
す
る
資
産
へ
の
攻

撃
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り
、
現
在
で
は
イ
ン
フ
レ
率
も
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
二
〇
一
二
年
に
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
政
権
が
着
手
し
た
民
族
武
装
集
団
（Ethnic A

rm
ed 

O
rganizations: EA

O
）
と
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
、
国
内
に
一
六
あ
る
民
族
武
装
集
団
の
う
ち
八
集
団
が
参

加
す
る
全
国
停
戦
合
意
（N

ationw
ide Ceasefire A

greem
ent: N

CA

）
へ
発
展
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
崩
壊

し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
率
い
る
最
初
の
政
権
下
で
さ
ら
に
二
つ
の
Ｅ
Ａ
Ｏ
が
署
名
し
、
部
分
的
な
成

功
を
収
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
は
こ
の
協
定
と
プ
ロ
セ
ス
を
完
全
に
頓
挫
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

カ
レ
ン
民
族
同
盟
（K

aren N
ational U

nion: K
N

U

）
や
シ
ャ
ン
州
復
興
評
議
会
（Restoration Council of the 

Shan State: RCSS

）
と
い
っ
た
主
要
な
Ｅ
Ａ
Ｏ
は
現
在
、
公
然
と
国
軍
と
対
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要

な
の
は
、
Ｋ
Ｎ
Ｕ
や
カ
チ
ン
独
立
機
構
／
軍
（K

achin Independence O
rganization/A

rm
y: K

IO
/A

）
な
ど

の
大
規
模
な
集
団
が
支
配
地
域
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
参
加
者
の
訓
練
に
協
力
し
、
国
軍
を
激
昂
さ
せ
て
い
る
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こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
集
団
の
利
害
が
一
致
し
た
結
果
、
軍
に
対
し
て
共
同
攻
撃
を
行
う
と
い
う

点
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
協
力
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

６　

国
際
関
係
へ
の
影
響

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
〇
二
一
年
ク
ー
デ
タ
ー
は
当
初
か
ら
、
国
際
社
会
と
欧
米
諸
国
の
迅
速
か
つ
強
力
な

報
復
措
置
を
招
い
た
。
民
族
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
主
要
な
後
援
者
だ
っ
た
欧
州
連
合
は
、
貿
易
と
経
済
投
資

の
禁
止
を
含
め
た
経
済
制
裁
を
速
や
か
に
発
動
し
た
。
米
国
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
同
じ
考
え
を
も
つ
他
の
国
々
と
と
も
に
同
様
の
方
針
を
取
っ
た
。
こ
れ
ら
の
制

裁
は
そ
の
後
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
と
そ
の
後
の
軍
事
政
権
に
直
接
関
与
し
た
と
み
な
さ
れ
る
人
物
を
対
象

に
徐
々
に
拡
大
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
投
獄
さ
れ
た
Ｎ
Ｌ
Ｄ
政
権
関
係
者
の
釈
放
や
、
二
〇
二
〇
年
の
選
挙

結
果
に
基
づ
く
民
主
主
義
の
回
復
を
求
め
る
声
も
広
ま
っ
た
。
国
際
的
に
は
、
入
国
を
長
く
拒
否
さ
れ
て

い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
担
当
の
国
連
特
使
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
交
代
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
軍
事
政
権
に
精

通
し
、
同
じ
地
域
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
特
使
が
事
態
の
打
開
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
と
期
待

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
特
使
の
努
力
も
む
な
し
く
、
軍
事
政
権
は
逆
に
首
都
ネ
ピ
ド
ー

に
あ
る
国
連
特
使
の
事
務
所
を
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
、
地
域
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
事
態
の
打
開
を
図
ろ

う
と
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
盟
主
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
を
含
め
た
初

の
地
域
首
脳
会
合
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
合
に
よ
り
、
国
内
政
治
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
の
五
項
目
の
計

画
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
応
じ
る
合
意
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ブ
ル
ネ
イ
が
輪
番
議
長
国
と
し
て
外
相
会
合

を
開
催
し
、
事
態
へ
の
対
応
を
め
ざ
し
た
。
ブ
ル
ネ
イ
の
第
二
外
相
は
、
軍
事
政
権
の
五
項
目
の
計
画
履

行
を
見
守
る
特
使
に
任
命
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
複
数
の
国
も
当
初
か
ら

候
補
を
挙
げ
て
い
た
た
め
、
遅
れ
て
い
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
使
の
任
命
は
、
そ
の
後
任
命
は
さ
れ
た
も
の
の
、

特
使
が
事
態
の
打
開
を
図
る
た
め
に
ス
ー
・
チ
ー
と
面
会
す
る
こ
と
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
が
拒
ん
だ
た
め
、

計
画
と
合
意
は
無
に
帰
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
と
な
り
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相
が
独
自
に
調
停
を

試
み
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
ま
で
足
を
運
ん
で
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
と
面
会
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
外
相
が
新
た
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
使
に
就
任
し
、
一
月
下
旬
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
外
相
を
含
め
た
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
を
開
催
す
る
と
い
う
試
み
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
多
く
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
閣
僚
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
規
制
で
渡
航
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
出
席
を
辞
退
し
た
た
め
、
五
項
目
の
協
定

履
行
に
つ
い
て
進
展
が
な
い
中
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
に
関
与
す
る
と
い
う
フ
ン
・
セ
ン
の
計
画
に
、
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
同
調
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ

ン
首
相
は
、
軍
政
権
と
の
関
係
を
先
に
進
め
る
前
に
、
ま
ず
履
行
計
画
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
よ
う
公
に

要
求
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、
膠
着
し
た
状
況
に
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
欧
米
諸
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
否
定
的
な
反
応
を
示
し
た
が
、
中
国

と
ロ
シ
ア
の
両
国
は
外
交
と
物
資
の
面
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
支
援
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
貿
易
や
投
資
に
関

し
て
制
限
条
件
な
ど
意
に
介
さ
な
い
中
国
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
政
府
へ
の
支
援
を
続
行
し
た
。
さ
ら
に

二
〇
一
七
年
に
稼
働
開
始
し
た
ラ
カ
イ
ン
州
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
ー
か
ら
中
国
・
雲
南
省
昆
明
へ
の
石
油
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
自
国
の
投
資
と
利
益
の
保
護
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
二
〇
一
〇
年
以
前
に
多
岐
に
わ
た
る
国
際
的
な
制
裁
を
受
け
た
際
も
、
中
国
は
引
き
続
き

外
交
と
物
資
の
面
で
強
力
に
支
援
し
て
き
た
。
ロ
シ
ア
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
を
支
持
し
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
訪
問
交
流
を
行
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
空
軍
に
武
器
や
部
品
を
供
給
し
て
き
た
。
こ
う
し

た
両
大
国
の
支
援
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
国
際
レ
ベ
ル
で
の
批
判
を
あ
る
程
度
食
い
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
。
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７　

想
定
さ
れ
る
今
後
の
展
開

　

現
在
に
至
る
ま
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
治
情
勢
は
明
ら
か
に
時
間
の
経
過
と
と
も
に
悪
化
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｆ
部
隊
は
Ｅ
Ａ
Ｏ
と
し
ば
し
ば
連
携
し
、
国
軍
と
の
戦
闘
は
よ
り
激
し
く
よ
り
広
範
囲
に
及
ん
で
い

る
。
同
国
は
段
々
と
内
戦
の
方
向
に
進
ん
で
お
り
、
軍
は
多
く
の
州
や
地
域
で
広
大
な
領
土
の
支
配
権
を

失
い
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
加
え
て
、
今
回
は
ヤ
ン
ゴ
ン
や
マ
ン
ダ
レ
ー
な
ど
の
都
市
部
に
ま
で
暴
力
が

及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
軍
に
対
す
る
不
満
を
少
数
民
族
と
共
有
す
る
多
数
派
の
ビ
ル
マ
族

が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
若
手
新
兵
の
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
少
数
民
族
の
関
与

す
る
農
村
部
や
高
地
で
の
限
定
的
な
戦
闘
が
一
般
的
だ
っ
た
こ
の
国
の
歴
史
に
お
い
て
前
例
が
な
い
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
軍
は
統
治
の
正
当
性
を
失
っ
た
と

す
る
考
え
が
現
地
で
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
軍
の
支
配
に
反
対
す
る
若
い
世
代
の
闘
士
た
ち
は
、

必
要
と
あ
れ
ば
長
期
戦
に
出
て
大
義
の
た
め
に
命
を
落
と
す
覚
悟
が
あ
る
こ
と
を
も
表
明
し
て
い
る
。
国

の
軌
道
を
元
に
戻
し
、
軍
事
支
配
に
終
止
符
を
打
つ
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
同
国
内
で
は
常
に
言
及
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
軍
の
側
に
も
、
そ
の
立
場
を
維
持
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
お
よ
び
Ｅ
Ａ
Ｏ
と
戦
い
続
け
る
覚
悟
が

見
え
る
。
こ
う
し
た
双
方
の
強
硬
姿
勢
の
結
果
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
民
間
人
が
不
当
に
影
響
を
受
け
、
基
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本
的
な
生
活
必
需
品
も
入
手
で
き
な
い
Ｉ
Ｄ
Ｐ
が
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
国
内
経
済
は
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
見
て
崩
壊
し
て
い
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
、
現
地
通
貨
の
価
値

は
半
分
以
下
に
な
り
、
銀
行
部
門
も
崩
壊
し
た
。
軍
事
政
権
が
基
本
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
回
収
で
き
ず
、

収
入
源
が
乏
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
さ
ら
に
困
難
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
で
に
激
化
す
る
イ
ン
フ
レ
や
食
料
不
足
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
何
よ
り
必
要
な

国
際
支
援
は
絶
た
れ
た
ま
ま
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
二
〇
一
〇
年
以
前
の
状
況
と
同
じ
く
、
再
び
孤
立
主
義

を
深
め
て
お
り
、
国
内
政
治
の
状
況
打
開
に
向
け
た
地
域
的
な
試
み
も
何
ひ
と
つ
実
を
結
ん
で
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
国
内
の
政
治
・
社
会
経
済
情
勢
が
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
中
期
的
に
見
て
も
良

い
兆
候
で
は
な
い
。
実
際
、
何
ら
か
の
進
展
が
見
ら
れ
る
前
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
さ
ら
な
る
混
乱
と
暴
力

に
向
か
う
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
政
治
的
な
行
き
詰
ま
り
が
何
ら
か
の
形
で
打
破
さ
れ
る
見
込
み

も
な
く
、
観
測
筋
の
ほ
と
ん
ど
は
国
の
将
来
を
悲
観
し
て
い
る
。

８　

結
論

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
は
二
〇
二
一
年
二
月
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
の
選
挙
で
上

下
両
院
を
制
す
る
の
に
十
分
な
圧
倒
的
多
数
で
勝
利
し
た
Ｎ
Ｌ
Ｄ
率
い
る
政
府
か
ら
政
権
を
奪
い
取
っ
た
。
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軍
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
理
由
と
し
て
、
広
範
な
不
正
投
票
が
あ
っ
た
と
訴
え
、
国
の
安
全
保
障
を
守
る
た
め

と
し
て
二
〇
〇
八
年
憲
法
に
基
づ
く
正
当
性
を
主
張
し
た
が
、
同
選
挙
の
国
際
監
視
団
の
大
半
は
、
選
挙

は
お
お
む
ね
公
正
か
つ
透
明
性
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
認
め
て
い
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
、
二
〇
一

〇
年
に
始
ま
っ
た
軍
政
か
ら
民
主
化
へ
の
移
行
は
事
実
上
停
止
し
た
。
地
域
的
に
も
国
際
的
に
も
ク
ー
デ

タ
ー
へ
の
批
判
が
広
が
り
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
文
民
政
府
の
復
帰
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
多
く
の
国
々
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
経
済
制
裁
を
加
え
て
い
る
。

　

軍
は
ク
ー
デ
タ
ー
状
態
を
収
束
さ
せ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
、「
自
由
で
公
正
な
」
選
挙
の
回
復
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
軍
の
政
党
で
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
有
利
な
も
の
で
、
人
気
を
抑
え
込
め

な
い
た
め
に
Ｎ
Ｌ
Ｄ
を
排
除
す
る
不
正
選
挙
で
あ
る
と
一
般
に
は
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
軍
は

ま
さ
に
二
〇
一
〇
年
以
前
の
状
況
と
同
じ
よ
う
に
、
自
ら
の
権
力
を
制
度
化
す
る
べ
く
動
い
て
い
る
。
追

放
さ
れ
た
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
臨
時
政
権
を
樹
立
し
、
多
く
の
西
側
諸
国
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
正
統
な
政
府
と
し
て

認
め
ら
れ
て
き
た
。
亡
命
状
態
に
あ
る
こ
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
政
権
は
多
く
の
民
族
武
装
集
団
と
手
を
組
み
、
国

民
統
一
政
府
（
Ｎ
Ｕ
Ｇ
）
を
形
成
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
と
Ｎ
Ｕ
Ｇ
は
と
も
に
定
期
的
に
声
明
を
出
し
、
国

軍
へ
の
抵
抗
運
動
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

ク
ー
デ
タ
ー
は
国
民
か
ら
の
強
い
抵
抗
も
招
き
、
市
民
的
不
服
従
運
動
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
が
人
民
防
衛
軍
（
Ｐ
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Ｄ
Ｆ
）
へ
と
変
容
す
る
と
、
軍
と
た
び
た
び
交
戦
し
、
民
族
武
装
集
団
と
協
働
す
る
こ
と
も
増
え
た
。
カ

レ
ン
民
族
同
盟
（
Ｋ
Ｎ
Ｕ
）、
カ
レ
ン
ニ
ー
民
族
進
歩
党
（K

arenni N
ational Progressive Party: K

N
PP

）、

カ
チ
ン
独
立
機
構
（
Ｋ
Ｉ
Ｏ
）
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
若
い
新
兵
を
訓
練
し
、
軍
へ
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る
。
若
い

世
代
の
青
少
年
の
多
く
は
、
今
こ
そ
国
を
軍
事
支
配
か
ら
脱
却
さ
せ
る
歴
史
的
な
機
会
だ
と
捉
え
て
い
る

た
め
、
こ
の
協
働
は
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
膠
着
状
態
は
、
さ
ら
に
多
く
の
暴
力
が
発

生
し
、
多
数
の
民
間
人
が
Ｉ
Ｄ
Ｐ
と
し
て
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

軍
は
、
村
や
反
対
派
戦
闘
員
を
爆
撃
す
る
た
め
に
航
空
機
を
使
用
す
る
な
ど
、
反
撃
の
際
に
は
民
間
人
へ

の
無
差
別
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
政
権
が
着
手
し
、
二
〇
一
五
年
に
は
全
国
停
戦
合
意
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
）
に
ま

で
至
っ
た
民
族
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
事
実
上
終
焉
を
迎
え
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
政
治
情
勢
を
受
け
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
で
は
動
揺
が
広
が
り
、
事
態
解
決
に
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
努
力
も
目
に
見
え

る
成
果
は
あ
げ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
現
在
の
議
長
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
事
態
打
開
を
模
索
し
て

お
り
、
軍
事
政
権
の
承
認
を
拒
ん
で
い
る
。

※
本
稿
は
英
語
原
稿
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第
11
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
歴
史

ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ

１　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
は

　

広
島
と
長
崎
は
一
九
四
五
年
に
核
兵
器
に
よ
る
直
接
攻
撃
を
受
け
た
。
人
々
は
原
爆
に
よ
る
爆
風
、
途

方
も
な
い
高
温
の
熱
線
、
放
射
線
に
苦
し
み
、
亡
く
な
っ
た（

１
）。

広
島
も
長
崎
も
ほ
ぼ
八
〇
年
を
経
た
現
在

で
も
な
お
、
多
く
の
点
で
こ
の
核
攻
撃
か
ら
の
回
復
途
上
に
あ
る
。
そ
の
後
、
人
間
を
直
接
攻
撃
す
る
た

め
に
核
兵
器
が
再
び
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
一
九
四
五
年
以
降
、
核
兵
器
国
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
）［
訳

注
：
Ｎ
Ｗ
Ｓ
（N

uclear W
eapon State

＝
核
兵
器
国
）
と
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
で
核
兵
器
の
保
有
を
認

め
ら
れ
た
米
ロ
英
仏
中
の
五
カ
国
を
指
す
］
は
二
〇
〇
〇
発
を
超
え
る
核
兵
器
を
爆
発
さ
せ
て
き
た（

２
）。

人
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間
を
直
接
攻
撃
す
る
た
め
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
核
兵
器
、
中
で
も
熱
核
兵
器
（
水
素
爆
弾
）
の
爆

発
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
甚
大
で
、
多
く
の
人
が
核
実
験
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
さ
ら
に
何
百
万
人
も
の
人
々
が
核
兵
器
や
原
子
炉
の
事
故
に
よ
り
、
ま
た
核
物
質
の
生
産
、
特

に
核
兵
器
製
造
お
よ
び
原
子
力
発
電
の
た
め
の
核
燃
料
の
生
産
に
よ
り
被
曝
し
た
。
世
界
各
地
に
存
在
す

る
こ
れ
ら
の
何
百
万
人
も
の
被
曝
者
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
で
あ
る（

３
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
放
射
線
に
被
曝
す
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る（

４
）。

こ
こ
広
島
で
、
そ
し
て
長
崎
で
、
人
々
が
受
け
た
放
射
線
に
よ
る
被

害
は
二
通
り
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
核
兵
器
が
投
下
さ
れ
た
時
、
爆
心
地
か
ら
放
射
さ
れ
た
激
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
波
に
よ
る
被
曝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
に
は
爆
風
と
熱
線
に
加
え
、
γ
線
と
中
性
子
線

が
含
ま
れ
て
い
た
。
爆
風
や
熱
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
様
、
核
兵
器
の
爆
発
で
放
射
線
が
と
て
つ
も
な
い

勢
い
で
放
出
さ
れ
た
結
果
、
近
く
に
い
た
人
た
ち
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
放
射
線
は
爆
心

地
か
ら
約
三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
に
害
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
遠
く
へ
と
拡
が
る
に
つ
れ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
地
域
内
に
い
た
す
べ
て
の
人
の
全
身
に
放
射
線
が
浸
透
し
て

細
胞
や
器
官
を
損
傷
し
て
い
っ
た
。
こ
の
放
射
線
の
持
続
時
間
は
一
分
未
満
で
、
巨
大
な
Ｘ
線
装
置
の
ス

イ
ッ
チ
が
オ
ン
に
な
っ
た
後
、
す
ぐ
オ
フ
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
オ
フ
に
な
っ
た
時
に
は
、
放
射
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線
は
も
う
存
在
し
な
い
。
こ
の
放
射
線
の
外
部
被
曝
に
よ
る
損
傷
で
、
多
く
の
人
々
が
即
死
し
、
さ
ら
に

多
く
の
人
が
数
日
後
、
数
週
間
後
、
あ
る
い
は
数
カ
月
後
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
何
十
年
も

の
間
に
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
病
気
に
な
っ
た
。
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
と
そ
の
後
継
研
究

機
関
で
あ
る
放
射
線
影
響
研
究
所
（
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
）
は
今
日
ま
で
、
こ
れ
ら
の
放
射
線
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害

を
追
跡
し
続
け
て
い
る
。

　

人
々
は
ま
た
、
黒
い
雨
に
よ
っ
て
も
被
曝
し
た
。
核
兵
器
が
爆
発
す
る
と
、
核
分
裂
生
成
物
と
呼
ば
れ

る
多
く
の
放
射
性
微
粒
子
を
放
出
す
る
。
原
爆
の
キ
ノ
コ
雲
は
、
こ
う
し
た
放
射
性
微
粒
子
に
加
え
、
分

裂
し
な
か
っ
た
ウ
ラ
ン
235
ま
た
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
満
ち
て
い
た
（
広
島
型
原
爆
に
は
ウ
ラ
ン
235
が
使
用
さ
れ
、

長
崎
型
原
爆
に
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
使
用
さ
れ
た（

５
））。

そ
れ
に
加
え
て
、
微
粒
子
は
爆
発
に
よ
り
イ
オ
ン
化
さ
れ

て
放
射
性
物
質
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
微
粒
子
は
、
爆
発
後
に
生
じ
た
火
球
が
冷
却
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
キ
ノ
コ
雲
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
キ
ノ
コ
雲
の
て
っ
ぺ
ん
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
は
、

す
べ
て
こ
の
放
射
性
微
粒
子
の
た
め
で
あ
る
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
後
、
キ
ノ
コ
雲
が
漂
い
、
そ
れ
に
つ

れ
て
放
射
性
微
粒
子
が
キ
ノ
コ
雲
か
ら
落
下
し
、
地
上
へ
と
漂
い
な
が
ら
落
ち
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
放
射

性
「
降
下
物
」
で
あ
る
。
広
島
で
は
漂
流
す
る
雲
か
ら
雨
が
こ
れ
ら
の
放
射
性
微
粒
子
を
取
り
込
ん
だ
が
、

街
を
燃
や
す
炎
か
ら
大
量
の
煤
も
放
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
雨
は
黒
く
な
っ
た
。
こ
の
黒
い
雨
に
は
大
量
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の
放
射
性
微
粒
子
が
含
ま
れ
て
い
た
。
様
々
な
微
粒
子
は
異
な
る
化
学
的
性
質
を
持
ち
、
数
時
間
ま
た
は

数
日
し
か
放
射
性
が
持
続
し
な
い
微
粒
子
も
あ
れ
ば
、
何
百
年
、
何
千
年
も
の
間
、
放
射
性
が
持
続
す
る

微
粒
子
も
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
危
険
性
は
一
〇
〇
万
年
以
上
継
続
し
、
ウ
ラ
ン
235
の
危
険
性
は
何
十

億
年
も
の
間
、
継
続
す
る
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
微
粒
子
は
基
本
的
に
、
体
内
に
入
る
と
危
険
で
あ
る
。
主

に
呼
吸
や
飲
食
、
あ
る
い
は
皮
膚
の
切
り
傷
を
通
し
て
私
た
ち
の
体
内
に
入
っ
て
く
る
。
体
内
に
入
っ
た

場
合
、
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
と
同
じ
よ
う
に
体
内
に
留
ま
る
こ

と
も
あ
る
。
人
間
の
身
体
は
体
内
に
入
っ
て
き
た
微
粒
子
を
、
そ
の
化
学
的
性
質
に
応
じ
て
様
々
な
目
的

に
利
用
す
る
。
例
え
ば
、
核
爆
発
で
生
成
さ
れ
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
は
カ
ル
シ
ウ
ム
に
似
て
い
る
た
め
、

体
内
に
入
る
と
多
く
の
場
合
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
同
様
に
骨
や
歯
に
蓄
積
さ
れ
る
。
個
々
の
微
粒
子
は
高
レ

ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
な
い
が
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
微
粒
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

一
日
二
四
時
間
、
周
辺
の
細
胞
に
影
響
を
与
え
る
。
何
年
も
こ
う
し
た
影
響
が
続
く
と
傷
害
や
疾
患
の
原

因
と
な
る
。
そ
し
て
半
減
期
の
長
い
放
射
性
微
粒
子
の
場
合
、
こ
の
危
険
性
は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
継

続
す
る
。

　

黒
い
雨
に
曝
さ
れ
、
そ
の
後
に
疾
病
を
発
症
し
た
人
々
を
、
科
学
者
や
裁
判
所
が
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と

認
識
す
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
が
か
か
っ
た
。
一
方
、
原
爆
に
よ
る
放
射
線
の
外
部
被
曝
者
を
把
握
す
る



第11章　グローバル・ヒバクシャの歴史

263

こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
爆
心
地
周
辺
の
三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
い
た
人
た
ち
す
べ
て
で
あ
る
。

し
か
し
、
風
下
の
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
放
射
性
微
粒
子
が
堆
積
し
た
後
に
、
そ
の
微
粒
子
を
体
内

に
摂
取
し
た
人
と
摂
取
し
な
い
人
を
判
別
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
こ
の
困
難
さ
ゆ
え
に
、
黒
い
雨

に
曝
さ
れ
た
人
た
ち
を
原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
者
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
も
ま
た
、
難
し
か
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
多
く
の
人
は
、
次
の
「
世
界
大
戦
」
が
起
き
る
と
核
兵
器
が
使
わ
れ
る
、

と
怖
れ
た
。
広
島
や
長
崎
の
人
た
ち
が
受
け
た
よ
う
な
直
接
の
核
攻
撃
を
多
く
の
人
が
受
け
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
怖
れ
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
回
を
超
え
る
核
実
験
に
よ
っ
て
、
原
爆
の
黒
い
雨

と
同
じ
よ
う
な
放
射
性
降
下
物
に
よ
り
、
何
百
万
も
の
人
々
が
被
曝
し
て
い
る
。
冷
戦
期
に
は
、
核
爆
発

よ
り
も
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
被
曝
の
方
が
「
標
準
」
に
な
っ
た
。
黒
い
雨
に
曝
さ
れ
た
人
た
ち
に
起
き

た
こ
と
を
認
識
す
る
の
に
長
い
年
月
を
要
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
受
け

た
被
害
も
否
定
さ
れ
、
そ
の
苦
し
み
も
同
じ
よ
う
に
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

２　

核
実
験

　

米
国
は
日
本
に
核
攻
撃
を
行
な
っ
て
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
核
兵
器
の
実
験
を
開
始
し
た（

６
）。

一

九
四
六
年
の
六
月
と
七
月
に
は
国
連
か
ら
の
信
託
統
治
領
と
し
て
米
国
が
保
有
し
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
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島
で
二
つ
の
核
実
験
を
行
な
っ
た
。
米
国
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
降
下
物
の
雲
を
伴
う
水
爆
の
開

発
を
は
じ
め
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
核
実
験
を
続
け
た
。
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が

一
九
四
九
年
に
核
兵
器
を
開
発
す
る
と
、
米
国
は
国
内
の
ネ
バ
ダ
州
に
も
核
実
験
場
を
開
設
し
た
。
ネ
バ

ダ
核
実
験
場
で
は
九
〇
〇
回
を
超
え
る
核
実
験
が
行
な
わ
れ
、
地
球
上
で
最
も
多
く
の
核
爆
発
が
行
な
わ

れ
た
場
所
と
な
っ
た
。
ネ
バ
ダ
核
実
験
場
は
現
在
も
な
お
、
現
役
の
軍
用
地
で
あ
り
、
こ
の
実
験
場
で
米

国
は
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
を
開
発
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
戦
争
で
使
用
し
て
き
た
。
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器

は
核
兵
器
と
同
様
、
使
用
後
は
生
態
系
に
放
射
性
核
種
が
残
留
す
る
。
こ
れ
ら
二
カ
所
の
核
実
験
場
は
、

大
量
の
放
射
性
降
下
物
を
ま
き
散
ら
し
て
人
々
を
被
曝
さ
せ
た
。
ネ
バ
ダ
州
で
の
大
気
圏
内
核
実
験
に
よ

り
、
大
量
の
放
射
性
降
下
物
を
含
む
雲
が
米
国
本
土
を
横
切
り
、
今
日
な
お
、
風
下
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
放
射
線
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
よ
う
や
く
米
国
は
、
汚
染
が
ひ
ど
か
っ
た
時
期
に
ネ
バ

ダ
核
実
験
場
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
に
、
少
額
の
補
償
金
の
支
払
い

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
健
康
に
危
険
を
も
た
ら
し
続
け
る
残
留
放
射
線
が
存
在
す
る
地
域
で
は
、
そ
の

後
も
多
く
の
人
が
生
ま
れ
、
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
中
頃
に
実
施
さ
れ
た
水
爆
実
験
に
よ
り
、
膨
大
な
放
射
性

降
下
物
の
雲
を
経
験
し
た
。
最
初
の
実
用
水
爆
実
験
で
あ
る
一
九
五
四
年
三
月
一
日
の
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
で
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は
、
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
環
礁
に
住
む
数
百
の
人
々
が
被
曝
し
、
全
員
が
健
康
へ
の
影
響
を
受
け

た
。
汚
染
さ
れ
た
環
礁
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
放
射
線
が
現
在
も
残
り
、
い
ま
だ
に
広
い
範
囲
が
居
住
不
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
、
第
五
福
竜
丸
が
放
射
性
降
下
物
を
浴
び
、
乗
組

員
全
員
が
病
気
に
な
り
、
六
カ
月
後
に
乗
組
員
の
久
保
山
愛
吉
が
亡
く
な
っ
た
。
現
在
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
共
和
国
で
は
核
実
験
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
苦
し
み
や
、
こ
の
惨
事
か
ら
生
き
残
っ
た
人
た
ち
の
苦

難
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
が
行
な
わ
れ
た
日
は
国
民
の
休
日
と
な
っ
て
い
る
。

　

旧
ソ
連
は
米
国
か
ら
四
年
遅
れ
て
核
兵
器
を
開
発
し
た（

７
）。

ソ
連
は
カ
ザ
フ
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

国
に
最
初
の
核
実
験
場
を
建
設
し
た
。
そ
の
実
験
場
で
ソ
連
は
核
分
裂
兵
器
だ
け
で
な
く
核
融
合
兵
器
で

あ
る
水
素
爆
弾
も
開
発
し
た
。
核
実
験
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ポ
リ
ゴ
ン
か
ら
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
内
に
多
く
の
村
が
あ
り
、
放
射
性
降
下
物
は
こ
の
核
実
験
場
の
風
下
に
住
む
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る

人
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ソ
連
は
ウ
ラ
ル
山
脈
近
く
で
行
な
っ
た
核
実
験
の
際
、
汚
染

さ
れ
た
訓
練
用
地
に
五
万
人
を
超
え
る
部
隊
を
参
加
さ
せ
た
ほ
か
、
数
多
く
の
場
所
で
核
実
験
を
行
な
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
後
期
に
は
北
極
海
の
ノ
バ
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ャ
島
に
核
実
験
場
を
建
設
し
、
一
九
六
一
年

に
史
上
最
大
の
核
爆
発
実
験
を
行
な
っ
た
。
こ
の
時
の
水
爆
ツ
ァ
ー
リ
・
ボ
ン
バ
の
威
力
は
、
米
国
最
大

の
核
実
験
で
あ
る
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
三
倍
を
超
え
て
い
た
。
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次
に
核
実
験
を
行
な
っ
た
国
は
英
国
で
あ
る（

８
）。

英
国
は
一
九
五
二
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
豪
州
）
で
核

実
験
を
行
な
っ
た
。
豪
州
内
に
三
カ
所
の
実
験
場
を
設
け
た
ほ
か
、
今
日
で
は
「
汚
い
爆
弾
」
と
呼
ば
れ

る
爆
弾
の
実
験
も
複
数
回
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
実
験
の
大
半
は
、
南
豪
州
内
陸
部
の
先
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
あ
る
伝
統
あ
る
地
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
豪
州
政
府
は
降
下
物
の
雲
が
あ
ま
り
に
広
大
で

あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
水
爆
実
験
を
行
な
う
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
そ
の

後
、
英
国
は
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
家
キ
リ
バ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
島
に
別
の
核
実
験
場
を
建
設
し
た
。
一

九
五
七
年
と
一
九
五
八
年
に
英
国
は
ク
リ
ス
マ
ス
島
で
多
く
の
水
爆
実
験
を
行
な
い
、
そ
の
合
計
は
四
五

回
に
達
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
一
九
六
〇
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
核
実
験
を
開
始
し
た（

９
）。

長
い
間
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
フ

ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
核
実
験
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争

の
最
中
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
独
立
戦
争
で
苦
戦
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
核
実
験
が
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
核
実
験
を
実
施
し
な
が
ら
、
別
の
植
民
地
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
も
う
一
つ
の
核
実
験
場
を
建
設
し
て
い
た
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
核
実
験
場
で
フ
ラ

ン
ス
は
自
国
の
水
素
爆
弾
す
べ
て
を
含
め
、
ほ
ぼ
二
〇
〇
回
の
核
実
験
を
行
な
っ
た
。

　

大
気
圏
内
で
核
実
験
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
風
下
へ
と
降
下
物
を
も
た
ら
し
た
最
後
の
国
は
中
国
で
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あ
る（

10
）。

中
国
は
新
彊
自
治
区
の
ロ
プ
ノ
ー
ル
核
実
験
場
で
自
国
の
核
兵
器
す
べ
て
の
実
験
を
行
な
っ
た
。

核
分
裂
型
（
原
爆
）
と
核
融
合
型
（
水
爆
）
の
実
験
を
計
四
五
回
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

核
実
験
場
の
場
所
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
核
の
植
民
地
主
義
が
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
核
兵
器
国
で
あ
る
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
二
カ
国
は
自
国
の
領
土
内
で
は
一
度
も
核
実
験

を
行
な
っ
て
い
な
い
。
両
国
と
も
、
自
国
の
植
民
地
内
や
植
民
地
か
ら
独
立
後
の
土
地
で
の
み
核
実
験
を

行
な
っ
た
。
米
国
は
国
内
で
も
「
信
託
統
治
領
」
で
も
核
実
験
を
行
な
っ
た
が
、
水
爆
に
よ
っ
て
発
生
す

る
巨
大
な
降
下
物
の
雲
の
被
害
を
米
国
内
の
人
々
が
受
け
な
い
よ
う
に
、
水
爆
実
験
は
す
べ
て
米
国
大
陸

部
の
外
で
行
な
っ
た
。
国
内
に
実
験
場
を
設
け
る
時
で
も
、
必
ず
民
族
的
、
あ
る
い
は
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
（
少
数
派
）、
す
な
わ
ち
先
住
民
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
そ
し
て
モ
ル
モ
ン
教
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
近
く

が
選
ば
れ
、
多
数
派
の
人
々
の
集
ま
る
場
所
は
避
け
ら
れ
た
。
旧
ソ
連
に
お
け
る
主
要
な
核
実
験
場
は
、

民
族
的
に
も
宗
教
的
に
も
多
数
派
の
ロ
シ
ア
人
の
居
住
地
と
は
異
な
る
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
設
け
ら
れ
た
。

中
国
で
は
す
べ
て
の
核
実
験
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
伝
統
的
な
土
地
で
行
な
わ
れ
た
。
彼
ら
は
民
族
的
・
宗

教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
今
な
お
酷
い
抑
圧
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
選
ば
れ
て
」
被
曝
し
た
人
た
ち
は
、
政
治
的
に
無
力
な
た
め
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

軍
事
上
や
安
全
保
障
上
の
要
請
に
基
づ
い
て
核
実
験
場
を
選
定
し
た
の
で
は
な
く
、
核
実
験
を
行
な
う
国
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の
側
に
政
治
的
な
影
響
が
及
ば
な
い
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
核
の
植
民
地

主
義
」
で
あ
り
、
資
源
搾
取
の
た
め
の
植
民
地
主
義
で
は
な
く
、「
空
の
場
所
」「
誰
も
い
な
い
場
所
」
を

搾
取
の
対
象
と
す
る
植
民
地
主
義
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
「
空
」
の
場
所
で
、
実
際
に
は
何
百
万
も

の
人
々
が
五
核
兵
器
国
（
Ｐ
５
）
の
核
実
験
に
よ
る
放
射
性
降
下
物
で
被
曝
し
、
さ
ら
に
何
百
万
も
の
人
々

が
、
汚
染
さ
れ
た
土
地
に
今
も
住
み
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

核
の
製
造

　

核
兵
器
の
製
造
も
原
子
力
発
電
も
極
め
て
技
術
集
約
的
な
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
段
階
は
「
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
」
と
総
称
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
で
は
節
目
ご
と
に
、
結
果
と
し
て
作
業
者
お
よ
び
生
産
場
所

の
近
隣
住
民
が
汚
染
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
で
は
低
レ
ベ
ル
、
中
レ
ベ
ル
、
高
レ
ベ

ル
の
放
射
性
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
段
階
で
現
場
だ
け
で
な
く
、
放
射
性
廃
棄
物
を
管
理

す
る
過
程
に
い
る
人
々
に
も
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

す
べ
て
の
核
技
術
は
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
か
ら
始
ま
る（

11
）。

ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
は
他
の
鉱
石
の
採
掘
と

同
様
、
世
界
の
様
々
な
場
所
に
あ
る
岩
石
に
含
ま
れ
る
天
然
鉱
石
を
掘
り
出
す
作
業
で
あ
り
、
地
下
採
掘

と
露
天
掘
り
の
両
方
で
採
掘
す
る
と
い
う
点
も
似
て
い
る
。
最
初
の
ウ
ラ
ン
鉱
石
は
他
の
鉱
石
の
採
掘
現
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場
で
副
産
物
と
し
て
採
取
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
多
く
の
鉱
山
は
銀
を
採
掘
す
る
鉱
山
で
あ
っ
た
が
、
か

つ
て
希
少
鉱
石
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ウ
ラ
ン
が
、
今
で
は
豊
富
な
量
が
広
く
分
布
し
て
い
る
と
わ

か
り
掘
削
さ
れ
て
い
る
。

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
最
初
に
放
射
線
に
被
曝
す
る
の
は
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
労
働
者
で
あ
る
。
多
く

の
労
働
者
が
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
閉
鎖
さ
れ
た
狭
い
空
間
で
ウ
ラ
ン
の
微
粒
子
を
吸
い
込
み
、
そ
の
た
め
に
長

き
に
わ
た
り
、
重
度
の
肺
が
ん
に
苦
し
ん
で
き
た
。
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
労
働
者
は
ま
た
、
ウ
ラ
ン
の
ち
り
を

衣
服
や
靴
に
付
着
さ
せ
て
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
者
の
住
居
や
ウ
ラ
ン
鉱
山
近
く
に
住
む

人
々
か
ら
高
レ
ベ
ル
の
ウ
ラ
ン
の
放
射
性
核
種
が
確
認
さ
れ
た
。
採
掘
の
過
程
で
ウ
ラ
ン
に
汚
染
さ
れ
た

多
く
の
廃
棄
物
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
鉱
山
の
そ
ば
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
テ
ー

リ
ン
グ
（
鉱
滓
）」
と
呼
ば
れ
、
山
積
み
で
放
置
さ
れ
た
り
、
大
き
な
池
に
投
棄
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
ウ

ラ
ン
鉱
山
が
閉
山
し
た
時
、
鉱
山
会
社
が
山
積
み
の
、
あ
る
い
は
池
に
投
棄
し
た
テ
ー
リ
ン
グ
を
浄
化
し

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
米
国
史
上
、
最
大
の
放
射
線
事
故
は
チ
ャ
ー
チ
・
ロ
ッ
ク
社
の
起
こ
し
た
惨
事

で
、
一
九
七
九
年
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
で
ダ
ム
が
決
壊
し
、
ウ
ラ
ン
の
テ
ー
リ
ン
グ
を
投
棄
し
た
池
か

ら
近
く
の
河
川
に
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物
が
流
出
し
た（

12
）。

　

ウ
ラ
ン
は
数
種
類
の
同
位
元
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
核
分
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
な
の
は
ウ
ラ
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ン
235
だ
け
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
235
は
天
然
ウ
ラ
ン
に
一
％
未
満
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
天
然
ウ
ラ
ン

は
多
く
の
段
階
を
経
て
精
製
し
、
最
終
的
に
核
分
裂
を
可
能
に
す
る
十
分
な
ウ
ラ
ン
235
を
含
む
物
質
、
す

な
わ
ち
濃
縮
ウ
ラ
ン
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
段
階
で
は
、
天
然
ウ
ラ
ン
の
大
半
を
構

成
す
る
重
い
ウ
ラ
ン
238
か
ら
ウ
ラ
ン
235
を
分
離
す
る
た
め
、
遠
心
分
離
機
を
使
用
し
た
り
、
天
然
ウ
ラ
ン

を
ガ
ス
に
変
換
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
処
理
が
行
な
わ
れ
る
。
分
離
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
235
は
核
兵
器

に
直
接
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ウ
ラ
ン
238
は
原
子
炉
に
動
力
を
供
給
す
る
燃
料
棒
に
使
用
さ
れ
る（

13
）。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
原
子
炉
は
、
核
兵
器
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
製
造
す
る
た

め
に
設
計
さ
れ
、
最
初
に
稼
働
し
た（

14
）。

そ
の
製
造
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
行
な
わ
れ
た
。

米
国
は
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
続
き
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
サ
バ
ン
ナ
川
で
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
を

稼
働
し
、
七
万
発
を
超
え
る
核
兵
器
製
造
が
可
能
な
量
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
産
し
た（

15
）。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

は
核
燃
料
棒
を
「
燃
焼
」
さ
せ
て
製
造
す
る
。
ウ
ラ
ン
238
の
一
部
を
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
変
換
し
、
そ
の
後
、

燃
料
棒
を
硫
酸
で
溶
解
し
て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
化
学
的
に
他
の
物
質
か
ら
分
離
さ
せ
る
。
こ
の
過
程
で

残
っ
た
廃
棄
物
は
、
化
学
的
に
有
毒
で
放
射
性
レ
ベ
ル
も
高
い
。
こ
の
廃
棄
物
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
大

型
タ
ン
ク
内
に
貯
蔵
さ
れ
る
。
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
発
生
し
た
こ
う
し
た
廃
棄
物
の
大
半
は
、
い
ま
だ
に
大

型
タ
ン
ク
内
に
入
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
原
子
炉
に
お
け
る
最
初
の
大
規
模
な
事
故
の
一
つ
は
、
旧
ソ
連
の
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マ
ヤ
ー
ク
核
施
設
の
ま
さ
に
こ
う
し
た
廃
棄
物
貯
蔵
タ
ン
ク
で
爆
発
が
起
き
た
時
に
発
生
し
た（

16
）。

マ
ヤ
ー

ク
核
施
設
は
、
旧
ソ
連
の
核
兵
器
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
製
造
工
場
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
九
月
二
九
日
、

こ
れ
ら
の
タ
ン
ク
の
一
つ
で
起
き
た
爆
発
に
よ
っ
て
、
廃
棄
物
が
舞
い
上
が
り
、
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
範
囲
に
放
射
性
物
質
が
拡
散
し
た
。
こ
の
範
囲
に
は
二
五
万
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
住
ん
で

い
た
。
こ
の
地
域
で
は
六
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
放
射
性
微
粒
子
が

残
留
し
て
い
る
。
こ
の
事
故
は
旧
ソ
連
軍
の
原
子
炉
複
合
施
設
内
で
発
生
し
た
た
め
、
地
元
住
民
や
国
際

社
会
に
対
し
、
こ
の
事
故
や
健
康
上
の
危
険
に
関
す
る
情
報
は
一
切
、
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

二
番
目
の
原
子
炉
事
故
は
、
マ
ヤ
ー
ク
の
事
故
か
ら
一
一
日
後
の
一
九
五
七
年
一
〇
月
一
〇
日
に
発
生

し
た
。
英
国
カ
ン
ブ
リ
ア
州
の
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
原
子
力
施
設
で
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
用
の
原
子
炉
の

一
つ
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
の
で
あ
る（

17
）。

ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
原
子
炉
の
火
災
は
三
日
間
続
き
、
火
災
の
煙

に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
風
で
運
ば
れ
、
大
気
中
に
拡
散
し
た
。
事
故
当
時
、
英
国
政
府
は
火
災
発
生
を

認
識
し
た
が
、
危
険
性
は
な
く
、
原
子
炉
施
設
か
ら
の
放
射
線
の
漏
出
は
な
い
、
と
公
言
し
た
。
そ
の
後
、

事
故
当
時
の
天
候
と
降
雨
の
パ
タ
ー
ン
を
考
慮
に
入
れ
た
分
析
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
の
推
定
値

は
修
正
さ
れ
、
英
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
欧
州
北
部
の
か
な
り
の
地
域
に
放
射
性
降
下
物
が
拡
散

し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
二
〇
〇
七
年
の
調
査
の
試
算
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
の
火
災
に
よ
る
放
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射
性
微
粒
子
の
拡
散
が
原
因
で
、
近
隣
の
風
下
地
域
だ
け
で
約
二
四
〇
人
の
が
ん
患
者
が
発
生
し
、
こ
の

う
ち
最
大
で
二
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
と
い
う（

18
）。

４　

原
子
力
事
故

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
以
降
、
核
燃
料
の
生
産
と
核
兵
器
に
関
連
す
る
事
故
が
発
生
し
て
き
た
。
し
か
し
、

最
悪
の
事
故
は
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
、
特
に
核
燃
料
の
溶
融
に
伴
う
事
故
で
あ
っ
た
。
原
子
力

発
電
所
の
稼
働
が
始
ま
っ
て
以
降
、
一
〇
年
ご
と
に
燃
料
溶
融
事
故
が
発
生
し
て
き
た
が
、
最
大
の
原
子

力
発
電
所
事
故
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
に
お
け
る
事
例
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
年
に
設
計
上
の
欠
陥
と
人
的
過
誤
が
重
な
っ
た
結
果
、
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
国
境
に
位
置
す
る
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
四
号
機
で
爆
発
が
起
き
た（

19
）。

こ
の
爆

発
に
よ
り
原
子
炉
の
炉
心
内
の
核
燃
料
の
多
く
が
大
気
中
へ
と
舞
い
上
が
り
、
近
く
の
土
地
に
降
り
注
ぎ
、

煙
霧
に
よ
っ
て
風
下
へ
と
飛
散
し
た
。
残
っ
た
核
燃
料
は
完
全
に
溶
融
し
て
、
原
子
炉
容
器
の
下
の
基
部

へ
と
流
れ
込
ん
だ
。
炉
心
の
火
災
は
二
週
間
以
上
続
き
、
放
射
性
核
種
を
放
出
し
続
け
、
欧
州
の
広
大
な

土
地
を
帯
状
に
汚
染
し
た
。
ソ
連
当
局
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
か
ら
三
キ
ロ
離
れ
た
位
置
に

あ
る
プ
リ
ピ
ャ
チ
の
街
か
ら
住
民
を
避
難
さ
せ
る
の
に
二
日
間
を
要
し
た
。
プ
リ
ピ
ャ
チ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
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イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
働
い
て
い
た
大
半
の
人
が
暮
ら
し
て
い
た
街
で
あ
る
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
は
発
表
さ
れ
ず
、
ソ
連
当
局
以
外
の
人
た
ち
が
事
故
を
知
っ
た
の
は
、
事
故
か
ら
一
週
間
後
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
原
子
炉
の
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
が
放
射
性
微
粒
子
を
検
知
し
た
時
で
あ
っ
た
。
ソ
連
当
局

は
降
下
物
の
雲
が
欧
州
の
上
を
漂
っ
て
い
た
時
も
そ
の
雲
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
。
キ
エ
フ
近
く
で

炉
心
火
災
が
続
い
て
い
た
の
に
、
ソ
連
当
局
は
約
十
日
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
メ
ー
デ
ー
の
パ
レ
ー
ド
を

中
止
に
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
ソ
連
当
局
は
降
下
物
の
雲
に
人
工
降
雨
の
た
め
の
種
を
ま
き
、
大
量
の
降

下
物
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
降
ら
し
て
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
内
の
モ
ス
ク
ワ
や
そ
の

他
の
大
都
市
に
放
射
性
降
下
物
が
到
達
し
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

何
百
万
と
い
う
人
々
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放
射
線
に
被
曝
し
た
。
五
〇
万

を
超
え
る
人
々
が
事
故
後
の
数
年
間
、
プ
リ
ピ
ャ
チ
で
「
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
（
後
始
末
を
す
る
人
）」
と
し
て
、

原
子
炉
火
災
の
消
火
か
ら
、
原
子
炉
複
合
体
お
よ
び
人
が
い
な
い
街
の
浄
化
ま
で
、
様
々
な
労
働
に
従
事

し
た
。
放
射
性
降
下
物
は
欧
州
各
地
を
汚
染
し
、
大
量
の
汚
染
物
質
が
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
、
ス
ラ
ブ

諸
国
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
降
下
し
た
。
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
は

非
常
に
大
量
の
降
下
物
が
降
り
注
い
だ
。
広
大
な
地
域
が
立
入
禁
止
区
域
と
な
り
、
現
在
も
住
む
人
は
い

な
い
。
数
百
と
い
う
村
か
ら
人
が
い
な
く
な
り
、
何
十
万
も
の
人
た
ち
が
避
難
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
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ラ
ル
ー
シ
の
病
院
に
は
、
拡
散
し
た
放
射
線
に
よ
る
病
気
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
棟
が
設
置
さ
れ
た
。

三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
ジ
ャ
ム
、
キ
ノ
コ
、
イ
ノ
シ
シ
肉
な
ど
の
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た

食
品
が
欧
州
の
市
場
に
出
回
り
続
け
て
い
る
。

　

疫
学
的
な
結
果
だ
け
で
な
く
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
で
は
被
害
が
社
会
や
家
族
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
放
射
性
降
下
物
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
サ
ー
ミ
人
の
伝
統
あ
る
土
地
に
も
大
量
に
降
り
注
い
だ
。
サ
ー
ミ
文
化
は
ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
を
中
心
と

し
て
築
か
れ
て
い
る
が
、
ト
ナ
カ
イ
の
主
な
食
ベ
物
は
地
衣
類
（
コ
ケ
）
で
、
地
衣
類
は
放
射
性
物
質
の
生

物
蓄
積
体
で
あ
る
た
め
、
ト
ナ
カ
イ
は
放
射
能
で
か
な
り
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
放
射
性
レ
ベ
ル
は

高
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
サ
ー
ミ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
の
健
康
に
被
害
を
与
え
た
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
的
慣
習
の
一
部
を
変
え
始
め
た（

20
）。

ま
た
、
一
〇
〇
〇
年
も
の
間
続
い
て
き
た

持
続
可
能
な
経
済
、
食
物
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
も
問
題
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
日
本
北
部
に
あ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
原
子

炉
三
基
が
完
全
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
。
こ
の
原
発
の
所
内
電
源
は
完
全
に
喪
失
し
、
原
子
炉
の
燃
料
と

使
用
済
み
核
燃
料
の
両
方
の
冷
却
系
統
が
機
能
を
喪
失
し
た
。
こ
れ
ら
の
燃
料
は
冷
却
さ
れ
る
こ
と
な
く

高
温
に
な
り
続
け
た
結
果
、
溶
融
し
た
。
古
い
核
燃
料
を
冷
却
し
て
い
た
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
で
火
災
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が
発
生
し
、
原
子
炉
容
器
内
の
高
温
の
燃
料
が
溶
融
し
て
漏
出
し
、
原
子
炉
の
下
の
基
部
へ
と
流
れ
込
ん

だ
。
溶
融
し
た
燃
料
は
水
素
ガ
ス
を
放
出
し
、
そ
の
水
素
ガ
ス
が
原
子
炉
建
屋
内
に
充
満
し
た
結
果
、
地

震
か
ら
数
日
内
に
四
回
の
爆
発
が
起
き
た
。
大
量
の
放
射
性
煙
霧
が
原
子
炉
建
屋
か
ら
立
ち
あ
が
り
、
風

下
へ
と
漂
い
流
れ
、
膨
大
な
量
の
放
射
性
核
種
が
風
下
の
街
や
稲
田
、
森
林
、
山
々
に
降
り
積
も
っ
た（

21
）。

　

こ
の
事
故
か
ら
三
日
目
と
四
日
目
に
完
全
な
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
起
き
た
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
発
電
所
に
お
け
る
燃
料
溶
融
の
発
生
を
否
定
し
た
。
日
本
政
府
は
三
カ
月
経
っ

て
よ
う
や
く
、
当
初
か
ら
知
っ
て
い
た
事
実
を
国
民
に
対
し
て
認
め
、
何
十
万
も
の
人
が
発
電
所
周
辺
か

ら
よ
う
や
く
避
難
し
、「
仮
設
」
住
宅
に
入
居
し
た
。
そ
の
後
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
降
下
物
の
雲
か
ら
の

汚
染
の
状
況
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
、
発
電
所
か
ら
さ
ら
に
離
れ
た
地
域
の
人
々
も
避
難
し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し
た
地
域
で
、
大
量
の
放
射
性
核
種
が
拡
散
し
た
場
合
、
特
に
問
題
と
な

る
の
は
ヨ
ウ
素
131
と
セ
シ
ウ
ム
137
で
あ
る
。
ヨ
ウ
素
131
は
半
減
期
が
比
較
的
短
い
粒
子
で
、
危
険
性
が
持

続
す
る
期
間
は
わ
ず
か
三
カ
月
未
満
で
あ
る
が
、
乳
製
品
を
消
費
す
る
こ
と
で
人
体
に
素
早
く
入
り
込
む
。

ヨ
ウ
素
131
粒
子
が
野
原
に
堆
積
し
、
そ
れ
を
牛
が
摂
取
し
、
牛
乳
か
ら
作
ら
れ
た
乳
製
品
を
人
間
が
消
費

す
る
。
現
地
の
牛
乳
が
す
ぐ
に
市
場
へ
と
流
通
す
る
こ
と
で
、
危
険
性
が
持
続
す
る
三
カ
月
以
内
に
ヨ
ウ

素
131
粒
子
を
人
間
が
体
内
に
摂
取
し
て
し
ま
う
。
人
体
は
甲
状
腺
で
ヨ
ウ
素
を
使
用
す
る
た
め
、
人
が
ヨ
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ウ
素
131
粒
子
を
摂
取
し
た
場
合
、
頻
繁
に
甲
状
腺
に
取
り
込
ま
れ
、
甲
状
腺
近
く
の
細
胞
を
損
傷
す
る
。

こ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、
す
べ
て
の
放
射
線
被
曝
と
同
様
、
特
に
危
険
で
あ
る
。
子
ど
も
の
身
体
の
成

長
は
速
い
た
め
、
放
射
線
に
よ
る
傷
害
は
発
育
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
細
胞
や
器
官
を
損
傷
す

る
こ
と
に
な
る
。
原
発
事
故
が
起
き
る
と
、
甲
状
腺
が
ん
が
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
内
部
被
曝
の
最
初
の

症
状
と
し
て
特
に
子
ど
も
に
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
近
隣
で
も
福
島
で
も
そ
う
で
あ
っ

た
。

　

セ
シ
ウ
ム
137
は
約
三
〇
〇
年
間
、
危
険
性
が
持
続
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
137
は
特
に
生
態
系
に
堆
積
す
る
と

土
壌
か
ら
水
へ
、
植
物
へ
、
そ
し
て
動
物
へ
と
容
易
に
移
動
す
る
。
ひ
と
た
び
一
定
量
の
セ
シ
ウ
ム
137
が

生
態
系
内
に
堆
積
す
る
と
汚
染
が
持
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
セ
シ
ウ
ム
137
の
危
険
性
が
持
続

す
る
三
〇
〇
年
間
に
、
多
く
の
長
期
的
な
問
題
を
も
た
ら
す
。
野
火
が
発
生
し
た
場
合
、
セ
シ
ウ
ム
137
の

粒
子
が
放
出
さ
れ
て
エ
ア
ロ
ゾ
ル
化
さ
れ
、
再
び
風
下
に
飛
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
校
庭
や
稲
田
、
家
屋

な
ど
の
場
所
を
「
除
染
」
し
て
も
、
そ
の
後
の
雨
や
風
が
近
く
の
森
林
や
土
壌
か
ら
セ
シ
ウ
ム
137
粒
子
を

除
染
し
た
場
所
へ
と
運
び
、
再
び
汚
染
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
137
の
半
減
期
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、
セ
シ
ウ

ム
137
が
多
く
の
個
体
を
突
き
抜
け
、
長
く
残
存
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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５　

核
廃
棄
物

　

福
島
の
町
々
が
除
染
さ
れ
た
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
単
に
汚
染
さ
れ
た
物
が
別
の
場
所
に
移
さ
れ
た
だ

け
で
あ
る
。
福
島
の
至
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
黒
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
に
入
っ
て
い
る
汚
染
土
壌
は
、

そ
の
袋
に
詰
め
た
時
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
放
射
線
で
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
黒
い
袋
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
す

べ
て
の
場
所
が
現
在
、
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
問
題
が
起
き
た
こ
と
が
な
い
原

発
が
閉
鎖
さ
れ
、
運
転
が
停
止
さ
れ
る
時
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
が
核
廃
棄
物
と
化
し
た
建
屋
と
設
備
の
解

体
と
い
う
長
い
過
程
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
。
核
廃
棄
物
は
あ
ら
ゆ
る
核
技
術
に
よ
る
生
産
と
使
用
の
段

階
ご
と
に
発
生
す
る
。
低
レ
ベ
ル
、
中
レ
ベ
ル
、
高
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
核
廃
棄
物
を
入
れ
る
べ
き
封

じ
込
め
容
器
の
性
質
と
核
廃
棄
物
を
封
じ
込
め
る
べ
き
期
間
の
長
さ
は
、
廃
棄
物
の
分
類
レ
ベ
ル
と
性
質

に
応
じ
て
異
な
る
。
最
も
注
意
を
要
す
る
の
は
、
高
レ
ベ
ル
の
核
廃
棄
物
で
あ
る（

22
）。

　

高
レ
ベ
ル
の
核
廃
棄
物
の
大
部
分
は
使
用
済
み
核
燃
料
棒
で
、
兵
器
用
ま
た
は
原
発
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
生
産
す
る
原
子
炉
の
運
転
に
よ
っ
て
発
生
す
る（

23
）。

使
用
済
み
核
燃
料
棒
は
非
常
に
高
温
で
あ
り
、
か

つ
大
量
の
有
毒
な
化
学
物
質
と
放
射
性
微
粒
子
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
量
の
ウ
ラ
ン
と
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
み
、
何
十
万
年
、
あ
る
い
は
何
百
万
年
も
の
間
、
極
め
て
危
険
で
あ
り
続
け
る
。
こ
れ
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ら
は
何
千
年
も
の
間
、
水
や
生
き
物
に
触
れ
な
い
よ
う
に
十
分
に
封
じ
込
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
世
界
に
は
ほ
ぼ
三
〇
万
ト
ン
も
の
使
用
済
み
核
燃
料
が
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
毎
年
、
さ
ら
に

何
千
ト
ン
も
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
使
用
済
み
核
燃
料
棒
の
一
部
は
、
一
九
四
五
年
に
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
原
爆
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
産
し
た
原
子
炉
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

使
用
済
み
核
燃
料
を
封
じ
込
め
る
方
法
に
つ
い
て
の
国
際
社
会
の
一
致
し
た
見
解
は
、
地
層
処
分
場
（
Ｄ

Ｇ
Ｒ
）
と
し
て
知
ら
れ
る
広
大
な
地
下
貯
蔵
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
地
下
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
封
じ
込
め
る
構
造
物
を
建
設
し
、
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
銅
製
の
容
器
に
使
用

済
み
核
燃
料
を
入
れ
、
湿
る
と
膨
張
す
る
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
粘
土
を
貯
蔵
施
設
に
充
て
ん
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｇ
Ｒ
に
使
用
済
み
核
燃
料
棒
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い（

24
）。

建
設
が
完
了
し
た

封
じ
込
め
施
設
が
あ
る
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
で
あ
り
、
今
後
一
〇
年
か
ら
二
〇
年

の
う
ち
に
使
用
済
み
核
燃
料
を
貯
蔵
施
設
に
移
し
始
め
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ン

カ
ロ
貯
蔵
施
設
は
、
同
国
の
小
規
模
の
原
子
力
複
合
体
の
四
基
の
原
子
炉
か
ら
出
る
使
用
済
み
燃
料
を
保

管
す
る
予
定
だ
が
、
過
去
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
欧
州
最
大
の
地
層
処
分
施
設
の
建
設
地
の
一
つ
で
あ

る
。
地
球
上
の
何
百
基
も
の
原
子
炉
や
、
核
兵
器
国
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
で
生
じ
る
使
用
済
み
核
燃
料

の
た
め
に
、
こ
う
し
た
核
廃
棄
物
処
分
場
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
つ
な
が
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る
世
界
規
模
の
膨
大
な
建
設
作
業
を
意
味
す
る
。

　

さ
ら
に
我
々
は
一
〇
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
こ
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
う
ま
く
封
じ
込
め
る
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
封
じ
込
め
期
間
は
、
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た
人
類
の
起
源
で
あ

る
人
間
は
別
と
し
て
、
近
代
の
人
間
が
地
球
上
で
生
き
て
き
た
期
間
よ
り
長
い
。
人
類
が
農
業
を
始
め
て

ま
だ
一
万
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
し
、
電
気
を
使
い
始
め
て
三
〇
〇
年
足
ら
ず
で
あ
る
。
研
究
室
の
実
験

で
封
じ
込
め
が
い
か
に
成
功
し
よ
う
と
も
、
高
温
で
有
毒
な
放
射
性
燃
料
棒
を
何
万
年
も
封
じ
込
め
る
キ
ャ

ニ
ス
タ
ー
を
、
我
々
が
設
計
し
て
建
造
で
き
る
と
信
じ
る
に
足
る
、
確
実
な
保
証
は
な
い
。
人
類
が
建
設

し
た
も
の
で
五
〇
〇
〇
年
の
期
間
す
ら
存
続
し
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
一
〇
万
年
の
間
、
無
傷
で
貫
通

性
が
な
く
変
化
し
な
い
地
下
構
造
物
を
建
設
で
き
る
と
信
じ
る
こ
と
は
た
だ
の
願
望
で
し
か
な
い
。
我
々

は
こ
れ
ま
で
に
製
造
さ
れ
た
中
で
最
も
有
毒
な
物
質
を
、
膨
大
な
量
、
製
造
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
有
毒

物
質
は
我
々
の
子
孫
が
住
む
世
界
の
一
部
と
な
る
。
そ
れ
が
子
孫
に
害
を
与
え
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
が
、

そ
れ
が
叶
う
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
に
は
、
将
来
、
何
も
知
ら
さ
れ

ず
に
我
々
が
残
し
た
核
廃
棄
物
を
共
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
何
世
代
に
も
わ
た
る
人
類
や
他
の
生
物
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

我
々
の
時
代
に
は
、
水
爆
実
験
に
よ
り
放
射
性
降
下
物
が
高
層
大
気
圏
や
対
流
圏
、
成
層
圏
に
飛
散
し
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た
。
飛
散
し
た
空
間
で
、
放
射
性
微
粒
子
は
何
年
も
の
間
、
地
球
を
周
回
し
た
後
、
ゆ
っ
く
り
と
地
表
に

落
ち
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
放
射
性
降
下
物
の
大
半
が
地
球
全
体
に
拡
散
し
た
。
現
在
、
世
界
の
核
実
験

に
よ
る
降
下
物
は
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る（

25
）。

二
〇
一
一
年
に
長
崎
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
（
爆
心
地
）
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
の
土
壌
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
世
界
の
核

実
験
に
よ
る
放
射
性
核
種
の
方
が
、
一
九
四
五
年
の
原
爆
投
下
に
よ
る
も
の
よ
り
多
く
見
つ
か
っ
た（

26
）。

放

射
性
降
下
物
は
エ
ベ
レ
ス
ト
山
か
ら
南
極
、
マ
リ
ア
ナ
海
溝
に
至
る
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
検
出
さ
れ
て
い

る
。
核
実
験
場
や
原
子
力
事
故
の
発
生
場
所
の
周
辺
で
は
、
事
故
直
後
に
低
層
大
気
圏
内
か
ら
降
っ
た
た

め
、
放
射
性
降
下
物
は
高
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
高
層
大
気
圏
に
入
っ
た
放
射
性
降
下
物
は
生
態
系
全
体

に
拡
散
し
た
。
一
九
五
三
年
と
い
う
早
い
時
期
に
米
国
政
府
が
実
施
し
た
、
世
界
各
地
の
二
万
人
の
被
験

者
の
骨
と
歯
に
関
す
る
秘
密
調
査
で
、
核
実
験
に
よ
る
放
射
性
核
種
の
摂
取
が
世
界
中
で
進
ん
で
い
る
こ

と
が
判
明
し
た（

27
）。

６　

結
論

　

一
九
四
五
年
に
広
島
と
長
崎
で
何
十
万
も
の
人
々
が
、
原
爆
に
よ
っ
て
外
部
被
曝
し
、
多
く
の
人
が
爆

発
で
飛
び
散
っ
た
放
射
性
微
粒
子
に
よ
り
内
部
被
曝
を
経
験
し
た
。
さ
ら
に
何
千
も
の
人
が
、
黒
い
雨
に
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含
ま
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
長
崎
で
は
爆
心
地
の
風
下
に
降
下
し
た
放
射
性
微
粒
子
に
よ
り
、
内
部
被
曝

を
経
験
し
た（

28
）。

そ
れ
か
ら
何
十
年
に
も
わ
た
り
、
さ
ら
に
何
百
万
も
の
人
々
が
放
射
性
降
下
物
に
曝
さ
れ
、

放
射
性
核
種
を
摂
取
し
、
病
気
に
な
っ
た
り
早
逝
し
た
り
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
人
が
放
射
性
降
下
物
で

汚
染
さ
れ
た
故
郷
の
土
地
か
ら
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
家
族
を
養
う
食
べ
物
を
得
る
た
め
、
汚

染
さ
れ
た
土
地
や
海
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
放
射
性
微
粒
子
は
半
減
期
が
長
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
、
体
内
に
摂
取
し
た
放
射
性
核
種

が
人
間
や
す
べ
て
の
生
き
物
に
も
た
ら
す
危
険
性
は
将
来
に
わ
た
っ
て
何
世
代
も
持
続
す
る
。
さ
ら
に
、

我
々
の
時
代
の
核
廃
棄
物
が
残
存
す
る
こ
と
で
、
計
り
知
れ
な
い
数
の
人
た
ち
が
、
想
像
を
超
え
る
長
期

間
に
わ
た
っ
て
放
射
線
被
曝
の
危
険
に
曝
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
我
々
は
毎
年
、
多
く
の
核
廃
棄
物

を
生
み
出
し
、
核
兵
器
国
は
皆
、
核
戦
争
の
脅
威
を
拡
大
さ
せ
、
核
兵
器
の
生
産
を
何
十
年
も
継
続
さ
せ

る
近
代
化
計
画
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
悲
劇
で
あ
り
、
我
々
は
今
な
お
悲
劇
の
道
を
歩
み

続
け
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
は
我
々
が
方
向
転
換
す
る
の
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
す

べ
て
の
核
兵
器
国
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
た
め
、
我
々
は
核
兵
器
国
に
条
約
を
遵
守
さ
せ
る
戦
略

を
練
る
必
要
が
あ
る（

29
）。

だ
が
、
条
約
を
遵
守
し
た
と
し
て
も
核
廃
棄
物
は
既
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

広
島
と
長
崎
に
お
け
る
ヒ
バ
ク
シ
ャ
世
代
が
亡
く
な
る
に
つ
れ
て
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
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に
耐
え
、
何
が
起
き
た
の
か
と
い
う
記
憶
を
継
承
す
る
方
法
を
、
我
々
全
員
が
懸
命
に
模
索
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
憶
を
新
し
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
方
法
は
数
多
く
あ
る
。
広
島
と
長
崎
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
の
絆
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
こ
の
記
憶
の
輪
を
広
げ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
世
界
中
の
人
々
が
、
放
射
線
被
曝
に
よ
っ
て
受
け
る
被
害
や
、
放

射
能
汚
染
と
共
に
生
き
る
危
険
性
に
つ
い
て
証
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
広
島
と
長
崎
の

被
害
を
普
遍
的
に
理
解
す
る
必
要
性
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
核
技
術
に
よ
る
何
百
万
も
の

人
た
ち
の
被
害
を
理
解
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
我
々
が
核
物
質
の
生
産
を
継
続
す
る
こ

と
で
必
然
的
に
排
出
さ
れ
る
核
廃
棄
物
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
確
実
に
被
害
を
受
け
る
さ
ら
に
多
く
の
人
々

を
理
解
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
放
射
線
の
被
害
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
半
減
期
が
長
い
多
く
の
放

射
性
核
種
は
、
核
兵
器
の
生
産
と
実
験
な
ら
び
に
原
子
力
事
故
の
負
の
遺
産
が
引
き
起
こ
す
危
険
性
と
傷

害
を
、
遠
い
将
来
に
ま
で
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
に
は
、
核
実
験
場
や
原
子

力
事
故
現
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
、
何
世
代
も
の
人
々
も
含
ま
れ
る
。

彼
ら
は
、
核
技
術
の
軽
率
な
使
用
に
よ
っ
て
地
球
上
を
飛
散
す
る
放
射
性
物
質
に
遭
遇
し
、
内
部
被
曝
す

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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